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思い出胸に 大きくはばだいて！

明和中学校の卒業式で、 176人の生徒が

恩師や父母、在校生に拍手で送られ、思

い出を胸に母校を巣立ちました。

今月の主な紙面

•平成12年度一般会計ほか5会計予算……②～⑤

•町情報公開及び個人情報保護に関す

る条例を制定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥～⑦

•明和保育園・明和幼稚園の園舎が完成…⑩～⑪
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教育費

民生費

土木費

歳出

（その他••商工費労働費諸支出金〕
予借費

4,998万ワ千円（△2.8%)

8,045万5千円(0.0%)

1 億9,449万5千円（△25.5%)

2億 146万円 (0.4%)

3億7,389万 1 千円 (4.5%)

3億9,853万2千円 (0.1%) 

5億6,115万5千円 (3.9%)

6億9,118万円（△39.4%)

8億4,942万7千円（△40.5%)

平成 1 2年度の一般会計ほか 5 会計の
予算が、 3月定例町議会で議決されました。
一般会計予算は43億5,000万円で、前年

度に比べ 14.7％の減となりましだ。こ
れは、保育園・幼稚薗建設事業が前年

度で終了しだだめ予算規模が縮小した
ことによるものです。特別会計は、合
年度から新だに設置しだ介護保険をは

じめ 5 会計とし、 76.7％増の35億3,303
万4干円と定めました。

会計別予算規模（率は前年比）
几
又
舟 会 計

特
別
会
計

老人保健

国民健康保険

介護保険

下水道事業
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道事業会計

噂3,200万円

3億7,500万円 I
8億7,392万3千円

61意8,036万 1 千円

皆増

493.1% 

83.5% 

合 計 78億8,303万4千円 11.0% 
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財産と町債の現況
（一般会計ベース）

産（平成12年3月 13 日現在）
金 29億5,7ワ 1 万円

金 5億 1,951 万6千円

地 18万 1,095m2

物 3万2,51 ワ m2

町債
平成 11 年度末

平成 12年度末

町債残高見込額

23億3,918万9千円

町債残高見込額

20億6,533万4千円

町債見込額

3,490万円

元金償還見込額

3億855万5千円
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町債（地万債）とは
町債は、地方公共団体の財政収入の中で大

切な財源であり、当該公共施設の事業効果が
後世の住民に及ぶ場合には、後年度にも繰り

廷べて支払うことが適当であると思われます。

また、町債を起こす場合には議会において

予算審議を受け、さらに無理な負担を将来に

残さないように適正限度を保持させるため、

知事の許可を必要としています。

なお、町債には国の補てんすべきものも多

く、元利償還金の一部が地方交付税として国

より算入されています。
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町税の内訳
18億3,248万 2千円

町 民 税 ワ億9,417万 1 千円
（内法人町民税 4億294万5千円）

固定資産税 9億2,318万8千円

軽自動車税 1,629万6千円

EBJたばこ税 6,550万円

特別土地保有税 3,332万ワ千円

町民一人当たり
町の人口 11,682人

（平成 12年3月 1 日現在）

納める税金（法人分含む）

総額 156,864円
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地方譲与税 1.6% I 
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一般会計

6,900万円（△5.5%)

その他

地方譲与税

総務費 民生費 衛生費
----------- ------------- ------------
48,036円 ワ2,713円 32,006円

e 馨
農"1林"6"水,6""4産"9"業"円"費"", "士"8""1",2"木"7"2"Pl"費""" 消防費------------

1 ワ，245円

：麟
教育費！公債費＇その他
----------- I ------------- : ------------

59,166円 34,115円 11, 166円

皇乙

9,500万円（△2.1%) じ＼悶嗜費塁

1億44ワ万 1 千円（△59.2%)

1 億3,031 万5千円（△41.6%)

1 億5,000万円(0.0%)

2億5,298万5千円（△0.4%)

7億円 (218.2%)

18億3,248万2千円（△ 11.5%)

国庫支出金

県支出金

繰越金

諸収入

地方交付税

繰入金

町税

歳入
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一般会計の主な事業

会
8,045 万 5千円

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） 80,455 

議 費

総 務 費
5億 6,1 1 5 万 5千円

・一般管理費（行政改革の推進等）

234,623 

•財政管理費 (OA化推進事業等）

13,498 

•財産管理費（●庁内 LAN接続工

事、●電話交換機入れ替え等）

32,002 

・自治振興費 (O行政区総合活性化事

業補助金、結婚相談事業等） 63, 119 

・基金費（下水道整備等の公共施設

建設基金利子積立金等） 4,249 

•選挙費（●衆議院議員選挙等） 9,788 
．賦課徴収費（賦課等電算処理業務

等） 20,408

・広報費（●広報めいわ縮刷版発刊

事業、オフトーク通信関連事業、

広報紙発行等） 63,887 

・企画費（●ミレニアム事業、●町

民憲章碑建立工事、明和まつり補

助金、国内・国際交流事業、主要

施策説明会開催等） 14,999 

・戸籍住民基本台帳費（住民情報等

電算処理業務等） 26,620 

·統計調査費（●国勢調査事業等）

4,905 

民 生 費
8億4,942万 7千円

•国民年金費 225,078 

•国民健康保険特別会計繰出金

27,806 

・老人保健特別会計繰出金 45,886 

・老人福祉費（●介護保険特別会計

繰出金、●在宅介護支援センター

運営事業、●生活支援型訪問家事

援助事業、●高齢者生きがい対策

関連事業等） 167,169 

・障害者福祉費（●身体障害者日帰

り介護事業、福祉作業所運営委託

事業、障害者援護事業、在宅重度

障害者等見舞金等） 34,684 

•福祉医療費（小学校就学前の乳幼

児医療費の無料化等） 65,862 

・老人福祉センター費 12,103 

・児童福祉費 (0学童保育所改修工

事、●子育て支援室の開設、● 0

歳児保育の実施、●児童手当支給

者の範囲拡大〔3歳児～未就学児

対象〕、出産祝金事業、保育園運

営費等） 211,568 

、土—

偉J 生 費
3億7,389 万 1 干円

・邑楽館林医療事務組合負担金 26,600

・邑楽館林医療事務組合出資金 21,640

・予防費（●総合健診の実施、各種

健診予防事業等） 44,213 

・環境衛生費（●狂犬病予防事業、

合併処理浄化槽設置費補助事業、

水道事業会計繰出金等） 78,648 

・保健センター費 2,196 

・公害対策費（ダイオキシン類大気

含有量調査委託事業、地盤沈下防

止対策事業等） 2,331 

•清掃費（じん芥処理事業〔生ごみ

処理機購入費助成金等〕、し尿処

理事業等） 150,826 

・交通対策費（交通安全施設の整備

充実等） 9,122 

・防犯対策費 2,603 

労

商

働 費
1,050 万 6千円

・労働諸費（勤労者生活資金預託

金等） 10,506 

農林水産業費
1 億9,449万円 5干円

・農業委員会費 8,250 

・農業振興費（水田農業経営確立対策

事業、花いっぱい運動推進事業、農

業近代化資金利子補給等） 19,808 

・農地費（ふるさと総合整備事業、邑

楽用水路改修関連事業等） 127,913 

工 費
2,805 万 3干円

・商工振興費（町商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金、労働環

境整備資金預託金等） 18,027 

土
9億4,941 万 8千円

・道路維持費（側溝整備工事、舗装

補修工事等） 98,793 

・道路橋りょう新設改良費（道路改

良工事、道路舗装工事等） 286,943

•河川費（●利根川水系連合水防演

習の開催等） 2,840 

・住宅管理費（●白アリ駆除委託事

業等） 8,889 

•都市計画費（●都市計画図修正業

務委託事業、下水道事業特別会計

繰出金等） 452,628 

・公園費（桜並木路整備工事、各公

園等維持整備事業等） 52,562 

肖‘‘
、

教

公

木

防
2億 146万円

・消防費（常備消防費負担金、非常

備消防費負担金、消防施設費負担

金〔防火水槽新設工事・消防団詰

所改築工事等〕、災害対策費〔防

災設備の充実・広域洪水ハザード

マップ作成事業等〕 201,460 

育

債

費

費

費
6億 9,1 1 8万円

・小学校費（●西小学校北校舎耐震

補強工事、●西小学校体育館改築

設計業務委託事業等） 91,456 

・中学校費（●北校舎耐震補強工事、

心の教室相談事業、英語指導助手

の招致事業、中学生海外派遣事業

等） 127,035

・幼稚園費（幼稚園運営費） 51,983

・社会教育費（各種学級および生涯

学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業、ふるさと産業文

化館事業、図書館事業） 183,590 

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、利根川総合運動場等体育

施設整備事業、海洋センター事業、

学校給食センター事業） 188,036 

費
3億 9,853万円 2干円

・公債費（償還元金および支払利子

等） 398,532
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老 人 保 健 介 護 保 険 水 道 事 業
8億 7,1 75 万円 3億7,500万円

（歳入）

支払基金交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

その他

（歳出）

医療諸費

その他

国民健康保険
7億3,200万円

（歳入）

国民健康保険税

国庫支出金

繰入金

療養給付費交付金

その他

（歳出）

保険給付費

老人保健拠出金

介護納付金

総務費

その他

6億942万4千円

1億7,312万円

4,328万円

4,588万6千円

4万円

8億6,910万4千円

264万6千円

3億605万1千円

2億5,783万3千円

8,780万6千円

6,512万l千円

1,518万9千円

4 億7,164万4千円

1億7,328万4千円

4,057万 1千円

2,495万7千円

2,154万4千円

（歳入）

繰入金

支払基金交付金

国庫支出金

県支出金

保険料

その他

（歳出）

保険給付費

総務費

その他

1億1,828万9千円

1億1,116万4千円

8,638万7千円

4,210万8千円

1,700万4千円

4万8千円

3億3,687万l千円

3,506万円

306万9千円

下水道事業
8億7,392万 3千円

（歳入）

繰入金

国庫支出金

町債

その他

（歳出）

下水道費

その他

3億9,366万5千円

2億5,250万円

2億2,450万円

325万8千円

5億2,910万9千円

3億4,481万4千円

収益的収入

収益的支出

2億9,184万 2千円

2億7,261 万 1 干円

（収益的収入）

営業収益

営業外収益

（収益的支出）

営業費用

営業外費用

予備費

（資本的収入）

企業債

出資金

（資本的支出）

建設改良費

企業債償還金

業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

1 日平均給水量

2億8,829万4千円

354万8千円

2億4,287万6千円

2,773万5千円

200万円

2億2,000万円

5,000万円

3億9,624万2千円

1,150万8千円

3,755栓

212万2千団

5,813 可

南大島浄水場

我
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、
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い
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、
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て
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な
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の
の
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な
改
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を
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て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
政
府
で
は

当
面
の
景
気
⑬
復
に
向
け
全
力
を
尽

く
す
と
の
観
点
に
立
っ
て
、
経
済
運

営
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
リ
、

こ
の
た
め
機
動
的
、
弾
力
的
な
経
済

運
営
を
行
う
と
し
て
お
リ
ま
す
。

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
リ
、

常
に
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
行

政
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

時
代
に
即
し
た
事
業
お
よ
び
行
政
の

推
進
を
図
り
、
よ
リ
よ
い
町
政
を
執

行
し
て
ま
い
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

リ
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

考
慮
の
上
、
町
の
第
四
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
甲
和
の
特

性
か
ら
「
人
間
尊
重
」
「
資
源
の
有

効
活
用
」
「
甲
和
文
化
の
創
造
」
の

三
つ
を
柱
と
し
、
目
前
に
迫
っ
た
ニ

十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
計
画

的
・
合
理
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
し
つ
つ
、
国
・
県
の
方
針

お
よ
び
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
い

た
し
ま
し
た
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
地
区
自
治

組
織
活
性
化
事
業
の
推
進
、
介
護
保

険
事
業
の
実
施
、
統
合
し
た
保
育

園
・
幼
稚
園
の
運
営
、
子
育
て
支
援

事
業
の
推
進
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

推
進
事
業
、
邑
楽
用
水
閏
連
事
業
、

ふ
る
さ
と
総
合
整
備
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
の
推
進
、
小
・
中
学
校
校

舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
推
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、

町
道
整
備
・
用
排
水
路
の
整
偶
等
の

都
市
基
盤
の
整
借
や
生
活
環
境
の
整

借
、
健
康
の
増
進
、
福
祉
の
向
上
、

教
育
文
化
の
向
上
、
産
業
の
振
興
、

行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
を
積
極
的
に

取
リ
組
み
、
一
般
会
計
を
四
三
億
五

千
万
円
と
定
め
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

介
護
保
険
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
新

た
に
特
別
会
計
を
編
成
し
、
三
億
七
、

五
0
0

万
円
と
し
た
ほ
か
、
老
人
保

健
特
別
会
計
を
八
億
七
‘
＿
七
五
万

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
七

億
三
、
二
0
0

万
円
、
下
水
道
事
業

会
計
を
八
億
七
、
三
九
二
万
三
千
円
、

水
道
事
業
会
計
を
穴
億
八
、

O
-
―
＿
六

万
一
千
円
と
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
心
の
適
っ
た
行
政
実
現

に
、
総
力
を
挙
げ
て
執
行
に
当
た
る

考
え
で
あ
リ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

咀
和
町
長

平
成
1
2年
度
予
算
編
成
万
針

字
加I

藤

車
9 9 9 9 
/Lヽ

2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

(5) 平成12年 4 月 10 日旧）



第 1 回町議会定例会は、 3月9日から21 日までの会期13日間

で開かれ、情報公開及び個人情報保護に関する条例をはじめ、

介護保険条例の制定、機構改革に伴う事務分掌条例の一部改正、

平成12年度一般会計•特別会計予算など36案件（町長提出33

件、議員提出3件）について審議されだ結果、いすれも原案ど

あり可決承認されました。その主な内容をあ知らせします。

国
の
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
改
正

さ
れ
た
地
方
自
治
法
二
五
二
条
の
一
七

の
二
で
規
定
さ
れ
た
権
限
の
委
譲
に
伴

い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。
内

容
は
、
火
薬
類
取
締
法
及
び
液
化
石
油

ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
事
務
で

す
。地

方
分
権
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

国
の
地
方
分
権
一
括
法
が
四
月
一
日

か
ら
施
行
に
な
る
た
め
、
そ
れ
に
伴
う

関
係
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
関

館
林
地
区
消
防
事
務
組
合

規
約
の
変
更

平
成
1
2

会
計
ほ
、5
会
計
予
算
を
可
決

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
制
定

第

9:~:~.!!`~``'``~;~~~~~~~~~~~;~~~~~;`,

t::~;,t 

回
町
議
会
定

組
合
の
組
織
団
体
で
あ
る
二
つ
の

「
伝
染
病
院
組
合
」
が
、
三
月
末
で
解

散
す
る
た
め
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
治
事
務
、

法
定
受
託
事
務
と
も
、
地
方
公
共
団
体

が
行
う
事
務
で
特
定
の
者
の
た
め
に
す

る
も
の
に
つ
き
、
条
例
で
定
め
て
手
数

料
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
、
規
則

で
定
め
ら
れ
て
い
た
手
数
料
を
こ
の
条

例
に
よ
り
規
定
し
、
新
た
に
権
限
が
移

っ
た
鳥
獣
保
護
、
狂
犬
病
予
防
関
係
の

手
数
料
を
加
え
、
さ
ら
に
罰
則
の
規
定

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

国
の
法
律
改
正
や
地
方
分
権
一
括
法

の
関
係
で
、
大
幅
な
改
正
を
行
い
ま
し

た
。
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
減
量
化
の

推
進
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
責
務
を
町
、

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

町
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

民
法
の
改
正
に
伴
う
町
行
政
手

続
条
例
及
び
町
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

後
見
制
度
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
町

行
政
手
続
条
例
及
び
町
印
鑑
条
例
と
も

字
句
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

町
政
が
一
層
公
正
で
開
か
れ
た
も
の

と
な
る
た
め
、
ま
た
、
町
民
が
町
政
に

対
す
る
積
極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
町

政
に
対
す
る
信
頼
と
理
解
を
深
め
、
も

っ
て
町
政
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
実
施
機
関
は
、
地
方
公

町
手
数
料
条
例
の

全
部
改
正

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
町
都
市

計
画
審
議
会
が
都
市
計
画
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
す
る
委

員
か
ら
町
職
員
を
削
り
、
町
民
か
ら
選

出
で
き
る
よ
う
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
臨

時
委
員
及
び
専
門
委
員
制
度
を
加
え
ま

し
た
。

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

町
都
市
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
改
正

係
条
例
は
、
明
和
町
防
災
会
議
条
例
以

下
十
条
例
で
、
内
容
は
手
数
料
関
係
、

引
用
条
項
の
改
正
、
必
置
規
制
の
見
直

し
、
過
料
等
の
改
正
で
す
。
特
に
、
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
て
あ

る
も
の
を
条
例
化
し
た
も
の
で
金
額
の

改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
、
事
業
者
に
課
し
ま
し
た
。
ま
た
、

公
共
の
施
設
を
汚
さ
な
い
よ
う
、
個
人

が
自
分
の
土
地
及
び
建
物
を
清
潔
に
保

持
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ま
し
た
。

な
お
、
指
定
袋
の
大
き
さ
を
二
種
類

と
し
、
町
民
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し

こ
。t
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平
成
十
二
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制

度
の
施
行
に
伴
い
、
介
護
納
付
金
課
税

及
び
徴
収
に
関
係
す
る
条
文
の
追
加
及

び
改
正
と
応
能
、
応
益
の
割
合
の
是
正

措
置
、
納
期
回
数
六
回
を
八
回
と
す
る

な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

平
成
十
二
年
度
か
ら
始
ま
る
介
護
保

険
制
度
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
第
一
号

被
保
険
者
の
保
険
料
の
軽
減
に
伴
う
財

源
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
を
創
設
し

ま
し
た
。

町
介
護
保
険
円
滑
導
入
基

金
条
例
の
制
定

市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
制
度
が
四

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
た
め
、
介
護

保
険
法
等
に
定
め
が
あ
る
も
の
以
外
を

条
例
で
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
料

は
基
準
月
額
二
、
七
0
0
円
と
定
め
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
ニ
ー
十
三
年
度

は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
十
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
介
護
保
険
条
例

の
制
定

共
団
体
の
長
で
あ
る
町
長
、
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

公
平
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会
で
す
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
二
年
十
月
一
日

か
ら
で
す
。

幼児送迎用バス

町
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
全
部
改
正

介
護
保
険
制
度
が
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
通
所
介
護
施
設
と
し

て
「
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
」
の
指
定

を
受
け
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
対
応

型
、
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
も
の
及
び

身
体
障
害
者
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
同

一
の
施
設
で
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

こ
。t
 

平
成
十
二
年
度
か
ら
開
設
に
な
る
新

幼
稚
園
・
保
育
園
の
幼
児
が
利
用
す
る

町
立
幼
稚
園
・
保
育
園
幼

児
送
迎
バ
ス
使
用
料
徴
収

条
例
の
制
定

児
童
館
を
東
保
育
園
へ
移
転
し
、
東

保
育
園
の
施
設
の
よ
り
一
層
の
利
用
を

図
る
た
め
、
新
た
な
東
部
児
童
館
と
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
東
小
学
校
に

隣
接
し
て
お
り
、
放
課
後
の
学
童
の
保

育
に
は
大
変
便
利
な
位
置
に
あ
り
、
一

層
の
児
童
館
と
し
て
の
目
的
達
成
が
図

ら
れ
る
も
の
で
す
。

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
の
＿
部
改
正

幼
稚
園
の
統
廃
合
に
、
給
食
セ
ン
タ

ー
が
対
象
と
す
る
幼
稚
園
を
明
和
幼
稚

園
に
変
更
し
ま
し
た
。

町
児
童
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

今
回
の
統
廃
合
に
よ
り
、
中
央
保
育

園
及
び
西
保
育
園
を
廃
止
し
、
新
し
く

明
和
保
育
園
を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、

東
保
育
園
は
通
産
省
の
工
業
再
配
置
促

進
費
補
助
金
で
建
設
し
た
施
設
で
あ

り
、
通
産
省
の
許
可
が
下
り
る
ま
で
廃

止
で
き
な
い
た
め
今
回
除
き
ま
し
た
。

町
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
改
正

送
迎
バ
ス
の
使
用
料
を
、
月
額
一
千
円

と
定
め
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
進
め
て
き

た
組
織
機
構
の
見
直
し
を
検
討
し
た
結

果
、
限
ら
れ
た
職
員
定
数
の
中
で
、
新

し
く
事
務
が
増
加
す
る
部
門
の
充
実
を

図
る
た
め
、
職
員
数
は
増
加
さ
せ
な
い

と
の
基
本
方
針
を
も
と
に
組
織
機
構
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

関
連
性
あ
る
上
水
道
部
門
と
下
水
道

部
門
を
一
っ
の
課
と
し
て
新
し
く
「
水

道
課
」
を
設
け
、
建
設
部
門
と
都
市
計

画
部
門
を
一
っ
の
課
と
し
、
新
し
く

「
都
市
建
設
課
」
を
設
け
ま
し
た
。
な

お
、
都
市
開
発
課
及
び
建
設
課
は
、
廃

止
し
ま
し
た
。

町
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

加
入
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
た
め
電
話
回
線
を
デ
ジ
タ
ル
回
線

に
切
り
替
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
た
め
、
こ
れ
を
解
消
す
べ

＜
端
末
受
信
設
備
に
付
属
機
器
で
あ
る

町
事
務
分
掌
条
例

の
一
部
改
正

町
議
会
の
傍
聴
人
取
締
規
則
が
、
傍

聴
規
則
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

ま
た
、
そ
の
他
必
要
な
字
句
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

町
公
告
式
条
例
の

一
部
改
正

小学生水泳教室

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
を
追
加
し
、
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

こ
。t
 群

馬
県
、
栃
木
県
の
両
県
及
び
―
-
+

市
町
村
で
構
成
す
る
、
両
毛
広
域
都
市

圏
総
合
整
備
推
進
協
議
会
が
推
進
す
る

事
業
と
し
て
、
老
人
施
設
の
相
互
利
用

を
推
進
す
る
た
め
、
各
市
町
村
と
も
町

外
の
利
用
者
の
料
金
を
撤
廃
し
、
相
互

利
用
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
を
午
前

九
時
か
ら
十
時
と
し
、
入
会
希
望
者
の

多
い
教
室
の
増
加
と
、
利
用
者
の
多
い

時
間
帯
に
職
員
を
重
点
配
置
し
て
、
事

業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

町
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

の
管
理
及
び
運
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
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耐震補強工事が行われた中学校南校舎

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
、
五
0
0
万
九
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
五
0
億
七
、
一
七
七
万
六

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
介

護
保
険
円
滑
導
入
基
金
積
立
金
、
可
燃

性
廃
棄
物
焼
却
処
分
委
託
料
等
の
追
加

や
福
祉
医
療
費
、
保
育
園
・
幼
稚
園
園

舎
建
設
工
事
費
、
東
小
・
中
学
校
校
舎

耐
震
補
強
工
事
費
等
の
減
額
に
よ
る
補

正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

町
税
二
億
四
、
八
四
一
万
五
千
円
減

（
一
八
億
二
、
三
0
一
万
九
千
円
）

地
方
譲
与
税
二
0
0
万
円
減

（
七
‘
1
0
0
万
円
）

般

会

計

平
平
成1
1年
度
補
正
予
算

g
裂
後
ぶ
§
和
§
ン
タ
穿
裟

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
、
二
五
一
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
九
億
一
、
一
九
一
万
三
千

円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
給
付

費
等
の
追
加
に
伴
う
補
正
費
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

支
払
基
金
交
付
金

五
、
六
六
二
万

老
人
保
健
特
別
会
計

自
動
車
取
得
税
交
付
金

減
（
四
、
三
0
0
万
円
）

地
方
特
例
交
付
金
八
0
0
万
円

（
四
、
八
0
0
万
円
）

地
方
交
付
税
一
億
三
七
一
万
三
千
円

減
（
八
、
四
二
四
万
二
千
円
）

国
庫
支
出
金
一
億
五
、
四
八
三
万
四

千
円
（
四
億
三
、
六
五
二
万
九
千
円
）

県
支
出
金
五
四
四
万
二
千
円
減

（
二
億
二
、
三
0
六
万
四
千
円
）

寄
附
金
ニ
―
0
万
円

（
ニ
―
0
万
一
千
円
）

繰
入
金
六
、
三
三
七
万
四
千
円
減

（
一
三
億
七
、
九
―
一
万
六
千
円
）

繰
越
金
四
、
二
七
0
万
一
千
円

（
二
億
―
―
-
、
0
六
四
万
一
千
円
）

町
債
一
億
五
、
六
三
0
万
円

（
二
億
五
、
六
六
0
万
円
）

〔
歳
出
〕

民
生
費
一
‘
―
二
九
万
円

（
一
四
億
七
、
六
六
三
万
一
千
円
）

衛
生
費
七
ニ
―
万
円

（
三
億
六
、
三
四
四
万
六
千
円
）

消
防
費
七
一
九
万
八
千
円
減

（
一
億
九
、
三
四
八
万
三
千
円
）

教
育
費
七
、
六
三
一
万
一
千
円
減

(
-
0
億
五
、
七
三
三
万
一
千
円
）

六
0
0
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

千
円
（
六
億
一
、
九
0
0
万
円
）

国
庫
支
出
金
一
、
七
二
六
万
円

（
一
億
九
、
三
五
六
万
円
）

県
支
出
金
四
三
一
万
五
千
円

（
四
、
八
三
九
万
円
）

繰
入
金
四
三
一
万
五
千
円

（
五
、
0
九
二
万
四
千
円
）

〔
歳
出
〕

医
療
諸
費
八
、
二
五
一
万
三
千
円

（
九
億
九
三
七
万
一
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
、
七
五
0
万
一
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
六
億
九
、
一
六
六
万
六
千

円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
療
養
給
付

費
や
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
等
の
追

加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正

後
の
総
額

〔
歳
入
〕

国
庫
支
出
金
九
三
五
万
二
千
円

（
二
億
三
、
五
三
四
万
六
千
円
）

療
養
給
付
費
交
付
金
一
、
八
ニ
―
万

四
千
円
（
八
、
0
五
三
万
五
千
円
）

繰
入
金
三
二
万
七
千
円

（
九
、
五
七
二
万
七
千
円
）

繰
越
金
九
六
0
万
八
千
円

（
一
、
八
六
0
万
九
千
円
）

〔
歳
出
〕

保
険
給
付
費
二
、
一
六
0
万
円

（
四
億
八
、
三
九
一
万
四
千
円
）

老
人
保
健
拠
出
金
一
、
五
六
0
万
一

千
円
（
一
億
七
、
三
七
二
万
六
千
円
）

保
健
事
業
費
三
0
万
円

（
八
七
四
万
九
千
円
）

町
例
規
集
の
改
版
に
伴
い
、
制
定
す

町
議
会
の
条
例
並
び
に

規
則
の
横
組
み
に
伴
う

用
語
等
の
統
一
に
関
す

る
措
置
規
則
の
制
定

石
綿
管
更
新
事
業
の
補
助
金
が
追
加

と
な
っ
た
た
め
、
資
本
的
収
入
を
八
三

五
万
二
千
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
収
入
〕

国
庫
補
助
金
八
三
五
万
二
千
円

（
五
、
八
三
五
万
二
千
円
）

• 
人
権
擁
護
委
員
に

石
川
賓
さ
ん

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
欠
員
と
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
石
川
賓
さ
ん

(
6
3歳・
矢
島
）
を
推
せ
ん
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業

会

計

終
末
処
理
場
及
び
幹
線
管
き
ょ
等
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、
平
成
十
一
年

度
内
に
執
行
が
で
き
な
い
見
込
み
で
あ

る
た
め
、
一
、
七
0
0
万
円
を
繰
越
明

許
と
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

る
も
の
で
、
す
で
に
議
決
・
制
定
に
な

っ
た
町
の
条
例
関
係
を
受
け
て
、
議
会

関
係
の
条
例
並
び
に
規
則
に
つ
い
て
も

横
組
み
に
す
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

町
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
と
、
国
で
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治

法
が
改
正
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係

す
る
条
文
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

地
方
分
権
一
括
法
の
成
立
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
議

案
の
提
出
及
び
修
正
動
議
の
発
議
に
必

要
な
賛
成
者
及
び
発
議
者
が
議
員
定
数

の
「
八
分
の
一
」
か
ら
「
十
二
分
の
一
」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
を
受

け
て
、
議
会
の
会
議
規
則
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

※
館
林
地
区
消
防
組
合
規
約
、
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
、
介
護
保
険
円
滑
導
入
基
金
条
例
、

町
議
会
の
条
例
並
び
に
規
則
の
横
組
み

に
伴
う
用
語
等
の
統
一
に
関
す
る
措
置

条
例
以
外
の
条
例
の
施
行
日
は
平
成
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

平成12年 4 月 10 日旧） (8) 



地域のリーダー、行政とのパイプ役としてご活躍、ご協力をいただ

く各行政区の区長さんをはじめ、改選された役員さんをご紹介します。

それぞれの分野でご活躍いだだきます。よろしくあ願いします。なお

子ども会育成会長、母子保健推進委員、体育指導員等は、改選後 5 月

号に掲載します。（敬称略）
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）
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▲県下で初めての一体的な保育園・幼稚園の園舎

'
 安心して子育てのできる環境づくりを 指して

▲竣工式で式辞を述べる斎藤町長

町
が
昨
年
7

月
か
ら
田
島
地
内
に
建

設
を
進
め
て
い
た
「
明
和
保
育
園
・
明

和
幼
稚
園
」
の
園
舎
が
完
成
し
、
竣
工

式
が
3

月
2
9
日
に
同
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
園
舎
は
、
各
界
各
層
7
5
人
の

幼
児
教
育
検
討
委
員
会
の
答
申
に
基
づ

き
、

3

園
ず
つ
あ
る
保
育
園
と
幼
稚
園

を
各
1

園
に
統
廃
合
し
、
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
明
和
町
保
育
園
・
幼
稚
園
建

設
委
員
会
を
組
織
し
、
3
4
名
の
委
員
に

よ
り
、
建
設
用
地
の
承
認
、
設
計
業
者

の
選
定
、
基
本
設
計
を
審
議
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
に
は
、
衆
議
院
議
員
、
県
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
町
長
、
町
議
会
議
長
、

議
員
、
区
長
、
土
地
提
供
者
、
施
工
業

者
な
ど
約
1
0
0

人
が
出
席
し
て
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
は
式
辞
で
「
町
づ
く
り
は

人
づ
く
り
が
基
本
で
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
教
育
の

-

J

 

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
、
移

転
改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
こ
に
竣
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
町
内
に
は
、
保
育
園
と
幼
稚
園

が
そ
れ
ぞ
れ
3

施
設
ず
つ
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
を
一
っ
に
統
廃
合
し
、

し
か
も
県
下
で
も
初
め
て
と
い
う
保

育
園
と
幼
稚
園
が
一
体
的
な
施
設
と

し
て
整
備
で
き
た
こ
と
は
、
関
係
機

関
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

施
設
的
に
は
、
群
馬
県
産
材
の
ひ

の
き
の
使
用
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
空
気
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
床

暖
房
、
深
夜
電
力
を
利
用
す
る
床
暖

房
と
空
調
設
備
、
雨
水
を
水
洗
ト
イ

レ
の
水
と
し
て
再
利
用
す
る
装
置
な

ど
、
省
エ
ネ
化
と
自
然
の
恵
み
も
う

竣
工
に
あ
た
り

充
実
も
人
づ
く
り
の
―
つ
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ら
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
土
地
提
供
者
や
設
計
施
工
業
者

な
ど
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か

た
が
た
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

町
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

◇
地
権
者
▽
田
島
定
治
▽
奈
良
康
正

▽
奈
良
慎
司
▽
柿
沼
秋
―
―
▽
奈
良
健
一

▽
矢
島
よ
し
▽
奈
良
東
助
▽
奈
良
た
け

◇
設
計
・
工
事
関
係
者
▽
闊
阿
佐
美

建
築
設
計
事
務
所
▽
荒
井
建
設
闊
▽

閲
神
寛
▽
高
木
電
設
向
▽
向
家
具
の

平
野
屋

ま
く
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
背
負
っ
て
立
つ
子

ど
も
た
ち
に
、
木
の
ぬ
く
も
り
の
中
、

健
や
か
に
明
る
＜
元
気
に
育
っ
．
て
も

ら
い
た
い
と
、
快
適
さ
の
中
に
環
境

面
に
も
十
分
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
保
育
園
・
幼
稚
園
を
明
和
町

の
新
し
い
児
童
福
祉
・
幼
児
教
育
の

拠
点
と
し
て
、
近
年
の
少
子
化
、
核

家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

こ
う
と
、
乳
児
保
育
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
移
転
改
築
工
事
の
竣
工
に
あ

た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

国
、
県
、
ご
当
局
並
び
に
関
係
皆
様

に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
1
2
年3
月
2
9日

明
和
町
長
斎

藤

憲 \ \ ＼怨＼ふふ
▲式終了後、施設を見学する出席者

平成12年 4 月 10 日国） (10) 



概 要 倅

施設の名称

所在地

設置・経営主体

敷地面積

構造概要

施設面積

開園日

入園定員

総事業費

建築工事等

用地関係費

施設の

保育園

咀和町立咀和保育薗

日月和町田島8-1

日月和町

9,921 m2 （両園全体で）

重量鉄骨造平屋建

洋瓦葺（一部瓦棒葺）

全体 1,536.73可全体 1,150.01m2 

（本体 1,31 ワ48m］ （本体 94751m2)
テラス 219.25店 テラス 202.50m2 

平成 12年4月 7 日 平成 12年4月 11 日

150名 (0~5歳児） 150名 (3~5歳児）

570,123,752円

(524,940,903円)1
45,182,849 円

幼

日月和町立明和幼稚園

同左

同左

同左

同左

449,743,946 円

(404,561,097 円）
45,182,849 円

▲ほふく室（乳児からの保育のために）

園
舎

の
特
徴

保
育
園
と
幼
稚
園
の
園
舎
は
、
合
築

で
一
体
的
な
建
物
と
し
、
両
園
を
東
西

に
分
け
て
園
庭
や
遊
具
な
ど
が
共
有
で

き
、
園
児
た
ち
が
交
流
を
図
れ
る
よ
う

な
施
設
で
す
。
ま
た
、
群
馬
県
産
材
の

ひ
の
き
を
使
っ
た
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ

る
施
設
で
、
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
す
る
空
気
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
床
暖
房

や
深
夜
電
力
を
利
用
す
る
床
暖
房
と
空

調
設
備
、
雨
水
を
水
洗
ト
イ
レ
の
水
と

し
て
再
利
用
す
る
装
置
な
ど
省
エ
ネ
化

を
考
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
育
園
に
は
、
子
育
て
支
援
室

や
ほ
ふ
く
室
（
乳
児
が
、
は
い
は
い
を

練
習
す
る
部
屋
）
が
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
早
朝
・
時
間
の
延
長
な

ど
保
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
両
園
と
も
、
新
た
な
子
育
て
機
能

を
充
実
さ
せ
、
一
層
安
心
し
て
子
育
て

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
―
つ
の
建
物
に
両
園
を

合
設
し
て
整
備
し
た
も
の
と
し
て
は
、

県
内
初
の
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
、
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を

借
り
入
れ
て
建
設
し
ま
し
た
。

▲子育て支援室（家庭で育児をしている母子のために）

△保育園遊戯室（群馬県産材のひのきを使用） △幼稚園遊戯室（群馬惧産材のひのきを使用） △屋根面に取り付けられた空気ソーラーシステム

□ 空気ソーラーに

ロ深夜電力による床暖房の部屋

全室とも、深夜電力で冷暖房

(11) 平成12年 4 月 10 日(J=j)



シリーズ介獲保険⑫

我が国では、急速な高齢化とともに、介護の問題が老後の最大の不安要因となっています。介護が必要にな

っても、残されだ能力を生かして、できる限り自立し、尊厳を持って生活できるようにすることは国民共通の

願いですが、現実には家族だけで介護を行うことは非常に困難になっています。そこで、こうした介護を社会

全体で支え、利用者の希望を尊重しだ総合的なサービスが安心して受けられるしくみとして「介護保険制度」

が新たにつくられました。

〔制度のあらまし〕

運営主体 ♦制度の運営主体（保険者）は、明和町です。

第 1 号被保険者

加入するかた

サービスが
利用できる
かた

保険料の

納め方

♦65歳以上のかた

’ ちほう

①寝たきりや痴呆などで常に介護を必

要とする状態（要介護状態）のかた

②常時の介護までは必要ないが、家事

や身じた＜等、日常生活に支援が必

要な状態（要支援状態）のかた

』
◆年金額が月額15,000円以上のかたは、
年金から天引き（老齢・退職年金のみ）
◆それ以外のかたは町に個別に納め
ます

第 2号被保険者

◆40歳から 64歳までの医療保険に
加入しているかた

』
●初老期擁呆、脳血管疾患など老
化が原因とされる 15種類の病気
により要介護状態や要支援状態

となったかた

ー

♦加入している医療保険の保険料

に上乗せして一括して納めます

利用料の
負担g

l ● 1 割負担が高額になる場合は、自己負担の上限を設定されています（高額介護サ
ービス費）。また、所得の低いかたには、高額介護サービス費の上腺額や食費の
負担額が低く設定されています。

◆介護保険のサービスを利用した場合は、原則としてかかった費用の 1 割を負担し
ます。また、施設入所の場合は、費用の 1 割のほかに、食費の負担があります。

高額介護サービス 食費負担額
区 ノ刀\ 費の上限額（月額）

(1 日あたり）
（世帯合算）

かた 37,200 円 760 円

全員が住民税非課税のかた 24 600 500 
............... 

老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非
15,000 円 300 円

課税のかた、または生活保護受給者

◆制度施行前 1 年の間にホームヘルパー（障害者の福祉施策によるホームヘルパーを含む）の派遣実績があり、生計

中心者が所得税非課税（生活保護受給者を含む）のかたは、介護保険で訪問介護（ホームヘルプサービス）を受ける
ときの利用者負担が、当面 3 ％に軽減されます。

►
 

●平成12年3月までの 1 年間に、訪問介護を

利用していた65歳以上のかた
所得の低いかた

（現在のしくみで

訪問介護の利用

料が無料のかた）
►
 

●65歳前から障害者施策による訪問介護を
利用していた65歳以上のかた
●40歳から 64歳までのかたで、老化が原因
とされる病気で訪問介護を利用するかた

►
 

•平成14年度までの3年間は
訪問介護の利用者負担は3%
•その後段階的に引き上げ、
平成17年度から 10%

►
 •平成16年度までの間3%

平成12年 4 月 10 日伺） (12) 



保想福祝誤 (84)4926

●町へ要介護認定を申請します。
サービスを利
用するときは 申請に必要なもの 介護保険被保険者証（交付されているかた）

主治医（かかりつけ医）の氏名
医療保険被保険者証（第 2 号被保険者の場合）

●要介護・要支援に認定されると、申請日以降に利用したサービスについて給付が受けら
れます。

・要介護認定は一定期間ごとに見直しがあります。また重度になったときは、期

間途中でも要介護度の変更の申請ができます。
．申請を行うと、町の職員や町の委託した居宅介護支援事業者の調査員（介護支援
専門員）が訪問し、心身の状況などの調査をします。その調査結果と主治医の意見

書をもとに、館林市外五町介護認定審査会で判定し、その結果が通知されます。

介護保険の
サービス

●在宅サービスと施設サービスが受けられます。

! 在宅サービス

．訪問介護 ．訪問入浴介護

．訪問看護 ．訪問リハビリテーション

・居宅療養管理指導

・通所介護 ・通所リハビリテーション

・短期入所生活介護

要介護者 ・短期入所療養介護

．痴呆対応型共同生活介護

•特定施設入所者生活介護

•福祉用具の貸与・購入費支給

・住宅改修費の支給

・居宅介護支援

要支援者
•同上

（痴呆対応型共同生活介護を除く）

65歳以上のかだの保険料額が決まりましだ。

施設サービス

・介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

・介護老人保健施設

（老人保健施設）

・介護療養型医療施設

（療養型病床群等）

i I ・要支援者は施設入所できません。

町の第 1 号被保険者 (65歳以上）のかたの保険料基準月額は、 2,700円と決まりました。

この額を基準として、 5 段階の所得段階別に個々の保険料が決まります。

所得段階別区分 保険料基準月額

第 1 段階被保険者 基準額X0.5
1, 3 5 0 円

（市町村民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者、生活保護世帯等）

第 2 段階被保険者 基準額X0.75
2, 0 2 5 円

（市町村民税世帯非課税者等）

第 3 段階被保険者 保険料基準額
2, 7 0 0 円

（市町村民税本人非課税者等）

第 4 段階被保険者 基準額Xl.25
3, 3 7 5 円

（市町村民税課税者のうち合計所得金額が250万円未満の者等）

第 5 段階被保険者 基準額X1.5
4, 0 5 0 円

（市町村民税課税者のうち合計所得金額が250万円以上の者等）

ただし、国の特別対策により、

平成 12年度•平成 13年度は、第 1 号被保険者保険料が軽減されます。

◎平成12年 4 月から 9 月までの半年間は、保険料を納める必要はありません。
◎平成12年10月から平成13年 9 月までの 1 年間は、本来の保険料の半額分を納めます。
◎平成13年10月以降から本来の保険料の額を納めます。

40歳から 64歳までのかたについては、一人ひとりの介護保険料が直接、軽減されることはありませんが、介護

保険料を上乗せすることにより、財政状態が厳しくなる健康保険組合や保険料の収納の低下が懸念される国民健

康保険などの医療保険者に国が財政支援することになっています。

(13) 平成12年 4 月 10 日旧）



合併処理浄化柵の設置に補助事業の活用を
公共下水道事業認可区域（田島•南大島・新里・中谷地区の一部）

には合併浄化槽の補助金が交付されません

町
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成

1
1年
1
1
月
2
9
日
に
都
市
計
画
法
と
下
水

道
法
の
事
業
認
可
を
受
け
公
共
下
水
道

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
認
可
期
間
中
に
下
水
道
が
整
備

さ
れ
る
予
定
の
認
可
区
域
内
に
お
い
て

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
か
か

下
水
道
、
の
翫
器
／
区
域
と
合

併
処
金

今
、
川
や
湖
な
ど
の
汚
れ
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
番
の
原
因
は
、
私
た
ち
が
毎

日
生
活
の
中
で
排
出
す
る
生
活
雑
排
水

（
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
等
の
排
水
）
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
生
活
環
境
を
守
り
、
き
れ
い

な
水
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
排
水
を
き
れ
い
に
処
理
し
て
か
ら
水

路
や
川
に
放
流
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
役
目
を
担
う
施
設
と
し
て
、
公

共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事

業
、
そ
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り

ま
す
。

す
ぐ
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
な
い
区

域
の
か
た
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
事
業
を
活
用
し
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
や
清
ら
か
な
水
環
境
の
回
復

に
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

取豊

りか

賛ゎK
芯《
じめ境
にを

合併処理浄化槽設置補助金基準額

人槽区 金 額

519,000円

る
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
ど
ち
ら
の
事
業
も
国
か
ら

の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
で

「
補
助
金
の
二
重
投
資
」
と
な
る
か
ら

で
す
。下

水
道
の
認
可
区
域

都
市
計
画
法
の
事
業
認
可
に
か
か
る

図
書
は
、
役
場
水
道
課
に
て
縦
覧
を
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
認
可
区
域
は
5
8
鯰
で
下
図
の

と
お
り
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
か
か
る

補
助
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
環
境
課

c
図
4
6
8
6

に
、
認
可
区
域
に
つ
い

て
は
水
道
課
C
⑱
3
1
1
1に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
謳

補
助
金
基
準
額

公共下水道事業認可区域図 (58認）※太実線—は全体計画区域の一部です

例

認可区域

終末処理場

平成12年 4 月 10 日旧） (14) 
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町
で
は
、
平
成

1
2年
度
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
基
本
健
診
．
肺
が
ん
検
診
・
大
腸

が
ん
検
診
•
前
立
腺
検
診
．
腹
部
大
動

脈
瘤
検
診
を
次
の
と
あ
り
行
い
ま
す
。

年
に
1
度
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る

た
め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
い
こ
と
は
保
健
福
祉
課
ま
で
あ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
（
検
）
診
の
内
容

基
本
健
診
（
無
料
）

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血

液
検
査
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
、
眼

底
検
査
を
行
い
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
．
（
無
料
）

指
定
容
器
に
3

日
分
の
早
朝
た
ん
を

と
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
（
5
0
0

円
）

指
定
容
器
に
2

日
分
の
便
（
ご
く
少

量
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
け
る
）
を
と
り
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ

、
T
O
¥
v
 

前
立
腺
検
診
（
無
料
）

基
本
健
診
に
併
せ
て
採
血
し
ま
す
。

腹
部
大
動
脈
瘤
検
診
（
無
料
）

5

月
2
9
日
と
3
0
日
の
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
基
本
健
診
に
併
せ
て
、
腹
部
超
音

波
検
査
、
下
肢
動
脈
触
診
等
の
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
は
6
0
歳
以
上
で
、

検
査
時
間
は
約
5

分
で
す
。
希
望
者
は

基
本
健
診
会
場
で
お
申
し
出
く
だ
さ

ヽ
4
0

し※
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
の
申

込
者
に
は
後
日
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
す
。

12 日（金）

16 日（火）

17 日（水）

18 日（木）

22 日（月）

レントゲン・各種健（検）診の日程表 (5月）
会場 該当地区 実施日長を付時間（ 会

斗合田集落センター

旧東保育屋

田島集会所

江口集落センター

梱原集落センター

須賀公民館

大輪転作促進研修施設

矢島公民飼

25 日（木）

場

町保健センター

町保健センター

町保健センター

29 日（月）叶 3:30~15: 00] 町保健センター

町保健センター

30 日（火） ,13:30~15: 00直］健センター

該当地区

ヽ: •:ヽ： ••：ヽ： •注・企•.心•.心••：ヽ： •.心•.心•注・注•.心•が： •.心•注・注・沖・注•.心 •.5: •注・沖・注・注•.心••;•:•.:, .. 
｀・)!.

も〈日程〉 .:.· 
.、.!!•

.:• 平成 12年 5月 8 日（月）・ 22 日（月） 6 月 12 日（月）・ 26 日（月）な
`. .i. ワ月 10 日（月）・ 24 日（月） 8 月ワ日（月）・ 21 日（月） ::.· 

:!•9月 1 1 日（月）・ 25 日（月） 10月 16 日（月）・ 23 日（月）．：•
' .:• 1 1 月 13 日（月）・ 2ワ日（月） 12月 1 1 日（月）・ 25 日（月） を．

` . . ;. 平成13年 1 月 15 日（月）・ 22 日（月） 2 月 5 日（月）・ 19 日（月） ::.· 

} 3月 12 日（月）・ 26日（月）．i:
`.,ix'.' A •!: 
.:.〈時間〉 ;t ,"` e. 

•!· 

．；・午前10時～ 1 1 時30分 .:• •;.. ｷ--.. --..  ----,_ V'~ 1lLu. ¥ ~. 

.;.: ｀｀斤；ンター ｀〗冑□ :i: 
：！・〈内容〉 疇 ; 
`. ; 集団体操、作業療法（ちぎり絵、粘土細工など）、レクリエ；
.;. ージョン、健康ワンポイントアドバイスなど ::.· 
.` ., 
`',  
:b :.. :'<•:':•• :9 :.. :':.. :,..;. :.••.. :':.. :..:•• :..:.. :':.. :'{• :9:•• :..:.. :':.. :':.. :'i• :':• :9:•• :9:.. :':.. :..:.. :'ヤ：9 ：.. :..:•• :9 :•• :9 

町
で
は
、
5

月
か
ら
虚
弱
高

齢
者
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室

「
は
つ
ら
つ
ふ
れ
あ
い
教
室
』

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、

介
護
保
険
要
介
護
認
定
で
非
該

当
・
要
支
援
に
な
っ
た
か
た
や

虚
弱
高
齢
者
等
を
対
象
に
元
気

で
健
や
か
な
老
後
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
参
加
希
望
者
は
ふ
る
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
み

ん
な
と
楽
し
く
体
操
や
作
業
を

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
希

望
者
は
2
1
日
面
ま
で
に
保
健

福
祉
課
（
明
和
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

て

に

ん
ガ

(15) 平成12年 4 月 10 日旧）



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

土
地
売
買
の
目
安
と
な
る
平
成
1
2
年
1

月
1

日
現
在
の
地
価
公
示
価
格
が
国
土
庁

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
の
形
状
、

道
路
の
条
件
、
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水

道
の
整
備
状
況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ

今
べ
と
唸
べ
／
；

e

忍
卜

5

姦
！
~
令
：

な
都
市
建
設
課

内
線
3
5
5

平
成
1
2年
の
地
価
公
示
価
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

群
馬
県
の
整
備
計
画
で
、
平
成
1
3
年
度

に
明
和
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
設

置
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
、

こ
の
施
設
を
建
設
・
運
営
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

4

月
2
5
日
因
ま

で
に
申
出
書
を
役
場
保
健
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
用
紙
は
役
場
保
健
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
）

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問

そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
を
知
り
た
い
か
た
は
、

標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す
る
道
路

の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺
の
土
地

利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価
公

示
の
関
係
図
書
が
都
市
建
設
課
で
、
だ
れ

で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
都

市
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
—

内
）

C
飼
4
9
2
6

＂
ぶ
ゲ
虔
→
S

令

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設. 
運
営
者
を
募
集

3
2
 

i
、

V
9

姦

上
水
道
係

下
水
道
係

水
道
課
．
一

「
明
和
町
新
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
、
時
代
に
対
応
で
き
る
組
織
、
機
構
の

見
直
し
を
進
め
て
き
た
結
果
、

4

月
1

日

か
ら
一
部
の
課
と
係
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

こ
の
機
構
改
革
は
、
地
方
分
権
の
推
進

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
効
率

的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

（
新
設
の
課
名
）

．
都
市
建
設
課

•
水
道
課

都
市
計
画
係

ー
都
市
建
設
係

都
市
建
設
課
一

名
称
変
更
さ
れ
だ
課

（
従
来
の
課
名
）

鬱
建
設
課

。
都
市
開
発
課

変更後の行政組織図
は新設・移行・名称等変更箇所

秘
書
係

庶
務
行
政
係

財
政
防
災
係

都
市
建
設
課

。
水
道
課
に
名
称
変
更

4

月
1

日
か
ら
町
の
行
政
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

保
健
福
祉
課

学
校
教
育
課

～
夕
、
炉

‘
v＄
ぺ
硲
と
や
~
：
詮
喜
’
い

C
閥
4
9
2
6

C
脳
4
4
9
1

昭
和
4
2
年
に
開
館
し
、
3
2
年
間
に
わ
た

り
、
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
東
部
児
童
館
（
上
江
黒
地
内
）
は
、
老

朽
が
激
し
く
、
管
理
運
営
面
で
支
障
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

4

月
よ
り
旧
東
保
育
園

（
千
津
井
地
内
）
に
東
部
児
童
館
を
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
児
童
館
同

様
、
新
児
童
館
も
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
童
保
育
の
児
童
募
集

町
で
は
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
学
童
保
育

を
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
保

健
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
と
は
、
保
護
者
の
就
労
・
入

院
等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
児
童
（
小
学
1

年
生
か
ら
3

年
生
）
を

対
象
に
放
課
後
、
保
育
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旧
西
幼
稚
園
は
、
4

月
か
ら
言
語
通
級

指
導
教
室
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

旧
西
幼
稚
園
は
言
語
通
級

指
導
教
室
と
し
て
活
用

東
部
児
童
館
を
旧
東
保

育
園
に
移
転
し
ま
す

平成12年 4 月 10 日旧） (16) 
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利
根
川
流
域
の
各
都
県
で
は
、
治
水
事

業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
毎
年
大
規
模
な

「
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

5

月
2
0
日
山
午
前9
時
＼
午
後

0

時
2
0
分
（
雨
天
決
行
）

◇
会
場
明
和
町
大
輪
地
先
の
利
根
川
河

川
敷

◇
内
容

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
”
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
た
め
“
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
そ
し
て
健
康
増
進
を
図
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
（
半
日
）
人
間

ド
ッ
ク
検
診
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
受
診
希
望
者
は
次
の
と
お
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
、
年
齢
3
5
歳
以
上
お
よ
び
国
保

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
か
た

平
成
1
2年
度
の
町
に
対
す
る
生
産
調
整

（
転
作
）
の
目
標
面
積
は
、
昨
年
と
同
様
の

2
7
3
.
5

ぢ
で
す
。

2

月
2
2
日
に
明
和
町
水
田
農
業
経
営
確

立
対
策
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
町
の

配
分
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
と
こ

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

ー
費
ミ

H
m員
苫
ー
噸
，
恋

·
a
"
I
I

g
土
餐
象
祐
訟
芯
2
M
息

鵬
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

▼
明
和
町
八
木
節
保
存
会
の
演
奏
と
小
学

生
の
踊
り
▼
群
馬
県
叡
言
察
音
楽
隊
の
演
奏

冒
水
防
団
、
館
林
市
、
明
和
町
、
群
馬
県
、

建
設
省
等
に
よ
る
水
防
演
習

▽
広
域
消
防
団
に
よ
る
各
種
水
防
工
法

の
連
携
し
た
水
防
活
動
▽
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
市
街
地
で
の
住
民
避

難
訓
練
▽
周
辺
住
民
参
加
に
よ
る
水
防

活
動

◇
受
付
期
間

4

月
1
4
日
⑤
1
2
8
日
⑥

◇
定
員

1
1
5

人
程
度
希
望
者
多
数

の
場
合
は
、
翌
年
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
希
望
者
は
、
電
話
で
役
場

住
民
課
保
険
年
金
係
に
氏
名
と
受
診
希

望
医
療
機
関
お
よ
び
希
望
月
日

(
5月

下
旬
ー
）
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
委
託
医
療
機
関
館
林
厚
生
病
院
、
新

橋
病
院
、
館
林
記
念
病
院
、
浜
野
病
院
、

ろ
、
昨
年
同
様
、
各
農
家
の
耕
作
水
田
面

積
に
対
し
、
一
律
3
7
.
5

貯
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

稲
作
経
営
を
安
定
さ
せ
、
米
の
価
格
や

需
給
均
衡
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
の

で
、
生
産
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

璽
群
馬
県
警
察
、
陸
上
自
衛
隊
、
日
本
赤

十
字
社
等
に
よ
る
救
出
・
救
助
・
救
護

演
習

▼
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
等

薗
展
示
・
催
事
コ
ー
ナ
ー

利
根
川
の
決
壊
の
復
旧
工
事
で
活
躍
さ

れ
た
川
鳶
職
の
紹
介
▽
地
元
の
特
産
品

展
示
即
売
等

短
期
（
半
日
）
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募
集

慶
友
健
診
セ
ン
タ
ー

◇
町
助
成
金

2
0

、

0
0
0

円
（
検
診
費

用
は
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◇
主
な
検
盃
項
目
内
科
検
診
、
尿
検
査
、

生
化
学
検
査
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
）
、

X

線
お
よ
び
超
音
波
検
査
、
血
液
学
的

検
査
、
便
検
査
等

新
た
な
生
産
調
整
（
転
作
）
が
始
ま
り
ま
す

[
総
務
課
内
線

3
3
4

ジ
多
f
＆
令
冑
足
心

r
文
冬
さ
~
，

.. 
；
・
9
.
~
;
9
9

：
く
ヽ
：
各9
9
.. 
：
.
"
ぐ
。
，
＂
途
8

5
月

2
0日
出
に
利
根
川
河
川
敷
で
水
防
演
習
を
開
催

◇
募
集
対
象
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農

業
者
以
外
の
か
た

◇
募
集
人
員
（
区
画
）
5

名
（
区
画
）

◇
申
込
期
限

4

月
2
8
日
釦

◇
利
用
場
所
明
和
町
南
大
島
地
内

◇
利
用
面
積
3
0
2
m
／
区
画

◇
利
用
料
金

3
、

0
0
0

円
／
区
画

◇
利
用
期
間
平
成

1
2年
2

月
1

日
ー

2

年
間
を
限
度
と
す
る
。

◇
申
込
万
法
印
鑑
持
参
の
う
え
役
場
経

済
課
ヘ

ふ
れ
あ
い
家
庭
菜
園
の
利

用
者
を
募
集

8

を
々
ふ
え
と

'
<
a

…

:
:
~
k
v
:
~
3

？
萎
~
ー
g
j
ヽ

I
I
:

海
洋
セ
ン
タ
ー

C
姻
5
5
1
1
x
 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
事
業
の
効

率
化
、
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
開
館
時

間
を
、
4

月
1

日
よ
り
午
前
9
時
か
ら
午

前
1
0
時
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
閉
館
時
間
、
休
館
日
、
使
用
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。

4

月
1

日
か
ら
の
使
用
時
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

◇
午
前
の
部
午
前
1
0
時
1

正
午

◇
午
後
の
部
午
後

1

時
1
4
時

◇
夜
間
の
部
午
後

5

時
1
9
時

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
す

(17) 平成12年 4 月 10 日旧）



町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

明
和
町
梨
組
合
で
は
、
梨
の
生
産
者
と

消
費
者
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
梨
の

オ
ー
ナ
ー
制
の
普
及
を
図
る
た
め
梨
の
花

見
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
梨
園
で

花
見
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時

4

月
1
6
日
凹
午
前
1
0
時1
午

後
3

時

◇
会
場
中
央
公
民
館
東
側
梨
園

◇
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
抽
選
で
梨
（
豊
水
5

冗
箱
）
の
引
換
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
収
穫
期
の
引
換
期

間
内
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
甘
酒
、
ぽ
ん
菓
子
、
綿
あ
め
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

経
済
課

◇
問
い
合
わ
せ

明
和
町
梨
組
合

c
岡
3
8
2
0

役
場
経
済
課

c
訓
3
1
1
1

梨
の
花
見
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
行
う
場
合
、
ア
ナ
ロ
グ
回
線
か

ら
デ
ジ
タ
ル

(
I
N
S
)回
線
に
切
り
替

え
た
か
た
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は

N
T
T

で
開
発
し
た

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ

プ
タ
」
を
4

月
1

日
か
ら
無
償
で
貸
与
す

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
お
よ
び
ご
家
族
の
皆
さ
ん

ヘ
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
巡
回
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
す
べ

て
予
約
制
で
す
。

◇
日
時

5

月
1
5
日
閲
受
付
は
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で

◇
場
所
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
科
目
整
形
外
科
、
在
宅
訪
問

審
査
、
補
装
具
相
談

◇
相
談
内
容

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
設
置
す
る
こ
と

で
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
館
林
交
換
セ
ン
タ
収
容
内

(
7
x
)局
は
、
N
T
T

側
の
事
情
に
よ
り

現
在
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
は
、
オ
フ
ト
ー
ク

専
用
の
た
め
使
用
に
お
い
て
は
パ
ソ
コ
ン

・
身
体
障
害
に
関
す
る
各
種
の
相
談

・
身
体
障
害
者
手
帳
診
断
（
整
形
外
科
の
み
）

・
補
装
具
（
車
椅
子
・
補
聴
器
等
）

給
付
要
否
判
定

•
更
生
医
療
給
付
要
否
判
定

◇
持
参
す
る
も
の

•
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
．

・
整
形
外
科
で
身
体
障
害
者
手
帳
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
で
き
る
限
り
の

保
健
福
祉
課

企
画
課

と
一
部
適
合
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
N
T
T

東
日
本
館
林
営
業
所
営
業
担
当

C
o
1
2

0
|
1
0
9
1
1
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

企
画
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
線
3
4
0

検
査
資
料
（
主
治
医
の
紹
介
状
、

ト
ゲ
ン
写
真
等
）

※
な
お
、
資
料
が
不
十
分
な
場
合
、
医
師

の
判
断
に
よ
り
、
診
断
書
を
交
付
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健

福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
予
約
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

C
閥
4
9
2
6

内
線
3
5
3

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
乃
烈
芍
紅
を
無
償
貸
与
し
ま
す

レ
ン

内
線
3
4
0

; 

両
毛
地
域
の
「
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
も
相
互
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

群
馬
・
栃
木
の
両
県
に
ま
た
が
る
両
毛

広
域
都
市
圏
2
0市
町
村
の
住
民
は
、
圏
域

内
の
公
共
施
設
（
大
規
模
集
会
施
設
や
運

動
施
設
な
ど
平
成
7

年
度
か
ら
相
互
利
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
）
に
つ
い
て
、
そ
の

市
町
村
の
住
民
と
同
じ
料
金
で
施
設
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
平
成
1
2
年
4

月
1

日
か

ら
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
他
市
町
村
の
「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
を
利
用
す
る
場
合
は
、
住
所
・
年

齢
を
確
認
す
る
た
め
保
険
証
な
ど
の
証
明

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
市
町
村
企
画
担
当
課
ま

た
は
対
象
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
4
0

し◇
相
互
利
用
実
施
市
町
村

群
馬
県
溢
憫
生
市
、
太
田
市
、
館
林
市
、

（
勢
）
東
村
、
黒
保
根
村
、
新
里
村
、

尾
島
町
、
新
田
町
、
藪
塚
本
町
、
笠
懸

町
、
大
間
々
町
、
板
倉
町
、
明
和
町
、

千
代
田
町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町

栃
木
県
五
生
利
市
、
佐
野
市
、
田
沼
町
、

葛
生
町

◇
対
象
施
設

圏
域
内
1
1
市
町
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
2
3
施
設

平成12年 4 月 10 日旧） (18) 



役 場 ft (84) 3111 

ごみ収集袋が 4 月から

大小 2 種類になります

プラスチック製容器の分別

収集を 4 月から開始します

課
蔑
課

C
糾
4
6
8
6

平
成
1
2
年4
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
な
ど
を
対
象
品
目
に
加
え
、
容

器
泡
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全
施
行
さ

れ
哨
し
た
。
゜
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
は
、

家
庭
ご
み
に
占
め
る
割
合
が
他
の
品
目

に
比
べ
て
商
い
こ
と
か
ら
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
ご
み
減
量
効
果
が
期
待
さ
れ

み
た
め
、
町
で
は
分
別
収
集
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

4

月
か
ら
環

境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
随

時
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
収
集
日
時

平
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5

時
ま
で

◇
収
集
場
所

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
収
集
品
目

食
品
ト
レ
イ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤

等
の
ボ
ト
ル
、
カ
ッ
プ
め
ん
等
の
カ

ッ
プ
、
持
ち
帰
り
弁
当
の
空
容
器
、

新
年
度
か
ら
ご
み
収
集
指
定
袋
が
、

現
在
の
袋

(
4
0りい
）
よ
り
も
少
し
小
さ

い
サ
イ
ズ
の
袋

(
3
0りご
を
追
加
し
、

大
小
2

種
類
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
袋
に
ご
み
を
い
っ

ば
い
に
入
れ
る
と
重
く
て
持
ち
運
び
が

大
変
で
あ
る
。
と
い
う
理
由
な
ど
で
、

少
し
小
さ
な
指
定
袋
を
も
う
1

種
類
増

や
す
も
の
で
す
。

今
後
と
も
ご
み
の
持
ち
出
し
に
つ
い

て
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
さ
ら
に
進
め
、

町
の
環
境
美
化
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
と
お
り
2
0
枚
入
り

袋
詰
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
販
売
価
格

は
、
大
7
0
0

円
、
小
6
0
0

円
と
な

り
ま
す
。

ごみ収集指定袋（4月 1 日から）

区分 容量 I 金額
指定袋

40 冒レ 35 円
大

—, I 

指定袋
30 冒 30 円

J」\

` ロ0/
 

/ 

[

/

 

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

◇
収
集
で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

ポ
リ
タ
ン
ク
、
衣
装
ケ
ー
ス
、
子
ど

も
の
遊
具
等

※
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、

別
に
収
集
を
行
う
予
定
で
す
。

◇
出
し
万
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

◎
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
持
ち
出
し

て
く
だ
さ
い
。

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

直二町「口史こ□問ニエニニ隻二亙
午前 9:00~10: 00 斗合田集落センター
午前 10:30~11 : 30 I日東部児童館
午後 1 : 00~2 :oo 江□集落センター
午後 2:30~3: 30 田島出荷所
午前 9 :oo~10: 00 館林市農協佐貫支所
午前 10:30~11 : 30 大輪転作1足進研修施設
午後 1 : 00~2 :oo 矢島公民館
午後 2:30~3: 30 大佐貫農構改善センター
午前 9:00~10: 00 梅原集落センター
午前 10:30~11 : 30 中谷教学院
午後 1 : 00~2 :oo 町保健センター駐車場
午後 2:30~3 :30 南大島農構改善センター

5月 14日午前 9:30~11: 30 
（日） 午後 1 : 00~3: 00 

5月27日午前 9:30~11 : 30 
（土） 午後 1 : 00~3 :oo 

登録・注射料金
◇登録済みの犬 3,300円

（注射料 2,750 円済票交付手数料 550 円）

5月 10日
（水）

5月 11 日

（木）

5月 12日

（金）

岡保健センター駐車場

◇未登録の犬 6,300円

（ご靡数料翌言済票交付手数料 550円 l

4
月
か
ら
猫
も
対
象
／
．

飼
い
主
の
望
ま
な
い
犬
猫
の
繁
殖

に
よ
る
野
犬
等
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
犬
猫
の
避
妊
・
断
種
手
術

に
対
し
て
町
が
補
助
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
登
録
・
注
射

を
受
け
て
い
る
犬
と
町
内
で
飼
っ
て

い
る
猫
で
、
飼
い
主
が
明
和
町
に
住

所
を
有
し
、
在
住
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

補
助
金
額
は
、
犬
・
猫
と
も
避

妊
手
術
が
1

万
円
、
断
種
手
術
が

5

千
円
で
す
。

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
か

た
は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持
参

し
、
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0
¥
v
 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

平
成
1
2
年
度
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
次
の
日
程
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

犬
の
所
有
者
は
、
3

か
月
以
上
の

飼
い
犬
に
つ
い
て
、
生
涯
に
一
度
の

登
録
と
年
1

回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
都
合
の
よ
い
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

,
i

,
a

貸
，
魯
｀
弓

礫
境
課

C
閥
4
6
8
6

$“ 

犬
・
猫
の
避
妊
・
断
種
手
術
に
補
助
金
交
付

(19) 平成12年 4 月 10 日侶）
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] 慣れ親しんだ園舎を後に
保育園・幼稚園で卒園式

・マ＼ 1} 1 : 

拍手の中れ'f中： ·/れち一豹

: 薗長から終了証書を受ける卒園児（中央幼）

｀会、も可廃晨髯］ま：、；胃中 :4 』衷町 l 
C •一｀園し児書たますか央と月書西立 ! l ; 9t．霰｀箋}i口 ，ー← とてたが‘しをら・にか授幼の i 

ないち授中たス修西なら与稚保 . 

i シミご：芦一・： c ー、 9ー よ［は‘］衷゜：」畠り、は、嘉息冒 ! 
l ~、令；，ふょー ．、．下 史ぢ元れ西 ド書園こ保そ六． ! 

忽吟に 気ま保 ながでの育几面幼 t 
ヌ幕 にし育 ど手は 4 園そ式稚 i 
｀，·ん：｝を 歌た園 で渡、園とたが園 「

閉 を゜で 見さ 56 で幼イ丁‘の i l : ~’ ．I必， じ 歌入は なれ人塁稚[ 3 統 ! 
き う図‘ がまの面園ま月廃 t 
ー な以 1 らし園、を 28 合 i 
と ど来 6 ‘た児式合し日を : 

t l之や-‘ に た ‘1 楽°—雙設t~に目 t 
な くい人 し園人向し 中前 • : 元気に歌を歌う卒園児（西保） つ まろの か児ひがた 央に
た しい園 つたと最新 ・控 • 
各 くろ児 たち［後し西え : 
園 成なに 思は|ーとい 保た ! 
で長体堀い一‘な施育 3

! ま園んれ拍母がしには‘ し験口 出年岩り設 園月 ! 
し舎だ‘手ら‘た大‘式 たを園 を間崎まで で 23 i 

l たを伝慣ーの恩園き心終 よ積長 振の・し保 卒日
゜後統れ―大師児く身了 うみか り活大た育 園に • 

i にあ親送きやた成と後 す重ら．返動拙°を ・
しるしらな父ち長もに をね保 つの各 行 修中 .II 

·•."•,..•一•一・・•一•—•••一•ー•••一•ー•••―•ー・••-•-....一•- ••• -•ー••• -•ー・••一•ー••• -•- ••• ·—•ー・・・•一•- • ••一•ー·…•一•--•ー・・•一•ー•.. -•ー•••一•ー・・・·—•ー・・・一•ー•••,.,.

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課
〖
闊
3
1
1
1

平成12年 4 月 10 日伺） (20) 



tf 大きな夢を持ち続けて `• 

明和中学校卒業式

i - — i噴戸鵬言塁翌竺 : 
\I!ロ{,：＇＼塁i—: ; 

; 葦め緑i: 絞｀ ■ I 
i“'疇，塁1 : 

i 花束を胸に母校を後にする卒業生

] しぞ在 大結別とけ夢卒 徒同 t 
• たれ校式切果れ卒てを業石が校明 i t 0 の生のでがの業努持証塚希体和 • 

夢の後 □ で言生力ち書校望育中 i 
に大、 ま葉をを続を長を館学 ! 
向き双とすで激続け手は胸で校 t 

• かな憂語が‘鳳け‘渡‘に行の i i つ拍生り‘在 るそし六母ゎ六 f 
て手はまこ校まこの‘｀繋且｀ t 

: 学に、しれ生たと願式生 : 
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公民館まつり

i まし店彰をポ楽コま嬰な 中ま王 : 
しが‘‘披ツ団ンせホど自央つ 1 t 

• た行茶芸露プのサてを 27 主公り涯年 ; 
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一
有
田
さ
ん
に
文
部
大
臣
賞
第
1
5
国
毎
日
学
生
書
き
初
め
展
覧
会
で
、
ノ

明
和
西
I
J4
年
の
有
田
梨
乃
さ
ん
は
、
毛
•

筆
の
部
で
2

月
2
6
日
に
全
国1
位
の
文
部
→

庄
魯
也
匹
量
□

ロ
ロ

し
た
。

一
永
野
さ
ん
に
名
誉
大
賞
ま
た
、
第
1
6
回
全
国
年
賀
は
が
き
コ
ン
→

一
口
：
＇
1
1
1
|
i
・9
9
,
'
1
1
`
,
I
,
1
d
.
s
l
:

る
ベ
ク
ー
ル
で
、
明
和
中
学
校
3

年
の
永
野
め
一

―
ぐ
み
さ
ん
は
、

2

月

2
0日
に
最
高
賞
に
次
i
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; さわやかな歌声で熱唱 `f 
ファミリーコンサート

i すく見 送唱ーさんい 歌産 l : 
• ←こた入らし緒ん←っ N 声業コ坂 • 

i ととこ場れ‘に一坂し H を文ン田 i 
! 話がと者ま溝な神田ょ k 親化サお • 

しでがはし席つ崎さ←の子館 l さ
i てきあ—fこのてさんの幼でで卜む i 
r いてり親°会‘んと 7 児楽行が＆ i 
i まと‘子 場さが 16 代番しゎ 3 神 • 
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3

月

2
3日
、
町
体
育
施
設
利
用
団
体

お
よ
び
町
体
育
指
導
委
員
会
に
、
建
設

省
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所
長
並
び
に

利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議
会
長
の

連
名
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
団
体
お
よ
び
委
員
会
は
、
常
に
河

川
の
愛
護
に
深
い
理
解
を
も
た
れ
、
進

ん
で
河
川
敷
の
美
化
清
掃
を
行
い
、
河

川
環
境
の
整
備
と
愛
護
意
識
の
高
揚
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
い
、
囀

出
よ
―

;.、

河川敷の清掃作業

町のスポーツ少年団

入賞した皆さん

団体名

団河

体川

に美

感化

謝奉

状仕

団体名 種目 募集対象 活動日 活動場所

甲和東JBC 野球 東小2~6年生
毎週土日

東小校庭
祝日

リト）レ哨和 野球 西小2~6年生 毎週水土日 西小校庭

甲和西バレー
バレー 東西小

毎週水土 社会体育館
ボー）レ 3~6年生

咀和FC サッカー
東西）」＼

毎週木土日 西小北校庭
2~6年生

咀和剣友会 剣道
東西）J\

毎週水・土 武道館
1~6年生

咀和ウルトラ 野球 西小2~6年生 毎週土日 西小校庭
ナインズ

唄和レスリング
レスリング

東西小
毎週失土 武道館

クラブ 1~6年生

日月和ミニバス バスケット 東西）」＼
毎週土・日 社会体育館

ケットクラブ ボール 1~6年生

`
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＾
育

6
ン

6

疇
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―
―
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―
ー
＿
―
-
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＝
―
-
体
セ

社
海

-
―
―
―
-
『
1
~
→
ー
会
洋

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
次
の

と
お
り
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
杜
会
体
育
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
練
習
を
し
て
、

県
大
会
に
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
日

4

月

2
3日
よ
り
毎
週
日
曜
日

午
後
7

時
か
ら
．

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
申
し
込
み
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

第
2

回
明
和
町
剣
道
大
会
が
3

月

1
2

日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
の

剣
士
の
ほ
か
近
隣
市
町
か
ら
も
合
わ
せ

て
2
5団
体
、
約
3
6
0

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果

を
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

準
優
勝
▼
吉
田
秀
輝
（
中
学
生
男
子

の
部
）

3

位
▼
田
部
井
雅
人
（
小
学
生
低

学
年
の
部
）
▼
田
部
井
康
平
（
小
学
生

高
学
年
男
子
の
部
）
▼
池
田
翔
（
中

学
生
男
子
の
部
）

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

仲
間
を
募
集
し
ま
す

第
2
回

明
和
町
剣
道
大
会

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会

優
勝

1

コ
ー
ト
千
津
井

2

コ
ー
ト
大
輪

B

3

コ
ー
ト
上
江
黒

設
立

1
5周
年
記
念

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

“’緯•^"

優勝した皆さん

N
T
T

ド
コ
モ
カ
ッ
プ
県

u
1
2少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
6

年
生
の
み
を
対

象
に
2

月

2
0日
と

3

月
5

日
の
2

日

間
、
佐
波
郡
東
村
な
ど
で
フ
レ
ン
ド
リ

ー
大
会
の
部
が
行
わ
れ
、
同
チ
ー
ム
は

昨
年
1
0月
よ
り
合
同
練
習
を
重
ね
て
出

場
し
た
結
果
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト

5

試
合
を
す
べ
て
勝
ち
抜

き
見
事
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

H
饂
隕
箪

明
和
F
C

・
板
倉
S
C

J

合
併
チ
ー
ム
見
事
優
勝
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教
職
員

4
月

1

日
付
け
で
教
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

転
出
（
）
は
転
出
先

▽
東
小
長
澤
明
美
（
館
林
三
小
）

▽
西
小
後
藤
幸
子
（
明
和
中
）
▽
西

小
青
山
早
苗
（
館
林
五
小
）
▽
西
小

中
澤
紀
子
（
千
代
田
西
小
）
▽
西
小
置

籍
大
工
原
晃
（
県
教
育
総
合
セ
ン
タ

長
期
研
修
員
）
▽
明
和
中
久
保
口
喜

代
美
（
板
倉
中
）
▽
明
和
中
太
田
昌

男
（
笠
懸
南
中
）
▽
明
和
中
辻
本
幸

彦
（
板
倉
南
小
）
▽
明
和
中
佐
口
昌

（
大
泉
北
小
）
▽
明
和
中
長
谷
川
晴

美
（
太
田
西
中
）
▽
明
和
中
岡
田
直

泰
（
中
之
条
西
中
）

転
入
（
）
は
前
任
校

▽
東
小
小
山
恵
司
（
板
倉
南
小
）

▽
西
小
栗
原
正
美
（
館
林
十
小
）
▽

西
小
野
口
雄
志
（
邑
楽
高
島
小
）
▽

西
小
河
内
稔
（
前
橋
荒
砥
中
）
▽
西

小
瀧
玲
子
（
館
林
二
小
）
▽
明
和
中

後
藤
幸
子
（
西
小
）
▽
明
和
中
山
本

純
子
（
板
倉
中
）
▽
明
和
中
田
澤
景

子
（
千
代
田
中
）
▽
明
和
中
井
上
和

彦
（
大
泉
北
中
）
▽
明
和
中
相
澤
真

実
子
（
安
中
二
中
）

新
採
用
（
）
は
前
職

▽
東
小
教
頭
武
井
淳
（
明
和
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長
） 一. 

町

小
林
雄
司
（
税

（
総
務
課
庶

職
員

4
月

1

日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
）
は
前
職

総
務
課

▽
収
入
役
職
務
代
理
・
総
務
課
長
兼

財
政
防
災
係
長
事
務
取
扱
飯
島
茂
雄

（
議
会
事
務
局
長
）
▽
秘
書
係
長
橋

本
貴
好
（
財
政
防
災
係
長
）
▽
秘
書
係

須
藤
正
恵
（
住
民
課
住
民
係
）
▽
財
政

防
災
係
篠
木
正
和
（
建
設
課
管
理
係
）

税
務
課

▽
住
民
税
係
長
原
口
享
（
教
育
委

員
会
社
会
体
育
係
長
）

企
画
課

▽
企
画
課
長
兼
土
地
開
発
推
進
室
長

事
務
取
扱
田
口
久
夫

1
1

昇
任
（
企
画

調
整
係
長
兼
土
地
開
発
推
進
室
長
）

▽
企
画
調
整
係
長
島
田
欣
重
（
農
業

委
員
会
事
務
局
係
長
）
▽
土
地
開
発
推

進
室
係
長
代
理
細
田
祥
子

1
1

昇
格

（
土
地
開
発
推
進
室
）

住
民
課

▽
住
民
係
野
本
裕
子

務
行
政
係
）

保
健
福
祉
課

▽
高
齢
福
祉
係
長

退
職
（
）
は
前
職

▽
野
村
正
人
（
東
小
教
頭
）
1
1
明
和

町
教
育
委
員
会
へ

務
課
住
民
税
係
長
）
▽
高
齢
福
祉
係

宮
田
高
志
（
館
林
市
保
健
福
祉
部
高
齢

政
策
課
派
遣
職
員
）
▽
同
堤
憲
史

（
館
林
市
保
健
福
祉
部
高
齢
政
策
課
か

ら
派
遣
）
▽
保
健
福
祉
係
長
代
理
蓮

見
幸
夫
1
1

昇
格
（
保
健
福
祉
係
）
▽
保

健
福
祉
係
堀
口
香
里
（
社
会
福
祉
協

議
会
）
▽
明
和
保
育
園
係
長
代
理
大

谷
初
江
1
1

昇
格
（
中
央
保
育
園
）
▽
明

和
保
育
園
橋
本
妙
子
（
西
保
育
園
）

▽
同
田
端
佐
知
子
（
中
央
保
育
園
）

▽
同
籾
山
富
美
江
（
中
央
保
育
園
）

▽
同
木
村
涼
子
（
中
央
保
育
園
）
▽

同
奈
良
京
子
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

▽
同
阿
久
戸
玲
子
（
中
央
保
育
園
）

▽
同
須
藤
し
げ
子
（
西
保
育
園
）
▽

同
坂
村
夏
代
（
西
保
育
園
）
▽
同

大
牧
陽
子
（
中
央
保
育
園
）
▽
同
奈

良
芙
佐
江
（
西
保
育
園
）
▽
同
橋
本

芳
江
（
中
央
保
育
園
）
▽
同
大
津
タ

マ
（
中
央
保
育
園
）

経
済
課

▽
農
政
係
村
田
安
正
（
保
健
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
）

都
市
建
設
課

▽
都
市
建
設
課
長
木
村
利
男
（
建

設
課
長
）
▽
都
市
建
設
係
長
瀬
下

嘉
彦
1
1

昇
任
（
建
設
課
工
務
係
長
代
理
）

▽
都
市
建
設
係
篠
木
加
仁
（
群
馬
県

土
木
部
都
市
計
画
課
派
遣
職
員
）
▽
同

薗
部
賢
司
（
都
市
開
発
課
都
市
計
画
係
）

▽
同
西
村
暁
子
（
建
設
課
管
理
係
）

員
の

▽
同
庭
田
泰
好
（
建
設
課
工
務
係
）

▽
都
市
計
画
係
長
田
端
栄
（
都
市
開

発
課
開
発
係
長
）
▽
同
都
市
計
画
係

森
和
之
（
都
市
開
発
課
都
市
計
画
係
）

▽
同
野
村
恵
子
（
都
市
開
発
課
都
市

計
画
係
）

水
道
課

▽
水
道
課
長
矢
島
修
一

1
1

昇
任

（
建
設
課
長
補
佐
）
▽
上
水
道
係
長

奈
良
箕
司
（
建
設
課
水
道
係
長
）
▽
上

水
道
係
渡
辺
一
弘
（
建
設
課
水
道
係
）

▽
同
関
口
峰
之
（
建
設
課
水
道
係
）

▽
下
水
道
係
長
石
川
三
郎
（
都
市
開

発
課
都
市
計
画
係
長
）
▽
下
水
道
係
長

代
理
柿
沼
憲
行

1
1

昇
格
（
群
馬
県
東

毛
流
域
下
水
道
事
務
所
派
遣
職
員
）
▽

下
水
道
係
田
口
明
利
（
住
民
課
保
険

年
金
係
）

議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長
田
口
晴
美
（
企

画
課
長
）
▽
議
会
事
務
局
議
事
係
長
代

理
谷
津
弘
江

1
1

昇
格
（
議
会
事
務
局
）

農
業
委
員
会

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長
代

理
柿
沼
康
修

1
1

昇
格
（
経
済
課
農
政

係教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

▽
学
校
教
育
係
矢
之
貴
洋
子
（
中

央
幼
稚
園
）
▽
明
和
幼
稚
園
係
長
代
理

矢
島
和
代
1
1

昇
格
（
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
）
▽
明
和
幼
稚
園
宮
川
み
ど

り
（
西
幼
稚
園
）
▽
同
秋
山
み
ゆ
き

（
中
央
幼
稚
園
）
▽
同
鈴
木
昌
美

（
中
央
幼
稚
園
）
▽
同
諸
貫
一
美

（
西
幼
稚
園
）
▽
同
小
平
清
子
（
社

会
福
祉
協
議
会
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

▽
生
涯
学
習
課
長
兼
社
会
教
育
係
長

事
務
取
扱
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務

取
扱
小
川
裕
永

1
1

昇
任
（
生
涯
学
習

課
長
補
佐
）
▽
社
会
体
育
係
長
立

岡
清
孝
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）

社
会
福
祉
協
議
会

▽
社
会
福
祉
協
議
会
宮
田
由
香
利

（
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
）

館
林
市
保
健
福
祉
部
高
齢
政
策
課
へ
派

遣
▽
島
田
聡
（
教
育
委
員
会
海
洋
セ
ン

タ
ー
）

群
馬
県
東
毛
流
域
下
水
道
事
務
所
へ
派

遣
▽
山
岸
雅
行
（
建
設
課
管
理
係
）

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣
職

員
▽
農
業
共
済
事
務
組
合
係
長
代
理

室
井
知
子
1
1

昇
格

東
部
教
育
事
務
所
へ

▽
萩
原
己
喜
男
（
群
馬
県
教
育
委
員

会
か
ら
派
遣
）

新
採
用

▽
住
民
課
保
険
年
金
係
恩
田
和
寿

▽
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係
吉
田
恵

三
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
学
校
指
導
係
長
野
村
正
人

1
1

東

小
か
ら
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
吉
本
和
浩

退
職▽

奈
良
英
世
（
収
入
役
職
務
代
理
・

総
務
課
長
）
▽
常
見
佳
人
（
都
市
開
発

課
長
）
1
1
群
馬
県
土
木
部
館
林
土
木
事

務
所
へ
▽
吉
田
好
江
（
保
健
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
長
代
理
）
▽
尾
花
佐
知
彦

（
保
健
福
祉
課
）
1
1

館
林
市
保
健
福
祉

部
へ
▽
恩
田
照
江
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
）
▽
武
井
淳
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長
）11
東
小
へ
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自衛隊幹部候補生
採用試験

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所
B (45) 5563 

◇採用区分

・陸上自衛隊一般幹部候補生

約88名

•海上自衛隊一般幹部候補生（一般

要員・飛行要員）

約75名

•海上自衛隊技術幹部候補生

約20名

•航空自衛隊一般幹部候補生（一般

要員・飛行要員）

約50名

◇受験資格 22歳以上26歳未満の日
本国籍を有する人（大学院修士課

程修了者は28歳未満）

◇受付期限 5月 12 日圏

◇試験日・試験会場 「第 1次試験」

群馬大学（前橋キャンパス） 5 月

27 日田、飛行要員のみ28 日（日）

◇最終合格発表 陸•海上自衛隊＝

9月 1 日倫）、航空自衛隊9月 11 日旧）

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

訂正とおわび

3 月号で誤りがありましたので

訂正しておわびいたします。

5 ページの記念碑除幕式の式辞

全文で、 4 段目、 11行目の「誠意」

とあるのは「鋭意」の誤りでした。

東洋大学板倉キャンパス
学術講演会

東洋大学板倉事務所
8(82)9111 

「推理作家への道一浅見光彦との

出会いー」通信衛星を利用した講涼

会が開かれます。

◇講師 内田康夫（コピーライター、

作家）

◇日時 4 月 15 日(±)

時30分

◇定員 500名（申込み多数の場合

は抽選、先着250名）

◇会場東洋大学板倉キャンパス

◇受講料無料

◇申し込み往復はがきに①住所②

氏名 (7りげ）③性別④年齢⑤電話

番号⑤職業、返信用には郵送先を

明記の上、茜374-0193 板倉町泉

野1-1-1 東洋大学板倉事務所中村

宛までお送りください。

花 こ‘

はしゅ

4 月の播種

サルビア

（関花7 月）

ラベンダー

（閏花5 月）

カンパニュラ

（胴花ワ月）

など

午後 1 時～ 2

よ み

カンパニュラ

館林市斎場使用料 I
（火葬炉）が改正されましだ

役場保健福祉課
四（ 84)4926

昭和59年度改正以来据え置かれて

いました館林市斎場使用料（火葬炉）

が、斎場運営費の高騰のため平成12

年4月 1 日の使用許可から次のように

改正されました。

なお、町では納付した使用料の額

の範囲内の額を限度に、またその額

が6万円を超えた場合は、 6万円を限

度に補助することになりました。

館林市斎場使用料（火葬炉）

種別 単位 使用料（而民以外）

12歳以上 1 体 60,000 

12歳未満 1 体 40,000 

死産児 1 体 20,000 

羽生バルーンフェス
テイバル開催

羽生市役所商工課
を048(560)3111

◇日時 5月 13 日 (±)~14 日（日）

◇メイン会場 羽生市昭和橋下流付

近の利根川河川敷

◇参加機数 30機（予定）

◇サブイベント ► バルーン係留

»ラジオコントロール飛行機等の

各デモンストレーション

◇競技内容 うさぎ狩り、ジャジデ

クレアルゴール等を予定。

休

日

当

番

医

：区
別

月日

館林邑楽全地区 館 林 地 区

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

板倉地区
千代田

明和地区

4 月 23 日

4 月 29 日

4 月 30 日

白沢医院
名 (72) 1600 

土井グリニッグ
云（72)8841

大神医院i記念病院
匹（62)2200| 匹 (72)3155 

横田（圭）医院
匹 (72) 0255 

吉田内科グリニッり
匹 (70)7117 

川田（耳）医院

匹 (72)3314

5 月 3 日

5 月 4 日

5 月 5 日

星野こどもりリニッり
云 (70) 7200 

i松井内科医院
l 匹 (75) 9880 

I 後藤（内）医院
！匹 (72) 0134 

慶友病院
四 (72) 6000 

最上医院
匹 (74) 3763 

川島脳外科
匹(75) 5511 

慶友病院
匹 (72) 6000 

高野医院
四 (75) 5067 

5 月 7 日
落合医院

匹 (72)3160 

5 月 14 日
根岸医院
四 (72) 3262 

川村医院 I 上野医院
を (72) 1337 I 匹 (72)3330 

合村クリニック I 森下医院
匹 (70) 2221 ！匹（73)7776

小曽根
匹 (72)77 

井上医院
四（82) 1131 

館林地区と

同じです

田医院

(82) 2255 
小西医院

ff (86) 2261 

林地区と

じです

館林地区と

同じです

竹越医院
匹（84) 3137 

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
[
〖
⑫
3

ー
4

゜
]
が
担
当
し
ま
すo
(内
科
．
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

犬の放し飼いがみられます。犬はつないで飼いましょう！ 平成12年 4 月 10 日旧） (24) 



準備講習会

◇日時 5月 23 日（灼午前9時～

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

試験

I ◇日時 6月 25 日（日）午前9時～

町の無料法律相談 I ◇会場太田市関東学園大学ほか
◇受験料甲種5,000円乙種3,400

円丙種2,700円

◇受付期間 5月 8 日旧）～ 17 日図まで

に明和分署へお申し込みくださ

日時＝ 5 月 10 日泳）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝森尻弁護士
受付＝ 5 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼 児健診

日時＝ 5 月 11 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 5 月、 11年 5 月、 10
月、 12年 1 月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 5 月 2 日（必
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 5 月 15 日旧）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 火
火

-
I
I
-
l
l
 

日時＝ 5 月 18 日（木）
午前10時～午後 3 時

I 場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 5 月 18 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>軽自動車税
紺｛其月匪艮＝ 5 月 1 日（月）
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 4 月 28 日僅

危
取扱

明和分署

し ‘o

物
験式

—-=-n
>

険
者

8(84)3131 

館林高等看護学院
文化祭・講演会
` 9 べ｀ぷがク忍-・~＾＾． な量 wcu. ,,仝ツダウペ心X 恣

館林高等看護学院
匹（ 73)7175

館林高等看護学院では、新しい時

の看護を目指す学生たちによる文

化祭「精美祭」を次のとおり開催し

ます。ぜひお出かけください。

◇メインテーマ 天使の祭典2000

◇日時 5月 3 日(7J9 午前9時～午後3

時30分

◇会場館林高等看護学院

◇講演会午後2時～3時30分学院

講堂

・講師石井めぐみ（女優）

・テーマ やさしい街やさしい人

・参加費無料

※上履きをご持参ください。

緑化センター祭り

県緑化センター
B (88) 7188 

緑化センター祭り実行委員会で

は、身近で親しめる県有施設とする

ため、緑化センター祭りを開催しま

す。

◇日時 4月 29 日（土・みどりの日）

午前10時～午後4時

◇場所 群馬県緑化センター内芝生

広場（邑楽町中野）

◇催し物緑化相談、庭づくり相談、

無料苗木配布、花と苗木の販売、

園芸用品販売、抽選会、軽食コー

ナー、その他（綿菓子・金魚すく

い）

渡良瀬遊水地でウォーキ
ングを楽しみませんか

東毛広域市町村圏振興整備組合
8(47)1850 

東毛広域市町村圏振興整備組合

（構成市町：太田・館林の 2 市、尾

島・新田・板倉・明和・千代田・大

泉・邑楽の 7 町）では、組合設立30

周年記念として「第4回ユニセフ・

ラブウオークイン渡良瀬遊水地」を

協賛します。 33k祉の広大な水と緑の

自然を満喫しながらウオーキングを

楽しんでみませんか。当日は、構成

市町の特産品を格安で提供する観光

物産展や豪華賞品の当たる抽選会も

行われます。

◇日時 5月 7 日（日） 午前8時～午後3

時

◇会場渡良瀬遊水地（受付：板倉

東洋大前駅駅前広場）

◇コース ( 20km (9時スタート）

( 13km (10 時スタート） ( 8km 
(11時スタート）

◇参加費 200円（全額日本ユニセ

フ協会に寄附します）

◇申し込み・問い合わせ 官製はが

きに郵便番号、住所、氏名、年齢、

職業、電話番号、希望コースを明

記の上、〒 374-0192 板倉町大字

板倉2,067 板倉町役場ラブウォ
ーク係へ 8(82) 1111 

◇応募締切 4月 20 日（木） 当日参加

もできます

入漁証行使料金
が決まりましたも

() 

東毛漁業協同組合（伊勢崎市）
匹0270(26)1143

平成12年度入漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇入漁証行使料金

»全漁券 4,300円・・・コロガ

シ、友釣、 ドブ釣、流し釣

►投網券 6,400円．．•投網

»学童券 （中学生300円、小学
生以下無料） ・・・県下共通

◇河川まだは地区区分

》利根川本支流（福島橋より下流

五料合流地点を経て埼玉共第 9 号

板倉地先まで） ► 滝川（東毛漁
協地区） ► 広瀬川 ►粕川（伊勢

崎佐波地区） 》蛇川 »石田川

► 早川（新田、太田地区）
※入漁証購入希望者は役場経済課ヘ

(25) 平成12年 4 月 10 日旧） 労働保険の年度更新は5月22 日但）までです 群馬労働局 8027 (210) 5001 
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「
広
報
め
い
わ
」

私
た
ち
の
コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ
は
2

年

前
に
発
足
し
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
集
ま

り
で
す
。

い
つ
も
明
る
＜
元
気
な
森
田
先
生
の

指
導
の
も
と
に
、
日
中
仕
事
に
疲
れ
た

身
体
を
有
酸
素
運
動
の
エ
ア
ロ
ビ
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

心
身
共
に
い
つ
ま
で
も
若
く
あ
り
た

い
と
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
汗
を
か
き

な
が
ら
身
体
を
動
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
っ
た
後
の
爽
快
感
は
、
な
ん
と

も
言
え
な
い
心
地
よ
い
気
分
で
す
。
現

在
、
運
動
不
足
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
た
、
私
た
ち
と
一
緒
に
い
い
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
。

一
度
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

午
後
7
時
3
0分
1
8

時
3
0分

社
会
体
育
館
卓
球
場

連
絡
先
堀
口
順
子

C
閻4
1
4
8

[}•<>0．くジ<>.<>.<>.<).o.<>心．＜火認砂．＜＞露＜ぬ．＜火＞·（火＞．び<>.<>.<).<プ<>.<>o.<>露＜火）·＜火＞．＜；；く>.<>.<>.<>.<>.<>.<).<>露<>.<>.<>'<>.<>'く＞．＜ゞ＜＞．＜怒<>.<>.<>露＜火＞0.<プく＞．＜ゞ<>.<>•<>^

羹 町の人口と世帯 [ 
< 男 5,889 人・女 5,794 人 <
~ 4 月 1 日現在（対前月比） 〈 3 月中の動き〉 羞

x 

塁世帯数 3,382 戸（＋ 2) 出生 5人・死亡 9人姜
葛姜 人口総数 11 :683 人（＋ 1) 転入 64人・転出 59人 <
〖喜I 3 月の救急車出動回数 [ 
〖急病 13件交通事故 9件その他 5件合計 27件 姜
羹： [ 
v<}•<).o.<>.<>.o•<>,<>,{>.<>·< ＞．がく,.<).<＞．がく>.<>,<＞．＜ゞ<>·⇔'<>.<>'<>•<>,<>.<>.<>•<>'<>．くゞ<}•<>.<>くジ<>.<>.<>.<>.<＞．＜ゞ<>.<>.<>•＜ゞo.<ゞ＜＞．＜＞·<>·＜＞·<>·＜ゞo.<>.<>.o.<>.<>.<>.0.<>.<).<>.<>.<>•<>·o.<>·<>.o·< ゞ'

甘
l
l
u
"
U
n
u

ぃ
U
"
t
l
u
"
U
"
U
"
U
"
H
l
l
u
"
U

＝
一
編
集
使
記
＝
―

F
n
"
N
H
"
"
u
l
i
H
I
i
Hい
i
lH
h
u

ハH

り
、
L

少
子
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
園
と
幼
稚

園
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
園
舎
が
完
成
。
未
来

を
担
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
®

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
突

然
の
電
話
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
お
話
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
番

組
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
◎

4

月
か
ら
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル

ア
ダ
プ
タ
を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
を
／
．
た
だ
し
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
必
ず
1
8ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
⑭

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

島
田
さ
い

8
4
忠
夫
南
大
島
砂

篠
木
稔
雄

8
8
建
治
大
佐
貫

ｽ6  

和
田
隆
幸

2
7
餡
司
梅
原
％

石
川
や
す

8
2
庄

吉

上
江
黒
％

落
合

`‘ 
ッ

6ワ

清

須

賀

½〇

金
子
や
万

7
3
智
男
入
ケ
谷
砂

長
谷
川
孝

5
0
恵
子
矢
島
％

氏
名

年
齢
世
帯
主

地
区
開

企
あ
く
や
み
合
（
敬
称
略
）

た
ま
み

原
口
珠
実
淳
崇
子
女
大
輪
％

代
表
堀
口
順
子

は
や
と
正
明
。

奈
良
駿
利
民
子
男
中
谷
％

森

中
谷
芦

コ
ス
モ
ス
ク
ラ
つ

山
屋

籾：佑悶龍は
吾き宜き基：

佳紀順欧春
洋薫
子之子宜美

男 男

南
大
島
芦

関
根

男

大
輪
ゾ

氏
名
父
母
名
性
別
地
区
呻
韮

米
あ
め
で
だ

米
（
敬
称
略
）

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 4 月 10 日伺） (26) 



：広報

10日（水）発行 No.20 

発行／明和町役場〒370-0795 群馬喋邑楽郡明和町新里288番地・編集／企画課広報係•印刷／東京広告恨） ME/WA TOWJ八／
明和町ホームページ http: //www.sunfield.ne.」p/me iwa/ 匹 0276 (84) 3111 FAX 0276 (84) 3114 

楽しい園生活スタート！

統廃合された保育園の新園舎で初めての入園式

が行われ、 123人の園児たちは緊張しながらも楽

しい園生活のスタートを切りました。

今月の主な紙面

•平成1 1 年度町の財政状況………②～③

•明和保育園 •8月和幼稚園入園式あよび、

学童保育所入所式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥

•町政地区別懇談会開催………………⑨



（億円）f ー ゜ ー5 2 ゜
町 税

般
会
計
の
歳
入

。

5 
1 | 1 | | 

18億2,301 万9千円
18億2,789万円 (100.3%)

`̀ 三
` 

越 金

13億7,911 万6千円
13億3,532万円（96.8%)

町 債

’ '出主ここ」
収

彎，480万円
1 億8,78,9万4千円（41.3%)

2億Y,060万4千円
2億17,060万4千円 (100.0%)

2億5,660万円
7,590万円 (29.6%)

入こロニ］言言嘉言闘 (90.5%)
2億2,395万8千円

1 億1,940万円 (53.3%)

口 4億6,889万軒F円
5億5,727万7片円（118.8%)

収入割合（ ）書
(89.7%) 

予算現額（上段）
51 億3,090万4千円

収入済額（下段）
46億407万円

※その他…地方譲与税、利子割交
付金、地方消費税交付金、自動車
取得税交付金、地方特例交付金、
地方交付税、交通安全対策特別交
付金、分担金及び負担金、使用料
及び手数料、寄附金

まちの闊政状況

゜
) ' < 

づちましる明てつか向I J
 

' コ
し
斎世ー2
 

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
町
条
例
第
三

十
五
号
）
に
基
づ
き
、
町
の
財
政
状
況

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
あ
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
今
三
回
は
、
平
成
十
一
年
度
（
平

成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
の
予

算
執
行
状
況
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
あ
、
出
納
整
理
期
間
が
五
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決
算

額
と
異
な
り
ま
す
。
決
算
額
は
、
広
報

め
い
わ
十
月
号
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園

統
廃
合
に
よ
る
合
築
施
設
建
設
事
業
、

少
子
化
対
策
事
業
、
東
小
・
明
中
校
舎

耐
震
補
強
工
事
、
町
制
施
行
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
建
設
工
事
、
環
境
保
全
対
策
事
業

な
ど
各
分
野
の
事
業
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

※
出
納
整
理
期
間
と
は

出
納
整
理
期
間
と
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
会
計
年
度
終
了
（
三

月
三
十
一
日
）
後
、
翌
年
度
の
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
月

間
を
い
い
ま
す
。

給水人口 11,621 人 給水栓数

（平成12年3 月 31 日現在）

3,681 栓 普及率 99.47% 

固定資産の状況

区 ノ刀\ 予 算 額 収入・支出済額 I 予算に対する
執行率

I 

収入 2億8,195万5千円 2億8,544万2千円 101.24% 
収益的収支社

支出 2億4,955万3千円 2億4,078万5千円 96.49% 

収入 7,075万円 6,239万8千円 88.20% 
資本的収支

支出 1億4,178万1千円 7,495万1千円 52.86% 
桑＇

区 分 帳簿価格

※資本的収支において不足する 1,255万 3千円は過年度分損益勘定留保資金328

万6千円、減債積立金599万円、および当年度分資本的収支調整額327万7千円

で補てんします。

土
建

構 築

~~'·L·9 

地
物
物

機械および装置
、ふ滋烹・唸ヂさ • 

車両および運搬貝

工具器貝および備品

5,627万3,163 円

1億9,742万9,648円

9億5,099万8,241 円

2億7,682万296円

4万2,415 円

48万8,114 円

合 計 14億8,205万 1,877 円

借入資本金の状況

I 企業債現在高| 6億9,396万3,535円 I

平成12年 5 月 10 日困 (2) 
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14億7,901 万5千円
12億5,376万5干円（84.8%)

『（億円）

民 生 費

教 育 費

6億3,639
3億3,571

土 木 費

-,ぐ｀しが

5億7,091 万2缶円
4億8,775万7

3億9,822万6千円
3億9,629万3千円

85.4%) 
総 務 費

支出割合（ ）書
(79.9%) 

予算現額（上段）
51 億3,090万4干円

支出済額（下段）
40億9,904万 1 千円

※その他••議会費、労働費、商工費、
消防費、諸支出金、予備費

3億2,201 万 1 千円
2億9,858万6千円

( , ̀  知 ー 公
債 費）

3億6,612万8千円
2億7,822万 1 千円 (76.

3億88万2千円
2億1,801 万2千円 (72.5 Q

衛 生 費

般
会
計
の
歳
出

農林水産業費

( , 2 7 ヽ ー そ の 他）

会＼計別区＼＼分、 歳 入 歳 出
予算現額

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老人保健 9億1,191万3千円 8億8,390万2千円 96.9% 8億4,083万5千円 92.2% 

国民健康保険 6億9,166万6千円 5億9,929万1千円 86.6% 5億6,302万2千円 81.4% 

下水道事業 2億84万2千円 1億3,054万3千円 I 65.0% 1億3,887万3千円 69.1% 

特
別
会
計

町有財産あよび町債の状況

財 産

（平成12年3 月 31 日現在ただし、基）
金・現金は平成 12年4 月 7 日現在

町債

区分 面積 区分 1 現在高

]ここーロ辛I10億2~~163万6千円
地t普通財産 I| 2,7 ( ぷ基 I `’‘’ーー・J1 m2 5億1,038万3干円

区 分

教 育 債

建 物 3万5,366m2
金

ふるさとづ〈り基金 2億4,322万2千円

債 3億4,601 万円
醤こ響］戸ぶ迄芯←二へ芦口aらこぷ二ゞ丸←二母や公忠らぷ＂

農林水産業債が 2億8,716万2千円

土 木

土地、建物面積とも水道会計取得分、

道路分は含まれません。

その他の目的基金
c ~ ~ ~ 

金現

10億7,724万5干円

4億6,571 万3千円

※ただし、町債は昭和54年度から平成11年度借入分までの累計残高見込です。なお、平成10年度決算による本町の起債

制限比率は7.2％となっています。なお、この比率が20％を超えると借入れの制限を受ける場合があります。

住 民 の 税 等 の 負 担 7 犬 況 （平成12年3 月 31 日現在） ※調定額の2段書上段は法人分のみ

区 分 町 民 税 固定資産税

調定額
円

7億9,962万3千円
几
又
舟

会

計

A
 

人 口 B
 

対人口割 A//B

戸 数c
 対戸数割 A/c 23万6,435円

9億5,162万円

1万1,683人

6万8,443 円

3,382戸

8万1,453 円

28万 1,378 円

B
 
/
 

A
 
Hｭ

•*~ 

負者人nu 
ヵ対

｀

.

.

.

.

 

固
民
健
康
保
険
特
別
会
計

区 分 国民健康保険税

国民健康保険税 A 2億7,819万9千円

被保険者数 B
 

人 世帯数 c
 対世帯数負担 A/c

3,977人

16万 1,838円

(3) 平成12年 5 月 10 日因



永
年
に
わ
だ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
、
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
か
だ
を

表
彰
す
る
「
平
成
十
二
年
度
町
政
功
労

者
表
彰
式
」
が
四
月
二
十
八
日
、
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
回
受
賞

さ
れ
だ
か
だ
が
だ
は
関
根
憬
市
さ
ん
、

石
崎
榮
一
さ
ん
、
篠
木
嘉
一
さ
ん
、
本

澤
春
雄
さ
ん
、
加
藤
幸
雄
さ
ん
、
小
池

昇
さ
ん
の
六
人
で
、
町
政
発
展
と
町
民

福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

だ
。
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平成12年度

斎藤町長から表彰される受賞者

・
元
村
（
町
）
議
会
議
員1
1
昭
和
6
2年

8
月

1

平
成
1
1
年
8
月
(
1
2
年
）

石
崎
榮

一
さ
ん

（
矢
島
）

村
（
町
）
議
会
議
員
1
1
昭
和
6
2年
8

月
1

現
在

(
1
2
年
8
か
月
）

・
元
交
通
指
導
員
1
1

昭
和
4
7
年
4
月
＼

5
1
年
3
月
(
4年
）

・
元
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
1
1

昭
和
5
0年
3
月
＼
5
7
年
7
月

(
7年
3
か
月
）

・
元
大
佐
貰
区
長
代
理
1
1

昭
和
5
6
年
4

月
＼

6
1年
3
月

(
5年
）

・
元
大
佐
貰
区
長
1
1

昭
和
6
1年
4
月
＼

6
3年
3
月

(
2年
）

・
元
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委
員
1
1

平
成
2
年
5
月
＼
1
1
年
5
月
(
9年
）

関
根
慎
市
さ
ん

（
中
谷
）

篠
木

嘉

＿
さ
ん

（
大
佐
貫
）

受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
—
ル

・
元
消
防
団
第
6
分
団
長
1
1
昭
和
3
3
年

4
月
＼

3
4年
3
月

(
1年
）

・
元
衛
生
部
長
1
1

昭
和
5
4年
4
月
＼
5
6

年
3
月

(
2年
）

・
元
統
計
調
査
員
1
1

平
成
元
年
4
月
＼

5
年
3
月

(
4年
）

・
元
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
1
1

平
成
7

年
9

月
＼

1
0年
8
月

(
3年
）

・
元
民
生
委
員
児
童
委
員
1
1

昭
和
6
1年

1
2
月
＼
平
成1
0年
1
1
月
(
1
2
年
）

本
澤
春
雄
さ
ん

（
南
大
島
）

・
元
衛
生
部
長
1
1

昭
和
6
0年
4
月
＼

6
1

年
3
月

(
1年
）

・
元
南
大
島
区
長
代
理
1
1

昭
和
6
1年
4

月
＼

6
3年
3
月

(
2年
）

・
元
南
大
島
区
長
1
1

昭
和
6
3年
4
月
＼

平
成
2

年
3
月

(
2年
）

・
元
農
業
委
員
会
委
員
1
1

平
成
6
年
7

月
＼
9
年
7

月

(
3年
）

・
元
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委
員
1
1

平
成
2
年
5
月
＼
且
年
5
月

(
9年
）

小

池

昇
さ
ん

（
南
大
島
）

・
元
須
賀
区
長
代
理
1
1

昭
和
5
4年
4
月

\
5
6
年
3
月
(
2年
）

・
元
須
賀
区
長
1
1

昭
和
6
0年
4
月
＼
平

成
元
年
3
月

(
4年
）

・
元
民
生
委
員
児
童
委
員
1
1

昭
和
6
1年

1
2
月
＼
平
成1
0年
1
1
月
(
1
2
年
）

加
藤
幸
雄
さ
ん

（
須
賀
）

平成12年 5 月 10 日困 (4) 



母子保健推進員、子ども会育成会長、体育指導委員等の役員さんが決ま

りましだので、ご紹介します。それぞれの分野でご活躍いただきます。よ
ろしくあ願いします。 （敬称略）

大大須須川川梅梅梅中中中中新新新新新南南南南田田江江千千上上下下斗斗
大大大大 津津江江江江合合

輪輪賀賀俣俣原原原谷谷谷谷里里里里里島島島島島島口口井井黒黒黒黒田田

砂
賀
澄
江

橋
本
侃
子

八
田
信
子

小
林
安
代

齋
藤
好
子

増
田
英
子

山
岸
コ
ウ

野
本
幸
子

須
藤
郁
子

多
田
千
代

高
橋
孝
子

本
田
時
子

栗
原
勝
子

持
田
サ
カ
エ

加
藤
敏
江

岡
安
も
と
子

野
本
清
子

堀
ロ
イ
ソ
子

始
澤
品
代
子

鈴
木
や
す
子

尾
花
幸
子

石
村
ヤ
エ

栗
原
敏
枝

川
田
千
鶴

篠
木
正
江

野
口
愛
子

野
口
と
し
子

黒
澤
千
枝
子

藤
野
イ
ツ

藤
野
洋
子

落
合
勝
子

奥
澤
さ
だ
江

松
本
道
子

田
口
英
子

祠麗匿麗匿麗祠屑屑屑祠履履屑匿屑祠匿匿祠匿曾匿匿曾亘言曾匿亘匿匿祠祠

母
子
保
健
推
進
員 ¥

¥
_
/
 

斗
合
田

下
江
黒

吉
田
一
之

佐
々
木
誠

（
新
）

（
再
）

大
輪
梅
澤
洋
子
（
新
）

入
ケ
谷
金
子
弘
子
（
新
）

矢
島
石
崎
栄
子
（
新
）

矢
島
秋
野
公
江
（
新
）

大
佐
貫
大
塚
保
子
（
新
）

大
佐
貫
大
澤
君
江
（
新
）

▽
母
子
保
健
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
1
1

川
田
千
鶴

▽
副
会
長
1
1
齋
藤
好
子
・
大
塚

保
子

子
と
も
会
育
成
会
長

斗
合
田
田
村
登
貴
男
（
新
）

下
江
黒
中
村
昇
（
新
）

上
江
黒
阿
部
孝
志
（
新
）

千
津
井
野
本
敏
夫
（
新
）

江
口
新
井
守
（
新
）

田
島
柿
沼
宏
行
（
新
）

南
大
島
栗
原
孝
夫
（
再
）

新
里
小
宅
誠
（
新
）

中
谷
成
田
匡
代
（
新
）

梅
原
恩
田
晴
巨
（
新
）

川
俣
瀧
澤
嘉
行
（
新
）

須
賀
関
根
良
行
（
新
）

大
輪
内
山
光
雄
（
新
）

入
ケ
谷
岩
崎
清
志
（
新
）

矢
島
泉
田
嘉
弘
（
再
）

大
佐
貰
薗
田
正
美
（
新
）

▽
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

1
1
栗
原
孝
夫

▽
副
会
長
1
1
泉
田
嘉
弘
・
野
本

敏
夫

体
育
指
導
委
員

地区別人口あよび世帯数（平成12年4月 1 日現在）

疇1||] 層朧
斗合田

下江黒

上江黒

千津井

江口

島

島

里

谷

原

俣

賀

輪

谷

島

佐貫

計

田
南
新
中
梅
川
須
大
入
矢
大
合

大

ケ

|11榊「1||19|1 ■

372 91 

341 92 

＼
ノ

483 138 

620 158 

635 166 

576 

1,222 

1,747 

1,321 

1,015 

392 

500 

893 

115 

692 

759 

11,683 

149 

338 

563 

438 

276 

116 

142 

227 

36 

176 

276 

3,382 

上
江
黒
原
島
重
夫
（
再
）

千
津
井
野
本
孝
志
（
新
）

江
口
奥
澤
貞
雄
（
再
）

田
島
瀧
口
清
郎
（
再
）

南
大
島
武
井
英
夫
（
再
）

新
里
堀
口
優
（
再
）

中
谷
荒
添
秀
幸
（
再
）

梅
原
恩
田
正
（
再
）

川
俣
石
原
康
男
（
再
）

須
賀
荒
井
玉
枝
（
再
）

大
輪
松
本
楽
子
（
再
）

入
ケ
谷
金
子
清
（
再
）

矢
島
清
水
信
行
（
再
）

大
佐
貫
荒
木
博
（
新
）

競
技
別
選
出
石
崎
孝
二
（
新
）

学
校
選
出
（
明
中
）
藤
江
利
久
（
新
）

学
校
選
出
（
西
小
）
久
保
雅
美
（
再
）

学
校
選
出
（
東
小
）
川
島
建
治
（
再
）

▽
体
育
指
導
委
員
会
長
1
1
武
井
英
夫

▽
副
会
長
1
1
原
島
重
夫
・
荒
井
玉
枝

＞
泉
田
初
乃
（
矢
島
）e

図
2
6
1
0

＞
田
旦
範
雄
（
大
輪
）c

閻
2
3
6
6

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴

く
た
め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
平
成

1
2年
度
は
、

本
町
か
ら
次
の
二
人
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

へ
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

県
政
へ
の
意
見
等

は
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
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明
和
保
育
園

本
年
度
か
ら
3

園
ず
つ
あ
る
保
育
園

と
幼
稚
園
を
各

1

園
に
統
廃
合
し
た

「
明
和
保
育
園
」
と
「
明
和
幼
稚
園
」

で
、
初
め
て
の
入
園
式
が
行
わ
れ
、
園

児
た
ち
は
新
園
舎
で
新
た
な
生
活
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

明
和
保
育
園
で
は
4

月
7

日
に
行
わ

れ
、
0

歳
か
ら
5

歳
児
ま
で
の
1
2
3

人
が
入
園
し
ま
し
た
。
奈
良
英
世
園
長

は
、
式
辞
で
「
地
域
の
子
育
て
の
拠
点

. . 
▲幼稚園入園式

k- ::. 

~ `• 

心—――~一~ヽ｀成

▼保育園入園式
明
和
幼
稚
園
入
園
式

と
な
る
こ
の
施
設
で
、
気
軽
に
保
育
園

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
江
原
助
役
の

あ
い
さ
つ
や
職
員
の
紹
介
の
後
、
園
児

た
ち
は
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
全

員
で
元
気
よ
く
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
「
建
物
が
き
れ
い
で
庭

も
広
く
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
明
和
幼
稚
園
で
は
4

月
且
日

に
行
わ
れ
、
3

歳
か
ら
5

歳
児
ま
で
の

1
5
8

人
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

手
を
引
か
れ
登
園
し
ま
し
た
。
職
員
紹

地
域
の
子
育
て
の
拠
点
施
設
に

第
1

回
町
立
東
部
・
西
部
学
童
保
育

所
の
入
所
式
が
4

月
7

日
、
両
保
育
所

で
行
わ
れ
、
3
0
人
の
児
童
が
入
所
し
ま

し
た
。

学
童
保
育
所
は
、
保
護
者
の
就
労
等

に
よ
り
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の

小
学
校
低
学
年
児
童
等
の
育
成
・
指
導

を
図
る
た
め
、
旧
東
・
西
保
育
園
を
利

用
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
堀
口
正
敏
所
長
は
式

辞
で
「
学
童
保
育
所
は
異
な
る
年
齢
児

と
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
人

間
性
・
社
会
性
が
養
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

東部学童保育所入所式

東
部
・
西
部
学
童
保
育
所
入
所
式

お
母
さ
ん
も
安
心
し
て
働
け
ま
す

介
の
後
、
新
入
園
児
た
ち
は
担
任
の
先

生
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
と
、
手
を
挙
げ
大
き
な
声
で

「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

須
藤
光
江
園
長
は
式
辞
で
「
お
子
さ
ん

を
じ
っ
く
り
優
し
く
し
つ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
一
生
涯
の
宝
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
築
比

地
教
育
長
の
告
辞
や
斎
藤
町
長
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
園
舎
で
気
持
ち
も
新
た
に
元
気
に
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
や
友
達
と

仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
な
ど
四
つ
の
約
束
を

守
っ
て
丈
夫
な
身
体
を
つ
く
り
、
楽
し

く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

お
母
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
か
ぎ >’

幼稚園入園式で祝辞を述べる斎藤町長

、ヽ ＇一込：詞̀ A『||I層薗冒巴書薗•，

西部学童保育所入所式で式辞を述べる堀口所長

っ
子
で
な
く
な
る
た
め
、
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

4月に購入した幼児送迎バス

町
で
は
、
4

月
に
幼
児
送
迎
バ
ス
ー

台
を
購
入
し
、
合
わ
せ
て
2

台
で
保
育

園
・
幼
稚
園
児
の
送
迎
に
当
た
り
ま
す
。

`
l
i
~
墨

幼
児
の
送
迎
は
バ
ス
2

台
で

平成12年 5 月 10 日困 (6) 



A
 

す
。濁

り
に
つ
い
て
は
、

老
朽
管
等
の
布
設
替
え
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

工
事
等
に
よ
り

老
朽
管
等
の
布
設
替
え
は

計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す

男
性
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
I
B
J
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ

せ
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

水
道
管
の
本
管
が
古
い
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
早
期

に
対
応
し
て
ほ
し
い

水
道
水
に
、
年
に
1

ー

2

回
茶

色
い
水
が
出
た
り
水
が
臭
い
。

以
前
、
水
道
管
の
本
管
が
古
い
な
ど
の

問
題
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
当

な
ら
早
期
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

（
中
谷

み
ん

制
水
弁
の
操
作
等
が
原
因
と
思
わ
れ
ま

す
。
消
火
栓
等
で
水
を
抜
き
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

臭
い
に
つ
い
て
は
、
消
毒
を
す
る
よ

う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
塩

素
の
臭
い
が
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
水
道
課
）

な
の

＼
ー
ノ
／

/\ 

布設替えされた水道管

町
営
住
宅
の
便
所
を
水
洗

化
し
て
ほ
し
い

町
営
住
宅
を
大
輪
に
建
設

し
て
ほ
し
い

町
営
住
宅
の
便
所
を
水
洗
化
し

Q
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
町
営
住
宅

を
大
輪
に
建
設
し
て
ほ
し
い
。

（
大
輪

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

改
築
等
を
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す

新
規
の
建
設
計
画
は
予
定

し
て
い
ま
せ
ん

現
在
の
町
営
住
宅
で
水
洗
化
が

A
図
ら
れ
て
い
る
住
宅
は
、
上
江

黒
・
須
賀
団
地
で
あ
り
、
新
田
団
地
に

つ
い
て
は
建
築
年
度
が
昭
和
4
8
年
か
ら

5
0
年
に
建
設
し
た
も
の
で
約
2
5
年
を
経

過
し
て
お
り
、
老
朽
化
や
修
繕
箇
所
が

年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
に
、
今
後
の

改
築
等
を
含
め
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
営
住
宅
は
、
町
内

3

か
所

に
5
2
戸
建
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
新
規
の
建
設
計
画
は
予
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
（
都
市
建
設
課
）

口

男
性
）

◇
日
時

5

月
2
0
日
田
午
前
9

時

ー
午
後
2

時
（
雨
天
決
行
）

◇
会
場
明
和
町
大
輪
地
先
の
利
根

川
河
川
敷

◇
主
な
内
容

＊
ォ
ー
プ
ニ
ン
グ
9
時
1
9
時
3
0
分

・
群
馬
県
撃
―
-
I察
音
楽
隊
の
演
奏
と
演
技

•
明
和
町
八
木
節
保
存
会
の
演
奏
と

西
小
5
.
6

年
生
の
女
子
の
踊
り

玄
開
会
式

9

時
3
0
分
1
1
0
時

＊
演
習
1

部
（
水
防
訓
練
・
避
難
訓

練
）
1
0
時1

•
水
防
訓
練
（
館
林
地
区
消
防
組
合

水
防
団
、
館
林
市
、
明
和
町
、
群
馬

県
、
建
設
省
等
に
よ
る
水
防
訓
練
）

・
住
民
避
難
訓
練
（
町
の
市
街
地
か

ら
の
中
継
）

＊
演
習
2

部
（
救
出
・
救
護
訓
練
）

1
1
時
2
0
分
1

・
群
馬
県
翫
言
察
、
日
本
赤
十
字
社
、

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
河
川
と
河

岸
、
中
州
を
利
用
し
た
救
出
・
救

護
訓
練
＇

玄
閉
会
式
0
時

5

分
1
0
時
2
0
分

玄
ア
フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
（
展
示
・
催
事
）

昨年佐野市で行われた水防演習

利
根
川
流
域
の
各
都
県
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
、
自
分
だ
ち
の
生
命
•
財
産
を
守
る
た
め
に
役

立
つ
「
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習
」
を
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。
合
年
は
、
次
の
と
あ
り
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

午
前
9

時
＼
午
後
2

時

・
群
馬
県
、
館
林
市
、
明
和
町
、
群

馬
県
感
言
察
、
日
本
赤
十
字
社
、
陸

上
自
衛
隊
、
気
象
庁
、
河
川
情
報

セ
ン
タ
ー
、
建
設
省
等
の
展
示

・
館
林
市
、
明
和
町
の
物
産
展

◇
入
場
料
無
料

◇
参
加
方
法
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
の
際
は
各
係
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

5

月

2
0
8山
に
利
根
川
河
川
敷
で

水
防
演
習
を
開
催
し
ま
す

口

(7) 平成12年 5 月 10 日 0k) みすから守ろう みんなの地域 5 月は「水防月間」です



児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
町
と
事
業
主

が
費
用
を
持
ち
合
い
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

児
童
手
当
は
、
3

歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
で
、

3

歳
の
誕
生
月
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
平
成
1
2
年
6

月
分

か
ら
支
給
対
象
年
齢
は
、
義
務
教
育
就

学
前
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
そ
の
児

童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
支
給
額

県
で
は
、
河
川
、
道
路
、
耕
作
放
棄
地
、

森
林
な
ど
の
自
発
的
な
美
化
活
動
を
す
る

団
体
等
に
対
し
奨
励
金
を
支
給
し
、
安
全

で
住
み
や
す
く
環
境
に
優
し
い
県
土
と
心

温
か
い
住
民
自
治
の
風
土
の
構
築
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
団
体
の
代
表

者
は
、
下
記
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

前

▼
第
1

子
・
第
2

子
…
月
額
5

、

0
0
0

円

▼
第
3

子
以
降
…
一
人
月
額
l
o

、

0
0
0

円な
お
、
2

月
、
6

月
、
1
0
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前

月
ま
で
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
申
請
万
法

印
か
ん
と
振
込
先
を
明
示
の
う
え
、
保

健
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
場
合
（
出
生

等
）
、
少
な
く
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は

特
例
給
付
受
給
者
の
人
で
会
社
を
退
職

し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き

◇
前
回
非
該
当
で
も
合
回
該
当
に
な
る
か

も今
ま
で
に
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
っ
て
い
た
人
で
、
前
年
の
所
得
が
減

ヽ
↓
〇

¥
v
 

◇
対
象
者
1
0
人
以
上
の
団
体
（
た
だ
し
、

営
利
法
人
、
公
益
法
人
、
組
合
、
学
校
、

未
成
年
者
の
み
で
構
成
す
る
団
体
等
は

除
く
）

◇
申
請
期
限

5

月
3
1
日
因

◇
申
請
先

＞
都
市
建
設
課

非
該
当
で
も
合

（
河
川
・
道
路
の
美
化
活

都
市
建
設
課

経
済
課

t
`~I~ 

内
線
3
5
5

内
線
3
5
3

し
、
も
と

美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す

道
普
請
型
く
ん
ま
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

動
に
関
す
る
も
の
）

＞
経
済
課
（
耕
作
放
棄
地
・
用
排
水
路
、

里
山
・
平
地
林
の
美
化
活
動
に
関
す
る

も
の
）

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

9
2
6

少
し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に
よ

り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
前

記
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、

5

月
中
に
申
請
手
続
き

を
す
る
と

6

月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま

す
。

該
当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

日
し

ー
J

童
手
当
の
申

室
日

———
-R 

は
お
忘
れ
な
く

人権擁護委員制度を ご存じですか

相
談
所
開
設
の
日
時
・
場
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
日
時

6

月
1
9
日
⑪
午
前
1
0
時

＼
午
後
3

時

◇
場
所
役
場
第

3

会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

、
T
O

し住
民
課

＆
裂

9
,
9
~i

相
談
所
を

開
設
し
ま
す

6

月
1

日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
2
4
年6
月
1

日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関

が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権

擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

群
馬
県
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

6

月
1

日
を
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

本
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
せ
ん
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
2

人

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

瀬
下
昭
一
（
新
里
C
閲
3
6
1
8
)

柿
沼
昭
博
（
江
口
C
⑱
2
1
8
1
)

平成12年 5 月 10 日因 (8) 
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,
9
9
4

冬
i

1
:

t
1

：
吋
迄
＇
’
今
ぐ
？

主
催
明
和
町
教
育
委
員
会

後
援
明
和
町
文
化
協
会

◇
会
場

◇
期
日

6

月
2
4日
山

◇
昼
の
部
開
場
午
後

1

時
3
0分

開
演
午
後

2

時
0
0分

◇
夜
の
部
開
場
午
後

6

時
0
0分

開
演
午
後

6

時
3
0分

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料

夢
と
感
動
の
ス
ト
ー
リ
ー

こ
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
2

え
り
き
す
ぎ

平
松
愛
理
・
来
生
た
か
お

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

羽
田
健
太
郎
（
ピ
ア
ノ
）
川
井
郁
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

ほ
か
4
名
に
よ
る
シ
ネ
マ
＆
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◇
期
日

7
月
2
1日
圏

◇
開
場
午
後

6

時
3
0分

◇
開
演
午
後

7

時
0
0分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料
全
席
指
定

3
、

5
0
0

円

◇
期
日

6

月
3
0日
⑤

◇
開
場
午
後

6

時
3
0分

◇
開
演
午
後

7

時
0
0分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料

s

席
指
定
4

、

5
0
0

円

※
当
日
2
0
0

円
増

◇
前
売
り
開
始

5

月
2
1日
⑪
午
前

8

時
3
0分
か
ら
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓

口
で
発
売
し
ま
す
。

A
席
指
定

4
、

0
0
0

円

※
当
日
2
0
0

円
増

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口
で
発
売
中

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

全
席
自
由

お
と
な

8
0
0

円

こ
ど
も

6
0
0

円

(
3オ
以
上
中
学
生
以
下
）

※
当
日
2
0
0

円
増

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口
で
発
売
中

問
い
合
わ
せ
明
和
町
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館

C
図5
5
5
5

ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館

I)\;ズ

己
＊
ス
竺0

、

ふ
た
た
び
終
璃
£
.

◄

来
生
た
か
お

◄

平
松
愛
理

◄

ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー

2

◄

羽
田
健
太
郎

平成 12年度町政地区別懇談会を開催します

々
企
画
課

ィ
食

'
,
4
‘
`

町政地区別懇談会日程表

地 区 開催日 峙 間 会 場

東部地区

中那地区

西部地区

5月 17 日（水）午後7峙～9峙東小学校体育館

5月23日（失）午後7峙～9時ふるさと産業文化館

5月26日（金）午後7時～9峙洛西小学校体育館

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
政
の

現
況
と
平
成
1
2年
度
の
主
要
事
業
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
政
地

区
別
懇
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。こ

の
懇
談
会
は
、
東
部
、
中
部
、

西
部
の
各
地
区
に
町
長
を
は
じ
め
各

課
（
局
）
長
等
が
う
か
が
い
、
町
の

主
要
施
策
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、

意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
顧

い
い
た
し
ま
す
。

内
線
3
4
0

(9) 平成12年 5 月 10 日困



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

あなたの声 をお寄せく ださ
町への手紙で合後のまちづくりに反映

し‘

～みんなの声を町政に～

「lllJへの手紙」あなたの声をあ寄せください
町政に対して、考えていること、感じていることを、町宛に手紙（下記封筒）であ送リください。

明る＜住みよい町づ<')の参老にさせていだだくため、皆さんの建設的なご意見・ご提塁をあ待ち
しています。

《締め切り》平成 13年3月31 日（土）当日消印有効 《問い合わせ先》企画課広報係 TEL84-3111 
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Q
5
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D

し
す
に
で
筒
要
封
不
て
は

方
し
手
け
切

し
付
。

出

5
却

の

5
U

取
て

ー
~
り
し

紙
切
函
で
投

手
ミ
へ

の
塁を
ボ

ヘ
線
便

町
太
郵

L
ー

フリガナ

ご氏名 ＝みんなの声＝

ご住所

ご職業

電話 1()
別
齢

性
年

男・女

歳

ご意見・ご提言

沼
圧
祈
達
至
互

柑
沿
1
3
2
3
F

3
1
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徊
後
に
折
っ
て
閉
じ
て
く
だ
さ
い
）
＇
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
9
9
,
'
­

の
り
し
ろ

き
り
と
リ

さ
り
と
り

の
り
ク
し
ろ

(
l
i
l
後
に
折
っ
て
閉
じ
て
く
だ
さ
い
）
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町
で
は
、
町
政
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
声
（
提
案
）
を
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
だ
め
、
今
呂
月
の
広
報
紙
に
折
り

込
ま
れ
て
い
る
「
町
へ
の
手
紙
」
で
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見

や
ご
要
望
を
あ
伺
い
し
ま
す
。

あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ
内
容
は
、
合
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
私
だ
ち
の
明
和
町
を
明
る
＜
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
声
（
提
案
）
を
あ
寄
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

届け出が必要な場合 手続きに必要なもの
国
民他市町村から転入したとき 印かん、他の市町村の転出証明書
健
康職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健殷保険をやめた日付の入った証明
1呆—--”..."“...... ^“d.-...-.....-------- --- -----......"^””--- --ｷ  • 

険職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印かん、被扶養者でなくなった日付の入った証明
し

只子どもが生まれたとき 印かん、国保の保険証、母子手帳
........................................................................"...."..................... 

虐外国人のかたが入るとき 外国人登録証明書
き加入手続きが遅れると→さかのぽって国保税を納めていただきます

ｷ ｷｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ........ ｷ • ｷ ｷ................................. "”. ". ". ". ".........  ". "...................................... ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ 

他市町村に転出するとき 印かん、国保の保険証

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保の保険証、
...............“.“.“................... 

者になったとき 職場の健康保険証

亡したとき 印かん、国保の保険証
-

国人のかたがやめるとき 保険証、外国人登録証明書
やめる手続きが遅れると→国保負担の医療費を返還させていただきます

医療制度の対象になったとき□王」
同じ町内で住所が変わったとき

そ 1 世帯主や氏名が変わったとき
•••• "..^C. ^...•• 

の 1 世帯を分けたり一緒にしたとき
他［出稼ぎや長期の旅行に行くとき

...... 

修学のため別に住所を定めるとき
保険証をな〈したとき（あるいは行れて使えな〈なったとき） I 印かん、本人であることを証明するもの、使えなくなった保険証

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
等
の

場
合
は

1
4
日
以
内
に
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
の
医
療
保
険
に
入
っ
て
い

る
人
以
外
は
職
業
や
年
齢
に
関
係
な
く
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
で
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず

1
4日
以
内
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

平成12年 5 月 10 日因 (10) 
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大気中のダイオキシン類調査結果
環境庁の環境基準をクリア

採取地点 上江黒地内 大佐貫地内

採 取 日
8/ 2/ 

年平均値 8/ 2/ 年平均値
25~26 16~1 ワ 25~26 16~17 

測 定 値 0.71 0.060 0.385 0.50 0.079 0.2895 

環境庁の大気環境
0.6 

基準値（年平均）
（平成 12年 1 月 15 日から新基準値となリました）pg—丁EQ/m3

環
境
課

C
閥
4
6
8
6

上江黒地内での採取状況

気象データ計測結果
計測地点：明和町役場屋上

＼、、＼、誓日～26 日 1 ]以日～1 7 日
西北西平均風向 東南東

平均風速 1.85m／秒 4.1m／秒

平均気温 26℃ 
•-- --—- I—·-----

平均湿度 75.9% 

1.8℃ 
.............. 

43.0% 

町
で
は
、
1
1年
度
に
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
を

2

回
（
8

月
、
2

月
）
実
施
し
、
調
査
結
果
が
次
の
と
お
り

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

8

月
は
比
較
的
高
い
数
値
が
で
ま
し
た

が
、
2

月
は
極
め
て
低
い
数
値
と
な
っ
た
た
め
、
年
平
均
値

は
環
境
庁
の
大
気
環
境
基
準
値
を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
も
引
き
続
き
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
調
査
を
行
い
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
認
年
4

月
よ
り
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
学
生
の
保
険
料
に
つ
い

て
、
納
付
特
例
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
、
学
生
自
身
の
前
年

所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
、

承
認
さ
れ
る
と
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
の
対
象
者
は
、
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
で
、
夜

間
・
通
信
の
学
生
は
対
象
外
で
す
。

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

町
立
明
和
保
育
園
内
に
平
成

1
2年

6

月
1

日
よ
り
「
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者
が
集
ま
り
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
次
の
事
業
を
行

い
ま
す
。

0
ふ
れ
あ
い
保
育

（
水
・
木
午
前
1
0時
＼
1
2時
）

親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
楽
し
く
遊
ぶ
方
法
を
指
導
し

ま
す
。

0
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

（
月
・
火
・
金
午
前
1
0時
ー
1
2時
）

育
児
サ
ー
ク
ル
に
遊
び
場
、
活
動

の
場
と
し
て
子
育
て
支
援
室
を
開

放
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
お
手
伝

い
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

0
子
育
て
相
談
（
電
話
・
来
園
）

（
随
時
午
後
1

時
3
0分
＼
4

時
）

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は
、
何
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
利
用
ご
希
望
の
か
た
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

育
児
不
安
で
お
悩
み
の
か
た
、
ひ

と
り
で
子
育
て
に
悩
ま
な
い
で
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぇ
a
l
l
"
が
娑
＜
桑
喜
＇

X
ダ4
,
\
’

ょ
'
,
•
'
g
;

援
セ
ン
タ
ー
（
明
和

園
内
）

C
閻
7
7
1
1

納
付
特
例
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料

は
1
0年
以
内
に
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
で
将
来
の
年
金
額
に
反
映
し
ま

す
。今

回
新
設
さ
れ
た
納
付
特
例
制
度

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
早
め
に
役
場
住
民
課
保
険
年

金
係
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

6

月
よ
り
開
設
さ
れ
ま
す

(11) 平成12年 5 月 10 日因



上品な梨の花を観賞
梨組合で花見会

園内で梨の花を見入る参加者

明
和
町
梨
組
合
（
新
井
清
房
組
合
長
）
で
は
4

月
1
6
日
、
生
産
者
と
消

費
者
の
交
流
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
築
こ
う
と
新
里
地
内
の
4
8
げ
の
梨
園

を
開
放
し
、
第
2

回
梨
の
花
見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

梨
園
に
訪
れ
た
約
4
5
0

人
は
、
花
を
観
賞
し
た
り
、
花
の
下
で
宴
会

を
開
く
な
ど
、
真
っ
白
に
咲
き
誇
る
梨
の
花
見
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
組
合
で
は
昨
年
か
ら
梨
の
穂
木
（
接
木
に
す
る
た
め
の
花
芽

が
つ
い
た
枝
）
を
台
湾
に
輸
出
し
て
い
る
た
め
、
輸
出
関
連
の
日
台
農
業

振
興
会
の
関
係
者
3

人
が
、
梨
の
産
地
の
視
察
を
兼
ね
て
来
園
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

来
園
者
は
「
園
内
で
見
る
の
は
初
め
て
。
梨
の
花
は
品
が
あ
り
、
き
れ
い

で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。
会
場

で
は
、
甘
酒

や
綿
あ
め
の

サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、
梨

（
豊
水5
キ
ロ
）

の
引
換
券
が

当
た
る
抽
選

会
が
行
わ

れ
、
大
勢
の

来
園
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し

こ
。t
 

地域の防災体制を充実
第 1 分団 1 班詰所を新築

明和の歴史を知って
「まんが明和町の歴史」発刊

発刊された「まんが甲和町の歴史」

町
で
は
、
町
制
施
行
l

周
年
を
記
念
し

て
「
ま
ん
が
明
和
町
の
歴
史
」
を
発
刊
し
、

4

月
1
0
日
に
全
世
管
へ
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
ま
ん
が

を
通
じ
て
、
身
近
な
明
和
の
歴
史
を
振
り

返
ろ
う
と
製
作
し
た
も
の
で
す
。

執
筆
者
は
、
漫
画
家
の
山
田
え
い
し
さ

ん
。
構
成
内
容
は
、
原
始
・
古
代
と
呼
ば

れ
る
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
の
明
和
町
に

至
る
ま
で
の
歴
史
や
文
化
を
漫
画
で
紹
介

し
て
い
る
ほ
か
、
年
表
や
資
料
も
編
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
一
読
さ
れ
、
ふ

る
さ
と
明
和
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

明
和
消
防
団
第
1

分
団
1

班
詰
所
の
引
渡

式
が
3

月

3
0
日
、
斎
藤
町
長
や
関
口
消
防
団

長
、
区
長
ら
関
係
者
約
3
0
人
が
参
列
し
て
斗

合
田
地
内
の
詰
所
で
行
わ
れ
、
館
林
地
区
消

防
組
合
か
ら
明
和
消
防
団
に
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。

老
朽
化
と
手
狭
の
た
め
新
築
さ
れ
た
詰
所

は
、
木
造
2

階
建
て
ト
タ
ン
葺
き
、
延
べ
面

積
約
8
2
2
r
n
。
同
組
合
副
管
理
者
の
斎
藤
町
長

は
、
訓
示
で
「
本
町
か
ら
火
災
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
万
一
発
生
し
た
場
合
に
は
最
小
限

に
く
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
を
契
機
に
、
地
域

の
一
層
の
防
火
・
防
災
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

平成12年 5 月 10 日 0k) (12) 



空白の5分間で決まる
普通救命講習会

4

月
1
7
日
、
明
和
分
署
の
協
力
に
よ

り
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
職
員
を
対
象
に

普
通
救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
普
通
救
命
士
の
資
格
の
取
得
、

更
新
の
た
め
3

年
ご
と
に
あ
り
、
今
回

も
1
4
人
が
参
加
。
救
命
隊
到
着
ま
で
の

5

分
間
で
生
死
が
決
ま
り
、
呼
吸
停
止

後
の
処
置
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
救
命

率
が
高
く
な
る
と
い
う
話
な
ど
を
聞
い

た
後
、
職
員
は
実
際
に
人
形
を
使
っ
て

心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
職
員
は
「
事
故
に
居

合
わ
せ
た
の
に
何
も
で
き
な
か
っ
た
の

で
講
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ミ
ー
相

手
で
も
難
し
い
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

消防団員が水害に備え訓練
水防工法習得講習会

越水止めなどのエ法を本番さながら行う団員

ダミーを使って実際に体験

館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
水
防
演
習

に
伴
う
水
防
工
法
習
得
講
習
会
を
4

月
9

日
、
千
代
田
町
地
先
の
利
根
川
河
川
敷
で

行
い
ま
し
た
。

明
和
消
防
団
を
は
じ
め
、
管
内
の
班
長

ク
ラ
ス
以
上
の
団
員
や
消
防
署
職
員
、
館

林
土
木
事
務
所
職
員
ら
約
1
7
0

人
が
参

加
し
、
土
の
う
作
り
や
越
水
止
め
な
ど
1
0

種
類
の
エ
法
を
学
び
ま
し
た
。

同
組
合
副
管
理
者
の
斎
藤
町
長
は
「
5

月
2
0
日
に
本
町
で
行
わ
れ
る
利
根
川
水
系

連
合
水
防
演
習
に
備
え
て
の
訓
練
で
も
あ

り
、
し
っ
か
り
習
得
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
団
員
ら
は
、
命
綱
を
腰
に
付

け
て
各
工
法
を
本
番
さ
な
が
ら
に
手
際
よ

く
行
い
、
水
害
に
備
え
ま
し
た
。

食生活と運動が大切
婦人健康大学開講

明
和
・
板
倉
・
千
代
田
町
主
催
の
婦
人

健
康
大
学
が
4

月
2
4
日
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
で
開
講
、

3

町
の
主
婦
4
1
人
が

「
公
衆
衛
生
と
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
義
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

健
康
大
学
は
、
地
域
の
健
康
栄
養
水
準

を
高
め
る
た
め
に
生
活
改
善
推
進
員
を
養

成
し
、
住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
目
的
で

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

講
座
は
来
年
2

月
ま
で
「
調
理
実
習
」

「
生
活
習
慣
病
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
1
0
回

開
催
。
開
講
式
後
の
講
義
で
境
野
館
林
保

健
福
祉
事
務
所
長
は
「
健
康
づ
く
り
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
と
運
動
が
大

切
」
と
述
べ
ま
し
た
。

希望を胸に新たな学校生活
東小学校入学式

名前を0浮ばれ大きな声で「ハイ」と答える新入生

熱心に聴き入る受講者

東
・
西
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
入
学

式
が
4

月
1
0
日
、
各
体
育
館
で
行
わ
れ
、

満
開
の
桜
の
花
が
祝
福
す
る
中
、
新
1

年

生
2
4
7

人
が
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

新
た
な
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

東
小
で
は
、
岩
崎
校
長
が
「
人
の
話
を

し
つ
か
り
聞
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

お
話
し
で
き
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分

で
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
。
新
入
生
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、

担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大

き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

式
終
了
後
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て

学
校
活
動
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

(13) 平成12年 5 月 10 日因
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すくすく 5歳児健診〇蓉とり
平成 1 1 年度 小児生活習慣病健診

平
成
且
年
度
の
す
く
す
く
5

歳
児
健

康
診
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

且
年
度
は
9
2
名
の
子
ど
も
た
ち
が
受

診
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
1

に
ま

と
め
ま
し
た
が
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
3
1
.
3
%

（
約3
人
に
1

人
）
と
い
う
結
果
で
し

た
。
過
去
3

年
間
で
は
一
番
よ
い
結
果

で
し
た
が
、
群
馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
の
同
様
の
検
査
と
比
較
し
て
、
ま

だ
ま
だ
高
率
と
い
え
ま
す
。

飽
食
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
今

日
、
多
種
多
様
の
食
べ
物
に
囲
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
と
も
す
る
と
偏
食
や

食
べ
過
ぎ
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
バ

ー
と
、
遊
び
や
日
常
生
活
の
形
態
の
変

化
か
ら
運
動
不
足
・
肥
満
と
い
う
問
題

が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
成
人
病
（
生
活
習
慣
病
）
と
呼
ば
れ

て
い
た
暮
ら
し
の
中
の
悪
い
習
慣
（
偏

食
・
過
食
・
運
動
不
足
・
睡
眠
不
足
・

ス
ト
レ
ス
な
ど
）
が
積
み
重
な
っ
て
発

症
す
る
大
人
の
病
気
が
ま
す
ま
す
若
年

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
生
活

習
慣
の
改
善
に
着
手
し
、
生
活
習
慣
病

の
芽
を
つ
み
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

すくすく5歳児健康診盃結果（表1)

項 日
〕

検査実施人数

1 つでも異常を認めた者

収縮期血圧

総コレステロー）レ

ク

130mmHg以上

200mg/dl以上
11 Omg/d昧満

150mg/dl以上
....... 

20% 

平成 11 年度

80人

31.3% 

小児医療

センター

0% 

11.8% 

日月 和 町

平成 10年度

100人
40.0% 

平成9年度

99人

46.5% 

1061 人

24.5% 

0% 

12.1% 

0% 

11.2% 

0% 

6.0% 

0% 

10.5% 

0% 

16.2% 

0% 

1 ワ．3% 7.4% 

7.5% 6% 5.1% 8.1% 

6.6% 13.1% 21.4% 5.7% 

HDしコレステロー）レ 6. 8.1% 13.3% 
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項

高脂血症の子ともたち（表2)

目 I El月和町
" • •• ••••• "”•'"“~”’~ ~. " 

2 ワ3人
11.7% 

15.0% 

14. 

39.8% 

数
-

高コレステロール血症
-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷ 

中性脂肪異常者
動脈硬化指数異常者

1 つでも異常を認めた者（ハイリスク児）

小児医療センター
-

1061 人

6.0% 
.....··· ·・·

ワ． 4%

5.7% 

24.5% 

明
和
町
の
3

年
間
の
結
果
と
群
馬
県

立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
結
果
を
比
較

（
表2
)
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
・
中
性
脂
肪
異
常
者
・

動
脈
硬
化
指
数
異
常
者
が
高
率
で
あ
り
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
商
脂
血
症
の
予
防
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

健
診
時
に
実
施
し
ま
し
た
生
活
状
況

調
査
に
よ
る
と
、
肥
満
度
2
0
％
以
上
ま

た
は
中
性
脂
肪
の
高
い
子
ど
も
た
ち
の

6
ー

7

割
が
テ
レ
ビ
や
フ
ァ
ミ
コ
ン
な

ど
屋
内
遊
び
を
好
み
、
食
事
で
は
ハ
ン

バ
ー
グ
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
な
ど
の
肉
の
加

工
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
摂
取

頻
度
が
多
く
、
野
菜
嫌
い
で
あ
る
。
お

や
つ
で
は
甘
い
葉
子
類
や
清
涼
飲
料
水

の
摂
取
頻
度
が
多
い
。
特
に
中
性
脂
肪

の
高
い
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
食
の
欠
食

や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の

高
カ
ロ
リ
ー
の
調
味
料
の
使
用
量
と
外

食
の
回
数
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

動
脈
硬
化
指
数
の
高
い
子
ど
も
た
ち

は
魚
よ
り
肉
が
好
き
で
、
外
食
・
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
回
数
も
多
い
。
お
や

つ
で
は
7

割
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
を
好
ん
で
食
べ
て
い
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

健
康
的
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
食

生
活
や
生
活
習
慣
が
形
成
さ
れ
る
乳
幼

児
期
か
ら
気
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
様
も
今
後
の
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

と
て
も
多
い
高
脂
血
症
の
子
ど
も
た
ち

(
3年
間
の
ま
と
め
）
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本
町
の
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
か

た
が
た
が
、
こ
の
ほ
ど
町
体
育
協
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
4

人
で
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

競
技
優
秀
者

◎
川
合
達
夫
（
南
大
島
）

▽
第
5
4
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
成

年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
9
7
芥
級
1
1

優

勝▽
平
成
1
1
年
度
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
％
級
I
I

体
育
協
会
長
表
彰

競
技
優
秀
者

4

人

◇
日
時

6

月
2
5
日
⑪
午
前
9

時
＼

◇
場
所
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

5

月
2
1
日
⑪
か
ら6
月

4

日
⑪
ま
で
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
し
ま
す
。
（
月
曜
日
を
除
く
）

第
2

回

水
泳

記

録

会

優
勝

▽
平
成
且
年
度
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
キ
ロ

級
1
1

優
勝

◎
新
井
健
生
（
江
口
）

▽
第
2
5
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
7
3
冗
級
I
I

第
4

位

◎
富
塚
拓
也
（
中
谷
）

▽
第
8

回
関
東
甲
信
越
少
年
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
小
学
生
3
1
4
年
の
部
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
3
0芥
級
1
1

準
優
勝

◎
久
保
口
敏
夫
（
南
大
島
）

▽
第
2
0
回
記
念
国
際
全
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
選
手
権
熊
本
大
会
男
子
5
0

歳
4
0
0

認
ハ
ー
ド
ル
決
勝
第

1

位

（
日
本
新
記
録
を
樹
立
）

◇
期
日

6

月
＼

7

月

(
8回
）

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費

4
5
0

円

◇
申
し
込
み

5

月
1
4
日
⑪
か
ら
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日

6

月
下
旬
1
7
月
上
旬

◇
場
所
赤
城
山

◇
募
集
人
員
4
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

太
極
拳
教
室

優勝した石村さん、小川さん、奈良さん

./ -•-···-•-···-•-···-•-···-•-···-•-・··-•ー・・·-•-·•·一•-...一•- -••···-•-···-•-···-•- 、........

i 

•' あなたが主役

: 生涯スポーツ i 
i EBJでは、スポーツ振興都市宣言に基づ ' 
: き、町民一人 1 スポーツを適して、健康 : ; な体と咀る＜豊かな心をつくるために、 ! : 生涯スポーツを実践し継続できるように : 
努めています。各行事に皆さんの積極的 ! 

＇、 な参加をお待ちしています。 • 

...、......·-•ー・．．ー•-···-•-··•一•一···-•ー・.-•ー···-•ー•••-•-···-•-···一•-···-•-···-•-···-•-··· -•ー・・ノ・／．．．

4 3 準優◇最◇
優 ー小町

位位位位位位位位勝勝般ネ長
男ツ杯

香田薗北林金真坂田石子ト
山口田角 平野下口村の数奈

精 部良
栄征一満徳道勝博 69 

勉作邦郎義男廣也信正 ・英
グ 6 世

93 88 95 95 95 91 88 91 85 94 ロ
ス

73 73 73 73 73 73 72 71 71 71 才、
ッ

8 6 4 4 4 0 4 8 8 2 ト

10 9 8
 
7 6 

優
勝
野
木
村
武
雄

準
優
勝
畠
本
淳

3

位
神
谷
コ
メ

（
敬
称
略
）

5
 

第
1
2回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会

社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

◇
期
日
5
1
6
月

(
4回
）

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
4
5
0

円

◇
申
し
込
み

5

月
1
2
日
⑥
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

第
3

回
町
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

ボソ

フ

ルト

講バ

習レ

会

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
小
川
光
代

準
優
勝
森
尻
悦
子

3

位
松
本
澄
子

◇
シ
ニ
ア
の
部

優
勝
奈
良
英
世

準
優
勝
荒
川
篤
範

3

位
渡
辺
利
夫

4

位
松
崎
浩
三

位
森
本
昭
五
郎

位
森
尻
良
次

6
 
5
 

95 ~6 86 93 85 96 

74 74 72 72 71 69 ...... 
6 4 8 6 8 6 

114 91 100 

76 75 74 
... 

8 4 8 
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チームワークが不可欠
ちほう

お年寄りが寝込んだ、痴呆症状が急に進んだなどの事態

が起こったとき、まず考えるのは、だれが、どこで、介護

するのかということでしょう。お年寄りの家族、親類のほ

か、できれば近所の人たち、専門家の意見も入れて話し合

います。介護の中心になる人が決まったら、みんなでその

人を支えて心と体の負担を最小限にすることが大切です。

介護者は同居する嫁や娘というケースが多いようです

が、「わたしでなければ・・・」と思い込み過ぎるとつら

くなります。また、介護する人が高齢者だったり病弱だっ

たりするときには、体力的な問題も起こってきます。特定

の人だけに「任せきり」にしない、「任されきり」になら

ないで家族全員のチームワークを生かすことが必要です。

お年寄りにも役割を

お年寄りを上手に介護していけるかどうかは、お世話を

する家族がどれだけ普通に生活できるかにかかっていま

す。そのためには、お年寄りにも役割をもってもらうこと

が重要です。少しのことでも「やっていただいてよかった、

助かりました」と言えば、お年寄りも「家族の役に立てて

よかった、またやろう」と意欲が出てきます。我が家のお

年寄りは、長い人生の経験者であるという尊敬の態度をも

っていることが大切です。

ら：‘：、: •注・注・・心：＇：ヽ、 ら:• L: ;: •.：ふ•.：f: : r. ｷｷd: .. ;•:・沖・沖•.心•沖•.心••;,:

;: みんなて介護しましょう ; 9: 
①男性の手を生かす

R• •l' 

.. :~· 介護は力のいる仕事が多いので、兄弟、患子な ::· 

．：．どの男性の手を上手に生かしましょう。女性のよも
．：・さ、男性のよさを生かせば、介護されるお年寄リな
.. ?. 9 

も安心です。 .:• ｷ.: ... 
．：：．一•-----------------②孫の役割左つめ~ ll• 

"...、'‘..,.,--.:.  
も 孫に会う楽しみ、優しくされる喜び、おじいち．._:,•

,.. 
,. 

.;, ゃん•おばあちゃんが孫に与えることのできるうな
・；

｀・れしさはこの上ないものです。年齢に合わせて、も
.` ．；その子に任せられる役割を決め、家族の一員としt
．；・て責任をもたせましょう。 ::.· 
...;• 

ャ ③手のかけ過きは、自立の妨げ '. `..,  
.;. 何でもしてあげるのが、優しい介護と思い込ん．：’
芯でいませんか？そうなると、お年寄リは甘えと:.·
も依存が習慣化し、使わない筋肉が弱り、自立はま_;•
•とえ•

｀・すます遠くなります。介護する人は、動けなくなな
.` 
•;:. ってしまったお年寄リの介護量が増えてへとへとな
．：．になってしまうなど、悪循環です。「手を出さず、な
．：・目は離さず」をモットーに、毎日の介護を見直し ;. 
｀デ ・名

.; てみることも必要です。 .;.· 
.. ヽ •9
ヤ：9 ：..:':-• :'i• :':.. :':—• :99:':.. :':.. :'i•:':•• :9 :.. ：が•:':.. :':.. :'i• :'i•• :'i.. :'そ

ヽ

休：｀
館林邑楽全地区· 館林地区 千代田 変更※ i 科湿日板倉地区

産婦人科 耳鼻科 内科外科 明和地区 i:一 のは

館林地区と ! 怠 は<饂色I 
5 月 21 日

小西医院小倉医院 菅沼医院海宝病院 館林地区と
匹（86)2261 ft (72) 0606 を (72) 9090 匹 (74)0811 同じです 同じです I I I あ

日 り.-,

| 5 月 28 日 真中医院大神医院 安楽岡医院最上医院 井上医院 館林地区と I I のすま午後は 1云723 ) 
四 (72) 1630 a (62) 2200 ff (72) 0572 四 (74)3763 匹 (82)1131 同じです 五認 1 1 

当—----- - ----— 時ま 凸4 
土井グリニッグ 川村医院 横田（善）医院 慶友病院

しで が

6 月 4 日
増田医院 小西医院て ;O  

ロを (72) 8841 を (72) 1337 a (72) 4970 ff (72) 6000 ff (82) 2255 a ( s 6 ) 2 2 6 1 I 診晏か
番

I ま
す。

落合医院 川田（耳）医院 大石医院 岡田医院 館林地区と 館林地区と し

6 月 11 日 て
ft (72) 3160 匹 (72)3314 四 (74) 2362 匹 (72)3163 同じです 同じです ；こ

^ 靡

医
さ

負し‘
根岸医院 合村グリニッグ 堀越医院 新橋病院 わだらせりリこッり 竹越医院 ゜

6 月 18 日
四 (72)3262 ff (70) 2221 ft (73) 4151 匹 (75)3011 ff (77) 2727 8(84)3137 i | i 喜

、

(17) 平成12年 5 月 10 日困



館林厚生病院外来駐車場
が一部有料化になります

千代田町下水道排水設備指
定工事事業者の受付を開始

電波はルールを守り
正しく使いましょ

館林厚生病院
ff (72) 3140 

館林厚生病院では、患者用駐車場

6 か所のうち病院に隣接する第 1 、

第 2 、第 3 駐車場の 3 か所を有料化

し、第 5 駐車場（軽自動車専用）は

5 月末日にて閉鎖することとなりま

した。

有料化につきましては、駐車台数

の減少に伴い急病やけが等により来

院する外来患者さんが、すぐに駐車

できるよう無断・長時間駐車を防止

し、効率的に利用してもらうためで

すので、ご理解、ご協力をお願いい

たします。

◇実施日 6 月 1 日（木）から

◇駐車料金 ► 外来患者 6時間ま

で無料以後1時間毎に 100円
► その他 30分まで無料 以後l

時間毎に 100円

群馬県職員・県警察官
採用試験

群馬県人事委員会事務局
匹027(226)2747

県職員（事務・技術系職種）

◇資格 昭和46年 4 月 2 日から昭和

54年 4 月 1 日までに生まれた人。

学歴は問いません。

◇申込期間 5 月 15 日旧）～26 日倫）

◇出願用紙配布場所館林行政事務

所872-4461 ほか

※詳しくは、館林行政事務所へ

県警察官 A

◇資格 昭和45年 4 月 2 日から昭和

54年 4 月 1 日までに生まれたかた

で大学またはこれと同等と人事委

員会が認める学校を卒業した人・

卒業見込みの人

◇申込期間 5 月 15 日旧）～ 26 日倫）

◇出願用紙配布場所館林警察署穴

75-0110 明和駐在所884-2200 ほ

か

※詳しくは、館林警察署または明和

駐在所へ

千代田町役場水道課
8(86)2111 

千代田町では、平成12年7月に公

共下水道の一部供用開始を迎えるた

め、それに伴う千代田町下水道排水

設備指定工事事業者の受け付けを開

始しました。

◇受付期間随時

◇申請場所千代田町水道課

◇指定工事事業者証交付 申請者に

連絡します。

◇指定工事事業者証交付手数料

10,000円

◇申請者の要件 群馬県内に事業所

があり、日本下水道協会群馬県支

部が交付する下水道排水設備工事

責任技術者免状を有する者を専任

できる事業者であること。

歯科無料相

（社）館林邑楽歯科医師会
匹（73)8818

◇日時 5 月 21 日（日）午前9時～ 11時

30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館

◇内容 歯でお悩みのかた、どんな

小さなことでも結構です。

明和分署職員人事異動

4 月 1 日付けで明和分署職員

の人事異動がありましたのでお

知らせします。

転出 ( ）は転出先

▽関口栄一（館林消防署出張所）

転入 ( ）は前任署

▽石川敏雄（板倉分署）

歌会始のお題は「草」
平成13年歌会始のお題「草」

および詠進歌の詠進要領が決

まりました。（宮内庁）

※詳しくは、役場企画課広報

係8(84) 3111へお問い合わせ

ください。

郵政省関東電気通信監理局
を03(3214)1626

郵政省では、 6月 1 日から 10 日まで

「電波利用保護旬間」として、携帯

電話、消防・救急無線、テレビ・ラ

ジオなど市民生活に欠かせない電波

の利用を保護する活動を行います。

社会生活を脅かす不法な電波をなく

すため、電波はルールを守り正しく

使いましょう。

◇問い合わせ関東電気通信監理局

0 不法無線局による混信妨害

名03-3214-1626

0 電話機・各種電子機器への不要電

波障害 803-3214-1610 

0 テレビ・ラジオの受信障害

803-3243-8697 

日曜緑化

県緑化センター
a (88) 7188 

県緑化センターでは、平日の緑化

講座に参加できないかたのために、

年 2 回日曜緑化教室を開催していま

す。第 1 回目は「風にゆれる夏のハ

ンギング」をテーマにガーデニング

教室を開催します。

◇日時 5 月 28 日（日）午前 10時～正午

（雨天決行）
◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師 フラワーブティック アオ

夕代表青田和子先生

◇募集人員 60名（先着順）
◇教材費 2,000円

◇持参するもの シャベル、割りば

し、手袋、ごみ袋

◇申し込み 県緑化センターへ

花こよみ
ア
サ
ガ
オ

はしゅ

5 月の播種・定植

アサガオ（開花ワ月中旬）

ケイトウ（開花5月下旬）

クレオメ（胴花6月上旬）

など

平成12年 5 月 10 日困 (18) 
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町の無料法律相談

日時＝ 6 月 12 日~)
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝ 6 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 6 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 10年 6 月、 11年 6 月、 11
月、 12年 2 月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 6 月 6 日（必
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 6 月 19 日伺）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 6 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時受付
場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 6 月 15 日（木）
. 午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

l>固定資産税l>国民年金保険料[>
水道料金
納期限＝ 5 月 31 日因

自動車税は 5 月 31 日
⑱までに納めましょう

館林行政事務所
ft (72) 4461 

自動車をお持ちの皆さん、自動車

税は、毎年 4 月 1 日現在、陸運支局

に登録されている自動車の所有者に

納めていただく県税です。

お近くの金融機関、郵便局、行政

事務所県税部の窓口で 5 月 31 日困ま

でに納めてください。

口座振替をご利用のかたは、預金

残高を確認しておいてください。

なお、身体などに障害のあるかた

が所有している自動車については、

その障害の程度により、自動車税が

減免される場合がありますので、館

林行政事務所県税部に相談のうえ、

5 月 24 日困までに申請してください。

求人説明 会

ハローワーク館林
ff (75) 8609 

ハローワーク館林では、平成13年

3 月新規学校卒業者の採用を予定し

ている事業主のかたがたを対象とす

る「求人説明会」を次のとおり開催

いたしますので、ご出席くださるよ

うお知らせいたします。

◇日時 6月 9 日倫） 午後1時30分～

◇会場館林市文化会館小ホール

※詳しくは、ハローワーク館林まで

お問い合わせください。

/ 

「まんが明和町の歴史」の訂正

町で 4 月 10 日に発行しました

「まんが明和町の歴史」の内容

の一部に、訂正箇所がありまし

たので次のとおりお知らせいた

します。 （役場企画課）

訂正箇所 誤 正

P74 下段を 年輝貢6を年謳（1809) 11 年文政貢6を年納(18め23) .... .. 

P79 下段左

P82 3段目 肴治21 年(1869) I 岨治21 年(1888)

P91 上段右 野本琶次朗 野本満（次ま朗んじろう）
P93 上段右 明治22年(1947) 勇治22年(1889)

P119 仔表 1622 1621 

ぐ 119 年表 新J IIを据リ（すわり） 訓 1を掘リ（ほり

のりめん

町道等法面への除草薬
散布はやめましょう

役場都市建設課
8(84)3111 

町では、道路・水路等の法面を保

護するために、除草する場合は草刈

りでお願いしています。法面の維持

管理のため、除草薬散布はやめまし

ょう。

道路等法面図

田拿：：冨｀ 田
LJ 

マナーアップドライブ
2 0 0 参加者募集

県庁交通政策課
を027(226)2388

◇募集内容 200 日の期間中、無事

故・無違反の達成を目指す運転者

のチーム (5人1組）

◇実施期間 6月 15 日（木）～ 12 月 31 日

（日）

◇参加資格 県内に在住・在勤・在

学し、日常生活で自動車・バイク

などを使用している人で構成する

チーム

※高校生は学校の許可が必要

◇賞海外旅行 (4組20人）、国内旅

行 (8組40人）など豪華賞品

◇参加費 1 チーム 1,000円

◇応募期限 5月 31 日因消印有効

◇申込用紙配布場所役場住民課窓

口、明和駐在所ほか

群馬県調理師
試験説明会

館林保健福祉事務所
匹（72)3230

平成12年度調理師試験は、 7 月下

旬に実施を予定しております。受験

を希望されるかたは、説明会に出席

してください。

◇日時 5 月 19 日⑤第 1 回目午前

10時第 2 回目午後 2 時 (30分

程度で終了しますのでどちらか一

方に出席してください。）

◇会場館林保健福祉事務所

◇対象調理業務に 2 年以上従事経

験があり、調理師試験受験希望者

◇問い合わせ 館林保健福祉事務所へ

(19) 平成12年 5 月 10 日因 すすめようごみの減量化！ 5月30 日は「環境美化の日」です
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週
に
一
度
は
、
ボ
ー
ル
に
触
ら
な
い

と
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
、
根

っ
か
ら
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
好
き
の
女
の

子
で
結
成
さ
れ
た
の
が
私
た
ち
、
ラ
ブ

リ
ー
ズ
で
す
。

こ
の
チ
ー
ム
で
出
場
で
き
る
大
会
は

数
少
な
い
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

は
抜
群
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以
外
で
の

活
動
も
と
て
も
活
発
で
す
。
夏
に
は
、

泊
ま
り
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ

り
、
仕
事
が
オ
フ
の
日
に
は
、
遊
び
に

出
掛
け
た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
今
度
の
秋
の
大
会
で
は
優
勝
を

め
ざ
し
て
練
習
に
励
み
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
か
た
、

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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い
つ
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
自
然
災
害
に
備
え
る

た
め
、
大
規
模
な
「
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習
」

が
5

月
2
0
日
に
大
輪
地
先
の
利
根
川
河
川
敷
で
行
わ

れ
ま
す
。
伝
統
の
水
防
技
術
の
実
演
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
迫
力
満
点
の
救
助
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
展

示
・
体
験
・
炊
き
出
し
・
地
元
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
®

来
月
か
ら
明
和
保
育
園
内
に
「
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た

が
、
初
め
て
の
子
育
て
は
い
ろ
い
ろ
不
安
が
い
っ
ぱ

い
で
す
よ
ね
。
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
ど

も
に
接
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
◎

こ
の
間
、
普
通
救
命
講
習
会
を
取
材
し
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
講
習
は
私
自
身
、
別
の
機
会
に

何
度
か
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
知
識
を
少
し
で

も
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、
人
の
助
け
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
講
習
を
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
⑭

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 5 月 10 日困 (20) 
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万ーの洪水に備えて水防演習

利根川の洪水を想定した水防演習で、水防団員

は堤防の亀裂防止工法の「五徳縫い」などの伝

統的な水防工法に取り組みました。

今月の主な紙面

•利根川水系連合水防演習に18,000人が参加…②～③

・衆議院議員総選挙は6月25 日（日）……④

•独自のアイデアで地域を活性化……⑦

•町民文化大学教養講座開催…………⑨



越水防止工法（フルコンシート）に取り組む水防団員

入場行進する水防団員 あいさつする斎藤町長 あいさつする中山建設大臣

1
、

2
0
0

人
が
本
番
さ
な
が
ら
に

梅
雨
や
台
風
等
の
出
水
期
を
前
に
、

大
規
模
な
洪
水
を
想
定
し
た
第
4
9
回
利

根
川
水
系
連
合
水
防
演
習
が
5

月
2
0
日
、

約
1
8

、

0
0
0

人
の
参
加
を
得
て
大
輪
地

先
の
利
根
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
昭
和
2
2
年
の
カ
ス
リ

み
ぞ

ー
ン
台
風
に
よ
る
未
曾
有
の
被
害
を
被

っ
た
経
験
を
教
訓
と
し
て
建
設
省
と
関

東
1

都
6

県
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
利

根
川
水
系
河
川
を
会
場
に
昭
和
2
7
年
か

ら

5

県
の
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
降
雨
の
中
、
館
林
地
区
消

防
組
合
消
防
団
、
町
婦
人
消
防
隊
、
県

蓼
言
察
、
陸
上
自
衛
隊
、
日
本
赤
十
字
社

な
ど
1
4
団
体
約1

、

2
0
0

人
が
本
番
さ

な
が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
開
会

式
で
中
山
建
設
大
臣
や
小
寺
知
事
ら
が

「
水
防
演
習
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
地

域
社
会
を
築
く
上
で
大
変
重
要
で
す
。

日
ご
ろ
錬
磨
さ
れ
た
技
術
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
、
十
分
な
成
果
を
収
め
て
く
だ

さ
い
」
と
演
習
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

演
習
は
「
台
風
に
よ
る
大
雨
で
利
根

川
が
危
険
水
位
を
越
え
堤
防
の
亀
裂
が

発
生
し
堀
水
が
発
生
す
る
」
と
想
定
。

消
防
団
員
は
、
土
の
う
作
り
、
亀
裂
防

止
の
五
徳
縫
い
、
越
水
防
止
の
フ
ル
コ

ン
シ
ー
ト
、
漏
水
防
止
の
月
の
輪
な
ど

の
伝
統
的
な
水
防
工
法
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
土
の
う

作
り
な
ど
水
防
活
動
へ
の
参
加
や
洪
水

避
難
地
図
を
用
い
た
避
難
訓
練
で
は
、

斎
藤
町
長
が
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を
利
用

し
て
電
話
で
川
俣
・
須
賀
地
区
の
町
民

に
直
接
避
難
指
ホ
を
伝
え
る
と
、
町
民

は
西
小
学
校
へ
避
難
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
羽
生
市
に
あ
る
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
水
防
機
材
の
広
域

水
防
支
援
訓
練
や
、
中
州
に
取
り
残
さ

れ
た
人
と
川
に
落
ち
て
助
け
を
求
め
て

い
る
人
を
発
見
し
、
県
撃
―-

I、
自
衛
隊
、

日
赤
に
よ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ゴ
ム

ボ
ー
ト
を
使
っ
て
の
負
傷
者
の
救
出
・

救
護
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
竹
村
建
設
省
河
川
局

長
の
講
評
の
後
、
斎
藤
町
長
は
「
地
域

住
民
の
方
々
と
行
政
の
連
携
強
化
や
水

防
に
対
す
る
更
な
る
協
力
と
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

本
町
か
ら
は
、
明
和
消
防
団
、
婦
人
消

防
隊
、
1
6
行
政
区
自
主
防
災
会
、
川

俣
・
須
賀
老
人
ク
ラ
ブ
の
4

団
体
約
2

0
0

人
が
演
習
に
参
加
し
、
住
民
、
行

政
、
水
防
団
の
3

者
連
携
に
よ
る
演
習

を
展
開
し
ま
し
た
。
避
難
訓
練
の
参
加

者
は
「
雨
に
降
ら
れ
て
大
変
で
し
た
が
、

万
一
の
時
役
立
つ
い
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

明
和
町
八
木
節
保
存
会
の
演
奏
と
明
和

西
小
児
童
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

演
習
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
、
炊

き
出
し
コ
ー
ナ
ー
で
非
常
食
等
の
無
料

配
布
、
ー
建
設
省
や
明
和
町
等
の
パ
ネ
ル

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
物
産
展

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
大
勢
の
か
た
が

た
が
訪
れ
ま
し
た
。

平成12年 6 月 10 日(±) (2) 
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衆議院議員総選拳 最高裁判所
裁判官国民審査

投票

昨年度の明るい選挙啓発ポスター
コンクール優秀作品

日

午
前
7

時
1
午
後
8

時

は 6 月 25 日（日）

6

月
2
5
日
⑭
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。2
1世
紀

初
頭
の
国
政
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
ま
た
、
同
時
に

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。
有
権
者
の

一
人
ひ
と
り
が
尊
い
一
票
を
無
駄
に
せ
ず
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

◇
年
齢
要
件

6

月
2
5
日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の
人

（
昭
和
5
5年
6
月
2
6
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）

◇
住
所
要
件

平
成
1
2年
3

月
1
2
日
ま
で
に
町
に
住

民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
3

か
月
以
上

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

投
票
時
間

◇
小
選
挙
区
選
挙
投
票
用
紙
に
は

「
立
候
補
者
の
氏
名
」
を
書
い
て
投

票
し
ま
す
。

◇
比
例
代
表
選
挙
投
票
用
紙
に
は

「
政
党
等
の
名
称
ま
た
は
略
称
」
を

書
い
て
投
票
し
ま
す
。

◇
国
民
審
査
や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官

に
は
「
X

」
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

在
外
投
票

今
回
の
総
選
挙
よ
り
当
分
の
間
、
衆

議
院
議
員
お
よ
び
参
議
院
議
員
選
挙
の

比
例
代
表
選
挙
に
限
り
在
外
投
票
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
名

比
例
代
表
選
挙
は
政
党
名
を

選挙人名簿登録者数（平成12.6.2現在）
午
前
8

時
3
0
分
＼
午
後8
時

土
・
日
曜
日
も
で
き
ま
す

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

予
定
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
旅
行
な

ど
の
用
事
が
あ
っ
た
り
、
病
気
の
た
め

に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不

在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

6

月
1
3
日
因
（
告
示
日
）1
2
4日
山

た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
は
、
6

月
1
8
日
⑭
ー
2
4
日
山

＾
投
票
時
間

投
票
場
所

明
和
町
役
場
総
務
課

簡
単
に
で
さ
る

不
在
者
投
票

身
体
の
不
自
由
な
か
た
は

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す

淫
持
参
す
る
も
の

、
零

入
場
券
（
届
か
な
い
と
き
は
、
持
参

し
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
）

病
院
で
不
在
者
投
票
で
き
ま
す

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

病
院
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や

戦
傷
病
の
か
た
は
自
宅
か
ら
郵
便
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
さ
れ
る
か
た
は
、
早
め
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
穴
閻
3
1
1
1
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成12年 6 月 10 日(±) (4) 



7

月
6

日
告
示

農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ
明
和
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
は
、
7
月
6
日
困
告

示
、
7
月
1
1
日
因
投
票
で
す
。
立
候
補

届
出
の
受
理
は
、
7
月
6
日
（
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）
に
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）
で

行
い
ま
す
。

本
町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

県
民
生
活
の
充
実
や
向
上
の
た
め

長
年
に
わ
た
り
地
道
に
貢
献
さ
れ
て

き
た
か
た
を
表
彰
す
る
群
馬
県
総
合

表
彰
式
が
5
月
1
6
日
、
群
馬
会
館
で

委
員
の
定
数
は
1
5
人
で
す
。
な
お
、
農

業
委
員
の
選
挙
は
、
通
常
の
選
挙
と
違

っ
て
農
業
に
関
す
る
一
定
の
要
件
を
満

た
す
人
（
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
た
人
）
の
み
が
選
挙
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
等
の
打
ち
合
わ
せ
会

を
6
月
2
7
日
因
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
役

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
農
水
産
業
功
労

と
し
て
、
中
谷
の
坂
上
貞
雄
さ
ん
が
5

月
3
日
付
け
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

坂
上
さ
ん
は
、
昭
和
5
1
年
4
月
に
明

和
村
農
業
協
同
組
合
監
事
に
就
任
し
、

農
協
の
健
全
な
経
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
5
4
年
4
月
か
ら
は
理
事
、
副
組
合

長
に
就
任
、
さ
ら
に
6
1
年
1
月
か
ら
組

合
長
に
就
任
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
伝
統
的
な
作
物
で
あ
る
米
麦

に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
の
設
置
に
よ
り
生
産
性
の
向
上

を
図
り
、
農
家
組
合
員
の
農
業
経
営
の

安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
総
合
表
彰

農
水
産
業
功
労
に
坂
上
貞
雄
さ
ん

場
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

農
業
委
員
選
挙
の
有
権
者
数
は
、
平

成
1
2
年
3
月
3
1
日
現
在
で
2
、
2
3
4

人
（
男
1
、
2
5
2
人
・
女
9
8
2
人
）

で
す
。

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
員
会

C
図

3
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
T
O

し

ま
た
、
平
成
2
年
3
月
の
明
和
館

林
地
区
の
3
農
協
の
合
併
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
精
力
的

に
取
り
組
み
、
県
下
1
6
農
協
構
想
に

基
づ
く
初
の
合
併
農
協
で
あ
る
「
館

林
市
農
協
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
農
協
が
発
足
す
る
と
代

表
理
事
専
務
、
代
表
理
事
副
組
合
長

に
就
任
し
て
、
代
表
理
事
組
合
長
と

と
も
に
合
併
直
後
の
困
難
な
農
協
運

営
に
対
処
し
、
農
協
事
業
と
地
域
農

業
の
一
層
の
充
実
に
努
め
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

. 
7

月
1
1
日
投
票

農
業
委
員
会
委
員
選
拳

5
月
2
2
日
、
利
根
加
用
水
土
地
改
良
区
総
代
が
町
内

選
挙
区
か
ら
無
投
票
に
よ
り
、
次
の
2
4
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

◇
第
4
選
挙
区
（
旧
佐
貫
地
区
）

•
田
口
和
晴
（
須
賀
）
新

•
松
本
功
（
大
輪
）
再

•
田
口
文
雄
（
大
輪
）
再

•
吉
本
正
（
大
輪
）
再

・
泉
田
公
一
郎
（
矢
島
）
再

•
石
川
寅
雄
（
矢
島
）
再

•
藤
野
松
雄
（
川
俣
）
再

・
中
島
米
吉
（
大
佐
貰
）
新

•
本
澤
仁
一
（
大
佐
貫
）
新

•
金
子
操
治
（
入
ケ
谷
）
再

◇
第
6
選
挙
区
（
旧
梅
島
地
区
）

・
小
平
喜
章
（
新
里
）
再

•
荒
川
安
弘
（
新
里
）
再

町
選
挙
管
理
委
員
会
が
4
月
2
8
日

開
か
れ
、
委
員
長
に
小
松
原
賓
さ
ん

（
南
大
島
）
が
委
員
互
選
で
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
歴
代
8
番
目
の
委
員
長

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
委
員
会
構
成

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に

小
松
原
賓
さ
ん

・
小
久
保
一
男

・
栗
原
利
夫

•
島
田
親
司

•
坂
上
貞
雄

．
始
澤
三
郎

．
始
澤
重
信

◇
第
7
選
挙
区

．
蜜
井
奎
―
―

・
日
比
野
清

．
薗
部
七
郎

・
橋
本
亀
三
郎

・
荻
野
清

・
牛
久
保
文
雄

（
敬
称
略
）

（
南
大
島
）
再

（
南
大
島
）
再

（
南
大
島
）
新

（
中
谷
）
新

（
梅
原
）
新

（
梅
原
）
新

（
旧
干
江
田
地
区
）

（
江
口
）
新

（
田
島
）
新

（
千
津
井
）
再

（
斗
合
田
）
再

（
下
江
黒
）
再

（
上
江
黒
）
新

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
委
員
長
1
1

小
松
原
賓

▽
委
員
長
職
務
代
理
者
1
1

渡
邊
和
夫

▽
委
員
1
1

砂
賀
柾
夫
・
蓮
見
輿
四
郎

利
根
加
用
水
総
代

2
4人
を
選
出

(5) 平成12年 6 月 10 日田



町
で
は
、
平
成
6

年
1
月
に
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
て
以
来
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の
意
向
を

反
映
し
な
が
ら
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
情
報
化
社
会
の
進
展

に
合
わ
せ
、
一
層
の
魅
力
あ
る
番

組
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
現
在

加
入
し
て
い
る
か
た
の
内

2
0
0

人
を
無
作
為
で
抽
出
し
、

3

月

1
5

日
か
ら

2
4日
ま
で
電
話
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
貴
重

な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
参
考
に
、
よ
り
よ
い
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ォ

（人）

160 
」‘

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

゜ 聞いている 聞いていない

問
2

定
時
放
送
を
聞
い
て
い
ま
す

か
？

問
4

自
王
番
組
を
聞
い
て
い
ま
す

か
？

フ
ト
ー
ク
通
信

ン
ケ
ー
ト
結
果

問
3

定
時
放
送
の
時
間
は
何
時
が
適

当
で
す
か
？

問
5
自
主
番
組
の
時
間
は
何
時
が
適

当
で
す
か
？

しならかわ更

ロ
人
(
1
4
麗
）

h

，
変

ー
｀
人

(
7
5
%
)

一
の

―
合

／
一
／
／
／
ニ

8
0
6
0
4
0
2
0
n
 

、
＇
，
＇

問
2

と
問
4

で
、
い
い
え
と
答
え
た
ガ

だ
に
聞
き
ま
し
だ
。
な
ぜ
で
す
か
？

.

i
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問
1

あ
な
た
は
何
歳
代
で
す
か
？

電
話
ア

問
6

自
主
番
組
で
ど
ん
な
番
組
を
希
望
し
ま
す
か
？

問
3

と
問
5
で
、

に
聞
き
ま
し
た
。
時
間
帯
を
変
更
と
答
え
た
か
た

何
時
が
適
当
で
す
か
？

喜
言
言
言
言
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いつでも加入できます。
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16 行政区から申請されだ総合活性化事業一覧表
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
2

年
間
、
町

内
の
1
6
行
政
区
に
総
額
1

億
円
を
交
付

し
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
行
政
区
総
合

活
性
化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
創
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
地
域
住
民
の
積
極
的
な
町
政
参
加

を
目
指
す
も
の
で
す
。
財
源
は
、
国
が

実
施
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
1

億
円
事

業
」
を
契
機
に
、
町
が
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
を
目
的
に
設
立
し
た
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
金
」
を
充
て
、
す
で
に
こ

の
基
金
を
使
用
し
て
ふ
る
さ
と
の
広
場

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
奨
励
金
と
し
て
人
口
•
世

帯
数
・
面
積
の
割
合
に
応
じ
、
1
2
年
度

お
よ
び
1
3
年
度
の2
年
間
に
5

、

0
0
0

万
円
ず
つ
交
付
す
る
も
の
で
、
対
象
事

業
は
、
行
政
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
と
し
、
行
政
区

の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
ま
す
が
、
個
人

的
・
宗
教
的
な
事
業
は
除
か
れ
ま
す
。

各
行
政
区
か
ら
申
請
さ
れ
た
主
な
事

業
は
、
住
民
の
交
流
の
拠
点
で
あ
る
集

落
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
改
修
工
事
、
環

境
美
化
整
備
の
た
め
の
生
ご
み
・
危
険

1
6行
政
区
に
2

年
間
で
1

億
円
行
政
区
総
合
活
性
化
事
業

独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域
を
活
性
化

衛生関係施設

) 

運
動
の
重
点

・
扇
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

死
者
の
約
半
数
が
高
齢
者

1

行
け
る
か
な
迷
っ
た
時
は

赤
信
号
1

・
若
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
の
主
原
因
者
第

1

位
は
若
者

ー
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
の
ゲ
ー
ム

だ
け
事
故
の
前
に
は
も
ど
せ

な
い
1

・
チ
ャ
イ
ル
ド
ジ
ー
ト
と
ジ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

幼
児
の
約
3

割
が
危
険
な
状
態

人
女
心
の
笑
顔
が
座
る
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ー

7

月

1
0日
回5
1
6日
⑭

期
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
た
が
主
役
！

交
通
安
全

物
収
集
所
の
整
備
や
記
念
樹
の
植
栽
、

子
ど
も
会
育
成
会
の
健
全
な
る
推
進
事

業
の
た
め
遊
器
具
の
整
備
や
子
ど
も
み

こ
し
の
新
調
な
ど
で
す
。
各
行
政
区
の

事
業
は
表
の
と
お
り
で
す
。

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

レ
デ
ィ
ー
ス
交
通
安
全
週
間

(7) 平成12年 6 月 10 日は）



欝 町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

県
町
村
会
が
行
う
統
一
試

町
教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
日

7

月

2
6日
因
、
2
7日
困
1

泊
2

日

◇
場
所
小
平
の
里
（
大
間
々
町
）

◇
対
象
小
学
校

4
.
5
.
6

年
生

◇
定
員

2
5人
（
個
人
応
募
に
限
り
ま
す
）

◇
受
付

6

月

1
9日
⑤
か
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）
で
随
時
受

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

I
N
S

ネ
ッ
ト

6
4
（
デ
ジ
タ
ル
回
線
）
利
用
が
、

こ
れ
ま
で
一
部
不
可
能
な
地
域
（
東
部
地

域
の
一
部
）
が
あ
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

N
T
T

の

設
備
構
築
に
よ
り
次
の
と
お
り
町
全
地
域

で
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
提
供
時
期

6

月

1
6日
⑤
予
定

◇
提
供
地
域
館
林
交
換
セ
ン
タ
収
容
内

ャ

を

け
付
け
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初

参
加
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
内
容
野
外
炊
飯
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
陶
芸
教
室
（
変

更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◇
参
加
費

5
、

0
0
0

円

（
今
回
提
供
可
能
地
域
7
x

局
）

た
だ
し
、
川
俣
交
換
セ
ン
タ
収
容
内

は
昨
年
か
ら
提
供
し
て
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
か
た
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
対

応
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
を

4

月
か

ら
町
で
無
償
貸
与
し
て
い
ま
す
の
で
、

役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
は
、

平
成

1
3年
度
町
職
員

一
般
行
政
職
（
土
木
技
術
職
）

役
場
で
は
、
平
成

1
3年
度
採
用
の
職
員

募
集
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
若
干
名

◇
職
種
一
般
行
政
職
ま
た
は
土
木
技
術

職
◇
一
次
試
験

仝馬
◇
試
験
日

9

月

1
7日
国

◇
試
験
場
所
県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校

（
前
橋
市
紅
雲
町2
|
1
9
|
1
)

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
総
務
課
庶
務
行
政

係

※
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
め
い
わ

7

月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯

学
習
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

‘
!
9
,
9
,
'
;
'
,
9
’
,
‘
’
,
9
門
＇
・
じ
'
‘
,
9
,
'
i

〖
教
育
委
員
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
）

C
脳
4
4
9
1

9
ぜ
？
庶
も
'
i
'
:
'
9
,
1
:
1
:
"
9
,
9
,
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,
ヤ
,
i
;
t
^
,
'
,
、
'
9
9
9
r
ゃ
'
g
,
9
,
t
$
t
“
9
,
§
`
'
ぷ
＇
t
屯

_
N
S

ネ
ッ
ト
6
4加
入
者
で
も
オ
フ
ト
ー
ク
の
通
信
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
地
域
を

6

月
か
ら
拡
大
し
町
全
地
域
に

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
専
用
の
た
め
、
使
用
に

お
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
と
一
部
適
合
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
N
T
T

東
日
本
館
林
営
業
所
営
業
担
当

C
o
1
2

0
|
1
0
9
1
1
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
し
ま
す

ゃ

9
9
9
`
,
9
9
~
.
'
,
h
i
晶
ぶ
’
a
;
9
,
9
,
’
ぷ
9
9
,
'
,
A
玲
料
叫
哉
＼
沿
＇
閥
均
式
ふ
冷

8

岱
誼

[
総
務
課
内
線

3
3
2

f
ゞ
9
C
F
が
し
で
；
~
~
：
i
e
'
‘
3
r
t
,
'
,
.
J
1
9
[
ー
・
凸
[
•
出
偏
屯
'
~
.
'
~
'
:
^
1
,
^
~
;
,
'
~
9
i
f
~
J
9
9
~
r
'
9
,
~
9
9
,
9
:
9
,
9
ー
'
,
'
,
.
9
,
I

キ
ン
プ
の
参
加
者
を
募
集

み
ん
な
で
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
／
．

し
ま
す

「
第2
回
明
和
ま
つ
り
」
が
8

月
6

日
⑪
、

午
後
3

時
か
ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ

れ
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し
物

を
多
数
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
夏
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
「
広
報
め
い
わ

7

月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

了
心
i
・
ぷ
，
．
ぷ
'
,
1
i

.
I
,

f
;
;
\
"
i
i
1
a
c
\
＼
：
＼
~
h
・
1
；
ふ
，
＇
；
ど
、
・
ふ
う
習
さ
芯

3

i
~
j

[
企
画
課
内
線

3
4
0
-

f
J
1
~
；
土
じ
~
·
L

ぐ
ぷ
哨"
a
"
t
9
9
r
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~
苫
，
9
~
~
~
C
・
＂
c
~
L
d
"
J
し
？
？
り
J
t
~
"
'
J
ら
~
，
＂
~
J
ヽ
り
~
：
~
4
1
:
~
ー
,
;
'
~
A
9
~
;
~
~
~
'
:
'
,
'
\
~
、
~
g
J
さ
~
1
:
t
:
‘
i
~
c
i
:
·
r
,
'
,
3
~
5
~
~
r
~
り

明

月和
8
 

6
 
ま

つ
り
は

日
曲
で
す

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
ま
ん
が
明
和
町

の
歴
史
」
を
毎
戸
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
希
望
す
る
か
た
に
は

1

部

1
、

0
0
0

円
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
（
申
請
書
は
役
場
企
画
課

に
あ
り
ま
す
）
、

代
金
1

、

0
0

0

円
を
添
え
て

役
場
企
画
課
ヘ

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

，
＇
s
'
，
＇
，
周
＇
r
，
9
9
9
9
9
"
ご
も
9
吐
も
叫
窯
，
＇
9
,
9
，
'
9
,
.

マ
"
'
’
,
9

一
企
画
課

i
1
ヤ
3
\
~
J
~
ふ
入
ー
[
:
；
勺
~
＼
~
C

／
c
i
i

「
明
和
町
歴
史
ま
ん
が
」

を
有
償
販
売
し
ま
す

平成12年 6 月 10 日(±) (8) 



役 場 ft (84) 3111 

可
燃
ご
み
の
収
集
を
現
在
、
月
曜
日
と

金
曜
日
の
週
2

回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

夏
季
に
ご
み
の
量
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
試
験
的
に
7

月
か

ら

9

月
ま
で
の

3

か
月
間
は
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日
の
週
3

回
収
集
を
行
い
ま

す
。今

後
と
も
、
ご
み
の
持
ち
出
し
の
マ
ナ
ー

ァ
ッ
プ
お
よ
び
ご
み
の
分
別
、
減
量
化
に

ぃ.. 

い
い
~
八
9
,
~
d
ん
i
'
!
~
;
i
·
し
~
~
'
:
_
:
へ

4
→

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

可
燃
ご
み
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

7

月
か
ら

9

月
ま
で
週

3

回
に

芸
術
文
化
や
政
治
、
経
済
な
ど
豊
か
な

教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
毎
年
開
催
し
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
町
民
文
化

大
学
。
今
年
度
第
1

回
目
の
教
養
講
座
の

日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し

ま
す
。

な
お
、
第
2

回
目
は
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
開
場
午
後

6

時
3
0
分

◇
開
演
午
後

7

時
0
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
受
講
料

1

、

0
0
0

円
（
全
席
自

由
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

◇
主
催
町
教
育
委
員
会

◇
後
援
町
文
化
協
会

◇
前
売
開
始

6

月
2
5
日
⑪
＼
た
だ
し
、

町
外
の
か
た
は
7

月
2

日
⑪
＼

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

t
a
 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
闘
5
5
5
5

◇
期
日

8

月

2
5日
面

◇
テ
—
マ

「2
1世
紀
に
向
け
て
想
う
こ
と
」

◇
講
師

青
島
幸
男
先
生

可燃ごみ収集作業

昭
和
7

年
日
本
橋
の
仕
出
し
弁
当
屋
「
弁

菊
」
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
3
4
年
フ

ジ
テ
レ
ビ
「
お
と
な
の
漫
画
」
の
台
本
を

執
筆
、
植
木
等
の
歌
っ
た
「
ス
ー
ダ
ラ
節
」

の
作
詞
も
手
が
け
る
。
昭
和
4
1
年
青
島
幸

男
プ
ロ
製
作
映
画
「
鐘
」
を
脚
本
・
監

督
・
主
演
で
撮
り
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
評
論

家
週
間
に
入
選
。
以
来
、
テ
レ
ビ
を
中
心

に
「
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
」
な
ど
で
活
躍
。

昭
和
4
3
年
政
治
家
に
転
向
。
平
成
7

年
に

東
京
都
知
事
に
立
候
補
、
当
選
。
東
京
都

市
博
の
中
止
を
決
断
。
平
成
1
1
年
4

月
の

知
事
選
に
出
馬
せ
ず
、
退
任
。
そ
の
後
も

テ
レ
ビ
、
講
演
会
な
ど
幅
広
く
活
躍
中
。

講
師
。
フ
ロ
フ
ィ
ー
ル

町
民
文
化
大
学
教
養
講
座
が
開
か
れ
ま
す

8
月

2
5日
⑥
青
島
幸
男
先
生

給食センターの生ごみからできた堆肥を無料で配布します
、
●
、

9
,
l
`

f

A
‘

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
麟
4
6
8
6

で

1 袋 5 kg入り堆肥

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
給
食

か
ら
出
た
残
飯
を
生
ご
み
処
理
機
で

堆
肥
を
作
り
、
住
民
の
皆
様
で
ご
希

望
の
か
た
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◇
配
布
日
時

6

月
認
日
因
以
降

毎
週
火
曜
日
の
午
後
1

時
ー
5

時

◇
配
布
場
所
町
給
食
セ
ン
タ
ー

◇
配
布
数
量

1

人
5

袋
ま
で

(
1

袋
5

k
g
入
）

※
各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
生
ご
み

処
理
機
か
ら
出
る
堆
肥
の
処
理
に
お

困
り
の
か
た
は
、
環
境
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
給
食
セ
ン
タ

ー
に
設
置
し
て
あ
る
大
型
の
生
ご
み

処
理
機
に
投
入
し
て
二
次
発
酵
を
行

い
ま
す
）

(9) 平成12年 6 月 10 日出



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
か
た
が
入
院
し
た
と
き
は
、

診
療
・
薬
代
の
ほ
か
に
、
食
事
代
が
自
己

負
担
と
な
り
、
食
事
代
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
一
般

•
1

日
に
つ
き
7
6
0

円

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で

•
9
0
日
ま
で
の
入
院1
日
に
つ
き
6
5
0

円

•
9
0
日
を
超
え
る
入
院
（
過
去
1
2
か
月
の

入
院
日
数
）

1

日
に
つ
き
5
0
0

円

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
齢
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人

•
1

日
に
つ
き
3
0
0

円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
... 

自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
役
場
住

民
課
窓
口
で
申
請
手
続
き
し
、
「
標
準
負
担

・
ベ
，
9

必

9ヽ
,
'
’f
9
ー
＼
＇
：
＇
，
ド
，
~
＂
な
＇
9
3
覧
汎
＇
i
'
9
,
"
.
"
,
'
9
9
9
9
,
,
"
し
ぶ
¢
"
'
-
9
f
,
.
"
,
i
｀
じ
’
，

1し
'
u
,
"
'
i
r
.
,
:
'
•
9
9
9
.
9

活

一
住
民
課
内
線

3
3
7
{

1
~
~
~
•
9
~
9
,
'
9
9
:
9
,
'
i
9
’
r
;
'
パ
；
，
＇
，
9
＇
,
9
,
9
9
9
,
9
9
9
9
9
;
~
9
9
9
,
i

額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
9
0
日
を
超
え
る
入
院
の
場
合
は
、

さ
ら
に
申
請
が
必
要
で
す
。

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す

国
保
加
入
者
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
だ

？
ー
·
9
9
·
r
t
，
卜
，
5
1
,
"
、
I
'
9
,
'
,
9
,
9
9
,
'
n
:
'
ぶ
ー

一
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
|
]

｛
内
）

C
闘
4
9
2
6
]

C
`
p
3
9

凶
も
ゃ

9
点
も
，
＇
’
：
'
9
9
,
;
"
ゃ
ャ
＄
＇
i
t
,
>
点
'
9
`
9
し
●
ぐ
：
＇
9
，
9
,
§
’

児
童
手
当
が
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

受
給
者
の
「
現
況
届
」
は

6
月
3
0日
⑮
ま
で
に

現
在
、
3

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
か
た
に
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童

手
当
は
、
制
度
が
改
正
さ
れ
平
成
1
2
年
6

月
1

日
か
ら
対
象
年
齢
が
3

歳
未
満
か
ら

義
務
教
育
就
学
前

(
6歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

支
給
額
等
は
同
じ
で
第

1

子
・
第
2

子
は

月
額
5

、

0
0
0

円
、
第
3

子
以
降
は
月

額
1
0

、

0
0
0

円
、
支
払
い
時
期
は
、

2

月
．

6

月
・
1
0
月
で
す
。

◇
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

・
児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
申
請
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
健
福
祉

課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
〔
公
務
員

の
か
た
は
勤
務
先
〕
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

．
申
請
書
の
ほ
か
に
「
年
金
加
入
証
明
書
」

「
所
得
証
明
書
」
な
ど
必
要
に
応
じ
て
添

付
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
所
得
が
一
定
額
以
上
の
か
た
に
は
、
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制

限
額
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
い
つ
ご
ろ
手
続
き
す
れ
ば
い
い
の
？

【
新
規
に
請
求
す
る
か
た
】

平
成
1
2
年9
月
3
0
日
ま
で
に
申
請
さ
れ

た
場
合
、
平
成
1
2
年6
月
分
ま
で
を
上

限
と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

(
9月
以
前
に
支
給
要
件
に
当
て

は
ま
っ
て
い
た
月
分
に
限
り
ま
す
）

【
児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
か
た
】

「
現
況
届
」
を
平
成
1
2
年
6

月
3
0
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
義
務
教
育
就

学
前
の
お
子
さ
ん
も
い
る
場
合
は
「
額

改
定
請
求
書
」
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現在、児童手当を

はし：
受けています

3 歳未満のお子さん
だけですか？

はし／ ＼］：門言前の
「現況届」 「現況届」 「認定請求書」

を提出してください 十 を提出してください
※現況届は 6 月 30 日までに 「額改定請求書」 ※ 9 月 29 日までに提出しましょう
提出しましょう を提出してください （注意） 9 月 30 日は土曜日のため

窓口はお休みです

羽
田
健
太
郎
（
ピ
ア
ノ
）

ほ
か
5

名
に
よ
る
シ
ネ
マ
＆

ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◇
期
日

7

月
2
1
日
⑤

◇
開
場
午
後

6

時
3
0
分

◇
開
演
午
後

7

時
0
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
入
場
料
全
席
指
定

3
、

5
0
0

円

※
当
日

2
0
0

円
増

◇
前
売
り
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口

で
発
売
中

釦
｀

r
，

9
,

打
＼

9
,＼
や

5
3
f
・
1
,
'
ふ
＇
心
ー
＇
A

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
閥
5
5
5
5
]

`" ◇
期
日

2

日

◇
場
所
福
島
県
い
わ
き
市
方
面

◇
対
象
町
内
に
住
む
母
子
家
庭
の
母
と

子
、
お
よ
び
寡
婦

◇
募
集
人
員
3
0
名

◇
募
集
期
間

6

月
1
0
日
田
1
3
0
日
⑥

◇
内
容
温
泉
保
養
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
を
利
用
し
た
研
修

◇
参
加
費
一
人

7
、

0
0
0

円
程
度

（
参
加
人
数
に
よ
り
決
定
）

◇
申
し
込
み
参
加
を
希
望
す
る
か
た
は

参
加
費
を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

き
：
i
：
·
~
じ
し
~
i
~
;
:
'
,
5
:
c
u
？
う
や
止
ば
討

3
園
a
a

べ
t
為
ぐ
J
t
し
：
3
3
9
9
な
キ
t
h
9
9
し
~
、
＇
：
‘
し
9
9
,
9
1
‘
9
9
し
9
~
;
,
‘
し

[
社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ
ン
{
­

[
タ
ー
内

C
閥
4
0
1
3

r
い

7

月
3
0
日
⑪
ー
3
1
日
⑤1
日
、

5
l
'
’

母
子
生
活
学
校

参
加
者
募
集

平成12年 6 月 10 日(±) (10) 
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平成 1 2 年度明和町農作業標準料金表

◇水稲作業 (10アール当たり）

◇麦作業 （ 10アール当たり）

〇農繁期労賃

〇農繁期以外労賃

円
円0

0

 

0

0

 

0

0

 

9

9

 

8

6

 

.. 
.

.

 

.. 
~
~
 

[

i

 ~
~
 

.. .. .. .. .. .. り
りたた

当
当
日
日1

1

 

（注）上記の料金は標準額ですから、ほ場条件・地域間でそれぞれ
格差がある事と思いますので、参考として利用してください。

＇，9, ふ？一 ，ョ'", ｷ 9 9~’~^ "'9, 、一r ,9, .·—•9 一上ー~一 9~ "~ 9 '’~ 99ーしふ,,.＂~一＾ 9~ ,.， 99べ＇ 9 9’"'~ 9 9~ 9 _ ;,, ;—-'口9 9マ” c~~. ,-- 9~9, 9 わ

t；農業委員会（経済課内） 内線351` し匹―も0年叫心忍や必～叫'--ょ--t→-心ゃ硲,,己啄亨ど2砂⇔やCみ社迅9ム亨亨'i

町
で
は
、
美
し
い
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、
国
が
行
う
「
花
の

国
づ
く
り
運
動
」
の
推
進
と
併
せ
、
住
民

参
加
に
よ
る
花
と
緑
に
包
ま
れ
た
う
る
お

い
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

町
を
花
で
美
し
く
飾
り
、
美
し
い
う
る
お

い
の
あ
る
生
活
環
境
の
創
出
を
行
っ
て
い

る
個
人
・
団
体
等
を
広
く
募
集
、
顕
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
花
と
緑
を
用
い
た
ま
ち

づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
、
快
適
な

. 

. 

生
活
環
境
の
創
出
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
花
と
緑
の
生
活
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
等
を

広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◇
募
集
対
象

①
個
人
（
庭
先
・
農
地
等
）

②
地
域
（
庭
先
・
農
地
等
）

③
会
社
・
事
業
所
等

④
官
公
署
・
学
校
・
集
会
所
等
公
共
施
設

◇
申
込
期
限
平
成
1
2
年
9
月
末
日

◇
現
地
審
盃
平
成
認
年
1
0
月
上
旬

◇
申
込
先
明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推

進
協
議
会
（
役
場
経
済
課
）

◇
申
込
方
法
応
募
用
紙
に
写
真
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
1
2年
度
農
作
業
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

農
休
日
は

7

月
7

日
⑯
8
日
⑤

9

日
⑲
の
3
日
間

平
成
1
2年
度
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

花
と
緑
の
環
境
づ
く
り

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
会
社

員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
「
第
3

号
被
保
険
者
」
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き

に
も
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係
に
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
＞
配
偶
者
が
退
職
・

転
職
・
死
亡
し
た
と
き
＞
本
人
の
収
入

が
増
え
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た

と
き
＞
離
婚
し
た
と
き

※
一
度
届
出
を
し
て
も
、
そ
の
後
の
転
職

や
退
職
時
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
、
一
定

の
要
件
の
も
と
に
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
免
除
病
気
や
事
業
の
不
振
な
ど

の
理
由
に
よ
り
収
入
が
減
り
、
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
免
除
に
つ
い
て
は
所
得
や
資

産
の
状
況
を
み
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

◇
法
定
免
除
生
活
保
護
や
障
害
年
金
を

受
け
て
い
る
か
た
は
届
け
出
て
く
だ
さ

、
'
0

し

「
免
除
を
受
け
た
い
」
と
い
う
か
た
は
、

役
場
住
民
課
保
険
年
金
係
、
ま
た
は
太

田
社
会
保
険
事
務
所
（
C
閲
3
7
1
1
)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

4
~

＇
~
ー
ー
：

9：
'
?
p

〖
住
民
課
ふ
¢
|
t
(
！
：
内
線

3
3
7

」

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

第
3

号
被
保
険
者
の

か
た
は
届
出
を
忘
れ
ず
に

(11) 平成12年 6 月 10 日山
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①国民健康保険税の税率が改正されました

区 分 l 改正前 I 改正後
I 

I 

I 

----] 

※平成 7 年度以来現行税率で運営されてきましたが、医療技術の高度化や生活習慣病の増加など国保

の医療費は年々増加しています。そこで今後の財政を維持するために、均等割と平等割の額をそれぞ

れ、 7,000円から 14,000円に改正しました。

②介護保険料が上乗せになります (40歳以上65歳未満のかた）

※平成12年 4 月 1 日より介護保険制度が始まりました。このため国民健康保険に加入されているかた

のうち、 40歳以上65歳未満のかたについては、上記税率により算出された介護保険料を、国民健康保

険税に含めて納めることになりました。

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す

③納期が変更になります

国民健康保険税の納期が 6 回から 8 回になりました。

納期限は 7 月～翌年 2 月のそれぞれ末日（但し、 12月は25 日）

です。

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

ヽL, .、ヽ：ぶふ

犬を連れて散歩するかたが多くなっています

歩
道
や
道
路
、
家
の
玄
関
先
に
犬
の
ふ

ん
が
落
ち
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

他
人
の
犬
の
ふ
ん
を
始
末
す
る
の
は
誰
で

も
嫌
な
も
の
で
す
。
不
衛
生
で
す
し
、
ま

し
て
踏
ん
で
し
ま
っ
た
ら
怒
り
た
く
も
な

る
も
の
で
す
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
関
す

る
苦
情
が
多
数
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
散
歩
に
は
、
必
ず
小
さ
い
ス
コ
ッ
プ

と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
飼
い
主
が
責
任

を
持
っ
て
ふ
ん
を
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

動
物
を
飼
う
こ
と
で
杜
会
的
に
大
き
な

義
務
を
負
う
こ
と
を
自
覚
し
、
近
所
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
注
意
し
て
動
物
を
飼
い
ま
し

ょ
、
つ
。

忘犬
の
ふ
ん
の
始
末
を

れ
ず

に

♦
 

平成12年 6 月 10 日山 (12) 



口
斎

H

、

忍
令

定

べ
や

• 

-

V

 

E
 

紀
巴
HH

 

あなたも手料理に挑戦
町
で
は
、
平
成
9
年
か
ら
引
き
続
い

て
「
男
の
料
理
教
室
」
を
表
の
と
あ
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

町
〈
良
生
活
改
善
推
進
員
の
ご
協
力
を

得
て
、
初
め
て
包
丁
を
握
る
か
た
に
も

分
か
る
よ
う
に
、
簡
単
な
料
理
か
ら
始

め
ま
す
の
で
、
健
康
や
料
理
に
興
昧
の

あ
る
か
た
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

¥
o
 

し

《
申
し
込
み
受
付
》

0
6
月

1
2
日
囲
か
ら6
月

2
2
日
困
午
前

8

時
3
0分
か
ら
午
後
5

時
1
5
分
ま
で

※
土
日
を
除
く

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

明
和
町
新
里
3
1
1
|
3

c
閻
4
9
2
6

0
町
在
住
の
男
性

2
0
名
募
集
（
先
着
順
）

日 峙

6月 29 日（木）午後7時～

ワ月 13 日（木）午後7時～

7月 27 日（木）午後7時～

8月 10 日（木）午後7時～

8月 24日（木）午後ワ峙～

9月 7 日（木）午後7時～

会

中央公民館調理実習室

み
'

み

ク

ク

ク

場 内 容

基本技術を身に付けよう①

基本技術を身に付けよう②

基本技術を身に付けよう③

調理方法について①

調理方法について②

手打ちそばを作ろう

男
の
料
理
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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まちづくりに活発な意見
町政地区別懇談会

王要事業の概要について説甲する斎藤町長

町
政
地
区
別
懇
談
会
が

5

月
1
7
日
に

東
小
体
育
館
、
2
3
日
に
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
、
2
6
日
に
西
小
体
育
館
で
行
わ

れ
、
1
2
8

人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し

こ
。t
 町政

の
現
況
と
今
年
度
の
主
要
事
業

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
＜

と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行
う
た
め

3

地
区
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。
懇
談
会

で
は
、
斎
藤
町
長
が
町
政
の
現
況
や
今

三
年
度
予
算
総
額
約
7
8
億
8

千
万
円
の
主
要

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら
に

各
課
局
長
が
細
部
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か

ら
「
行
政
区
総
合
活
性
化
事
業
内
容
や
、

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
防
犯
灯
の
保
守

点
検
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
、
下

水
道
事
業
の
総
予
算
」
な
ど
、
広
い
分
野

に
わ
た
り
活
発
な
意
見
や
要
望
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熱心に聴き入る参加者

利用者が30 万人突破
老人福祉センター

花づくりで人とのふれあい
花いっぱい運動

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
が

5

月
1
2
日
、
3
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

憩
い
や
語
ら
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
6
2
年
4

月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
も
の
で
、
年
平
均
約
2

万

3
、

0
0
0

人
の
か
た
に
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
3
0
万
人
目
と
前

後
8

人
の
来
場
者
に
堀
口
保
健
福
祉
課

長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

3
0
万
人
目
と
な
っ
た
上
江
黒
の
丸
山
ふ

じ
さ
ん
は
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
セ

ン
タ
ー
で
ダ
ン
ス
を
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
3
0
万
人
目
の
前
後
は
、

上
江
黒
の
石
川
あ
き
子
さ
ん
と
上
江
黒

の
和
田
い
と
さ
ん
で
し
た
。

花の苗を植える千津井子ども会

平成12年 5月12日

明和町老人福祉センター

左から和田いとさん、丸山ふじさん、石川あき子さん

町
教
育
委
員
会
で
は
5

月
1
4
日
、
花
舟

組
合
の
協
力
を
得
て
用
意
し
た
花
の
苗
約

l
、

6
0
0

鉢
を
各
地
区
の
子
ど
も
会
育

成
会
を
通
じ
て
配
布
し
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

花
づ
く
り
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
今
回
で
5

回
目
。
苗
は
、
ペ
チ
ニ
ア
、

ガ
ザ
ニ
ア
、
バ
コ
バ
、
イ
エ
ロ
ー
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ト
の

4

種
類
で
、
子
ど
も
の
人
数
相

当
分
を
配
布
し
ま
し
た
。

神
社
境
内
に
苗
を
植
え
た
千
津
井
子
ど

も
会
の
子
ど
も
た
ち
は
「
い
ろ
い
ろ
な
花

を
見
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は

積
極
的
に
行
事
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成12年 6 月 10 日(±) (14) 



町の歴史に触れる商工生徒
史跡めぐり

5

月
1
2
日
、
県
立
館
林
商
工
高
等
学

校
2

年
生
が
初
め
て
、
町
の
史
跡
め
ぐ

り
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は

1
8
8

人
で
、

5
.
6

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
明

和
町
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
頼
り
に

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
川
俣
事
件

記
念
碑
と
菅
原
神
社
鳥
居
の
場
所
を
目

指
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
に
町
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
自

覚
と
責
任
を
養
い
、
併
せ
て
体
力
づ
く

り
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

町
外
か
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒
は
、
川

俣
事
件
記
念
碑
の
前
で
碑
文
を
熟
心
に

読
ん
で
い
ま
し
た
。

チェックポイントでメンバーカードを受け取る生徒

50万人目は野本亜里さん
B&G海洋センター

くす玉を割った奈良さん、斎藤町長、
野本さん、峯崎さん（左から）

平
成
6

年
6

月

1
6日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
、
開

館
1

、

7
9
5

日
目
に
あ
た
る

5

月

2
7日
、

5
0万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

5
0万
人
目
は
千
津
井
の
野
本
亜
里
さ
ん
、
そ
の
前
後
は
千
津
井
の
奈
良
杏
里
さ
ん

と
千
津
井
の
峯
崎
麻
衣
さ
ん
。
く
す
玉
が
割
ら
れ
た
後
、
野
本
さ
ん
ら
に
斎
藤
町
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
5
0認
・
幼
児
用
・
ジ
ャ
グ
ジ

ー
プ
ー
ル
や
採
暖
室
も
あ
り
、
水
質
管
理
が
よ
く
天
井
が
開
閉
で
き
明
る
い
な
ど
、

，
＇
！
環
境
が
整
っ
て
い
て

多
く
の
利
用
者
に
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

野
本
さ
ん
は
「
体
力

づ
く
り
の
た
め
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
も
っ
と

泳
ぎ
に
来
た
い
で

す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し

こ
。t
 

ホームスティで親ぼくを深める
少年サッカー交流大会

対面式での様子

歌は生きがい
老人福祉センターカラオケ大会

左から戸松次郎さん、石崎弘二さん、中島フミ子さん

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
通
う

『
福
祉
の
町
づ
く
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
に
、
鋸
年
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
5

月
且
日
に
開
か
れ
、
大
会
に

は

3
4人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
約
2
1
0

人
の

観
客
の
前
で
熱
唱
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
優
勝
は
川
俣
の
石
崎
弘
―
一
さ
ん
、
準
優

勝
は
中
谷
の
戸
松
次
郎
さ
ん
、
第
3

位
は

大
佐
貰
の
中
島
フ
ミ
子
さ
ん
。

石
崎
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
ご
声
援
と
運

が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
、
戸
松

さ
ん
は
「
初
め
て
出
し
て
も
ら
い
賞
を
も

ら
っ
た
の
は
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
、
中
島
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
で
す
。

歌
は
生
き
が
い
で
す
ね
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

明
和
F
C

（
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・

監
督
落
合
康
秀
さ
ん
）
で
は
、

5

月
3

日
か
ら
5

日
ま
で
山
形
県
上
山
市
か
ら

5

チ
ー
ム
を
迎
え
、
館
林
・
上
山
交
流
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
春
は
館
林
市
で
秋
は
上

山
市
で
、
地
元
選
手
の
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
し
な
が
ら
親
ぼ
く
を
深
め
る
大
会

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
初

め
て
明
和
町
利
根
川
総
合
運
動
場
を
会
場

に
、
3

市
町
合
わ
せ
て
9

チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

上
山
市
の
選
手
は
「
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
試
合
を
す
る
の
は
初
め
て
で
、
感
触
が

よ
く
思
い
き
り
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
．

(15) 平成12年 6 月 10 日(±)



し
ょ
う
か

（
中
谷
女
性
）

こ
の
町
に
は
動
物
が
と
て
も
好

Q
き
な
か
た
が
多
い
の
に
驚
き
ま

し
た
。
捨
て
犬
・
猫
を
増
や
さ
な
い
よ

う
去
勢
避
妊
の
手
術
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
捨
て
犬
・

猫
を
見
か
け
た
り
聞
い
た
り
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
も
っ
と
多
く
の
か
た
に
補
助

金
の
こ
と
や
去
勢
、
避
妊
の
必
要
性
、

安
全
性
、
メ
リ
ッ
ト
を
知
っ
て
も
ら
う

方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
犬
・
猫
に
関
す
る
情
報
交
換

を
保
健
福
祉
事
務
所
で
何
か
実
施
し
て

い
ま
す
か
。

さ
ら
に
、
町
に
動
物
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
団
体
か
、
人
た
ち

は
あ
り
ま
す
か
。

避
妊
の
必
要
性
等
を
知
っ

て
も
ら
う
方
法
は
な
い
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
た

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ん

飼
養
者
の
望
ま
な
い
犬
や
猫
の

A
繁
殖
に
よ
る
野
良
犬
や
野
良
猫

の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
避
妊
や
断

種
の
手
術
費
用
の
一
部
を
犬
は
平
成
8

年
4

月
か
ら
、
猫
は
平
成
1
2
年
4

月
か

ら
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
1
1
年

度
で
は
、
犬
の
避
妊
を
3
1
頭
、
断
種
を

2

頭
助
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
制

度
を
多
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
広
報
紙
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
等
に
よ

り
情
報
の
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
犬
猫
に
関
す
る
情
報
交
換
、

里
親
制
度
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
事

務
所
や
町
で
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん

し
、
今
後
も
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
動
物
に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
個
人
、
団

体
と
も
活
動
の
情
報
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
。
（
環
境
課
）

広
報
紙
や
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
等
で
情
報
の
提
供
を
し

て
い
き
ま
す

な

の

ま
す

毎
日
、
農
作
業
を
し
て
い
て
い

Q
つ
も
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
田

ん
ぼ
の
畦
の
い
た
る
所
に
犬
の
ふ
ん
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
不
衛
生
き
わ
ま
り
な

く
困
っ
て
お
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う

人
た
ち
は
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
し

て
持
ち
帰
っ
て
欲
し
い
で
す
。
町
当
局

と
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
必
ず
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
里
女
性
）

近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り

A
犬
を
飼
う
家
庭
が
増
加
し
、
平

成
1
1
年
度
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

た
犬
の
頭
数
は
1

、

1
4
4

頭
で
、
約

3

世
帯
に
1

頭
の
割
合
で
飼
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
犬
の
ふ
ん
に
つ
い
て

の
苦
情
が
大
変
増
加
し
て
い
る
た
め
、

ふ
ん
の
後
始
末
に
つ
い
て
広
報
紙
、
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
等
に
よ
り
啓
発
を
行
う

と
と
も
に
、
被
害
が
多
い
地
区
に
対
し

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
大
切

機
会
あ
る
ご
と
に
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す

あ
ぜ

田
ん
ぼ
の
畦
に
犬
の
ふ
ん

が
い
っ
ぱ
い
で
困
っ
て
い

て
は
、
立
て
看
板
を
設
置
し
て
飼
い
主

に
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
な
か
な
か
改
善
が
見
ら
れ
な
い

た
め
、
今
後
も
継
続
的
に
広
報
紙
や
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
等
に
よ
り
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
は
飼
い
主
の
モ

ラ
ル
の
向
上
が
な
に
よ
り
も
大
切
な
た

め
、
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
時
な
ど
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
啓
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
（
環
境
課
）

※◎ • 
変耳人祝
更鼻科日

休門日氾;1 産婦人科 I 耳鼻科 1 内 科 I 外 科i 1‘ J Im ～ー I に科のは
I i I ! ! 1 |なにみ館

る限.___,,林

場り厚
合診生
が療病

日 [---L----I I|  | 1 月：
す午 (72) 
の後 ] 

当し―--i---| | □-----+--—+----]:]] 
しでが
てで担
かす当
ら゜し

番——+-----t-------t----l----—t----t------]: ]0 

医 [—------] | 「------7―-------]-----「-------] しさ：
: （内科

・
外
科
・
産
婦

平成12年 6 月 10 日(±) (16) 



◇
期
日

7

月

2
5日
因
・
2
6日
困
・
2
7

日
困
•
2
8日

5
.
8
月
1

日
因
・
2

日
困

◇
時
間
午
後

2

時
1
3
時

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
町
内
在
学
小
学
生

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
募
集
期
間

6

月
2
7
日
因1
7

月

9

日
⑪

◇
参
加
費

入
会
金
5
0
0

円
・
会
費

短夏

期休

水み

泳小

教学

室生

社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

護
身

術
講

◇
期
日

7

月
1
6
日
⑪
午
前
1
0時
1

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
申
し
込
み

6

月

1
5日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

各

種

教
習

会 室

2

、

0
0
0

円

◇
申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
参
加
者
は
町
の
水
泳
教
室
入

会
者
を
除
き
ま
す
）

社
会
体
育
館
で
は
、
各
種
教
室
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

優勝した「新里‘ノフトボールクラブ」

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝

M
S
C
フ
レ
ン
ド

第
回
町
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
 

結

、
—
ノ

1

,

9

 

◇
期
日

7

月
2

日
日

◇
場
所
社
会
体
育
館

◇
対
象
一
般
男
女

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

第
回
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2
 

優
勝
千
津
井

準
優
勝
江
口

3

位
大
佐
貫

4

位
梅
原

第

1
3
回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◇
5
0
歳
代
久
保
口
敏
夫

•
2
0
0
m
2
6

秒
9
4

.
4
0
0
m
6
0

秒
1
1

◇
6
0歳
代
小
平
弘

・
三
段
跳

8
m
6
5

・
走
幅
跳

4
m
2
5

.
1
0
0
m
1
4

秒
6
2

◇
6
0歳
代
奈
良
原
勇
三
郎

.
5

、

0
0
0
m
1
9

分
5
7
秒

◇
4
5歳
代
堀
口
優

・
砲
丸
投

8
m
8
8

◇
6
5歳
代
始
澤
重
信

・
円
盤
投

3
3
m
4
0

・
ハ
ン
マ
ー
投

2
3
m
8
6

・
や
り
投

2
8
m
9
4

1

位
1

位
1

位
2

位
2

位
1

位
2

位
2

位
1

位
1

位

（
入
賞
者
・
敬
称
略
）

県
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

第
1
7回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

優
勝
千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ

準
優
勝
南
大
島
老
人
ク
ラ
ブ

3

位
下
江
黒
老
人
ク
ラ
ブ

第
2

回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

清掃作業に汗を流す参加者

町
体
育
施
設
利
用
団
体
で
は
4

月

3
0

日
、
河
川
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
3
2

団
体
の
2
8
8

人
が
参
加
し
「
利
根
川

上
流
河
川
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
利

根
川
総
合
運
動
場
周
辺
で
行
い
ま
し

こ
。t
 

今
回
は
、
水
防
演
習

(
5月
2
0日
に

実
施
）
会
場
の
一
部
を
除
い
て
河
川
敷

の
清
掃
を
行
っ
た
も
の
で
、
草
む
ら
な

ど
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
の
ご
み

を
拾
い
集
め
た
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
等
の
除
草
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
は
「
子
ど
も
と

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
経
験
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(17) 平成12年 6 月 10 日(±) あなたが主役．1 生涯スポーツ 町民一人 1 スポーツを



税務職員（税務
大学校生）募集

館林税務署
匹（ 72)4373

税務職員を採用するための平成12

年度国家公務員採用 rn種（税務）試

験を次のとおり実施します。

この試験に合格し、税務職員とし

て採用されますと、税務大学校に入

校し約 1年 1か月間、大学水準の教養

と税務職員として必要な専門知識を

習得するための研修を受けることに

なります。

◇受験資格昭和55年 4 月 2 日から

58年 4 月 1 日生まれの人

◇試験日・試験内容
0 第 1 次試験 9 月 3 日（日）教養・適
性・作文試験

®第2次試験 10 月 12 日（木）から 19 日

（木）までの間の指定する 1 日

人物試験・身体検査

◇申し込み館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 21 日因から 28

日因までに人事院関東事務局〒

338-0001 埼玉県与野市大字上落

合2-11 さいたま新都心合同庁舎

1 号館へ郵送してください。

ひとり親家庭サマー
キャンプ参加者募集

県庁青少年こども課
8027 (226) 2624 

7 月 22 日 (±)~23 日（日）

黒保根村花見ヶ原キャンプ

◇期巳

◇場所

場

◇内容 ゲーム、キャンプファイヤ

ー、すいか割りなど

◇対象 県内にお住まいの母子・父

子家庭の小学校程度の子とその親

（原則として二人一組）

◇定員 母子・父子家庭とも親子各

25組（先着順）

◇費用 親一人2,000 円、子一人

1,000円

◇会場までの交通 希望者はマイク

ロバス（新前橋駅発・東武赤城駅

経由）が利用できます。

◇申込期限 6 月 30 日倫）

◇申込方法 はがきに「サマーキャ

ンプ参加希望」、住所、氏名

（親・子）、性別、年齢、電話番号、

会場までの交通手段（マイクロバ

ス利用の場合は乗車駅）を記入し、

〒 371-8570 前橋市大手町l-l-l

県庁青少年こども課ヘ

はにわ作り教室

東毛歴史資料館
a (52) 2215 

◇日時 7月 29 日(±) • 30 日（日） 2 日間

午前9時30分～午後4時

◇会場東毛歴史資料館（尾島町）

◇参加者原則として小学校 5 • 6 
年生の児童20人（先着順）

◇参加費 500円

◇申込期限 6 月 30 日（金）

はがきに住所、氏名、学校名、学

年、保護者氏名、電話番号を書いて

〒 370-0426 尾島町世良田3113-9

東毛歴史資料館へ郵送してくださ

い。

生涯学習促進事業
公開講座

（社）群馬県専修学校各種学校協会
8027 (255) 6861 

県内の私立専修学校・各種学校で

は、生涯学習促進事業の一環として

（社）群馬県専修学校各種学校協会が実

施する公開講座を開催します。

●泉ヶ丘服装専門学校（大泉町）

講座名「ロングのエプロンドレス」

0 大泉文化服装専門学校（大泉町）

講座名「残り布で作る素敵なバッ

クとパッチワーク」

鬱グリーン文化服装専門学校（館林市）

講座名「いろいろなベスト」

0 さわらび服装専門学校（大泉町）

講座名「簡単にできる上着各種」

0 島田文化服装専門学校（館林市）

講座名「ひとえのジャケット」

※実施計画日・受講料・参加人員な

ど詳しくは、群馬県専修学校各種学

校協会 8027-255-6861 または各学

校へお問い合わせください。

花 こ‘ よ み

ト
レ
ニ
ア

はしゅ

6 月の播種・定植

キバナコスモス（開花6月上旬）

トレニア （開花 10 月上旬）

センニチコウ （需花8月中旬）

など

町
入
営住
居者募

宅
集

役場都市建設課
8(84)3111 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇雰集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは、役場都市建

設課ヘ

緑 化 講

,,，で一 ¢-C ^ ー← ーベ ゞ

県緑化センター
匹（ 88)7188

庭木に発生する病虫害防◇テーマ
除

◇日時 6月 22 日（木）午前10時～正午

（雨天決行）

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50人

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

外国人雇用状況報告制度，
外国人労働者問題啓発月間

ハローワーク館林
匹（75)8609

労働省では、外国人労働者の失業

の予防や再就職の促進、外国人労働

者に係る雇用管理の推進等に役立て

るため、外国人を雇用している事業

主の皆さんに、 6 月 1 日現在の外国

人雇用の状況を報告していただくこ

とになっています。

また、 6 月を「外国人労働者問題

啓発月間」と定め、各種の活動を展

開しておりますので、ご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。

吝吹が臼令じ畷一わ9 、r -• ~'‘9 A9 畑～ •-4しt”~ 9 --し99 一こっ，， 9a,••←曲や蕊 9つ雰S

［訂正とおわび l
t --^’←:’←~’~＇~し―-一ョ r ▲9- 口 99ーマ‘·、ぷ---J

5 月号で誤りがありましたので訂

正しておわびいたします。

5 ページの「新しい役員さんを紹

介します」の「体育指導委員」欄で、

学校選出（東小）の「川島建治」さ

んの「建」とあるのは「健」の誤り
でした。

平成12年 6 月 10 日(±) (18) 
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帽
9 町の無料法律相談
日時＝ 7 月 10 日旧）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝丸山弁護士
受付＝ 7 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 7 月 13 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 7 月、 11年 7 月、 12
月、 12年 3 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 7 月 4 日伏）

午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 7 月 17 日(Ji)

午前10時～午後 3 時受付
場所＝役場会議室

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 7 月 19 日泳）

午前10時～午後 3 時受付
場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 7 月 13 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

I>町県民税I>利根加用水賦課金
I>国民年金保険料I>水道料金
納期限＝ 6 月 30 日虚）

林間・臨海学校を
貸し出します

東毛広域市町村圏振興整備組合
（太田市役所内） 匹（47)1850

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、小・中学生の課外教育の場とし

て利用されている林間学校（赤城

山）、臨海学校（新潟県出雲崎町）

を次のとおり一般に貸し出します。

◇貸出期間 ~林間学校＝ 7 月 22 日

山～ 8 月 9 日（水）、 8 月 12 日 (±)~20

日（日）»臨海学校＝ 8 月 13 日（日）～ 24

日（木）

◇宿泊料金（林間・臨海学校 1 泊）

小・中学生300円、高校生500 円、

大学生・一般1,000円

◇食事料金 (1 食）レ林間学校＝朝

食430円、昼食500円、夕食620 円

レ臨海学校＝朝食470円、昼食510

円、夕食640円

◇申し込み ► 林間学校＝ 6 月 26 日

伺）午前 9 時から電話にて組合事務

局で受け付けます。レ臨海学校＝

はがきに利用したい期間 (2 泊 3

日以内）を第 1 から第 3 希望と、

住所、氏名、宿泊人数、電話番号

を明記し、 7 月 5 日 (7灼までに東

毛広域市町村圏振興整備組合事務

局〒 373-8718 太田市浜町2-35

太田市役所内へお送りください。

はがき 1 枚につき 1 室とし、希望

が部屋数を超えたときは抽選とし

ます。

公開講座「家庭ででき
るリハビリテージョン」

伊勢崎市民病院リハビリテーシ
ョン科 B0270 (25) 5022 

◇対象 家庭で介護されているか

た、保健婦、施設職員、ホームへ

ルパーなど

◇日時 7 月 16 日（日）午前 9 時30分

～午後 4 時

◇場所 三省会地域リハビリテーシ

ョン（太田市高林北町1138-1)

◇参加者 1,000円

◇定員 20~30名（先着順）

◇申し込み 往復はがきに氏名・性

別・職種・住所・電話番号を明記

のうえ、〒 372-0812 伊勢崎市連

取町1180 伊勢崎市民病院リハビ

リテーション科 丸橋俊弘宛

◇申込期間 6 月 19 日（月）～ 7 月 7 日

冷）

◇問い合わせ 伊勢崎市民病院へ

ふ
古

る
書

さ講

狩猟免許試

と
座

群馬県立文書館
匹027(221)2346

東毛地区に伝存する江戸時代の古

文書の解読をとおして、広く地域の

歴史や古文書を学びます。

◇日時 7月 2 日・ 9 日・ 16 日（日）

午後2時～4時

◇会場 東毛学習文化センター

（太田市飯田町1549-2)

◇対象者 古文書の解読と地域の歴

史に関心があるかたで、原則とし

て 3回の講座をすべて受講できる

かた

◇定員 50名（先着順）

◇受講料無料

◇申し込み 電話または FAX027

(221) 1628で県立文書館へ

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター
匹027(230)1085

放送大学は、テレビ・ラジオを通

じて自宅で学習できる大学（教養学

部）です。 18歳以上（選科履修生お

よび科目履修生は15歳以上）であれ

ばどなたでも入学できます。 1 科目

でも学べます。

放送大学では、平成12年度第 2 学

期 (10月授業開始）入学の学生を募

集しています。

◇出願受付 6月 15 日（木）～ 8月 15 日（灼

◇募集要I頁の請求（無料）先

〒 371-0032 前橋市若宮町1-13-2

放送大学群馬学習センター

桐生行政事務所
を0277(52)7373

◇日時 7月 14 日釦午前9時

◇会場桐生合同庁舎（桐生市相生

町2-331)

◇巳時 9月 5 日（灼午前9時

◇会場 群馬県クレー射撃場（安中

市中宿2004)

◇会場申し込み受験期日の10 日

荊までに狩猟免許（更新）申請書、

医師の診断書、写真（縦3.6芋横

2.4芦）、手数料5,300円を添えて

桐生行政事務所へ

(19) 平成12年 6 月 10 日出 6月は礫境月間です 「循環型社会 捨てずに生かす新時代」
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私
た
ち
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
会
は
今
年
5

月
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
集
ま
り
で
す
。
2

年
間
公
民
館
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に
参
加

し
、
楽
し
さ
を
覚
え
、
も
っ
と
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
仲
間
が
こ
の
会
を
発

足
し
ま
し
た
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員
も
増
え
総

勢
2
7名
に
な
り
、
第

1

回
の
活
動
が
に

ぎ
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。

月
に
1

回
の
活
動
で
す
が
、
毎
日
の

慌
た
だ
し
い
生
活
の
中
で
、
ゆ
っ
く
り

と
お
花
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
、
ま
た
家
の

中
に
お
花
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
と

て
も
農
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
文
化
祭
に
出
展
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
私
た
ち

と
一
緒
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

「
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め
い
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;• 町の人口と世帯
男 5,899 人・女 5,806 人 <

] 6 月 1 日現在（対前月比） 〈 5 月中の動き〉 喜
塁世帯数 3,407 戸(+ 6) 出生 8人・死亡 5人葛: 人口総数 11:705 人（士 0) 転入 34人・転出 37 人 [ 
賃 5 月の救急車出動回薮
沃急病 1 1件交通事故 6件その他 8件合計 25件虐
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平
成
6

年
に
開
館
し
た
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
、
5

月

2
7日
に

5
0万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
健
康
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
か
た
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
セ
ン
タ
ー

で
水
に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
®

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
6

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り
よ
い
番
組
を
作
る
た
め
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
◎

今
月
号
か
ら
新
た
に
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
も
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
オ
フ
ト
ー
ク

の
自
主
番
組
で
も
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
料
理

の
情
報
を
目
か
ら
耳
か
ら
確
実
に
得
ら
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
⑱

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 6 月 10 日田 (20) 
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中学生が保育園で体験学習

明和保育園で行われた中学生の職場体験学習では、

2 年生が自分の進路に生かすため 0 歳児の食事

の世話など貴重な体験をしました。

今月の主な紙面

・浦野和夫さん収入役に就任……②～③

•町政地区別懇談会の結果………④～⑤

・三重県明和町で八木節を披露………⑥

•第 2 回明和まつり 8 月 6 日（日）………⑦



平
成
十
二
年
度

土
地
開
発
公
社
予
算

第
二
回

゜

町
議
会
定
例
会

第
2

回
町
議
会
定
例
会
は
、
6

月
9
日
か
ら
1
2
日
ま
で
の
会
期

4

日
間
で
開
か
れ
、
収
入
役
の
選
任
を
は
じ
め
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
1
2
案
件
（
町
長
提
出
1
1
件
、
議
員
提
出1
件
）
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
い
す
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し

だ
。
ま
た
、
平
成
1
2
年
度
土
地
開
発
公
社
予
算
な
ど
4

件
に
つ
い

て
町
長
提
出
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
あ
知

ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
は
用
地
取
得
事
業
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
一
般
管
理
費
の
み
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

等
）
一
0
万
二
千
円

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

九
九
万
三
千
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

二
千
円

・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

ニ
ニ
六
万
三
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費

等
）
三
千
円

（
資
本
的
収
入
の
額
が
資
本
的
支
出
の

額
に
対
し
不
足
す
る
額
二
千
円
は
、
過

年
度
分
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
）

町
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
公
有
地

取
得
事
業
と
し
て
、
保
育
園
お
よ
び
幼

稚
園
の
建
設
用
地
を
町
に
売
却
し
ま
し

こ
。t
 

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益

等
）

九
、
0
四
六
万
五
、
六
九
八
円

平
成
十
一
年
度
土
地
開
発

公
社
事
業
及
び
決
算
報
告 一

千
円

国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
更
新
事
業
を
継
続
し
て
行
う
た
め

水
道
事
業
会

予
算
の
繰

越計

繰繰

越越

計明

算許

書費

・
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
等
）

七
八
万
六
、
七
七
八
円

◇
支
出

・
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

八
、
七
七
―
―
―
万
三
、
六
八
八
円

・
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

二
―
一
万
七
、
七
七
七
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

・
資
本
的
収
入
（
借
入
金
）
0
円

◇
支
出

・
資
本
的
支
出
（
公
有
地
取
得
事
業
費

等
）

0
円

前
年
度
に
お
い
て
一
般
会
計
の
補
正

予
算
に
よ
り
、
繰
越
明
許
費
に
計
上
し

た
次
の
経
費
を
十
二
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。

◇
下
水
道
費
一
、
七

0
0

万
円
〔
終

末
処
理
場
実
施
（
基
本
）
設
計
、
幹

線
管
許
等
実
施
設
計
〕

収
入
役
に
浦
野
和
夫
さ
ん
選
任

゜
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
改
正
で
、
従
来
の
国
保
税
と
し
て
の

基
礎
課
税
額
の
限
度
額
を
五
―
―
―
万
円

に
、
ま
た
、
介
護
保
険
と
し
て
の
介
護

納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
を
七
万
円
に

改
正
し
、
国
保
分
と
介
護
分
そ
れ
ぞ
れ

の
課
税
限
度
額
を
設
け
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
―
一
年
四
月
一
日
か
ら
で

す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

空
席
に
な
っ
て
い
た
収
入
役
に
浦
野

和
夫
さ
ん

(
6
7
歳
•
新
里
）
を
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

町
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
民
税
の
個
人
均
等
割
と
個
人
所

得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
加
算
額
の
改

正
や
平
成
十
二
年
度
の
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
に
よ
り
、
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
等
の
税
負
担
の
調
整
措
置
に
伴

う
規
定
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日

か
ら
で
す
。

収
入
役
の

選
任

四
、
三
七
八
万
五
、
0
0
0

円
を
十

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
―
―
―
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
五
0
億
七
、
二
三
一
万
五
千
円
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
費
の
増
加
に

よ
り
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
の
追

加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
．
）
は
補
正

後
の
総
額

歳
入

◇
繰
入
金
五
―
―
―
万
九
千
円

（
一
三
億
七
、
九
六
五
万
五
千
円
）

歳
出

◇
民
生
費
五
三
万
九
千
円

（
一
四
億
七
、
七
一
七
万
円
）

五
三
万
九
千
円
減

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
四
七
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
九
億
一
、
八
三
八
万
六
千
円
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
給
付
費
等
の

追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補

正
後
の
総
額

歳
入

◇
支
払
基
金
交
付
金
三
二
三
万
七
千

円
（
六
億
二
、
二
ニ
三
万
七
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
―
―
五
万
八
千
円

（
一
億
九
、
五
七
一
万
八
千
円
）

◇
県
支
出
金
五
三
万
九
千
円

（
四
、
八
九
二
万
九
千
円
）

◇
繰
入
金
五
三
万
九
千
円

（
五
、
一
四
六
万
三
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費

平
成
十
一
年
度
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平成12年 7 月 10 日旧） (2) 



第
2

回
町
議
会
定
例
会
の
同
意
を

得
て
、
収
入
役
に
浦
野
和
夫
さ
ん

(
6
7歳）
が
6

月
1
2
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

浦
野
さ
ん
は
、
東
京
都
の
出
身
で

昭
和
1
9
年
か
ら
現
在
の
新
里
に
居
住

し
、
昭
和
2
6
年
に
梅
島
村
役
場
に
奉

職
し
ま
し
た
。
昭
和
3
0
年
の3
か
村

合
併
で
明
和
村
と
な
り
、
こ
の
間
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
民
生
課
、
総

務
課
に
勤
務
し
、
昭
和
4
3
年
庶
務
企

/’ 

浦野和夫収入役

浦
野
和
夫
さ
ん

収
入
役
に
就
任

企
業
経
営
の
経
験
を

生
か
し
た
会
計
事
務
を

就
任
あ
い
さ
つ

中
小
企
業
信
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
小
口
資
金
の
融
資
対

象
者
で
あ
る
中
小
企
業
者
の
定
義
に
つ

い
て
改
正
を
し
、
規
模
的
要
件
で
あ
る

画
係
長
を
最
後
に
1
7
年
間
務
め
た
役
場

を
退
職
。
退
職
後
は
大
幸
化
成
株
式
会

社
に
入
社
し
、
取
締
役
、
常
務
取
締
役
、

専
務
取
締
役
を
経
て
平
成
4

年
6

月
か

ら
現
在
ま
で
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
町
議
会
の
同
意
の
議
決

を
経
て
斎
藤
憲
町
長
よ
り
明
和
町
収
入

役
に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

町
誕
生
以
降
も
空
席
で
し
た
初
代
の
収

入
役
の
重
責
を
担
っ
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
 顧み

る
に
私
は
三
か
村
合
併
に
よ
る

明
和
村
誕
生
時
に
す
で
に
職
員
と
し
て

仕
え
、
昭
和
4
3
年5
月
に
在
籍
1
7
年
を

も
っ
て
退
職
し
、
即
刻
、
地
元
大
佐
貫

へ
進
出
し
た
民
間
企
業
へ
転
職
し
ま
し

た
。
以
来
本
年
6

月
9

日
ま
で
代
表
取

締
役
社
長
（
在
籍
8

年
）
を
退
任
す

る
ま
で
創
業
よ
り
3
2
年
間
勤
務
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
明
和
町
の
地
元
民

の
多
く
の
勤
務
先
と
し
て
、
企
業
経

営
を
通
じ
て
地
域
発
展
の
一
助
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。
自
治
体
の
行
政
も

企
業
経
営
も
そ
の
使
命
感
を
持
っ
て

あ
た
れ
ば
同
じ
で
、
全
く
違
和
感
な

＜
夢
を
描
い
て
惜
し
み
な
く
や
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

2
1
世
紀
へ
の
ス
テ
ッ
プ
、
変
革
の

区
切
り
と
し
て
勇
退
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
寝
耳
に
水
、
思
い
も
よ
ら
ず

収
入
役
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
意
欲
を
持
っ
て
斎
藤
町

長
の
補
佐
役
と
し
て
、
会
計
事
務
を

通
じ
て
行
政
執
行
の
効
率
的
成
果
が

上
が
る
よ
う
経
験
を
生
か
し
、
町
政

発
展
の
た
め
に
専
心
努
力
し
て
そ
の

□
[
]
[
口
]
』
-

固
定
資
産
の
価
格
等
に
か
か
わ
る
審

中
小
企
業
信
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正

（
一
九
九
万
五
千
円
）

◇
医
療
諸
費
六
四
七
万
三
千
円

（
九
億
一
、
五
八
四
万
四
千
円
）

◇
諸
支
出
金
五
三
万
九
千
円

（
五
四
万
一
千
円
）

小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
改
正

査
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
の
口
頭
審
理

の
条
文
な
ど
を
訂
正
し
ま
し
た
。

資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
お
よ
び

従
業
員
数
に
つ
い
て
引
き
上
げ
を
行

い
、
融
資
対
象
者
範
囲
の
拡
大
を
図
り

ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
二
年

七
月
一
日
か
ら
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
、
二
五
八
万
六
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
四
三
億
八
、
二
五
八
万
六

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
保

育
園
広
域
入
所
委
託
料
、
邑
楽
用
水
路

改
修
関
連
道
路
改
良
工
事
負
担
金
、
幼

稚
園
臨
時
職
員
賃
金
等
の
追
加
に
伴
う

補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
町
税
三
‘
―

-
0
万
三
千
円

（
一
八
億
六
、
三
五
八
万
五
千
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
六
一
万
八
千

円
（
三
、
二
四
九
万
円
）

平
成
十
二
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

た
こ
と
に
伴
い
、
設
備
近
代
化
資
金
の

融
資
対
象
者
で
あ
る
中
小
企
業
者
の
定

義
に
つ
い
て
改
正
を
し
、
規
模
的
要
件

で
あ
る
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額

お
よ
び
従
業
員
数
に
つ
い
て
引
き
上
げ

を
行
い
、
融
資
対
象
者
範
囲
の
拡
大
を

図
り
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十

二
年
七
月
一
日
か
ら
で
す
。

中
小
企
業
信
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
労
働
環
境
整
備
資
金

の
融
資
対
象
者
で
あ
る
中
小
企
業
者
の

定
義
に
つ
い
て
改
正
を
し
、
規
模
的
要

件
で
あ
る
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総

額
お
よ
び
従
業
員
数
に
つ
い
て
引
き
上

げ
を
行
い
、
融
資
対
象
者
範
囲
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成

十
二
年
七
月
一
日
か
ら
で
す
。

労
働
環
境
整
備
資
金
融
資

促
進
条
例
の
一
部
改
正

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現
行

水
準
の
維
持
に
関
す
る
意
見
書

◇
使
用
料
及
び
手
数
料
四
九
万
八
千

円
（
五
、
六
七
四
万
九
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
二
四
万
五
千
円

（
一
億
四
七
一
万
六
千
円
）

◇
県
支
出
金
―
二
万
二
千
円

（
一
億
三
、0
四
三
万
七
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
二
八
万
円

（
五
億
六
、
一
四
三
万
瓦
千
円
）

◇
民
生
費
一
七
一
万
三
千
円

（
八
億
五
、
一
―
四
万
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
二
、
四

0
0
万
円

（
二
億
一
、
八
四
九
万
五
千
円
）

◇
教
育
費
六
五
九
万
三
千
円

（
六
億
九
、
七
七
七
万
三
千
円
）

明
和
中
学
校
北
校
舎
耐
震
補
強
工
事

を
行
う
た
め
、
建
設
業
者
八
社
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
た
結
果
、
最

低
入
札
価
格
六
、
五
九
四
万
円
（
消
費

税
含
む
）
で
大
成
建
設
株
式
会
社
関
東

支
店
（
大
宮
市
桜
木
町
）
が
落
札
と
な

り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
建
設
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま

し
た
。 工

事
請
負
契
約
の
締
結

(3) 平成12年 7 月 10 日旧）



町政の現況を説明する斎藤町長

令
年
度
の
主
要
事
業
な
ど
説
明

町
政
の
現
況
と
合
年
度
の
王
要
事
業
を
町
民
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行
う
町
政
地

区
別
懇
談
会
が

5

月
1
7日
、

2
3日
、

2
6日
の
3

日
間
、

1
2
8

人
の
参
加
を
得
て
東
・
中
•
西
部
の

3

会
場
で
開

か
れ
ま
し
だ
。
町
政
の
現
況
説
明
後
、
皆
様
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
等
を
い
だ
だ
き
ま
し
だ
の
で
、
王
な
内
容
を

あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
あ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
内
容
等

は
簡
略
化
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

•
平
成
1
2
年
度
町
の
予
算
総
額
は
、
約

7
8
億8
、

3
0
0

万
円
で
、
第

4

次
総

合
計
画
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
誇

り
と
愛
着
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
な
行
政
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

•
地
区
で
の
自
治
組
織
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
町
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
区
の

中
で
よ
く
話
し
合
っ
て
町
政
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
か
ら
行
政

区
総
合
活
性
化
事
業
を
導
入
し
ま
し

た
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

に
対
し
、
1
2
.
1
3
年
度
で1
億
円
を
交

付
す
る
も
の
で
、
人
ロ
・
世
帯
・
面
積

割
で
配
分
し
、
財
源
は
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
の
一
部
を
充
て
ま
す
。

0
4

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険

は
約
1
8
0

人
が
認
定
審
査
を
受
け
て

い
ま
す
。
1
0
月
か
ら
1

年
間
は
2

分
の

1

の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

•
幼
稚
園
・
保
育
園
を
合
設
し
た
園
舎

が
完
成
し
、
保
育
園
で
は
4

月
か
ら
延

長
保
育
や
早
朝
保
育
、
0

歳
児
保
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支

援
事
業
を
6

月
か
ら
開
設
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

0

明
和
は
、
花
の
特
産
地
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
邑
楽
用
水
関
連
事
業
は
、
江
口
地
区

な
ど
1

、

3
0
0

蒻
が
残
っ
て
お
り
1
2

年
度
で
完
了
し
ま
す
。

き
ょ

●
下
水
道
事
業
は
、
県
道
に
管
渠
の
エ

事
を
行
う
ほ
か
、
南
大
島
地
区
に
計
画

し
て
い
る
終
末
処
理
場
の
起
工
式
を
認

年
頃
に
行
い
建
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。

•
西
小
学
校
と
中
学
校
の
北
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
を
1
2
年
度
に
行
い
ま
す
。

●

1
2
2

号
線
の
昭
和
橋
の
工
事
が
着

手
さ
れ
、
西
小
の
東
側
ま
で
の
第
1

期

工
事
区
間
の
地
権
者
と
の
話
し
合
い
が

Q
東
部
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

東
部
地
区
の
活
性
化

3

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

•
水
道
事
業
で
は
、
年
々
受
水
量
が
増

加
す
る
な
か
、
災
害
時
の
応
急
給
水
の

拠
点
と
す
る
た
め
南
大
島
浄
水
場
内
に

高
さ
約
3
0
信
の
筒
型
の
配
水
塔
を
1
2
.

1
3
年
度
で
建
設
す
る
予
定
で
す
。

•
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
県
の
計
画
に
よ
り
1
3
年
度
に
町
内

ヘ
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

0

明
和
工
業
団
地
内
の
闊
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
の
床
面
積
約
2

万
可
の
建
物
と
同

じ
建
物
の
建
設
が
ま
も
な
く
始
ま
り
、

1

年
後
位
に
完
成
の
予
定
で
、
町
に
と

っ
て
財
政
等
の
面
で
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
の
工
業
団
地

Q
西
部
地
区
の
工
業
団
地
の
推
進
状

況
・
同
意
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

A

現
在
、
何
人
か
の
未
同
意
の
か
た

が
お
り
努
力
中
で
す
。
7
5
人
の
地
権
者

の
う
ち
約
8

割
が
賛
成
で
、
2

割
が
未

同
意
と
い
う
状
況
で
す
。
引
き
続
い
て

努
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

利
根
川
の
「
千
津
井
の
渡
し
」
が
あ
っ

た
付
近
に
橋
が
で
き
る
話
が
あ
っ
た
が

そ
の
後
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

東
部
地
区
の
利
根
川
の
「
千
津
井

の
渡
し
」
が
あ
っ
た
付
近
に
新
橋
建
設

の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
費
用
が

か
か
り
、
国
道
の
昭
和
橋
で
も
長
い
年

月
を
要
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り
長

い
年
月
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
関
係

自
治
体
で
賛
同
し
な
が
ら
国
・
県
へ
の

陳
情
は
重
ね
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
目
安
は
全
く
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
引
き
続
き
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
東
部
児
童
館
跡
地
利
用

Q
上
江
黒
地
内
の
旧
東
部
児
童
館
の

跡
地
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
に
活
発
な
意
見

未来を担う子どもたち

平成12年 7 月 10 日(J=j) (4) 



Q
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て
、

1
0月

1

日
に
施
行
し
、
そ
れ
以
降
の
も
の
し

か
公
開
で
き
な
い
の
で
す
か
。

A

県
下
7
0市
町
村
の
う
ち
、
公
開
し

て
い
る
の
は
半
分
も
な
く
、
そ
の
う
ち

情
報
公
開

Q
下
水
道
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
で

は
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
勤
め
で
、
平
日

に
実
施
し
て
も
出
席
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
説
明
を

行
う
の
で
す
か
。
ま
た
、
個
人
負
担
金

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
説
明
が
な

い
の
で
示
し
て
く
だ
さ
い
。

A

国
・
県
等
の
認
可
を
受
け
事
業
を

実
施
す
る
計
画
で
す
の
で
、
関
係
地
区

で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
個
人
負
担
金
は
、
一
般

的
に
受
益
者
負
担
金
と
い
わ
れ
、
総
事

業
費
の
2
1
5

％
以
内
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
条
例
を
制
定
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
検
討

し
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
制
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道

A

旧
東
部
児
童
館
は
、
建
物
が
か
な

り
傷
ん
で
い
る
た
め
、
旧
東
保
育
園
に

移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
東
・
西
保

育
園
で
は
4

月
か
ら
学
童
保
育
を
実
施
ー

し
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
旧
東
部
児
童
館
と
旧
中
央
幼
稚
園

の
空
き
施
設
に
つ
い
て
は
利
用
方
法
を

庁
内
等
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

防
犯
灯

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

Q
梅
島
排
水
が
汚
い
の
で
、
蓋
で
も

し
て
も
ら
う
方
法
は
な
い
で
す
か
。

A

今
の
と
こ
ろ
下
水
が
流
れ
て
い
る

た
め
臭
い
等
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今

後
、
下
水
道
の
整
備
を
し
、
早
く
接
続

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
解
決
す
る
と
思
い

ま
す
。
国
の
補
助
金
等
で
整
備
し
て
き

た
排
水
で
あ
り
、
今
後
は
蓋
を
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
川
俣
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A

昨
年
5

月
に
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
に
つ
い

て
答
申
を
い
た
だ
き
、
庁
内
で
議
論
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
都
市
計
画
は

時
間
が
か
か
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に

実
施
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
の

P
R

や
内

容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
計
画

を
立
て
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
街
灯
と
防
犯
灯
の
球
切
れ
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

A

区
長
さ
ん
等
か
ら
連
絡
を
受
け
て

梅
島
排
水

多
く
が
公
布
か
ら
施
行
ま
で
準
備
期
間

を
置
い
て
お
り
、
本
町
で
も
条
例
で
定

め
て
議
会
で
議
決
し
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
公
開
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

利用者が50万人を超えた海洋センター

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

か
ら
業
者
に
依
頼
し
、
1

週
間
以
内
に

直
す
よ
う
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
な
ど
は
、
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
早
急
に
直
す
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信

Q
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
今
年
の
予
算

お
よ
び
加
入
率
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
映
像
で
放
送
を

し
て
く
だ
さ
い
。

A

今
年
の
予
算
は
、
回
線
使
用
料
と

し
て
約
2

、

0
0
0

万
円
、
加
入
状
況

は
4

月
1

日
現
在
で
7
2
.
9％
で
す
。

映
像
で
の
放
送
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間

Q
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
に
つ

い
て
、
従
来
開
館
後
1

時
間
は
高
齢
者

等
の
健
康
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
で
利
用
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
従
来
ど
お
り
の
開

館
時
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

A

小
学
生
の
水
泳
教
室
申
し
込
み
が

定
員
を
大
幅
に
超
え
る
よ
う
に
な
り
、

同
じ
経
費
で
ど
う
し
た
ら
対
応
で
き
る

か
を
検
討
し
た
結
果
、
午
前
9

時
か
ら

1
0時
に
す
る
こ
と
に
よ
り
正
職
員
の
配

置
、
勤
務
体
制
等
で
受
講
生
の
枠
拡
大

な
ど
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
今
後
、
庁
内
で
議
論
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
券

Q
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
常
時
利
用
し
て

い
る
か
た
に
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
や
月
間

利
用
券
等
の
割
引
に
な
る
方
法
の
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

A

割
引
券
に
つ
い
て
は
、
料
金
で
す

の
で
条
例
で
決
め
て
議
会
の
議
決
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
即
答
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
庁
内
で
検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q
介
護
の
関
係
で
す
が
、
ホ
ー
ム
へ

ル
パ
ー
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
は
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

A

町
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格

を
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
辺
で
は
、
館
林
市
農
協
や
館
林
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
申
し
込
ま
れ
て
、
受

講
し
て
い
た
だ
き
3

級
の
資
格
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
費
用
負
担
の
補
助

の
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

1
3年
度
に
は

本
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉

法
人
が
建
設
し
、
人
員
確
保
も
同
法
人

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
基
本
理
念

Q
町
の
行
政
に
対
す
る
基
本
理
念
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

A

ま
ち
づ
く
り
は
教
育
と
い
う
理
念

を
持
ち
、
教
育
は
人
づ
く
り
と
考
え
て

お
り
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み

た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

4

次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
行
政
執
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

Q
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
委
員
の
選

定
基
準
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
募
制
で
一
定
の
割
合
を
委
員
に
加
え

て
は
ど
う
で
す
か
。

A

役
場
庁
舎
は
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
き
耐
震
審
査
の
結
果
、
ラ
ン
ク
的
に

非
常
に
危
険
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
長
が
諮
問
し
て
、
議
員
、
区

長
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
長
な
ど
で

委
員
会
を
編
成
し
議
論
し
て
、
答
申
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
数
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
公
募
制
で
抽

選
に
よ
り
何
人
か
を
加
え
る
の
は
い
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
公
開

Q
財
政
状
況
を
企
業
会
計
と
同
じ
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
公
開
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
す
か
。

A

将
来
の
中
で
は
公
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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「斎王まつ り」に八木節保存会を派遣

ぃギ‘口 しも し下口ゃ9 心

斎王まつりで八木節を披露する明和八木節保存会

三
重
県
明
和
町
と
友
好
交
流
提
携
を

結
ん
で
い
る
町
で
は
、
三
重
県
明
和
町

で
6

月
3

日
・

4

日
に
開
か
れ
た
「
斎

王
ま
つ
り
」
に
本
町
の
八
木
節
保
存
会

1
5
人
を
派
遣
し
、
初
の
民
間
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

同
町
と
は
、
昨
年

6

月
に
全
国
3

、

2
3
0

有
余
の
市
町
村
の
中
で
唯
一
、

同
名
称
の
町
と
し
て
友
好
交
流
提
携
を

結
び
、
教
育
・
文
化
・
産
業
・
ス
ポ
ー

ツ
お
よ
び
観
光
な
ど
幅
広
い
交
流
で
親

睦
と
友
好
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
回
で
第
1
8
回
目
を
数

え
る
斎
王
ま
つ
り
は
、
当
初
史
跡
斎
宮

跡
の
発
掘
に
伴
い
「
斎
王
た
ち
の
鎮
魂
」

の
た
め
有
志
数
名
で
始
ま
っ
た
ま
つ
り

で
す
が
、
現
在
で
は
、
メ
イ
ン
行
事

「
斎
王
群
行
」
出
演
者
を
全
国
か
ら
募

集
す
る
な
ど
、
地
元
の
ま
つ
り
か
ら
広

域
的
ま
つ
り
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
八
木
節
保
存
会
は
、
6

月
4 本町のあじさいを木戸口町長に手渡す斎藤町長

イン行馨

八木節の演奏で物産店を PR

日
の
午
前
と
午
後
の
2

回
出
演
し
、
三

重
県
民
に
群
馬
の
八
木
節
を
披
露
。
迫

力
あ
る
演
奏
に
会
場
は
大
き
な
拍
手
が

鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

八
木
節
保
存
会
の
大
津
会
長
は
「
町

レ
ベ
ル
の
ま
つ
り
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
県
レ
ベ
ル
の
大
き
な
ま
つ
り
な
の

で
、
み
ん
な
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
本

番
は
、
風
が
出
て
笛
の
音
が
流
れ
た
り
、

踊
り
が
や
り
ず
ら
い
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
1

か
月
近
く
練
習
し
て
き
た
成
果

が
、
三
重
県
の
人
た
ち
に
披
露
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
三
重
県
に
訪
問
し
た
の
は
、
斎

藤
町
長
を
含
め
3
0
人
。
八
木
節
の
演
奏
の

ほ
か
、
本
町
の
物
産
を
紹
介
し
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
は
「
こ
れ
を
機
に
、
文
化

だ
け
で
な
く
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
且
月
の
本
町
の
文
化
祭
、

商
工
祭
に
三
重
県
明
和
町
か
ら
芸
能
団

体
が
訪
れ
る
ほ
か
、
小
中
学
校
の
教
育

分
野
で
の
交
流
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

ぎわった

平成12年 7 月 10 日旧） (6) 



「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て

祭
り
を
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
祭

り
半
て
ん
や
み
こ
し
足
袋
は
実
行
委
員

会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
企
画
課

c
閻
3
1
1
1

、
商
工
会

C
閲
3
1

3
0

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
0
0

円

役
員
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪

問
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
う
ち
わ
、
豆
し

ぼ
り
を
配
布
し
ま
す
。
ご
賛
同
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
賛
金
は
何
口
で
も
結
構
で
す
。

＞
一
般
住
民
一
口

3
0
0

円

＞
事
業
所
・
法
人
事
業
所

一
口
1

、

明
和
ま
つ
り

ご
協
賛
の
お
願
い

お
み
こ
し
の
担
ぎ
手

募
集
中

夏の 風物詩

『疇蒻睾つ9』の鵬置

車
は
相
乗
り
で

二1］駐車場 1111 駐車禁：

a] 
ロ［畠

若手お笑いコンビ「江戸むらさき」

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想
さ

れ
、
駐
車
場
も
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
お
車
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
な

る
べ
く
相
乗
り
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
隣
の
住
民
の
迷
惑
に
も
な

り
ま
す
の
で
路
上
駐
車
は
避
け
、
所
定

の
駐
車
場
に
お
止
め
く
だ
さ
い
。
当
日

は
交
通
規
制
も
行
わ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
江
戸
む
ら
さ
き
」
は
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
天

国
な
ど
に
も
出
演
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
笑

い
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ち
び
っ
子
広
場
で
は
ナ
イ
ン
ア
タ
ッ
ク

や
だ
る
ま
落
と
し
に
か
わ
り
「
ハ
ン
マ

ー
ゴ
ン
グ
」
を
採
用
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

運
で
賞
品
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
他
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

ご
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(7) 平成12年 7 月 10 日（月）



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

国民
審査

小選学区 (3区）谷津義男氏が当選

議院総選挙 . 結果

ユー·~こ＿

——• e- - ~—一―エ

慎重に行われた開票作業

谷
津
義
男
（
自
前
）

長
沼
広
（
民
新
）

渋
沢
哲
男
（
共
新
）

自
由
民
主
党
二
、
七
＿
二
票

民
主
党
一
、
〇
四
六
票

公
甲
党
七
五
五
票

自
由
党
七
―
二
四
票

社
会
民
主
党
五
七
五
票

日
本
共
産
党
三
八
七
票

政
党
自
由
連
合
八
五
票

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
九
、
一
四
一
人

（
在
外
含
む
）

当
日
の
有
権
者
数

投
票
者
総
数

（
有
効
投
票
数

（
無
効
投
票
数

投
票
率
7
3
.
7
9
%

九
‘
-
-
0
人

六
、
七
二
二
人

六
、
二
九
四
票
）

四
二
八
票
）

四
四
七
七
票

一
、
五
一
＿
九
票

四
ニ
ニ
票

比
例
代
表

政
党
等
別
得
票
数

小
挙
区

候
補
者
別
得
票
数

選

（
有
効
投
票
数

（
無
効
投
票
数

（
持
ち
帰
り

六
、
四
一
九
票
）

三
0
二
票
）

一
票
）

2
1世
紀
初
頭
の
国
政
の
方
向
を
決
め
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
あ

よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が

6

月
2
5日
に
執
行

さ
れ
、
本
町
で
は
7

ガ
所
の
会
場
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

本
町
の
投
票
率
は
、
小
選
挙
区
が
7
3
.
8
1
％
と
前
回
（
平
成

8

年

1
0
月
）
を
鯰
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
だ
が
、
喋
内
で
も
比
較
的
上

位
と
な
り
、
県
平
均
よ
り
1
0
.
5
3
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
、
当
選
者
は
喋
内
小
選
挙
区
第
三
区
で
は
、
谷
津

義
男
氏
で
し
だ
。
各
候
補
や
政
党
な
ど
本
町
で
の
得
票
は
、
次

の
と
あ
り
で
す
。
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

[]— 

率

3
3
3
3
-
1
3
-
3
1
-
2
2
9
8

豆

疇
ぎ
言
元

7
5＿
翌
旦
旦
7
3

I

l

 

叩
二
言
言
―

7
5
-詞-
9
3―翌
7
6
-
6
6
8
8
-
1
1
-
3
8
-
2
2

票
―

-
8
-
6
-
5
-
2
-
2
5
_
-
4
-
4

う

―
-
―
―
―
―
-
i
-
旦

投

—— 

—

l 

の
数
，
一

7
-
8
-
4
-
8
5
-
0
8
-
3了

置
言
一

4
0
-
4
9
認
一9
7
-
7
7
-
3
2
-

犯
-
7
4
-
1
0

g
-
5
9
-
1
0

—

-_--9 

胃
謬
2
6
5
4
0
2
4
9
4
-
5
1
8
-
4
5
1
9
6
2

ロ
□

1
0
0
□
,〖

言
―
-
―
-
―
―
-
―
ー
―
-
―
―
ー
ロ
ー
詞

玉
墨
黒
一
井
一
ロ
―
島
一
墨
里
谷
筐
俣
賣
島
一
貫
一
計
泄

る
一
江
一
江
一
津
―
-
―
大
i
＿
一
―
-
佐
一
ぁ

―
―
―
-
―
き

＿
斗
一
下
一
上
一
千

□
田
一
南
一
新
ー
中
梅
一
川
一
須
矢
一
大
一
合
っ

衆議院小選挙区選挙行政区別投票結果

行政区名

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
九
、
一
三
八
人

裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査

最

高

当
日
の
有
権
者
数

投
票
者
総
数

（
有
効
投
票
数

（
無
効
投
票
数

（
持
ち
帰
り

投
票
率
7
3
.
0
0
%

日本のあしたを託して

九
‘
1
0
七
人

六
、
六
四
八
人

六
、
三
八
六
枚
）

二
五
五
枚
）

七
枚
）

平成12年 7 月 10 日旧） (8) 
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用

両
毛
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

7

月
1
8日
⑳
か
ら
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
配
布

両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備
推
進
協
議

会
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
広
く
圏
域
の
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
に

引
き
続
き
圏
域
2
0
市
町
村
に
ま
た
が
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
他
市
町

村
の
名
所
・
旧
跡
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
内
容
「
初
心
者
コ
ー
ス
」
ま
た
は
「
ベ

テ
ラ
ン
コ
ー
ス
」
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
圏
域
2
0
市
町

村
の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
素
敵
な

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
は
写
真
賞
が
新
し
く
で

き
ま
し
た
。
応
募
の
際
に
ポ
イ
ン
ト
の

写
真
を
提
出
す
る
と
審
査
の
結
果
、
2
0

枚
が
公
開
抽
選
会
に
展
示
さ
れ
賞
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。

◇
開
催
期
間
8

月
1

日
因
1
1
0
月
3
1
日
因

◇
参
加
資
格
・
方
法
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
役
場
企
画
課
ま

で
当
選
し
た
賞
品
を
取
り
に
来
ら
れ
る

か
た
に
限
ら
れ
ま
す
。

7

月
1
8
日
因
か

ら
役
場
企
画
課
で
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
ス

タ
ン
プ
シ
ー
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◇
賞
品
特
賞
…
ハ
ワ
イ
ペ
ア
旅
行

1

本

金
賞
：
旅
行
券
3
5

、

0
0
0

円
相
当
1
0
本

そ
の
他
…
2
0
市
町
村
賞
、
両
毛
6
J
C

賞
な
ど

◇
応
募
方
法
「
初
心
者
コ
ー
ス
」
「
ベ
テ

ラ
ン
コ
ー
ス
」
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
の

2
0
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ス
タ
ン

プ
シ
ー
ト
を
1
1
月
1
5
日
困
ま
で
に
役
場

企
画
課
へ
持
参
す
る
か
、
ま
た
は
郵
送

(
〒3
7
0

ー
0
7
9
5

明
和
町
新
里
2

8
8
)
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
発
表
当
選
者
の
発
表
は
公
開
抽
選
会

で
行
い
、
当
選
者
に
は
連
絡
し
ま
す
。

“
さ

.. 
礼
晶
~
し

1

企
画
課
内
線

3
4
0

総
務
課

平
成

1
3年
度
採
町
職
員

受
け
付
け
は

7

月

2
8日
⑥
5
8

月
1
0日
③

町
で
は
、
平
成
1
3
年
4

月
採
用
予
定
の
で
、
土
木
科
系
の
高
等
学
校
以
上
の
卒
験
（
吉
向
等
学
校
卒
業
程
度
）
を
群
馬
県

職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
業
ま
た
は
見
込
み
の
者
町
村
会
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

町
政
に
情
熱
を
燃
焼
し
た
い
皆
さ
ん
、
あ
◎
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間
◇
第

2

次
試
験
…
口
述
試
験
、
作
文
試
験
、

な
た
の
気
概
に
燃
え
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
…
役
身
体
検
査

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
場
総
務
課
で

7

月
2
1
日
命
か
ら
交
付
し
◎
試
験
日
お
よ
び
場
所

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
す
。
◇
第

1

次
試
験
…
9

月
1
7
日
⑪
、
県
立
前

◎
職
種
・
採
用
予
定
人
員
◇
受
付
期
間
…

7

月
2
8
日
釦
＼8
月
1
0
橋
女
子
高
等
学
校
（
前
橋
市
）

◇
一
般
行
政
職
ま
た
は
土
木
技
術
職
若
日
困
時
間
は
、
午
前

8

時
3
0
分
か
ら
◇
第
2

次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、
役
場

干
名
午
後

5

時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
会
議
室
（
第1
次
試
験
合
格
者
の
み
）

◎
受
験
資
格
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話
◎
合
格
者
の
発
表

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
の
連
絡
と
受
付
期
間
中
の
消
印
の
あ
る
も
◇
第1
次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者
：
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
◇
第

2

次
試
験
…
1
1
月
中
旬
予
定

◇
一
般
行
政
職
…
昭
和
5
1
年
4
月
2

日
か
◎
試
験
の
方
法
※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
庶
務
行
政
係

ら
5
8
年4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
◇
第

1

次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公
務
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
土
木
技
術
職
…
昭
和
3
6
年
4

月
2

日
か
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、
知
識
お
よ

ら
5
8
年4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
び
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
式
の
筆
記
試

を

募
内
線
3
3
2

集

◇
日
時

7

月
2
6
日
困
午
後
1

時
3
0
分

◇
場
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
研
修
室

◇
内
容
花
の
種
ま
き
、
水
や
り
、
植
え

方
の
栽
培
管
理
な
ど

◇
対
象
町
内
在
住
者

◇
定
員
5
0
名
（
先
着
順
）

◇
講
師
聞
群
馬
県
フ
ラ
ワ
ー
協
会
登
録

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◇
費
用
無
料

◇
申
込
期
限

7

月
2
1
日
⑤

◇
申
し
込
み
明
和
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
協
議
会
（
役
場
経
済
課
内
）
ま
で

電
話
閻
3
1
1
1

で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

内
線
3
5
3

町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
し
て
い
る
住
宅

南
大
島
・
新
田
団
地
1

戸

◇
家
賃
収
入
（
所
得
）
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※
入
居
資
格
等
詳
し
く
は
、
役
場
都
市
建

設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
建
設
課

入 町 経
済
課

内
線
3
5
6

営
住
宅

居
者
募
集

花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

講
習
会
受
講
者
募
集

(9) 平成12年 7 月 10 日旧）
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◎
児
童
扶
養
手
当
（
母
子
家
庭
等
）

1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月

3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
障
害
の
あ

る
場
合
は
2
0
歳
未
溝
の
児
童
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
か
た
を
監

護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
ま
た

は
母
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
か
た

●
父
母
が
離
婚
・
父
が
死
亡
・
父
が
重
度

の
障
害
者
（
国
民
年
金
l

級
程
度
）

●
父
の
生
死
が
不
明
・
父
か
ら
1

年
以
上

遺
棄
・
未
婚
の
子
・
父
が
1

年
以
上
拘

禁
◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
障
害
の
あ
る
児

童
）精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
2
0

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た

♦
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

0

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と

き
•
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養
育
者

を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

と
き

児
童
扶
養
手
当

ご
存
じ
で
す
か

. 
特
別
児

童
扶
養
手
当

平
成
1
2
年
度
か
ら
新
園
舎
で
の
3

年
保

育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
木
の
香
り
い

っ
ぱ
い
の
園
舎
と
広
い
園
庭
・
た
く
さ
ん

の
遊
具
等
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

来
年
度
入
園
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

幼
稚
園
の
お
友
達
も
先
生
も
み
ん
な
で
待

っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

お
友
達
を
誘
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

7

月
3
1
日
⑤
午
前9
時
1
0
分1

1
0
時
4
0
分

◇
対
象
者
未
就
学
児

(
2歳
1
4

歳
）

◇
内
容
幼
稚
園
体
験
入
園

第
1

回
「
は
じ
め
の
会
」

◇
申
込
方
法
明
和
幼
稚
園
に
備
え
て
あ

る
申
込
用
紙
で
7

月
2
1
日
5
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
昭
和
6
0
年
8

月
1

日
以
降
に
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
か
た
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
日

か
ら
5

年
を
経
過
し
た
と
き
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
父
母
な
ど
の
所
得
が
一

定
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヽ

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
闊
4
9
2
6

,
t
 

第2回目以後の体験入園計画

C
閻
7
0
0
19
9
9
9

い
3

◇
そ
の
他
当
日
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴

で
、
上
履
き
（
子
も
保
護
者
も
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

1菜

明
和
幼
稚
園

明
和
幼
稚
園
は
、
ど
な
た
で
も
見
学
で

き
ま
す
の
で
、
見
学
さ
れ
る
か
た
は
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

見
学
さ
れ
る
と
き
は
、
幼
稚
園
舎
東
側
の

職
員
室
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
職
員
に
一

声
か
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
職
員
が
案

内
す
る
都
合
上
、
午
後
3

時
3
0
分
か
ら5

時
ま
で
の
見
学
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
幼
稚
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
施
設
を
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か

幼
稚
園
に
体
験
入
園
し
て
み
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
は

7

月
2
1日
⑱
ま
で
に

総
務
課

内
観
3
3
2

行
政
区
総
合
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
、

各
行
政
区
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
事
業
名
を

広
報
6

月
号
で
ご
紹
介
し
た
中
で
、
新
里

地
区
は
協
議
中
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
次
の
よ
う
な
事
業
に
決
ま
り
ま

し
た
。

・
集
会
所
の
改
修

・
公
園
の
整
備
と
遊
具
の
設
置

．
危
険
物
収
集
場
所
の
整
備

新
里
地
区
の

総
活
性
化
事
業

合
保
健
福
祉
課

C
闘
4
9
2
6

9,~k 

町
で
は
、

9

月
に
老
人
福
祉
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
席
上
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
表
彰
を
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
は
、
昭
和
1
5
年
認

月
3
1
日
以
前
に
婚
姻
届
け
出
を
さ
れ
た
か

た
。
金
婚
者
は
、
昭
和
2
5
年
1

月
1

日
か

ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
け
出
を

さ
れ
た
か
た
で
す
。

該
当
者
は
、
8

月
1
0
日
叩
ま
で
に
保
健

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・

金
婚
者
は
届
け
出
を

平成12年 7 月 10 日（月） (10) 



役 場 冗（84)3111

該
当
れ
る
か
た
は
申
請
を

特
定
疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
・
人
工
肛
門
・
人
工
透
析

町
で
は
、
毎
年
8

月
と
1
2
月
に
原
因
が

不
明
で
治
療
法
の
確
立
し
て
い
な
い
う
え
、

長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難
病
（
下
表

参
照
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は

家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
疾
患
と
同
様
に
長
期
の
療

養
が
必
要
と
さ
れ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患

さ

7

月
は
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
強
調
月
間
で
す

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

法
務
省
玉
唱
の
「
社
会
を
明
る
＜
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
が
7

月
1

日
か
ら
1

か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
記
念
す
べ
き
5
0
回
目
を
迎
え
る
こ

の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
カ

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り
、
地
域
の
一
員

と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
の
で
、
そ
の
立
ち
直
り
と
円
滑
な
社

会
復
帰
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

本
人
の
強
い
意
志
と
併
せ
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
特
に
、
地
域
社
会
の
喪
失
、
学

校
教
育
の
危
機
的
状
況
、
家
庭
の
養
育
機

能
の
低
下
、
大
人
杜
会
の
規
範
意
識
の
低

下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
現
状
に
あ
っ
て
は

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
運
動
の
重
点
目
標
を

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪

を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更

生
を
支
え
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
参
画
す
る
」
統
一
標
語
を

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社

会
」
と
し
、
こ
の
問
題
を
地
域
の
皆
さ
ん

で
話
し
合
う
た
め
の
集
会
を
は
じ
め
、

種
々
の
行
事
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
進

ん
で
こ
れ
に
参
加
し
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

医
療
受
給
者
、
人
工
肛
門
装
着
患
者
、
人

工
透
析
療
法
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
も
見

舞
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
お
よ
び
印

鑑
を
持
参
の
う
え
7

月
2
1
日
5
ま
で
に
保

健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

つづける

ったえる

つながる
これまでも、これからも．

おとなとこどもいきいきと

冒三
, 
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親子でふれあいながら遊ぶ
子育て支援センター開所式

町
で
初
め
て
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
明
和
保
育
園
内
に
開
設
さ
れ
、

6

月
1

日
、
保
護
者
や
子
ど
も
、
斎
藤
町
長
ら
関
係
者
約
7
0
人
が
集
ま
り
開
所
式

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

0

歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
を
支

援
す
る
場
所
で
、
親
子
で
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
歌
、
手
遊
び
、
リ
ズ
ム

遊
び
な
ど
を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
保
育
」
、
育
児
不
安
で
お
悩
み
の
か
た
が
電
話
や

来
園
で
相
談
で
き
る
「
子
育
て
相
談
」
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
お
手
伝
い
や
活
動
の

場
と
し
て
子
育
て
支
援
室
を
解
放
す
る
「
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
」
を
行
い
ま
す
。

ー□
｀

□[
T
』
[
ロ

●'
-
\
‘
x
浴
か
た
は
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
母
さ
ん
同

士
で
話
し
合
い
が
で
き
る
、
子

育
て
仲
間
を
つ
く
つ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
お
母
さ
ん

は
「
内
気
で
ひ
と
り
遊
び
ば
か

り
で
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
話
を
聞
き
申

し
込
み
ま
し
た
。
早
く
お
友
達

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
楽
し
く

遊
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

✓ 一＾ャ、

開所を祝ってのくす玉割に子どもたちは大喜び

潤いのある生活蠣境を
ガーデニング講座

講師の指導でコンテナガーデンに挑戦する参加者

1 日ですべての健診を
総合健康診査

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
健
康
を
総
合

的
に
と
ら
え
る
た
め
総
合
健
康
診
査
を

5

月
2
5
日
・
2
6
日
の2

日
間
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
健
（
検
）
診
を
同
時
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
受
診
者
の
便
宜
を
図

り
受
診
率
ア
ッ
プ
が
目
的
。
3
0
歳
か
ら

6
9
歳
ま
で
の
か
た
で
、
2
5
日
は
女
性
、

2
6
日
は
男
性
を
対
象
に
基
本
健
診
・
結

核
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
・
婦
人
科
・
乳
腺
甲
状
腺

検
診
を
同
時
に
実
施
。
受
診
者
は
「
今

ま
で
は
3

回
足
を
運
ば
な
い
と
検
診
が

終
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
す
べ
て

の
検
診
が
1

回
で
受
け
ら
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5

月
2
7
日
、
中
央
公
民
館
で
初
の
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
と
町
で

も
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
花
で
美
し
く
飾
り
潤
い
の

あ
る
生
活
環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

講
師
に
新
田
町
の
江
原
貞
夫
さ
ん
を
招
い

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

講
座
は
、
1
1
月
ま
で
全5
回
で
初
回
は

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
色
の
配
置
の
大

切
さ
を
説
明
。
2
7
人
の
参
加
者
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
こ
の
講
座
で
カ
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 平成12年 7 月 10 日旧） (12) 



Iじ＼豊かな生活を
図書館利用者25万人突破

左から河野さん、清さん、帆足さん親子

町
立
図
書
館
の
入
場
者
が
開
館
以
来
ー

1
2
5

日
目
に
当
た
る

6

月
2
3
日
、
2
5
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。

平
成
8

年
7

月
に
開
館
し
て
か
ら
年
々

蔵
書
数
を
増
や
し
、
現
在
は
約

5

万
冊
余

と
な
り
、

1

日
平
均
2
2
2

人
の
か
た
に

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

2
5
万
人
目
と
な
っ
た
中
谷
の
清
正
夫
さ

ん
と
そ
の
前
後
に
入
場
し
た
中
谷
の
河
野

政
廣
さ
ん
、
南
大
島
の
帆
足
久
美
子
さ
ん

に
築
比
地
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
築
比
地
教
育
長
は

「
良
い
本
を
選
ん
で
、
じ
っ
く
り
読
み
、

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

川俣事件ゆかりの町をPR
駅前に啓発案内板設置

町
で
は
「
川
俣
事
件
ゆ
か
り
の
明
和

町
」
を
町
内
外
の
か
た
に
広
く
P
R

す

る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
東
武
鉄
道
川
俣
駅

前
に
啓
発
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
本
公
害
史
の
原
点
と
い
わ
れ
、
発
生

か
ら
1
0
0

年
を
迎
え
た
「
川
俣
事
件
」

は
、
本
町
で
起
き
た
歴
史
的
事
件
で
す
。

こ
の
事
件
の
風
化
を
防
ご
う
と
事
件
発

生
場
所
を
川
俣
事
件
衝
突
の
地
と
し
て

町
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

案
内
板
は
、
横
認
区
、
縦
1

昇
、
高

さ
認
認
。
同
事
件
の
概
要
や
町
指
定
史

跡
、
町
民
の
会
で
建
立
し
た
川
俣
事
件

記
念
碑
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
町

の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
が
描
か
れ
、
．
町
の

概
要
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

------ーーに＿――-四皿
啓発案内板（設置に際しては東試鉄道川俣駅のご協力をいただきました）

美しい歌声に酔いしれる
平松愛理・来生たかおジョイントコンサート

来生たかおさん 平松愛理さん

町
教
育
委
員
会
主
催
の
平
松
愛
理
・
来

生
た
か
お
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が

6

月
3
0
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か

れ
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
観
客
は
二
人
の

美
し
い
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

作
詞
や
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
中
心
に
活

躍
し
て
い
る
平
松
さ
ん
は
、
ト
ー
ク
を
交

え
な
が
ら
か
わ
い
ら
し
い
歌
声
で
8

曲
を

披
露
。
ま
た
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

意
欲
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
来
生
さ
ん

は
、
ギ
タ
ー
と
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
バ
ッ
ク

に
穏
や
か
な
歌
声
で
1
1
曲
を
熱
唱
し
ま
し

こ
。t
 

会
場
に
訪
れ
た
か
た
は
「
青
春
時
代
を

思
い
出
す
よ
う
な
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

忘れられない貴重な体験に
中学 2 年生が職場体験

明
和
中
学
校
2

年
生
1
4
2

人
が
6

月

2
3
日
、
町
内
3
4
の
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
外
で
の
経
験
を
通
し
て
将
来
の
生

き
方
を
考
え
、
進
路
に
生
か
せ
る
よ
う
に

と
毎
年
、
希
望
し
た
職
種
で
体
験
学
習
し

て
い
る
も
の
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
保
育
園
で
は
園
児
た
ち

と
リ
ズ
ム
遊
び
や
歌
、
幼
稚
園
で
は
折
り

紙
や
紙
芝
居
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
紺
み

ま
し
た
。
幼
稚
園
で
体
験
し
た
生
徒
は

「
園
児
た
ち
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
気
を
つ
か

う
の
で
、
う
れ
し
い
け
れ
ど
も
疲
れ
ま
し

た
。
先
生
の
大
変
さ
が
分
か
り
、
忘
れ
ら

れ
な
い
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

幼稚園で紙芝居を読んで聞かせる中学生

(13) 平成12年 7 月 10 日旧） 身近な情報をあ寄せください。



中
谷
男
性
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

住
民
票
等
が
駅
前
の
コ
ン

ビ
ニ
で
受
け
取
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す

印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民
票
等

Q
が
駅
前
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

直
ち
に
要
望
ど
あ
り
で
き

ま
せ
ん
が
、
予
約
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

お
勤
め
や
そ
の
他
の
都
合
で
平

A

日
に
役
場
に
来
ら
れ
な
い
か
た

か
ら
の
ご
要
望
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
印
鑑

登
録
証
明
書
や
住
民
票
等
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
そ

の
店
に
役
場
の
職
員
が
出
張
し
て
文
書

交
付
事
務
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
は

個
人
の
権
利
・
義
務
に
大
き
く
関
係
す

る
も
の
で
あ
り
、
交
付
申
請
者
本
人
の

意
思
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
等
、
慎

重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
直
ち
に
要
望
ど
お
り

で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
町
で
は
印
鑑ロ窓場役るめ努1 J

 

.

9

 

上向のスビサ民住

ん
な
の

（
総
務
課
）

今
後
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

A

て
い
き
ま
す
。

合
後
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す

m 

男
性
）

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
考
え
て
く
だ
さ
い

登
録
証
明
書
、
住
民
票
を
平
日
に
電
話

で
予
約
す
る
こ
と
に
よ
り
閉
庁
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
夜
間
）
に
役
場

で
受
け
取
る
「
予
約
制
度
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
は
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

（
住
民
課
）

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
が
市
場
重

Q
視
を
強
め
、
行
政
の
役
割
が
問

い
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
政
策
形
成
の

質
的
向
上
を
考
え
、
効
率
的
に
機
能
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（
大
佐
貫

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
矢
島

の
石
川
賓
さ
ん

(
6
3
)
が
6

月
1

日
付

で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

親
と
子
の
教
育
相
談

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対
象
に
教

育
相
談
事
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
い
じ
め
、
登
校
拒
否

等
に
か
か
わ
る
悩
み

◇
相
談
方
法

電
話
相
談
穴
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
。

1
2
0
|
8
4
5
6
6
5
 

・
日
時
月

1

金
曜
日
、
午
前
8

時

3
0
分1
午
後
5

時
（
時
間
外
は
留

守
番
電
話
が
受
け
付
け
）

・
相
談
員
町
教
育
委
員
会

野
村
正
人
指
導
主
事

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
石
川

さ
ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人

格
識
見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も

厚
い
人
に
適
し
て
お
り
、
石
川
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。人

権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
石
川

賓
さ
ん

来
所
（
面
接
）
相
談

・
日
時
毎
月
第

2
•

第
4

水
曜

日
、
午
後
1

時
1
3

時

・
場
所
中
央
公
民
館

・
相
談
員
大
澤
一
男
相
談
員

．
申
し
込
み
事
前
に
専
用
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

◇
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
、
家
庭
訪
問
相

談
も
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
早
め
に

平成12年 7 月 10 日旧） (14) 
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がんから 11-
のだめの →ァ

が条
‘` ，ぞ祈シン／

①食事は、規則正しく、よく
か

噛みながらとる。

②偏食にならぬよう、バラン

スのとれた食事を腹八分目
にとる。

③緑黄色野菜や海草類を十分に

とリ、塩分は控えめにする。

④熱いお茶やみそ汁は、少し

冷ましてからとる。

⑤タバコは吸わない。お酒は

飲み過ぎない。

以上の5か条をしっかり守

リ、がんにならないよう気を

つけましょう。

現
在
死
亡
原
因
の
一
位
と
な
っ
て
い

る
が
ん
か
ら
身
を
守
る
だ
め
に
は
、
大

別
し
て
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
第

一
の
方
法
は
、
が
ん
の
原
因
を
除
い
だ

り
、
是
正
し
て
が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ

＿
つ
に
す
る
「
一
次
予
防
」
で
す
。
食
事

と
タ
バ
コ
を
注
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、

か
な
り
の
が
ん
を
減
〇
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
第
二
の
方
法
は
、
定
期
検
診
を

受
け
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
い
、

が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る

「
二
次
予
防
」
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？
が
ん
年

齢

(
4
0
歳
）
に
な
っ
た
ら
、
積
極
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

胃
が
ん
か
ら
身
を
守
ろ
う

胃
が
ん
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
日
本
人
に
多
い
が
ん
で

す
。
胃
が
ん
検
診
で
無
症
状
の
早
期
が

ん
の
発
見
も
可
能
で
す
。
早
期
に
発
見

さ
れ
た
胃
が
ん
な
ら
手
術
療
法
に
よ

り
、
ほ
ぼ
1
0
0

貯
治
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
症
状
と
し
て
は
特
有
な
も

の
は
な
く
、
胃
の
具
合
が
悪
い
、
食
欲

が
な
い
、
好
み
が
変
わ
る
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
症
状
が
あ
り
ま
す
が
、
慢
性
胃
炎

で
も
同
じ
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。
胃

が
ん
は
、
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
無
症

状
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
を

あ
て
に
せ
ず
、
毎
年
定
期
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
次
の
と
お
り
検
診
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ

さ
い
。
2

月
の
調
査
で
申
し
込
ま
れ
て

い
な
い
か
た
で
希
望
す
る
か
た
が
お
り

ま
し
た
ら
、

7

月

2
1日
⑥
ま
で
に
保
健

福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
の
胃
が
ん
検
診
予
定

期
日
…
8

月
3

日
④

8

月
4

日
⑯

受
付
…
午
前
6

時
3
0分
ー
9

時

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

検
盃
方
法
…
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
る
。

料
金
…
5
0
0

円

※
5

月
に
実
施
し
ま
し
た
結
核
レ
ン
ト

ゲ
ン
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
要
精
検

者
の
み
通
知
し
ま
す
。
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◇
王
催
群
馬
県

B
&
G

財
団
地
域
海

洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

◇
期
日

8

月
2

日
困
＼
3

日
因
1

泊

猿
ケ
京
ふ
る
さ
と

マ
リ
ン
キ
ャ
ン
プ

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

も

7

月
2
0
日
困
の
国
民
の
祝
日
「
海
の

日
」
を
記
念
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
真
夏
の
1

日
を
水
に
親

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

7

月

2
0日
⑧
無
料
開
放

海
洋
セ
ン
タ

◇
期
日

7

月
2
9
日
田
か
ら9
月
3

日

講パ

ク
ゴ
ル
フ

習
会

◇
期
日

8

月
2
7
日
⑮

◇
場
所
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

8

月
1
3
日
⑪
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

野第

2
 
回
町

球
大

会民

募

2

日
（
小
雨
決
行
）

◇
会
場
猿
ヶ
京
た
く
み
の
里

◇
対
象
小
学

5

年
生
＼
中
学
生

◇
募
集
人
員
明
和
町
か
ら

6

名
ほ
ど

◇
参
加
費

3
、

0
0
0

円

◇
申
し
込
み

7

月
2
9
日
田
ま
で
明
和

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
（
月
曜
日
を
除
く
）
な
お
、
参

加
費
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
プ
当
日
お

預
か
り
し
ま
す
。

◇
期
日

8

月
2
0
日
⑪

◇
対
象
小
学
生
以
上
在
住
・
在
勤
者

◇
場
所
明
和
中
学
校
校
庭

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

7

月
3
0
日
凹
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

⑪
ま
で
計
5

回

◇
対
象
一
般
男
女

◇
定
員
3
0
名

◇
場
所
ふ
る
さ
と
の
広
場

◇
参
加
費

4
5
0

円

◇
申
し
込
み

7

月
2
7
日
困
ま
で
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

町
の
部
総
合
1
5位

市
町
村
別
対
抗
の
総
合
成
績
は
、

町
の
部
で
第
1
5位
、
種
目
別
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
入
賞
種
目
・

敬
称
略
）

千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

町
の
部
B
ブ
ロ
ッ
ク
7

位

▼
監
督
久
保
口
敏
夫
▼
選
手

堀
由
美
子
、
関
口
展
江
、
富
塚
か
ず

子
、
斎
藤
真
理
、
細
田
康
輔
、
泉
田

輝
、
小
松
原
脩
吾
、
後
藤
克
己
、
砂

賀
政
美
、
新
井
克
介
、
佐
々
木
美
穂
、

伊
藤
美
樹
、
薗
部
達
也
、
鈴
木
康
範

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

町
の
部
B

ブ
ロ
ッ
ク
2

位

▼
監
督
清
水
治
雄
▼
選
手
神

谷
コ
メ
、
渋
沢
ろ
く
、
瀧
口
清
郎
、

和
田
政
江
、
新
井
ト
シ
子
、
荒
木
義

泉

SPO冊
社会体育館

ff (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

第
2

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
1
7回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

·
マ
ヽ

結

第
2

回
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
記
録
大

会
が
6

月
2
5
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
7
6
名
の
参
加
者
は
自
己
ベ
ス
ト
に

第
2

回
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
記
録
大
会

優勝した皆さん

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
9

回
邑
楽
郡
実
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
小

4
,
S

準
優
勝
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

B
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り

A

準
優
勝
ブ
ル
ー

C

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
八
笑
会

D
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ピ
ン
ク
ロ
ー
レ
ル

準
優
勝
体
育
指
導
委
員

挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
泳
に
親
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
図
り
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
試
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳

ぎ
、
自
由
形
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、
リ
レ

ー
の
6

種
目
、
4
4レ
ー
ス
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

男
子
の
部

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

な
お
、
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
支
部

選
抜
優
勝
大
会
に
出
場
し
た
結
果
、
ベ

ス
ト
8

ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

第

2
3回
邑
楽
郡
春
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

第

3
3
回
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第

2
4回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
3

回
町
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平成12年 7 月 10 日(Jj) (16) 



ひ
も
と

旧
佐
貫
村
郷
土
誌
を
幡
く
と
神
谷
嘉

平
の
欄
に

一
明
治
十
一
年
宮
城
県
下
、
野
蒜
築

港
起
エ
ニ
付
群
馬
県
費
ヲ
以
テ
同
所

土
木
出
張
所
二
属
し
、
学
術
及
諸
工

事
二
従
事
ス

一
明
治
十
―
―
一
年
土
木
局
（
内
務
省
）

ニ
テ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
治
水
測
量
学
及

実
地
施
行
法
伝
修
済
ノ
添
書
ヲ
得
宮

城
県
下
、
野
蒜
築
港
土
木
出
張
所
ヨ

リ
群
馬
県
へ
帰
庁

と
あ
り
、
備
考
に
内
務
省
の
命
令
に
よ

っ
て
治
水
学
研
究
の
た
め
沿
岸
府
県
よ

り
二
名
を
選
出
し
て
野
蒜
に
派
遣
し
た

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
嘉
平
の
出
張
の

理
由
は
利
根
川
の
治
水
工
事
を
い
か
に

進
捗
す
べ
き
か
が
群
馬
県
と
し
て
は
土

木
上
の
重
大
問
題
で
あ
り
、
幸
い
に
野

蒜
に
政
府
直
轄
の
大
土
木
工
事
が
行
わ

野
蒜
と
嘉
平

] 翅
:-.  

差出人

璽＂欝

ヴ
惰
4

：
↑
土
百
A

t
『
9：
祭
久

嘉平が父親磯次郎にあてた手紙

燐

そ
の

須
賀
の
神
谷
憲
氏
の
祖
父
で
あ
る
故
・
神
谷
嘉
平
氏
が
、
治
水
学
研

究
者
と
し
て
群
馬
県
職
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
、
明
治
十
一
年
に
宮
城

の
び
る

県
野
蒜
村
で
東
北
地
方
開
発
の
た
め
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
運
河
や
港

湾
造
成
の
大
事
業
）
に
派
遣
さ
れ
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
十
一
年
よ
り
起
算
し
て
―
二

0
年
を
経
過
し
た
平
成
十
年
か
ら

こ
の
歴
史
的
土
木
工
事
を
研
究
す
る
た
め
、
日
本
土
木
学
会
東
北
支
部

が
野
蒜
築
港
―
二
0
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
こ
の
こ
と
が
学
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
先
輩
が
、
国
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

よ
う
す
を
三
回
に
わ
た
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

れ
る
の
で
、
県
よ
り
実
習
生
を
派
遣
し
、

実
地
を
勉
強
し
て
後
日
利
根
川
の
治
水

工
事
に
従
事
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
野
蒜
工
事
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。自

宅
の
古
文
書
を
整
理
し
た
と
こ

ろ
、
嘉
平
が
野
蒜
か
ら
父
親
磯
次
郎
に

あ
て
た
手
紙
が
発
見
さ
れ
た
。
和
紙
五

枚
に
墨
書
き
さ
れ
た
も
の
で
、
文
面
の

一
部
は
当
地
野
蒜
に
お
い
て
報
知
新
聞

を
見
る
と
、
父
親
が
廃
藩
置
県
後
初
の

新
田
郡
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
報
道

を
読
み
、
そ
の
お
祝
い
を
申
し
述
べ
、

私
も
嬉
し
く
な
っ
て
手
の
舞
い
足
の
踏

む
所
を
知
ら
ず
と
書
い
て
い
る
。
そ
の

他
は
身
辺
の
雑
事
を
記
し
た
私
文
で
あ

る
。そ

の
後
、
群
馬
県
立
文
書
館
で
磯
次

郎
、
嘉
平
の
履
歴
書
を
探
し
出
し
て
み

る
と
、
磯
次
郎
の
郡
長
就
任
が
明
治
十

一
年
十
二
月
七
日
で
あ
っ
た
の
で
、
手

紙
の
日
付
、
明
治
十
一
年
十
二
月
十
八

日
と
符
合
す
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
て
、
嘉
平
の
孫
い
だ

で
あ
る
私
は
野
蒜
に
強
い
関
心
を
懐
き

是
非
現
地
を
見
た
い
と
思
っ
て
、
平
成

七
年
十
月
野
蒜
に
旅
行
し
て
嘉
平
が
眺

め
た
で
あ
ろ
う
景
色
を
眺
め
、
一
―
七

年
前
を
懐
古
し
た
の
で
あ
る
。

神
谷

憲

記

甲
和
工
業
団
地
内
の
閲
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
群
馬
R
8
D

セ
ン
タ
は

5

月

2
9

日
、
一
層
の
パ
ソ
コ
ン
晋
及
の
た
め
に

と
町
に
中
古
の
パ
ソ
コ
ン
4

台
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。
寄
附
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン

は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
ノ
ー
ト
型

9
4年

式
1

台
と
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ

9
5
.
9
6
年
式
3

台
で
、
役
場

や
図
書
館
、
保
育
園
、
幼
稚
園
で
活
用

す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
あ
リ
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

内
科
・
外
科
・
産
婦

濯◎ 0 
代田 i変耳人祝

t ‘』, l 地区 1 夏鼻床斗日
休i月日ぐ：産婦人科i耳鼻科 l 内科外科 ば霜

る限ツ林

場り厚
合診生
が療病

日[---「-------]一―-----]-------r--—+---1-------] 胄目竺
! I,~ — n—i l -— n^ 1 よ廿 o. I... 、—n^ ! - -— n......, —旦，’’.....,.'i,,,.,.J..J.. 1,1-.....,., 、まは 冗

す午 (72I 
の後 3 
で 1

当 IA 恥 R真中医院大神医院葦限りリこリり 1 慶友病院井上医院夏林地区と I t~~ l 
しでが
てで才El
かす当

番_8 月 13 日6ば）；84] ]合(72)3扇ii-5五涵 1 正）：76-3- i B 位）：25-5/ 6 属）：26-1-1[ [O 

医□—+------」----- →-----［ロニニL----→------]

陳
ア
ン
テ
ス
ト
群
馬
R
&
D
セ
ン
タ

:
9甘
＇
i
,
~
~
·
i
，
；
魯
餞
，
\
，
＇
ー
i
i

,
1

J1
.
"
ぎ
9
1
;
~
~
·
:
!
‘

灼
．
f
:
:
9
9
:
~
~
'

＇
．
9
J
i
克
'
~
"
i
i
\
t
.
,
9
ほ
ゞ
~
~
、
9
,
;
-

―
―

町
に
パ
ソ
コ
ン

4

台
寄
附

(17) 平成12年 7 月 10 日国）



館林地区消防組合
消防職員募集

館林地区消防組合消防本部
B (72) 3171 

館林地区消防組合では、平成13年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員 消防職員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和49年4月 2 日から 54

年4月 1 日、短大卒業（卒業見込み

を含む）のかたで、 51年 4 月 2 日

から 56年 4 月 1 日、高校卒業（卒

業見込みを含む）のかたで、 53年

4 月 2 日から 58年 4 月 1 日までに

生まれた日本国籍を有するかた。
ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きますが、採用後は管内居住を条

件とします。

◇応募期間 8 月 1 日因～ 21 日旧）

（土・日曜日を除く）

◇提出書類 受験申込書、学業成績

証明書、人物証明書、返信用封筒

◇申し込み・問い合わせ 館林地区

消防組合消防本部総務課庶務係

市町村振興宝くじ
サマ＿ジャンボ発売

（財）群馬県市町村振興協会事務局
8027 (290) 1350 

今年のサマージャンボ宝くじの賞

金は、 1 等•前後賞併せて 3 億円。

また、当たり実感のある小額賞金を

大幅に増やしています。

収益金は、市町村の明る＜住み良

い街づくりに使われます。

◇発売期間 7 月 17 日旧）～ 8 月 4 日

僅）

◇抽選日 8 月 16 日因

花こよみ

はしゅ

7月の播種・定植

キキョウ

（開花9月下旬）

マツバボタン

傭花9月中旬）

グラジオラス

（開花 10月中旬）

など グラジオラス

老人大学学生募集
大利根学園

f夕•

館林保健福祉事務所
匹（72)3230

◇日程 9 月から原則週 1 回、約 3

か月間

◇場所館林保健福祉事務所

◇内容介護講座、一般教養、健康

教育、時事問題、趣味、レクリエ

ーション活動、園外学習等

◇対象 県内にお住まいで、 60歳

以上の通学可能な人

◇費用 実習費などは本人負担

◇申し込み 役場保健福祉課窓口に

ある申込用紙に記入し、あて先を

明記し、 80円切手を貼った返信用

封筒を添えて、 7月 31 日旧）までに

同窓口または館林保健福祉事務所

へ提出してください。

行万不明の人を捜す
相談所開設

館林警察署
8(75)0110 

警察では「行方不明の人を捜す相

談所」を開設し、行方不明者の発

見・保護および身元不明死体の身元

確認を目的として相談を受け付けて

います。

常設相談所

◇開設日 8 月 1 日因～31 日（木）

◇開設場所 群馬県警察本部刑事部

鑑識課（前橋市元総社町523 県

警察鑑識科学センター内）

◇開設時間 月曜日から金曜日まで

の午前 9 時から午後 4 時まで

※出張相談所も開設します。

太田市観光協会

ロゴマーク大募集

太田市観光協会事務局（市商業観
光課内） 匹（47)1833

◇内容 「品格のある生活文化都市」
という本市のキャッチフレーズに

あったもので、広く本市を PR し

観光客に本市を印象づけられる内

容のもの

◇募集期限 8月 31 日（木）必着

◇応募方法・仕様応募するデザイ

ンの平面図を A4 サイズの白紙等

にカラーで記入し、郵送にて応募。

◇応募先 〒 373-8718 太田市浜町

2-35 太田市観光協会事務局

献血は、健康であれば最も身近にできるボランティアです

県民が選ぶ「21 世紀に
残しだい映画・ 100」募集

県庁企画課
8027 (226) 2317 

◇募集するもの 21世紀に残した

い、次世代に語り継ぎたいと思う

映画の題名と、その理由やその映
画にまつわる思い出など

◇応募資格 県内に在住・在勤・在

学のかた

◇応募方法 はがき、封書、 FAX 、

E-mail 

◇記載事項 ①21世紀に残したい映

画の題名②残したいと思う理由や

その映画にまつわる思い出③応募

者の住所、氏名、年齢（在勤・在

学の場合は勤務先または学校名）

④思い出を発表する時の匿名希望

の有無と上映案内が不要の場合は

その旨

◇応募先 〒 371-8570 前橋市大手

町1-1-1 県庁企画課内『眠る男』

製作委員会「100選」係 FAX 
027 (223) 4371 E-mail inaba-t 

@pref. guruna. j p 
◇応募期限 7月 21 日⑤必着

東毛わんばく教室

県立東毛少年自然の家
を0277(78)5666

◇期日 8 月 27 日（日）～ 29 日因 2 泊

3 日

◇会場 県立東毛少年自然の家とそ

の周辺（藪塚本町）

◇対象 小学校、特殊教育諸学校

（小学部）の 3 年生から 6 年生ま

での児童

◇内容登山、クラフト、キャンプ

ファイヤー、動植物観察等

◇定員 120名（応募者多数の場合
は抽選）

◇参加費 5,500円

◇申し込み はがきに参加者氏名・

住所・電話番号・学校名・学年・

性別・保護者氏名を記入し、 7 月

30 日（日）までに〒 379-2301 藪塚本

町大字藪塚3657 群馬県立東毛少

年自然の家「東毛わんばく教室」

へ（はがき 1 枚につき 1 名有効）

平成12年 7 月 10 日旧） (18) 



< 明和アイディアくふう展
作品募集

町の無料法律相談

日時＝ 8 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士

受付＝ 8 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 8 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 8 月、 11年 8 月、 12

年 1 月、 4 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 8 月 1 日因
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

8 月は、お休みさせていただきます

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 8 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 8 月 17 日（木）

午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>固定資産税[>国民健康保険税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 7 月 31 日旧）

町商工会
匹（84)3130

◇応募資格・募集作品

児童生徒の部 町内の小・中・高

等学校の児童生徒で次の各項に該

当するもの

► 科学的な思考をもとに自作また

は共同で作ったアイデイアくふう

創作品 ► 単なる工作品、模倣品、

手芸品および図画だけでないもの

一般の部 町内に住所を有する個

人または法人で次の①②のいずれ

かに該当するもの

①特許・実用新案・意匠登録済み

のものまたは出願中のもの

②新製品・新作品または教育上効

果のある創作品 ただし、危険物、

公安秩序を害するものを除く

◇募集期間 7月 11 日因～9月 11 日旧）

◇開催期間・会場

► 9 月 15 日僅）～ 24 日（日）

中央公民館展示室

► 11 月 3 日倫）～ 5 日（日）

ふるさと産業文化館研修室

◇申し込み 一般の部は町商工会

へ、児童生徒の部は学校を通じて

お申し込みください。

「やまとり号 1 日見学」
参加者募集

館林行政事務所
匹（ 72)4461

館林行政事務所では「やまどり号

1 日見学」の参加者を募集します。

◇期日 8月 22 日因

◇見学場所 ► 群馬県立自然史博物

館（富岡市） ► 群馬県警察本部・

群馬県庁（前橋市）

◇対象者館林市及び邑楽郡在住者

◇定員 80名（応募多数の場合抽選）

◇参加費 無料（昼食は各自持参）

◇集合場所館林市三の丸南面駐車

場（午前7時30分）または大泉町

文化むら（午前 8 時10分）

◇申込期限 7月 31 日旧）必着

◇申し込み個人・家族または 4 人

以下のグループ単位で、往復はが

きに参加者全員の住所・氏名・年

齢・電話番号および返信用の宛先

を明記し、〒 374-0029館林市仲町

11-10 館林行政事務所総務経済

部振興観光課へ（複数の申し込み

は無効）

館林厚生病院
臨時職員募集

館林厚生病院庶務課
四（ 72)3140

館林厚生病院では臨時の看護婦

（士）・准看護婦（士）を募集しています。

◇職種・人員 看護婦（士）・准看護

婦（士）…若干人

◇応募資格 看護婦（士）・准看護婦

（士）の有資格者で年齢は50歳位ま

でのかた

◇応募期限 7 月 31 日(J=J)

◇提出書類 履歴書、看護婦（士）

または准看護婦（士）免許の写し

◇試験面接（随時）

◇申し込み・問い合わせ 館林厚生

病院庶務課ヘ

警察官 B ・警察
事務採用試験

館林警察署
8(75)0110 

◇資格 ► 警察官 B ＝大学卒業者

（見込みを含む）を除く、昭和45

年 4 月 2 日から 58年 4 月 1 日に生

まれた人 ► 警察事務（中級） = 

昭和48年 4 月 2 日から 56年 4 月 1

日に生まれた人 ► 警察事務（初

級） ＝昭和54年 4 月 2 日から 58年

4 月 1 日に生まれた人

◇申込期間 ► 警察官B=7 月 17 日

()=])~8 月 4 日倫） ► 警察事務（中

級・初級）＝ 8 月 7 日伺）～ 25 日僅

◇試験日 ► 警察官B=9 月 17 日（日）

► 警察事務（中級・初級） = 9 月
24 日（日）

◇出願用紙配布場所 館林警察署、

明和駐在所 884-2200 ほか

群馬県職員採用
中級•初級試験

群馬県人事委員会事務局
匹027(223)1111

◇第 1 次試験日 9 月 24 日（日）

◇職種事務系・技術系職種

◇資格

・中級…昭和48年 4 月 2 日から 56年

4 月 1 日までに生まれた人

•初級…昭和54年 4 月 2 日から 58年

4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8月 7 日伺）～25 日羹

◇出願用紙配布場所 館林行政事務

所 872-4461 ほか

(19) 平成12年 7 月 10 日(J=j) 7 月は「愛の血液助け合い運動」月間です



瀬
下

（
江

1 ウトド｀了ク｀ッキンク｀‘
ぉかっきおおと

口

゜

医
療
受
蛉
者
証
庁
令
に
受
く

之
る
ゞ
‘
t
成
月
は
過
ぎ
古
稀
迎
え

染
め
l

髪
の
色
の
褪
せ
る
を
気
に

（
り
ヤ

l

つ
つ
絹
の
厨
の
鏡
に
句
う

奈
良
原
さ
く
の

立
岡

正
久

杖
く
に
足
を
t
ド
t
る

干
＂
l
l
l
"
"
H
"
H

i
l

u
"
H
"
1
1
.
I
I
l
I
I
l

一
』
編
集
使
記

夏
祭
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
天
下
泰

平
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
伝
統
芸
能
の
獅
子
舞
や

神
楽
が
披
露
さ
れ
る
地
区
が
あ
る
ほ
か
、
子
ど

も
み
こ
し
等
も
繰
り
出
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
が
深
め
ら
れ
、
2
0
0
0

年
の
夏
の

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
®

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
ね
。
「
宿
題
が
な
け

れ
ば
…
」
と
い
う
子
も
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
特
に
読
書
感
想
文
が
苦
手
と
い
う
子
も
多

い
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
耳
寄
り

な
ニ
ュ
ー
ス
。
図
書
館
で
2
6
日
困
に
小
学
生
を

対
象
に
読
書
感
想
文
書
き
方
教
室
が
開
か
れ
ま

\
‘
す
。
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
©

い
よ
い
よ
、
や
っ
て
き
ま
す
ね
「
明
和
ま
つ

、
Y
/ぎ

資
原
保
t
』
ロ
ロ
ニ

落
棄
積
t
行
這
山
の
登
山
這
位
椿

江
森
政
美

含
野
山
千
本
桜
に
マ

ピ
ン
ク
に
染
ま
る
上
千
本
は

屑
に
背
に
桜
吠
骨
を
浴
ぴ
な
が
ら

か
ほ
や
が
沼

文

芸

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
二
0
0
0

年
を

迎
え
た
機
に
、
健
康
、
明
る
い
社
会
、

語
り
合
え
る
熟
年
の
パ
ワ
ー
を
示
す
べ

く
発
足
し
ま
し
た
。

躍
進
を
す
る
明
和
町
の
誇
り
と
、
若

い
者
に
負
け
な
い
よ
う
、
週
に
二
時
間

町
の
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

熟
年
と
言
っ
て
も
若
年
の
私
た
ち
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
を
保
ち
、

自
ら
の
生
き
が
い
を
つ
く
り
進
ん
で
お

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
百
科
大
事
典
を
開
い
て
み

る
と
、
歴
史
は
古
く
世
界
的
に
も
素
晴

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
運
動
は
激
し
く
野
外
ス

ポ
ー
ツ
に
劣
ら
ぬ
も
の
で
す
。
手
、
足
、

体
、
左
右
に
速
く
小
さ
な
ボ
ー
ル
か
ら

目
を
離
さ
ず
お
互
い
に
打
ち
返
す
の

は
、
私
た
ち
年
代
に
は
ハ
ー
ド
な
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
二
、
三
十
分
で
汗
が
体
全

体
に
吹
き
出
し
て
き
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
最
適
な
運
動
で
す
。

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
私
た
ち

は
、
心
身
共
に
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

あ
り
た
い
と
思
い
つ
つ
、
み
ん
な
の
笑

顔
が
健
康
に
つ
な
が
り
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
、
そ
ん
な
考
え
を
基
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
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羹; 町の人口と世帯 : 
男 5,892 人・女 5,794 人 <

~ 7 月 1 日現在（対前月比） 〈 6 月中の動き〉 ば
菱世帯数 3,400 戸(- 7) 出生 3人・死亡 6人葛
< 人口総数 11 :686 人 (-19) 転入 19人・転出 35人 [ 

羮 6 月の救急車出動回数 羹[ 
x 

虐急病 1 1件交通事故 3件その他 10件合計 24件 羹
姜X•‘· X 
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※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 7 月 10 日旧） (20) 
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子ともが主役！地域の夏まつり

中谷地区の夏まつりでは、子どもみこしが元

気いっぱいの掛け声とともに地区を練り歩き、

まつりムードを盛り上げました。
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塁
図書館来館者25万人達成

ー
・

6

月

2
3日
②
、
町
立
図
書
館
の
来
館
者
が2
5万
人
を
記
録

し
ま
し
た
。
平
成

8

年
7

月

1
7日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
1
、
1

2
5

日
目
の
達
成
で
す
。
図
書
館
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、
先
月
、
満
4

歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

来館者が25万人を突破した町立図書館

登 録 者 の 推 移 登

゜
5,000 
人

4,00[| 

3,000 
人

2,000 -
1 人

1,000 ~ 
人

町立図書館

8 年度 9 年度 I 1 o年度 11 年度

畠責認1—ー：ー］］ー：ー］一3／ロ―-I□塁―I iiーロ
0人

平
成
1
2
年6
月
末
日
ま
で
の
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
の
登
録
者
は
4

、

5
5
7

人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
町
内
の
登
録
者

が
7
7
%、
町
外
が
2
3
％
で
す
。
町
内
で

は
3

人
に
1

人
が
登
録
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

図
書
館
は
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。
ま
だ
、
一
度
も
図
書

館
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
か
た
は
、
ぜ

ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

気軽に利用できる図書館

録
者

き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で

す
。

平成12年 8 月 10 日（木） (2) 



蔵書•利用者・貸出冊数の推移

平成8年7月 17日～平成12年3月 31 日のデータ

令oooo
（冊）

70,000-

60,000 

50,000 

40,000 

30,0 

20,0 

10,0 

01• 晨詈竺』，究」LE8,g3i
26,453 43,543 

2
2

、

0
0
0

冊
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
＇

図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
開
館
5
年
目
を

迎
え
た
現
在
、
5
3

、

5
3
9

冊
。
こ

の
う
ち
、
一
般
向
け
が
6
7
%、
児
童
向

け
が
3
0
%、
視
聴
覚
資
料
が
3

％
で
す
。

ま
た
、
平
成
1
2
年
6

月
末
日
ま
で
の

貸
出
冊
数
は
、
視
聴
覚
資
料
を
含
め
て

2
1
2

、

8
7
2

冊
で
、
今
ま
で
に
町

民
一
人
当
た
り
約
1
8
冊
貸
し
出
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

平
成
1
2
年6
月
末
日
ま
で
の
図
書
館

来
館
者
は
、
2
5
1

、

8
7
0

人
を
数

え
ま
し
た
。

1

日
当
た
り
に
換
算
し
ま

丁

1

日
当
た
り
の
利
用
者

蔵
書
数
5
3

、

0
0
0

冊
余
り
の
小

さ
な
図
書
館
で
す
の
で
、
専
門
的
な
本

な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
し

て
い
る
本
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
探
し
て
い
る
本
が
図
書
館
に

な
い
場
合
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
町
の
図
書
館
で
所
蔵
し

て
い
な
い
本
は
、
購
入
す
る
か
、
よ
そ

の
図
書
館
か
ら
借
り
て
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
て
い
ま
す
。

貸
出
中
の
資
料
は
予
約
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
優
先
的
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

読
み
た
い
本
は
・

す
と
、
約
2
2
3

人
の
皆
さ
ん
が
利
用

蔵
書
は
5

万
3

千
冊
余
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

種類別所蔵資料 自然科学 1,760
社会科学 4,497

歴史・地理 2

哲学・宗教 1,257

総記（情報資料） 80

視聴覚 1,722

雑誌 522

郷土 1,911

I日土華
ノし里旦戸

16,199 

単位:冊

平成 12年6月末日現在

貸し出している図書館用バッグ

0
開
館
時
間

午
前
1
0時
＼
午
後
6

時

0
休
館
日

•
月
曜
日
（
こ
の
日
が
祝
日
や
休
日
の

と
き
は
翌
日
）

利
用
案
内

開
館
以
来
、
平
成
1
2
年
3

月
末
日
ま

で
の
貸
出
冊
数
は
1
9
4

、

1
1
0

冊
。

1

冊
の
図
書
等
購
入
費
を
2

、

0
0
0

円

と
仮
定
し
ま
す
と
、

3

億
8

、

8
2
2

万
円
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
て
い

る
計
算
に
な
り
ま
す
。

図
書
館
は
税
金
を
還
元

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
調
べ
ご
と
の
相
談
に
対
し

て
、
回
答
し
た
り
資
料
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

(
1
5日以
内
）

(
8日

`
”
5
"名
1

・
}
,
"
•
f
`
3
●
}
`
”
●
}
ぇ
•
5
a
"
•
f
a
"
•
5
`
;
;
`
”
●
}
a
"
•
5
`
"
•
}
5
"
•
f
`
5
●
5
5
5
●
p
5
"
•

℃
`
5
●
}
`
"
•
5
`
5
●
5
,
"
•
}
,
.
}
`
"
•
5

5ぃ

9
.

“
．
＼
こ
ろ
か
ら
本
に
興
昧
が
持
て
る
よ
心
．

.
5
l

つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
．
t
．

．

5．
図
書
舘
刹
用
に
ひ
と
言
し

．
i
．
町
の
図
書
館
は
、
清
潔
で
明
る
い
吐

｀
・
ー
ー
の
で
子
ど
も
だ
ち
が
本
を
選
び
や
す
．
t
．

C
二
〖Z
]
□
直
●
●
]

.
 

.
 
“
こ
と
が
で
き
る
端
末
機
が
あ
れ
ば
便
ゃ

“ 

.

.

 

9
 

.
5
•本
に
興
昧
を
持
っ
て
ー
．
利
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
夏
休
み
．
i
．

心
だ
け
で
も
開
館
時
間
を

9

時
か
ら
に
．5．

心
二
人
の
子
と
も
と
一
緒
に
、
週
に
し
て
い
た
だ
く
と
、
よ
り
便
利
に
なa
.
 

.
 

” 
.g 

.
i
.
1
ー

2

回
利
用
し
て
い
ま
す
。
小
さ
る
と
思
い
ま
す
。

a
.
 

.
 
a
 す＂

f
す
”
p
{
•
"
P
す
＂
f
す
"
f
.
＂
：
す
"
f
.
5
f
す
＂
f
す
＂
f
す
＂
f
す
"
f
·
5
p
す
＂
f
す
5
f
す
5
f
0
"
f
·
"
f
す
＂
P
す
"
f
.
5
f
す
"
p
"
P

.. 

・
館
内
整
理
日
（
月
末
ま
た
は
月
初
め
）

•
特
別
整
理
期
間
(
1
2
月
）

・
年
末
年
始

〇
貸
し
出
し

•
本
…
一
人
3

冊
ま
で

・
ビ
デ
オ
…
一
人
2

点
ま
で

以
内
）

計
5

点
ま
で

〇
図
書
館
用
バ
ッ
グ
も
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

v
>
べ
＞
入
＞
．
＾
y
＾
>
'
^
>
.
^
>
.
o
.
^
y
^
>
入
＞
パ
y
^
>
ぺ
＞
入
＞
パ
＞
入
＞
パ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
y
＾
y
^
>
バ
＞
入
＞
．
＾
＞
入
＞
ぺ
＞
入
＞
パ
く

A

A

 

火
ャ
｀

C
)
 

紐
図
書
館
へ
の
あ
問
い
合
わ
せ
は
ヘ

x

x

 

火
＼

l

＇
・
火

X
C
8
4
5
5
5
5

へ

x

火
／
＼
｀
火

く
く
入
入
く
くゞ

＞
バ
＂
＾
＞
パ
＞
．
＾
＞
バ
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
．
＾
＞
べ
y
^
y
^
>
.
^
X
v
.
^
>
ぺ
＞
．
＾
＞
．
＾
y
^
＞
．
＾
＞
入
y
^
>
.
^
>
バ
＞
．
＾
＞
．
＾
y
^
＞
．
＾
＞
入
＞
ぺ
ゞ

(3) 平成12年 8 月 10 日（木）



言［
芦
こン

ォープン以来4年目突入！

本
町
の
、
産
業
・
文
化
振
興
の
拠
点

と
し
て
、
平
成
8

年
6

月
よ
り
開
館
し

だ
「
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
」
が
、
合

年
で
4

年
目
を
迎
え
ま
し
だ
。

町
民
待
望
の
、
本
格
的
な
設
備
を
備

え
た
ホ
—
ル
と
研
修
室
・
図
書
館
を
併

せ
持
っ
だ
複
合
施
設
と
し
て
開
館
し
、

こ
の
4

年
間
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

合
回
4

年
目
を
迎
え
ら
れ
だ
こ
と
に

際
し
、
開
館
か
ら
現
在
ま
で
の
利
用
状

況
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▲lふるさと産業文化館 ▲多くのかたにご利用いだだいています

ふるさと産業文化館・図書館利用人数
- f巧ゃ ・芯 9嗅→＇· ・・元

420:000叩］口図書館利用者数
t 100,000 」極叶 □ 産文利用者

I so,ooo 

（
平
成8
年
開
館
よ
り
、
平
成

1
2年
6

月

3
0日
ま
で
）

ホ
ー
ル
、
研
修
室
1
1
6

、

5
7
1

人

図
書
館

2
5
1

、

8
7
0

人

合
計

3
6
8
4
4
1

人

平
成
且
年
度
年
間
利
用
者
数

ホ
ー
ル
、
研
修
室

3
2

、

9
3
9

人

図
書
館

7
5

、

0
2
9

人

合
計

1
0
7
9
6
8

人

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

利
用
者
数

来
館
者
模
様

開
館
か
ら
私
達
は
様
々
な
か
た
が
た

と
出
会
い
ま
し
た
。
休
日
に
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
し
て
訪
れ
る
家
族
連
れ
の
か
た

や
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
髪
の

ぬ
れ
た
、
プ
ー
ル
上
が
り
の
家
族
連
れ

の
か
た
が
た
、
夜
に
は
、
広
場
を
利
用

し
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
途
中
の
か
た
等
、

皆
様
と
お
会
い
す
る
度
に
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
も
、
ふ
る
さ
と
公
園
の
中

核
施
設
と
し
て
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。イ

ベ
ン
ト
情
報

口
町
民
文
化
大
学

・
日
時

8

月

2
5日
②
午
後
7

時
開
演

・
講
師
青
島
幸
男
先
生

・
料
金
全
席
自
由
ー
、

0
0
0

円

•
発
売
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓
口

で
発
売
中

口
町
民
文
化
大
学

・
期
日

1

月
予
定

・
講
師
現
在
調
整
中

〇
研
修
会
を
計
画
し
た
が
会
場
が
無
い

暴
研
修
室

〇
研
修
会
場
で
映
像
を
映
し
た
い
喜
ビ

デ
オ
映
写
機
が
あ
り
ま
す
。

0
発
表
会
を
計
画
し
た
い
が
↓
ホ
ー
ル

開
催
会
場
で
お
困
り
の
と
き
は
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館

C
⑱
5
5
5
5

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
案
内

・
使
用
手
続
き

使
用
日
の
6

か
月
前
か
ら
7

日
前
ま

で
に
使
用
承
認
申
請
書
を
提
出
す

る
。

・
使
用
料

ホ
ー
ル
有
料

研
修
室
減
免
規
定
あ
り
（
詳
し
く

は
産
業
文
化
館
窓
口
ま
で
）

・
開
館
時
間

午
前
9

時
か
ら
午
後

1
0時

・
休
館
日

月
曜
日
、
但
し
祝
日
の
場
合
は
翌
日

年
末
年
始
、
臨
時
休
館
日

開
催
場
所
で
お
困
り

の
と
き
は
ご
相
談
を

平成11 年度のイベント一覧

期 日 I 事業名（出演団体）
I -- -

平成 11年 IN日K公開録音
4月9 日（金） I 「民謡をたずねて」

I 
ｷ- I -----------------

I 

8月 21 日（土） 1
l 夏休み親子映画会

|「バグズライフ」
-------—+----------------• 

I 

8月 28 日（土） 1
1 「嗅民音楽のひろば」

i群響ファミリーコンサート
------ 1---
9月 19 日（日） 1 83J民文化大学

1 第 1 回（講箇上沼恵美子）
10月 8 日（金） 1 第2目（翡薗アグネス•チャン）

ー I ------- --

I 

10月 16 日（土） I 財津和夫
1 アコースティックコンサート

---]----------

辛島美登里
12月 3 日（金） l クリスマスコンサート

I 
--- I-----------------

I 
車成 12年 l 坂田おさむ＆神崎ゆう子

3月26 日（日） 1 ファミリーコンサート
I 

平成12年 8 月 10 日（木） (4) 



6チーム訃竃古と鵬修鵬う
明和消防団ポンプ操法競技大会

、

―-"-•-や'_r-3··弓
標的めがけて放水する団員

第 2 分団第 2 班が館林地区組合大会で準優勝

第
2
0
回
明
和
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
7
月
2
日
、
社
会
体
育
館
西

側
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
団
員
ら
関
係

者
約
2
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
6

チ
ー
ム
3
6
人
の
選
手
が
出
場
。
消
防
団

員
は
き
び
き
び
し
た
動
作
で
、
日
ご
ろ

鍛
子
た
訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。
競
技
は
、
団
員
の
志

気
高
揚
と
消
火
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
、
自
動
車
ポ
ン
プ
か
ら
ホ

ー
ス
を
つ
な
い
で
標
的
に
放
水
す
る
ま

で
の
時
間
や
迅
速
な
動
作
、
操
作
の
正

確
さ
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
チ
ー
ム
は
7
月
2
3
日
に

館
林
市
内
で
行
わ
れ
た
館
林
地
区
消
防

組
合
消
防
団
対
抗
の
競
技
大
会
に
出
場

し
、
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

田
部
井
洋
さ
ん
と
恩
田
浩
行
さ
ん
が
個

人
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
明
和
消
防
団
の
大
会
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

団
体
（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

優
勝
第
2
分
団
第
2
班

準
優
勝
第
2
分
団
第
1
班

3
位
第
1
分
団
第
1

班

!: 

じ
個人優秀賞受賞者（町長と消防団正副団長を囲んで） 優勝した第2分団第2班（同左）

個
人
（
同
）

優
秀
賞

・
指
揮
者

・
一
番
員

・
ニ
番
員

・
三
番
員

•
四
番
員

松
本
久

奥
澤
延
行

田
部
井
洋

恩
田
浩
行

小
池
靖
志

新現新新現新新現新新現現現新新

小
松
原
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
を
受
け
る
農
業
委
員

任
期
満
了

(
7月
2
8
日
）
に
伴
う
、7
月
1
1
日
執
行
の
明

和
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
7
月
6
日
、
告
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
立
候
補
者
が
1
5
名
の
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

全
員
の
無
投
票
が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た
委
員

（
敬
称
略
）

公
選
に
よ
る
委
員
届
出
順

橋
本
武
雄
（
斗
合
田
）
6
5
歳

石
橋
幸
一
郎
（
上
江
黒
）
6
4
歳

田
口
幸
太
（
矢
島
）
6
8
歳

薗
部
七
郎
（
千
津
井
）
7
0
歳

渡
邊
喜
一
郎
（
須
賀
）
6
8
歳

栗
原
三
郎
（
下
江
黒
）
6
5
歳

高
瀬
俊
雄
（
田
島
）
6
7
歳

柿
沼
昭
博
（
江
口
）
6
3
歳

森
尻
仁
一
（
中
谷
）
6
7
歳

早
川
敏
夫
（
大
輪
）
6
3
歳

藤
野
松
雄
（
川
俣
）
7
3
歳

平
井
勉
（
新
里
）
6
3
歳

黒
澤
高
（
梅
原
）
6
4
歳

鯉
沼
秀
夫
（
大
佐
貰
）
6
4
歳

蓮
見
冨
治
（
南
大
島
）
6
7
歳

農
業
委
員
投
票

無

当

選

1
5人
が

農
地
の
利
用
調
整
役

(5) 平成12年 8 月 10 日（木）
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一 町
―
―

政
ユ

ホ

一

ト
ス

ッ

本
町
の
今
年
度
の
成
人
式
は
、
1

月
8

日
⑤
「
成
人
の
日
」
の
祝
日
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
、
成
人
の
皆
様
が
一

人
で
も
多
く
参
加
で
き
る
、
よ
り
よ
い
式

に
す
る
た
め
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。

我
と
思
う
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

成
人
式

◇
実
施
期
日

平
成
1
3
年
1

月
8

日
⑤
〔
祝
日
・
成
人

の
日
〕

◇
対
象
者

昭
和
5
5
年4
月
2

日
か
ら
昭
和
5
6
年4

月
1

日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住

民
登
録
し
て
い
る
か
た
、
な
ら
び
に
本

町
出
身
者
で
本
人
よ
り
申
し
出
の
あ
っ

た
か
た

実
行
委
員
会

◇
定
数
3
2
名

(
1
6行政
区
か
ら
男
女
各

1

名
）

◇
対
象
者

成
人
式
の
「
対
象
者
」
と
同
様

◇
内
容

会
議
の
開
催
お
よ
び
協
議
・
検
討
等

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
内
）

C
閥
4
4
9
1

◇
応
募
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民

館
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

成
人
式
は

1
3年
1

月
8

日
⑮
開
催

町
で
は
平
成
1
0
年
1
0
月1
日
の
町
制
施

行
に
伴
い
、
村
か
ら
町
へ
と
歩
み
続
け
て

き
た
足
跡
・
道
し
る
べ
と
し
て
「
広
報
め

い
わ
」
縮
刷
版
第
3

集
を
発
刊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
と
町
と
の
懸
け
橋
、
パ
イ
プ
役
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
て
い
る
「
広
報
め
い

わ
」
I

。
ま
た
、
調
べ
物
の
資
料
な
ど
に

利
用
い
た
だ
け
る
身
近
な
情
報
紙
で
、
町

の
足
跡
を
ひ
も
と
く
の
に
も
最
適
で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
、
思
い
出
が

溝
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に
上
・
下

巻
1

セ
ッ
ト
を
備
え
置
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
次
の
と
お
り
発
刊
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

◇
体
裁

B
5

判
約

2
、

0
0
0

ペ
ー
ジ

（
上
・
下
巻
で1
セ
ッ
ト
）

◇
内
容
平
成
元
年

4

月
か
ら
平
成
1
2
年

3

月
ま
で
1
1
年
間

◇
個
人
負
担
額

1

セ
ッ
ト
1

、

0
0
0

円

（
予
約
販
売
）

◇
発
行
平
成
1
3
年
3

月
予
定

◇
申
し
込
み
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
隣
組

単
位
ご
と
に
購
入
申
込
書
を
回
覧
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
代
金
は
後
日
現
物
と

引
き
替
え
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
広
報
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
課

内
線
3
4
0

「
広
報
め
い
わ
」
縮
刷
版
を
発
刊
し
ま
す

予
約
販
売
の
た
め
購
入
申
し
込
み
受
付
中

発刊予想品

ゞ' ヽ，；；名・；；沿· ^べ3ゞ’ノと‘Cゞ＞C拿令玲ぷ＞ダぐ3ゼク玲心V`}・：玲¢勺合S乞へとメ＾ベン裟玄ぷメらょX令ャ心yt^. :.し<tゞもメぷゞ｀；＜澪令仁＾ぷこぷJへ念C~`•C令．ぐ‘r;‘’ ，vぐ‘・し、"'. ~令令令＾心—~Cと••ク・ぷ •S3令ぐ心ダ・・ぐぶえ令ンメヌ◇令＾ぺく

9

月
1
2
日
因
か
ら
と

学
校
が
夏
休
み
に
入
り
、
残
飯
等
が
出

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
夏
休
み
期
間
中

は
堆
肥
の
配
布
を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
様
の
ご
希
望
が
多
く
、

配
布
時
間
内
に
堆
肥
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
配
布
日
時
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

◇
配
布
日
時
毎
月
第

2

、
第
4

火
曜
日

午
後
3

時
＼
5

時

（
夏
、
冬
、
春
の
学
校
が
休
み
の
期
間

を
除
く
）

※
次
回
の
配
布
は
、

な
り
ま
す
。

町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
し
て
い
る
住
宅

南
大
島
・
新
田
団
地

2

戸

須
賀
団
地

l

戸

◇
家
賃
収
入
（
所
得
）
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※
入
居
資
格
等
詳
し
く
は
、
役
場
都
市
建

設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
建
設
課

内
線
3
5
6

町
営
住
宅

入
居
者
募
集

礫
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

た
い堆
肥
配
布
日
時
が
変
更

「夏の青少年健全育成運動実施中」 心豊かで たくましい 青少年に！ 平成12年 8 月 10 日（木） (6) 
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町
で
は
、
平
成
8

年
4

月
か
ら
町
内
を

東
コ
ー
ス
（
東
回
り
）
と
西
コ
ー
ス
（
西

回
り
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
1

日

4

往
復
、

公
共
施
設
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
は
、
公
共
施
設
（
役
場
、
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
用
事
の
あ
る
か

た
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
、
運
賃
は

無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
時
刻
表
は
、

◇
日
時

9

月
2
5
日
⑤
＼9
月
2
9
日
⑥

5

日
間
午
後

7

時
＼
9

時

◇
場
所
明
和
中
学
校

◇
内
容
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
・
文
書

作
成

◇
対
象

町
内
在
住
の
勤
労
者

◇
日
時
1
1
月
1
2
日
凹

＼
午
後
4

時
3
0
分

◇
会
場
上
武
大
学
（
伊
勢
崎
市
戸
谷
塚

6
3
4
|
l
)
 

◇
受
験
料

l
6

、

0
0
0

円
（
同
日
の
受

験
講
習
含
む
）

午
前
9

時
3
0
分

. 
◇
受
験
申
込
書
配
布
期
限

困
◇
受
験
申
込
受
付
期
間

8

月
1
6
日
因
ー

9

月

1
4日
困

◇
受
験
申
込
書
配
布
あ
よ
び
受
け
付
け
・

問
い
合
わ
せ
役
場
水
道
課
下
水
道
係

8

月
3
1
日

◇
定
員
先
着
4
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

◇
講
師
派
遣
会
社

◇
費
用
教
材
費
個
人
負
担

◇
申
込
期
間

8

月
2
1
日
閲
ー8
月
3
0
日

困

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

受
付
期
間
は

8

月
1
6日
⑱
5
9

月
1
4日
③

K
i
~
、
~
一

1

健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

別
紙
に
て
毎
戸
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

経
済
隅

公
共
施
設
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

1

日
4

往
復
無
料
で
運
行

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

申
込
期
間
は

8

月
2
1日
⑲
5
3
0日
⑱

j
i
"
岱
i
­
内
線
3
7
1

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 内

線
3
5
2

ト
怜

9

◇
申
し
込
み
電
話
で
役
場
経
済
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

送迎バスを利用する皆さん

ぷ＾ぷぷ今ふS裟ふ袋ぷ夕忍ヤ＾ぶ名姿孔衣匁令乞＾々ぶ·え硲約ど‘々Sな＾ど姦唸3ダ＾＾ペ・ 硲裟で＾ぷJ況裟でシご冷令令＾み＾ぺ汐＾注令ジyぷ冷こ砂＾迄マシ令グゑぐぷぷ令令ご約ぷ没令ぷみ令己芯唸3交冷ぐぷよつ蕊マふ匁が＾裟ぺ,-v-,.,令紀ぷ冷‘ジ衣凌◇ダ‘，へ＾ぷぷ今ふS裟硲々3文

『
住
固
課

(7) 

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
2
0
歳
以
上

6
0
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）

は
、
就
職
や
退
職
な
ど
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
役
場
で
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
第
1

号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
学
生
な

ど
）
の
場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き

(
1号
↓
2

号
）

・
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
あ
な
た
の
収

入
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
第

2

号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

(
1号
↓
3

号
）

◆
第
2

号
被
保
険
者
（
会
社
昌
や
公
務
員

な
ど
）
の
場
合

・
退
職
し
た
と
き

(
2号
↓
1

号
）

・
退
職
し
て
、
第
2

号
被
保
険
者
で
あ
る

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

(
2号
↓
3

号
）

◆
第
3

号
被
保
険
者
（
第
2

号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き

(
3号
↓
2

号
）

•
あ
な
た
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、

離
婚
等
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

(
3号
↓
1

号
）

※
必
要
な
届
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
こ
ん
な
と
き

届
出
が
必
要
で
す

平成12年 8 月 10 日（木）



役 場 冗（84)3111 町
―
―

政
ユ

ホ

一

ツ ト
ス

都市ガス輸送導管の敷設工事が行われます
本格的には平成14年から 16年までの予定

◇
工
事
内
容
図
ー

2

の
よ
う
な
標
準

断
面
で
、
道
路
下
詞
討
以
深
に
輸
送

導
管
が
埋
設
さ
れ
ま
す
。

◇
工
事
期
間
本
年

7

月
か
ら
平
成
1
6

年
ま
で
の
予
定
で
、
す
で
に
邑
楽
用

水
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
一
部
区
間

で
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
格

的
に
は
平
成
1
4
年
か
ら
1
6
年
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
す
。

◇
ガ
ス
管
の
仕
様
こ
の
都
市
ガ
ス
輸

送
導
管
は
、
ガ
ス
事
業
法
に
基
づ
く

通
産
省
に
よ
る
技
術
審
査
を
経
て
同

法
の
技
術
基
準
・
耐
震
基
準
に
の
つ

と
り
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
工
に

際
し
て
は
東
京
ガ
ス
固
社
員
に
よ
る

施
工
管
理
・
品
質
管
理
が
行
わ
れ
、

か
つ
通
産
省
の
行
う
検
査
に
合
格

後
、
供
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
輸
送
導
管
の
材
料
は
引
っ

じ
ん

張
り
強
度
、
耐
力
が
大
き
く
強
靱
で
、

か
つ
伸
び
も
大
き
く
、
可
と
う
性

（
た
わ
み
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
）
の
あ
る
優
れ
た
も
の
で
、
阪
神

大
震
災
の
際
、
同
様
な
輸
送
導
管
の

被
害
は
全
く
無
く
、
そ
の
後
通
産
省

の
ガ
ス
地
震
対
策
検
討
会
に
お
け
る

検
討
の
結
果
、
高
レ
ベ
ル
の
地
震
動

都市ガス輸送導管ルート図 （図ー1)

----

本
町
川
俣
か
ら
国
道
1
2
2

号
を
通
過
し
、
矢
島
に
至
る

（
図
ー1
参
照
）
都
市
ガ
ス
輸
送
導
管
の
敷
設
工
事
が
本
年
7

月
か
ら
平
成

1
6年
に
か
け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
が
熊
谷
市
か
ら
佐
野

市
ま
で
の
都
市
ガ
ス
「
輸
送
導
管
」
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

工
事
期
間
・
工
事
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
事
清
手

前
に
東
京
ガ
ス
卸
よ
り
近
隣
の
か
た
が
た
に
別
途
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
工
事
の
際
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
対
し
て
も
十
分
な
耐
震
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

標準断面図 （図ー2)

砂土戻
さ
上

埋
架
以

＿
＾
肪

m

》
―

肖
〇
掘
2

砂袋

掘削幅 0.9m以上

標識シート ] 
土被リ
1.Sm以上

防護鉄板

ガス管

設計圧力

口径
材質

高圧

40cm 
鋼管

導管の接合 導管の接合は高品質な溶接接合であり、

この溶接接合部は、すべて厳重な非破壊検査が実施さ

れ、十分な品質であることが確認されます。

問い合わせ 東京ガス株式会社 埼北幹線建設事務所

8048(667)8108 

平成12年 8 月 10 日（木） (8) 



優しいピアノの音色響く
羽田健太郎シネマ＆ポップスコンサート

羽田健太郎さんと川井郁子さんの共演

ち

ゎ

杉田真理子さん 羽田紋子さん

町
教
育
委
員
会
主
催
の
羽
田
健
太
郎
シ
ネ
マ
＆
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が

7

月
2
1
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
優
し
い
ピ
ア
ノ
の
旋
律
や

さ
わ
や
か
な
歌
声
な
ど
が
会
場
を
埋
め
た
人
た
ち
の
耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
で
本
格
派
の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
羽
田
健
太

郎
さ
ん
が
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
の
名
曲
を
披
露
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
川
井
郁
子

さ
ん
、
杉
田
真
理
子
さ
ん
、
羽
田
紋
子
さ
ん
の

3

人
が
次
々
に
共
演
し
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
声
を
熱
唱
す
る
な
ど
華
を
添
え
ま
し

こ
。t
 

感動を自分の言葉で
夏休み読書感想文書き方教室

小•中学生が国際交流
日米親善レスリング

町
教
育
委
員
会
で
は
図
書
館
活
動
の
一

環
と
し
て
7

月
2
6
日
、
町
内
の
小
学
生
を

対
象
に
夏
休
み
読
書
感
想
文
書
き
方
教
室

を
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
き
ま
し

こ
。t
 今年

は
「
こ
ど
も
読
書
年
」
。
子
ど
も

た
ち
に
本
の
楽
し
さ
や

1

冊
の
本
と
の
出

会
い
・
感
動
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

一
助
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。
講
師
は
、
邑
楽
町
の
大

河
原
淑
子
さ
ん
。
参
加
し
た
6
8
人
の
小
学

生
は
、
書
く
本
の
決
め
方
や
組
み
立
て
方

な
ど
を
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

小
学
生
は
「
作
者
は
何
を
言
い
た
い
の

か
な
ど
を
考
え
な
が
ら
読
ん
で
、
感
想
文

を
書
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

インディアナ州選抜の選手と対戦する大野君（右飼）

髯賢 -ー―`窯認こ~や~ややや叫乞t況 r" み→ぶーしム～ぢゞーヤ~ーや
真剣に聞いている子どもたち

県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
主
催
に
よ
る
日
米

国
際
交
流
親
善
レ
ス
リ
ン
グ
の
合
同
練
習

が
7

月
1
8
日
、
町
武
道
館
で
開
か
れ
、
明

和
中
柔
道
レ
ス
リ
ン
グ
部
員
の
大
野
博
正

君
と
明
和
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
員
の
富
塚

拓
也
君
（
西
小
）
の
二
人
が
親
善
練
習
に

参
加
し
ま
し
た
。

同
協
会
で
は
、
毎
年
レ
ス
リ
ン
グ
を
通

し
て
中
・
高
生
が
国
際
交
流
を
開
催
。
今

回
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
選
抜
チ
ー
ム
の

選
手
1
8
人
と
千
代
田
町
の
ク
ラ
ブ
員
1
0
人

が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

大
野
君
は
「
米
国
人
か
ら
技
を
い
く
つ

も
学
べ
ま
し
た
」
と
、
富
塚
君
は
「
外
国

人
選
手
は
力
強
く
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

(9) 平成12年 8 月 10 日（木） 掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 



きれいな花を長く楽しみたい
花の栽培管理講習会

町
の
花
い
っ
ば
い
運
動
推
進
協
議
会

で
は
事
業
の
一
環
と
し
て

7

月
2
6
日
、

花
の
栽
培
管
理
講
習
会
を
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
開
催
。
3
5
人
の
参
加
者
は

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

講
師
は
花
ト
ピ
ア
ぐ
ん
ま
推
進
協
議

会
登
録
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
桑
原
一
郎
さ

ん
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
管
理
、
サ
ル
ビ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
栽
培
す
る
う
え

で
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
水
や
り
や
肥
料
の
あ
げ

か
た
な
ど
間
違
っ
て
い
た
の
が
よ
く
わ

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
て

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
長
く
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

北海道から視察者が来町
明和幼稚園・明和保育園

施設の概要などを説甲する築比地教育長

n.

g
 

セルトレーに播かれたベゴニアの説甲をする桑原さん

幼
稚
園
・
保
育
園
が
一
体
的
に
整
備
さ

れ
、
今
年
4

月
か
ら
開
園
し
た
両
園
に

7

月
2
5
日
、
北
海
道
河
西
郡
更
別
村
か
ら
関

係
職
員
4

人
が
、
運
営
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

更
別
村
で
は
、
幼
稚
園
舎
の
老
朽
化
に

伴
い
、
移
転
改
築
計
画
や
子
育
て
支
援
と

し
て
の
望
ま
し
い
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
本
町
を

視
察
さ
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
の
な
い
合
築
さ

れ
た
両
園
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

7

団
体
が

視
察
に
訪
れ
、
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

や
園
庭
・
遊
具
の
相
互
利
用
な
ど
幼
稚

園
・
保
育
園
一
元
化
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

青少年の明るい未来のために
更生保護婦人会

』こ

泉田さんからメッセージを受ける斎藤町長

覇境と人にやさしい新品種開発
江口の柿沼昭博さん

白
菜
の
品
種
改
良
を
4
1
年
間
続
け
て
い
る
江
口
の
採
種
農
家
・
柿
沼
昭
博
さ
ん
(
6
3
)

は
、
土
壌
消
毒
剤
を
使
わ
な
く
て
も
、
根
こ
ぶ
病
に
な
り
に
く
い
「
C
R

柿
沼
1

号
」

と
「
同
2

号
」
を
発
表
し
、
こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
省
か
ら
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

根
こ
ぶ
菌
の
汚
染
ほ
場
で
、
1
0
数
年
間
に
わ
た
り
選
抜
を
行
い
完
成
さ
せ
た
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
で
白
菜
の
栽
培
は
少
農
薬
で
対
応
で
き
る
た
め
、
環
境
と
人
に
や
さ
し

発
い
新
品
種
の
誕
生

開
と
な
り
ま
し
た
。

企

を種
柿
沼
さ
ん
は

D
o
o

「
根
こ
ぶ
病
の
菌

は
優
性
遺
伝
を
す

< 
に
る
の
で
、
菌
の
抵

リ
抗
性
の
強
さ
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

な
ん

病
沼
意
義
あ
る
登
録
で

す
」
と
話
し
て
い

ぶ
柿
こ
た
根
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
展
開
し

て
い
る
明
和
町
更
生
保
護
婦
人
会
（
会

長
泉
田
千
代
子
さ
ん
）
で
は
、
1
6
人

の
会
員
が
7

月
3

日
、
駅
前
や
街
頭
で

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
青
少
年
の
非

行
防
止
を
呼
び
か
け
た
後
、
役
場
を
訪

れ
、
斎
藤
町
長
に
「
青
少
年
の
未
来
を

考
え
る
社
会
の
母
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
婦
人
会
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中

で
「
次
代
を
担
う
青
少
年
が
明
る
い
希

望
の
も
と
に
今
日
を
生
き
、
輝
か
し
い

未
来
を
拓
い
て
い
け
る
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
」
と
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健

全
育
成
の
一
層
の
推
進
を
行
政
側
に
求

め
ま
し
た
。

身近な情報をあ寄せください。 平成12年 8 月 10 日（木） (10) 



新品種の桃を食味
登録に向けて調査・研究

反射材はみんなのために
交通安全教室

田
島
の
新
井
幹
一
さ
ん

(
6
9
)の桃

園
で
接
木
し
た
桃
の
木
に
新
品
種
の
桃

が
実
り
、
田
島
桃
組
合
員
や
県
農
業
改

良
普
及
員
ら
関
係
者
が
、
7

月
1
9
日
に

田
島
公
民
館
で
食
味
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
品
種
は
、
7

年
前
に
観
賞
用
の
花

桃
に
川
中
島
白
桃
を
接
木
し
た
結
果
、

突
然
変
異
に
よ
り
出
現
。
す
で
に
県
の

試
験
場
で
こ
の
研
究
を
し
て
お
り
、
新

品
種
と
し
て
登
録
す
る
に
は
有
望
で
あ

る
そ
う
で
す
。

7

月
上
旬
か
ら
収
穫
で

き
、
お
い
し
い
の
が
特
徴
で
す
。

今
後
、
田
島
桃
組
合
で
品
種
登
録
が

で
き
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
重
ね
な
が

ら
、
桃
の
生
産
の
普
及
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、広―/
交適安全を訴える郷所長

二雫こへ． 、一乙疇”:.. - • 
新品種の桃の食味会を付った新井さん（手前）

7

月

2
8日
に
須
賀
公
民
館
で
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
2
7

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

郷
所
長
か
ら
実
話
を
基
に
悪
徳
訪
問
販

売
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
3
0
分
ほ
ど
講
話

が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
反
射
材
は
自
分
の

た
め
に
付
け
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の

た
め
に
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
反
射
材
の
配

布
、
着
用
を
促
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
講
師
団
に
よ
る
奇
術
や
交

通
安
全
の
映
画
も
上
映
さ
れ
、
講
話
を
聞

か
れ
た
か
た
は
「
毎
年
聞
き
に
来
て
い
ま

す
。
反
射
材
は
孫
が
塾
等
で
遅
く
な
る
た

め
1

つ
あ
げ
ま
し
た
。
も
う
1

つ
あ
る
の

で
自
分
も
な
る
べ
く
つ
け
る
つ
も
り
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

赤城山の自然を満喫
ハイキング教室

投票擾良地区を表彰
投票率 1 位は入ケ谷地区

社
会
体
育
館
で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

を
7

月
1

日
、
4
2
人
の
参
加
者
を
得
て
赤

城
山
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
体
育
指
導

委
員
の
指
導
の
も
と
、
赤
城
山
の
大
沼
、

覚
満
淵
、
小
沼
周
辺
の
花
や
植
物
・
水
辺

な
ど
を
眺
め
な
が
ら
約

1
0
]の
山
歩
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
、
ハ
イ
キ
ン
グ
は
中

高
年
層
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

参
加
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
し
ば
し
ば
足
を
止
め
、
湿

原
植
物
の
観
賞
や
記
念
撮
影
を
し
な
が
ら

談
笑
す
る
な
ど
、
約

4

時
間
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。
歩
き
終
っ
た
後
「
お

互
い
に
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

感謝状を受け取る入ケ谷区長（左伺）

｛
ー
ー
、
―参加された皆さん

6

月
2
5
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
優
良
地
区
表
彰
式
（
町
内
行
政
区

単
位
）
が
7

月
2
5
日
、
各
地
区
の
区
長
ら

2
0
人
ほ
ど
が
出
席
し
て
役
場
会
議
室
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
、
投
票
総
参
加
運
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
小
選
挙

区
の
投
票
率
第

1

位
1
1

入
ケ
谷

(
8
8
.

0
0
%
)
、
第
2

位
1
1
下
江
黒

(
8
2
.
1
3
%
)

、

第
3

位
1
1

川
俣

(
7
9
.
6
3
%
)
の
上
位
地

区
に
小
松
原
｛
貫
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
県
投
票
率

(
6
3
.
2
8
%
)

を

上
回
っ
た
地
区
の
う
ち
、
入
賞
し
た

3

地

区
以
外
の
地
区
に
努
力
賞
が
贈
ら
れ
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

(11) 平成12年 8 月 10 日（木）



夏
ま
つ
り
の
季
節
を
迎
え

た

7

月
、
町
内
の
各
地
区
で
は
‘

趣
向
を
凝
ら
し
た
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
下
泰
手
・

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
郷
土
芸

熊
の
榔
子
舞
ゃ
里
神
楽
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
威

勢
の
よ
い
か
け
声
’
と
と
も
に

子
ど
も
み
こ
し
な
ど
が
絲
り
出

し
た
ほ
か
、
八
木
節
や
カ
ラ
オ
ケ
‘

模
擬
店
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
大
鋳
の
か
た
が
た

が
一
体
と
な
っ
て
夏
ま
つ
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

な
お
、
歴
史
あ
る
郷
土
芸
熊
は
‘

い
つ
ま
で
も
伝
え
継
が
れ
て
い

く
よ
う
に
抜
継
者
の
育
成
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
郷
土
芸
熊
や
み
こ

し
な
ど
の
イ
ベ
レ
ト
が
行
わ

れ
た
、
い
く
つ
か
の
地
区
を

で
紹
介
し
ま
す
。

▲中学生による獅子舞（ささら）：斗合田

»
里
神
楽
（
あ
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
）
；
大
輪

«
力
強
く
舞
う
獅
子
舞
（
さ
さ
ら
）
こ
江
口

▲八木節保存会による八木節：矢島

予
〖

ザ
＼
、
7母

応

»
御
神
輿
ロ
ー
ド
を
練
り
歩
く
大
人
み
こ
し
二
人
佐
貫

、
99

,
'
 ,' 

平成12年 8 月 10 日（木） (12) 



男
性
）

矢
島
地
区
の
排
水
路
を

昔
の
川
に
戻
す
努
力
を

し
て
く
だ
さ
い

Q
矢
島
地
区
の
中
心
を
流
れ
る
排

水
路
の
件
で
す
が
、
私
た
ち
が

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
水
泳
・
洗
濯
・
魚

取
り
・
魚
釣
り
等
遊
び
場
の
中
心
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

現
在
の
排
水
路
の
よ
う
す
は
、
あ
る
と

き
は
悪
臭
が
し
た
り
、
汚
れ
が
ひ
ど
く

魚
一
匹
も
泳
い
で
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
昔
の
川
に
戻
す
努
力
を
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
方
法
と
し
て
は
、

月
に
二
度
位
水
を
流
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
清
流
が
か
な
り
戻
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

（
矢
島

ご
質
問
の
排
水
路
は
、
佐
貫
排

A
水
路
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

佐
貫
排
水
路
に
利
根
川

か
ら
冬
水
の
確
保
の
要

請
を
始
め
て
い
ま
す

三面コンクリートに改修された佐貫排水

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

内“
e
“q
〒
i
i小

学
校
へ
ぜ
ひ
と
も
扇

風
機
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い

今
ま
で
石
積
み
の
水
路
で
あ
り
ま
し
た

の
で
老
朽
化
し
た
た
め
、
数
年
前
に
三

面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
全
面
改
修
さ

れ
ま
し
た
。
お
話
の
と
お
り
と
思
い
ま

す
が
、
流
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
夏
の

用
水
期
以
外
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
今
、
県
（
館
林
土

地
改
良
事
務
所
）
と
近
隣
の
市
町
で
国

ヘ
利
根
川
か
ら
の
冬
水
の
確
保
に
つ
い

て
要
請
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
邑
楽
用
水
か

ら
通
水
す
る
こ
と
に
よ
り
水
量
は
少
な

い
で
す
が
、
幹
線
の
排
水
路
へ
流
す
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Q
小
学
校
へ
ぜ
ひ
と
も
扇
風
機
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

理
由
ぶ
｝
真
夏
は
最
高
気
温
3
8
℃
も
上

昇
し
、
教
室
に
居
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
②
ア
ト
ピ
ー
の
子
ど
も
は
、
症
状

が
悪
化
し
て
い
っ
て
る
。
③
日
本
で3

本
の
指
に
入
る
ほ
ど
の
地
域
で
あ
る
。

（
新
里
男
性
）

m 
（
経
済
課
）

農
家
生
活
改
羞
グ
ル
ー
プ
に
よ

A
る
「
直
売
所
」
が
、
ふ
る
さ
と

保
健
セ
ン
タ
ー
北
側
の

直
売
所
で
新
鮮
な
野
菜

等
を
販
売
し
て
い
ま
す

町
の
農
産
物
を
安
く
売

り
出
す
場
所
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い

本
町
学
校
の
冷
房
化
に
つ
い
て

A
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
室
や
保
健
室
、
職
員
室
等
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

か
の
普
通
教
室
や
特
別
教
窒
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
冷
房
装
置
は
整
備

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
は
、
近
隣
の
市
町
は
も
ち

町
の
農
産
物
を
安
く
売
り
出
す

Q
場
所
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
の
発
展
と
宣
伝
に
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。
（
中
谷
女
性
）

効
果
や
必
要
頻
度
等
を

学
校
と
も
協
議
を
重
ね

検
討
し
ま
す

新鮮な野菜等を買い求めるかたがた

ろ
ん
、
県
内
の
市
町
村
で
も
ほ
と
ん
ど

同
様
で
す
。
暑
い
盛
り
に
は
、
学
校
が

夏
季
休
業
に
な
る
た
め
に
冷
房
装
置
の

必
要
性
が
、
一
般
家
庭
に
比
べ
れ
ば
薄

い
と
い
う
の
が
そ
の
大
き
な
理
由
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
夏
季
休
業
中

の
前
後
に
も
、
確
か
に
暑
い
日
は
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
四

季
折
々
の
自
然
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
も

教
育
の
一
環
で
あ
り
、
大
事
な
体
験
に

な
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
扇
風
機
設
置
に
つ
い
て

は
、
そ
の
効
果
や
必
要
頻
度
等
に
つ
い

て
学
校
と
も
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

の
広
場
前
保
健
セ
ン
タ
ー
北
側
で
毎
週

水
・
土
曜
日
（
午
後
0

時
3
0
分
か
ら1

時
3
0
分
）
の2
日
間
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
新
鮮
な
野
菜
等
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
経
済
課
）
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私
が
日
本
に
来
て
も
う
1

年
経
っ
た

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
ま
す
。
1

年
が
ほ
ん
の
数
か
月
の
こ
と
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
そ
し
て
間
違
い
な
く
、
私

の
人
生
の
中
で
最
良
の
時
で
も
あ
り
ま

し
た
。

自
分
の
妻
や
子
ど
も
に
会
い
た
く
て

つ
ら
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
も
し

同
じ
機
会
を
い
た
だ
け
る
な
ら
、
も
う

一
度
こ
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
が
明
和
町
に
来
て
か
ら
、
本
当

に
多
く
の
人
が
温
か
く
、
親
切
に
私
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
異
国

か
ら
き
た
外
国
人
と
し
て
で
は
な
く
、

旧
知
の
友
人
の
よ
う
に
私
の
面
倒
を
み フィリップ・ドーアティさん

が
変
わ
り
ま
す

英
語
指
導
助
手

て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
を
離
れ
る
こ
と

が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

私
は
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
と

と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
り
ま
す

が
、
こ
の
思
い
出
は
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
大
切
な
宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

何
度
も
飲
ん
だ
日
本
酒
の
せ
い
で
ぽ
ん

や
り
と
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
思
い
出
も

あ
り
ま
す
が
…
…
…
。
こ
れ
か
ら
日
本

の
友
人
達
と
一
緒
に
ビ
ー
ル
を
飲
め
な

い
と
思
う
と
寂
し
く
な
り
ま
す
。

や
は
り
明
和
中
学
校
で
の
こ
と
が
一

番
の
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
い
ま
だ
か

つ
て
こ
ん
な
に
も
笑
顔
で
楽
し
い
気
持

ち
で
毎
日
を
過
ご
せ
た
職
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
先
生
方
と
生
徒
達
の
お
か
げ
で

順
調
に
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

1

年
だ
け
と
い
う
家
族
と
の
約
束
を

守
っ
て
こ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

帰
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
妻
も
私
も
大
学

で
の
勉
強
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
小
学
校
の
教
員
資
格
を
取

る
た
め
に
も
う

1

年
大
学
に
行
き
、
そ

の
あ
と
で
ま
た
将
来
日
本
に
戻
っ
て
こ

れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
生
活
が
こ
ん
な
に
も
快
適

で
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
で
き
た
の

は
多
く
の
友
人
達
、
そ
し
て
明
和
町
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

明
和
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

明
和
町
に
来
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
動

し
て
い
ま
す
。
明
和
町
は
と
て
も
素
敵

な
町
で
皆
さ
ん
が
大
変
親
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。
前
任
者
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
同

じ
よ
う
に
素
晴
ら
し
い

A
E
T

に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
日
本
人
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
日
本
語
は
ほ
と
ん
ど

話
せ
ま
せ
ん
。
日
本
語
が
早
く
話
せ
る

よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
手
助
け
し
て
く
だ

さ
い
。
私
も
、
誰
も
が
英
語
を
学
び
た

く
な
る
よ
う
に
最
善
を
尽
く
す
つ
も
り

で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
互
い
に
日

本
語
、
英
語
に
堪
能
に
な
れ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

明
和
町
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。久• 乙: アイバン・チャンさん

明
『
可
濾
し
’
.
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家族で参

家庭介護教室
参加者葛鯛

町では、在宅介護を支援するため、

次のとおり家庭介護教室を開催しま

す。この教室は、寝衣交換や床ずれ

の予防、排泄の援助等、今すぐ使え

る介護技術や福祉制度の活用方法等

について学ぶとともに、実際介護し
いや

ているかたの介護疲れを癒し、リフレ
ッシュしていただくための事業です。

大勢の皆様の参加をお待ちしてお

ります。

◎受講料・・無料

◎申し込み先・・保健福祉課ヘ

11/2 （木） 10/6 （金） 9/1 （金） 1 日
13: 30 13. 30 13 • 30 
s s s 時
15 30 15 45 15 45 

n: 
ー高齢者 介護巴実齢者コ高

内

食事しの 病篇の気の
六合

楽 言

0 してみませ か

小
学
校
4
、
5

、

6

年
生
の
親
子
を

対
象
に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
料
理
が
初
め
て
な
子
も
得
意
な
子

も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お

い
し
い
料
理
に
挑
戦
し
よ
う
！

【
日
時
】

平
成
1
2年
8

月
2
5日
⑥

午
前
9
時
3
0分
ー
午
後
2

時
頃
ま
で

【
会
場
】

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

【
内
容
】

食
生
活
に
つ
い
て
の
あ
話
・
調
理
実

習
・
楽
し
い
昼
食
会

【
講
師
】

食
生
活
改
善
推
進
員
・
保
健
福
祉
課
職

員【
当
日
用
意
す
る
も
の
】

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
ま
だ
は

ハ
ン
カ
チ
・
参
加
費
1

人
3
0
0
円

参
加
希
望
者
ま
た
は
あ
問
い
合
わ
せ
は

8
月
1
8
日
⑱
ま
で
に
保
健
福
祉
課
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

す
さ
、
心
f
•
”
ヽ
す
＂
f
0
"
f
”
ヽ
＂
f
す
”
f

,
3f
”
0
"
f
い
、
で
、
ヤ
す
5
f
．
｀
す
＂
f
ぃ
ヽ
”
f
·
·
"
f
.
”
:
”
ヽ
”
f
.
5
f
す
”
ヽ
”
0
”
`
す
で
、
｀
｀
｀
す
5
f
す
”
f
"
ヽ
”
、
{
•
"
f
.
5
p
す
”
f
”
ヽ
”
、
す
｀
す
5
p
す
で
、
｀
｛
．
｀
す
5
0
す
”
f
”
ヽ
”
p

「
親
と
子
の
料
理
教
室
」
参
加
者
壽
鯛

,
'
"
5
"
名
”`
9
"
5
;
;
`
"
•
:
a
"

名
し
名
1
.
:
1・9
5
"
•
;
1
名

9
5

5.`‘ 

m
・

.
5
 で

心
の
健
康
相
談
開
催
•
~
•

•SE. 

．
i
．
の
お
知
ら
せ
．
｛
．

が.. 

9
 

ふ

E
.

`
 .

.

 

2
 

ャ

．

5．
痴
呆
や
、
閉
じ
こ
も
り
等
心
の
ゃ

・
←
健
康
に
関
す
る
相
談
会
を
次
の
と
．

5．

ふ
”
.
`
•
お
り
開
催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
．
9

.
5

や

．
i
．
さ
れ
る
か
た
は
、
8
月

2
5日
面
ま
｛

.
5

で
に
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
心
．

ヽ
・・
い
・
ヤ

．

5．
し
込
み
く
だ
さ
い
。

E
.
 

.
 
9
 

ャ

が
日
時
：
8

月

3
1
日
困

a
.
 

.
 

“`· 
｀
・
午
後

2

時
ー
4

時
、

9
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a
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．
i
．
場
所
…
保
健
セ
ン
タ
ー
・
”

．
i
．
相
談
医
…
館
林
厚
生
病
院
”

．5，
精
神
科
狩
野
正
之
医
長
：
·

` 

.9 

.
`
a

疇
.9 
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a

`
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い
つ
ま
で
も
，
t
．
.” 

ヽ
・心

．
よ
い
歯
で
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ね
5.
 

.
 
“
n

・

.” 

.5. 
•
町

a
.

ｷ̀ 心6
月

1
3日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
母
吐

`• .” 

心
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
地

E
貪

．
ゃ
区
審
査
会
」
に
明
和
町
か
ら
2

組

5
.

ふ．5
．
の
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。
．

9

.“”. 

．
~
事
須
賀
落
合
由
里
子
さ
ん
拉

・
町
桃
子
ち
ゃ
ん
親
子
拉

ｷ̀ 
、
.

.

 

9
 

*” 

・
←
矢
島
藤
野
三
枝
子
さ
ん

s
髯

ヤ

．

5．
良
祐
君
親
子
で
す
。

a
.

叫
こ
の
コ
ン
ク
—
ル
は
平
成

1
1年
．
[
●

.` .5”. 

が
．
度
中
に
3

歳
児
健
康
診
査
を
受
診
．
~

.m ．
~
．
し
、
母
子
と
も
ど
も
口
腔
状
態
が
”

ｷ̀ .5
良
好
で
あ
る
た
め
、
代
表
に
選
ば
拉4 

.” 

心
れ
ま
し
た
。
”
.

．
~
・
皆
様
も
よ
い
歯
を
大
事
に
し
ま5
.

•
町
や
ヽ
・
し
ょ
う
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昨年のウオーク＆ウオーク

男
子
の
部

優
勝
坂
上
秀
成

準
優
勝
台
佳
弘

3

位
石
村
正

第
回
明
和

オ
ー
プ
ン
テ
ス
大
会

（
敬
称
略
）

優
勝
吉
永
キ
ク
エ

準
優
勝
始
澤
き
み

3

位
林
フ
ミ
子

第
1
3
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会（

敬
称
略
）

各
種
町
民
大
会
と
も
、
参
加
資
格
が

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
で
、
参
加
費
は

無
料
で
す
。
申
し
込
み
は
、
社
会
体
育

館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
展
開

河
川
愛
護
月
間
中
の
7

月
2
3
日
、
町

体
育
施
設
利
用
団
体
の
人
た
ち
3
6
団
体

2
9
1

人
が
炎
天
下
の
中
、
利
根
川
総

合
運
動
場
周
辺
の
河
川
敷
清
掃
「
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

3
 

女
子
の
部

優
勝
台
路
子

準
優
勝
吉
永
文
子

3

位
野
口
淳
子

各
種
町
民
大

会

r 餅簡↑！
社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

各種町民大会一覧表

河
川
敷
清
掃

2
9
1

人
が
参
加

に

1 期日 対象者 1 場所 ／申込期限

'□口／三／［J-三／三ーロ9口言ウォーク 1 :：（土） 二`1：[)冒：さとの広場 1「 8月 23 日（水）
9胃已トン大会口中学生以上社会体育館 18月27 日（日）
- | 

ふるさとの広場 1 8月 27 日（日）

-------1------

一般 1 置喜；総合 9月 3 日（日）二］ー）／るーここ；ーロ］0 日（日）
I 老人福祉センター

大 会 名

ニーニーロロ：□＿----
第3回町民 9月
サッカー大会 1 17•24 日（日）
第2回町民 9月

マラソンテニス大会 23 日（土）

第2回EBJ民 19月
ゲートボー）レ大会 |30 日（土）

几
又
舟

几
又
舟 9月 1 ワ日（日）

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

3

位
明
和
ク
ラ
ブ

第
回
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2
 

｀した「キャッツ愛」チーム

~―一

河川敷の清掃作業を行う参加者

こ
の
清
掃
は
、
河
川
愛
護
や
環
境
浄

化
を
目
的
に
毎
年
2

回
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
今
回
は
、
建
設
省
利
根
川

上
流
工
事
事
務
所
の
職
員
1
0
人
も
参
加

し
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

5

月
2
0
日
に
水
防
演
習
の
会
場
と
な

っ
た
場
所
は
運
動
場
に
復
元
中
の
た

め
、
そ
れ
を
除
い
た
場
所
で
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
手
に
空
き
缶
や
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、

運
動
場
の
側
溝
に
溜
ま
っ
た
泥
な
ど
を

ス
コ
ッ
プ
で
取
り
除
く
作
業
や
運
動
場

内
の
除
草
作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し

こ
。t
 

参
加
者
は
「
河
川
敷
は
、
き
れ
い
に

見
え
て
も
草
む
ら
に
ご
み
が
捨
て
て
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、

捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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ヽロ河

i
u
貞
山
堀
h

川隈武阿

の
び
る
野
蒜
と
は

石巻湾

仙
台
の
近
く
に
有
名
な
松
島
が
あ
る

が
、
そ
の
松
島
湾
の
東
裏
三
キ
ロ
程
の
と

な
る
せ

こ
ろ
に
鳴
瀬
川
が
石
巻
湾
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。
そ
の
河
口
に
野
蒜
と
い
う
小

さ
な
漁
村
が
あ
っ
て
、
こ
こ
を
東
北
地

方
の
経
済
基
地
と
す
べ
く
明
治
十
一
年

に
国
の
計
画
と
し
て
大
工
事
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。
工
事
概
要
を
略
記
す
る
。

一
野
蒜
港
建
設
嗚
瀬
川
河
口
か
ら

海
上
に
向
け
東
西
両
突
堤
一
五

0
信

を
築
き
船
舶
入
港
に
便
な
ら
し
め
、

そ
の
奥
に
河
底
を
浚
渫
し
て
船
溜

野蒜拡大
ま
り
を
作
る
。

二
北
上
運
河
野
蒜
と
石
巻
間
約
一

三
詞
幅
二
八
信
、
水
深
一
・
八
信

の
運
河
を
掘
削
す
る
。

と
う
な

―
―
―
東
名
運
河
野
蒜
と
松
島
湾
間
約

三
閏
幅
・
水
深
は
北
上
運
河
に
準

じ
る
。

四
船
溜
ま
り
に
接
し
て
市
街
地
を
造

成
し
、
威
言
察
署
、
電
信
局
、
測
候
所
、

銀
行
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
港
務
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
し
た
。

五
貞
山
堀
本
工
事
の
対
象
外
で
あ

る
が
、
伊
達
政
宗
が
計
画
し
た
運
河

で
福
島
県
阿
武
隈
川
河
口
納
屋
か
ら

海
岸
線
に
沿
っ
て
松
島
湾
牛
生
ま
で

の
水
路
約
三
一
％
が
江
戸
時
代
を
通

神
谷

憲

記

じ
て
断
続
的
に
掘
ら
れ
明
治
八
年
に

完
成
し
て
い
た
。
貞
山
は
伊
達
政
宗

ぉ
<
h
な

の
誼
で
あ
る
。

以
上
の
運
河
に
よ
っ
て
福
島
県
、
仙

台
平
野
の
物
資
が
舟
運
に
よ
り
野
蒜
に

達
し
、
ま
た
盛
岡
周
辺
の
物
資
も
北
上

川
か
ら
北
上
運
河
を
通
っ
て
野
蒜
に
集

め
ら
れ
、
野
蒜
で
汽
船
に
積
み
替
え
て

日
本
各
地
の
港
に
輸
送
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
東
北
地
方
は
米
の
生
産
地
で
あ

る
か
ら
主
と
し
て
米
の
搬
出
を
考
え
て

い
た
。
今
様
に
い
え
ば
一
大
流
通
セ
ン

タ
ー
と
い
う
べ
き
か
。

で
は
な
ぜ
野
蒜
に
大
工
事
が
行
わ
れ

た
か
。
第
一
は
東
北
開
発
で
あ
る
。
明

治
維
新
後
も
東
北
地
方
は
格
段
の
経
済

の
立
ち
遅
れ
状
態
に
あ
り
、
産
業
振
興

を
行
っ
て
地
域
開
発
を
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
に
は
ま
ず
交
通
運
輸
を
便
利

に
し
て
流
通
を
増
進
さ
せ
る
の
が
必
要

条
件
で
あ
る
。
第
二
は
維
新
後
士
分
を

取
り
上
げ
ら
れ
た
旧
士
族
の
職
が
な
く

不
平
が
高
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
西
南

戦
争
で
戦
っ
た
復
員
軍
人
に
は
十
分
な

恩
賞
が
な
く
不
平
分
子
が
東
北
地
方
に

溢
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
参
議
大
久
保
利

き
ょ
う

通
内
務
卿
は
こ
の
問
題
を
一
挙
に
解
決

す
べ
く
こ
の
工
事
を
強
力
に
推
進
し
た

の
で
あ
る
。

工
事
に
は
内
務
省
土
木
局
長
石
井
省

一
郎
を
最
高
責
任
者
と
し
、
内
務
省
御

雇
技
師
オ
ラ
ン
ダ
人
セ
イ
・
フ
ァ
ン
・

ド
ー
ル
ン
を
技
術
顧
問
と
し
て
発
足
し

た
。
当
時
の
日
本
に
は
土
木
の
技
術
が

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人

の
技
術
に
頼
っ
た
の
も
や
む
を
得
な
い

方
法
で
あ
っ
た
。

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。
（
内
科
・
外
科
・
産
婦

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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ソーラージステムに
関する無料相談

ソーラーシステム相談センター
•埼玉 80120 (890) 405 

的ソーラーシステム振興協会で

は、ソーラーシステム、太陽熱温水

器等の購入やアフターサービス、取

付後のクレーム問題などに関する相

談を受け付けています。相談は無料

です。お気軽にご利用ください。

◇相談日 毎週月～金曜日

◇時間午前 9 時～午後 5 時

を
か

会
す

査
で

審
じ

察
存

検
ご

太田検察審査会事務局
8(45)7751 

選挙権を有する国民の中からくじ

で選ばれた 11人の検察審査員が、一

般の国民を代表して、検察官が被疑

者（犯人と思われる人）を裁判にか

けなかったこと（不起訴処分）のよ

しあしを審査することを主な仕事と

している「国の機関」です。

交通事故や詐欺など、犯罪の被害

にあって、警察や検察庁に訴えたけ

れども、被疑者を裁判にかけてくれ

ない等、検察官の不起訴処分につい

て納得のいかないかた、検察審査会

について詳しくお知りになりたいか

たは下記の検察審査会事務局にお問

い合わせください。

相談や審査申立についての費用は

一切無料です。また、秘密は因く守

られます。

◇太田検察審盃会事務局

太田市浜町17-5 前橋地方裁判所

太田支部内845-7751

花こよみ

8月の見ごろ

ヒマワリ (7月～9月）

草丈40~300撃

花色（黄•茶・複色）

•ハナスベリヒュ (7月
一ー＇一

~9月） ハナスベリヒュ

草丈20撃

花色（赤・黄・橙．）
桃・白・複色

館林高校オープンスクール
授業や部活動を公開

県立館林高等学校
B (72) 4307 

館林高校は、地域に開かれた学校

づくりの一環として学校のすべてを

公開します。町民の皆様には高校の

教育活動をご覧いただき、ご意見を

賜りたいと思います。

◇日時 9 月 9 日田午前10時～午

後3時（都合のよい時間帯にお越

しください）

◇場所館林醐等学校

◇内容午前：授業公開

午後：部活動公開

※学生食堂も利用できます。

太田産業技術専門校＇
学生募集

県立太田産業技術専門校
匹 (31)1776

◇募集科目・定員 NC オペレータ

科、溶接科各20人

◇訓練期間 10月 2 日～ 13年3月 15 日

◇対象者技術を身につけ、就職を

希望するかたならどなたでも

◇受付期間現在、受付中です。定

員になり次第締め切ります。

◇選老日随時

◇選老方法 簡単な筆記試験と面接

◇提出書類 入校願書と健康診断書

◇在学中の費用 授業料は無料（た
だし、教科書・実習服などは、自

己負担になります）

◇申し込み 太田産業技術専門校へ

がん電話相談

（財）群馬県健康づくり財団
8027 (269) 7812 

◇日時 9 月 27 日困・ 28 日（木） •29 日

倹） 午前10時～午後3時

◇対象者 がんに対する不安を持っ

ている人・家族等

◇相談に応する者 ひまわりの会会

員（胃・乳腺・子宮がんの克服者

であり、医師・保健婦等有資格者

ではありません）

◇相談内容相談者の療養上や術後

の経過等、日常生活の中での不安

に対し、会員が自らの体験に基づ

くがん克服の適切なアドバイス

◇電話番号 027 (269) 2291 • 2292 

東京電力館林営業所 8(72)4340
（財）関東電気保安協会 8(46)8333

通産省では、 8 月を電気使用安全

月間と定めています。皆さんが次の

ことに気を付けて電気のより安全な

使用、省エネルギーに努めまじょう。

〈電気使用安全関係〉

・アース線はしつかりと取り付けま

しょう

・使い終わった電気製品のプラグは

すぐ抜きましょう

•堀電遮断器を取り付けて事故を防

ぎましょう

• 4 年に 1 回電気の安全調査を受け

ましょう
〈省エネルギー関係〉

・室内の冷房設定温度は控えめにし

ましょう

・窓側や昼休みの消灯励行を心掛け

ましょう

・見ていないテレビは主電源で消し

ましょう

一人ひとりの備えと地域の自主防災組織でまちの防災力を高めよう．I

8 月は電気使用
安全月間です

2000年夏のコッコッ
(C02C02) 作戦イ

県庁環境政策課
匹027(223)1111

群馬県省資源運動推進会議では、

県民の皆様と省資源・省エネルギー

に取り組み、環境にやさしいライフ

スタイルを進めるため、夏のコッコ

ツ (C 02C 0り作戦重点取組事項

を決定しました。地球温暖化を防ぎ、

私たちの環境を守るためできること

からコッコッと取り組みましょう。

実施期限 9 月 29 日僅

重点事項
①軽装を心掛け、冷房は28℃程度に

設定しょう！

②昼休みの消灯や使わないOA機器

のスイッチオフ、残業時の使わな

い照明の消灯に心掛けよう！

③エレベーターの利用を控え、最寄

り階へは、階段を使おう！

④ごみを排出する時は、分別排出を

行う等によりリサイクルの推進を

心掛けよう！

⑤外出をする時は、なるべく公共交

通機関、自転車を利用しよう！

⑤運転をする時には、急発進、急加

速、空ふかしや駐・停車時のエア

コン使用のためのアイドリングを

やめよう！
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＜弓し

町の無料法律相談

日時＝ 9 月 11 日国）

午前10時～午後 1 時
場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝森尻弁護士
受付＝ 9 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 9 月 14 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 9 月、 11年 9 月、 12
年 2 月、 5 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 9 月 5 日（灼
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 9 月 18 日旧）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

年 金 相 号火
ロ火

日時＝ 9 月 21 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 9 月 14 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>町県民税[>国民健康保険税

[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 8 月 31 日（木）

さわやか金山
ウォーキング大会，•

`‘~ ~ ~ 

東毛広域市町村圏振興整備組合
（太田市役所内） 8(47)1850 

東毛広域市町村圏振興整備組合

（構成市町：太田・館林の 2 市、尾
島・新田・板倉・明和・千代田・大

泉・邑楽の 7 町）では、組合設立30

周年記念として「さわやか金山ウォ

ーキング大会」を開催します。金山

の自然を満喫しながらウォーキング

を楽しんでみませんか。当日は構成

市町の特産品を格安で提供する観光

物産展も行われます。

◇日時 11 月 12 日（日） 午前 7 時30分

～午後 2 時 （小雨決行）

◇集合場所太田市役所

◇コース ①丘陵コース 10km (9 時
スタート） ②平坦コース 6 km (9 

時30分スタート）

◇参加費 100円（傷害保険料含む）

◇募集定員 1,500名（先着順）

◇申し込み 官製はがきに住所、氏

名、年齢、電話番号、参加コース

を明記のうえ、〒373-8718太田市

浜町 2 番35号太田市役所内東

毛広域市町村圏振興整備組合「さ

わやか金山ウォーキング大会」へ

郵送、もしくは役場企画課に直接

お申し込みください。

◇応募期限 9 月 29 日僅）

自衛隊の採用試験

自衛隊群馬地方連絡部太田出張
所 a (45) 5563 

防衛庁では、平成 12年度の陸·

海・空自衛隊の採用試験を行います。

◇受付期間 8月 7 日旧）～9月 8 日倫）

◇応募資格 ► 2等陸•海・空士お

よび曹候補士： 18歳以上27歳未満

の者 ► 一般曹候学生： 18歳以上

24歳未満の者 ► 航空学生（海・

空） ：高卒（見込み） 21歳未満の

者

◇試験日・会場 ► 2 等陸•海・空

士：男子 9 月 1 7 日（日）・ 1 8 日

旧）・ 19 日因内 1 日 新町駐屯地

女子9 月 25 日（月） 相馬原駐屯地

► 一般曹候学生・曹候補士9月 16

日田太田市福祉会館 ► 航空学

生（海・空） 9 月 23 日(±) 新町駐

屯地

◇申し込み 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

「<‘んま県民カレッジ」
入学者募集

県生涯学習センター学習振興課
8027 (224) 5700 

◇県民カレッジとは 県教育委員会

が本部となり、県や市町村、博物

館等施設、県民文化大学関係機関

のほか放送大学などを連携機関と

し、それぞれの学習機関が開催す

る様々な講座を県民の皆さんに提
供するシステムです。

◇入学万法 中央公民館に配布され

た「入学申込書」に必要事項を記

入のうえ、〒 371-0801前橋市文京

町2-19-18 群馬県生涯学習セン

ター ぐんま県民カレッジ事務局

ヘ郵送してください。入学者には

受講者手帳が交付されます。

◇受付随時受付中

◇入学資格群馬県に居住または通

勤・通学しているかた

◇入学料無料（ただし、教材費や

受講料のかかる講座もあります）

◇単位の認定 カレッジの提供する

講座を受講した際、学習時間 1 時

間について 1 単位が認定されま

す。この単位認定は講座の主催者

が受講者手帳にスタンプを押印す

ることにより行われます。

◇奨励賞百、三百、五百単位など

単位の累積により奨励賞が授与さ

れます。

県の生活環境を保全
する条例等説明会

県庁環境保全課
を027(226)2833

「群馬県の生活環境を保全する条

例」および「PRTR法」（特定化
学物質の環境への排出量の把握等及

び管理の改善の促進に関する法律）

説明会を開催します。

◇対象者事業者、一般のかた、市

町村担当者

◇日時 9 月 21 日（木） 午前10時～午

後 4 時

◇会場館林市文化会館小ホール

◇定員 150人

◇申込方法 入場は無料です。住所

・事業所名・参加人数・参加希望

日・担当者名・電話番号 •FAX

番号を記入のうえ、館林保健福祉

事務所環境課にはがきまたは FA

X で 9 月 18 日旧）までにお申し込み

ください。

(19) 平成12年 8 月 10 日（木） 8 月 30 日⑳～ 9 月 5 日⑳ 防災週間
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※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 8 月 10 日（木） (20) 
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風船を使ってのエアロビ
とっても楽しいよ！

子どもたちは、夏休みのひとときをエアロビ

で楽しみました。

今月の主な紙面

・情報公開制度10月 1 日スタート…②～③

・大勢の町民でにぎわっだ明和まつり……④～⑤

•長寿者100人紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑥～⑦

• 1 0月から介護保険の保険料徴収開始…⑧



こ）

平成12年 3 月議会で制定された「明和町情報公開及び

個人情報保護に関する条例」に基づき、より開かれた町

政を目指して、いよいよ 10 月 1 日から情報公開制度がス
タートします。同時に町ではプライバシ＿の保護の観点

から町の実施機関が保有する個人情報の適正な取り扱い

に関し、具体的なルールを定めましたので制度の概要を

ご紹介します。

情
報
公
開
. 血
開
か
れ

個
人
情
報
保
護

制
度
と
は

皆
さ
ん
が
明
和
町
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
「
広
報
め
い
わ
」
や
役
場
が
発

刊
す
る
各
種
刊
行
物
が
役
に
立
ち
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
だ
け
で
は
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合

に
「
情
報
公
開
制
度
」
が
利
用
で
き
ま

す
。町

の
情
報
公
開
制
度
と
は
、
明
和
町

が
持
っ
て
い
る
各
種
の
情
報
（
公
文
書

等
）
を
請
求
者
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
従

っ
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、

町
が
持
っ
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
自
身

の
情
報
（
個
人
情
報
）
を
住
民
の
皆
さ

ん
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
く
こ
と

を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

情
報
公
開
制
度

と
は

個
人
情
報
保
護
制
度

/ 

非
公
開
の
対
象
と

な
る
情
報
は

公
開
（
開
示
）
の
対
象

と
な
る
情
報
は

え
を
め
ざ
し
て

こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
町
は
、

町
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
保
管
や

収
集
方
法
•
利
用
方
法
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
町
が

持
っ
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
開

示
や
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
開
の
対
象
と
な
る
情
報
は
、
今
年

1
0月
1

日
以
後
に
町
の
職
員
が
職
務
で

作
成
し
た
り
、
取
得
し
た
文
書
、
絵
画

や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
、
決
裁
な
ど

の
手
続
き
が
終
わ
り
、
現
に
町
が
保
管
、

保
存
し
て
い
る
も
の
で
す
。

町
の
情
報
は
、
公
開
が
原
則
で
す
が
、

公
開
す
る
と
支
障
の
あ
る
次
の
情
報
等

は
例
外
的
に
非
公
開
と
な
り
ま
す
。

①
個
人
に
関
す
る
情
報

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
、
特

定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
等

②
法
人
等
に
関
す
る
情
報

営
業
の
自
由
等
を
保
護
す
る
目
的
の

も
の
で
、
法
人
等
に
不
利
益
を
生
じ

さ
せ
る
情
報

③
国
等
と
の
信
頼
関
係
に
関
す
る
情
報

行
政
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
観
点

か
ら
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
国
等

と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
情
報

④
審
議
・
検
討
に
関
す
る
情
報

行
政
機
関
の
適
正
な
意
思
決
定
に
支

障
を
及
ほ
す
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

⑤
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報

町
や
国
が
行
う
事
務
・
事
業
で
あ
っ

て
、
そ
の
性
質
上
開
示
す
る
と
適
正

な
遂
行
に
、
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
情
報

⑥
公
共
の
安
全
等
に
関
す
る
情
報

公
に
す
る
と
犯
罪
を
容
易
に
し
た

り
、
人
の
生
命
や
財
産
の
侵
害
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

1
0月
1

日
ス
タ
ー
ト

平成12年 9 月 10 日（日） (2) 
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戻
五
裟

3
~
万
り
~
ぶ
~
：

~
~
r
~
r
~

，
~
呟
丞
ぷ
~

請求者

公開（開示）の請求

情報公開窓口（総務課）

担当各課等

公開（開示）

公開・非公開等
の決定通知

公
文
書
の
公
開
は
、
だ
れ
で
も
請
求

が
で
き
ま
す
。
町
内
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

町
外
の
人
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
国
籍

も
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
個
人
情
報
は
当
該
本
人
の

か
た
に
限
り
ま
す
。

役
場
総
務
課
が
情
報
公
開
の
窓
口
に

な
り
ま
す
。

窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
請
求
書
に
住

所
、
氏
名
、
知
り
た
い
情
報
の
概
要
等

を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

公
開
（
開
示
）
請
求

の
手
続
き
は

公
開
（
開
示
）
請
求

で
き
る
人
は

費
用
負
担
は

公
開
（
開
示
）

方
法
は

の

゜

指定の日時・場所で

請求者

公
開
や
開
示
の
手
数
料
は
無
料
で

請
求
の
あ
っ
た
情
報
は
、
請
求
書
を

提
出
し
受
理
さ
れ
た
日
か
ら

1
5日
以
内

（
原
則
）
に
公
開
（
開
示
）
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
し
、
請
求
者
へ
通
知
し
ま

す
。情

報
が
公
開
、
ま
た
は
一
部
が
公
開

と
な
っ
た
場
合
は
、
公
開
の
日
時
や
場

所
を
通
知
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
日
時
、
場
所
で
閲
覧
や
視

聴
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

不町

服の

の決

と定

きに

は

す
。
ま
た
、
写
し
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
実
費
費
用
を
い
た
だ
き
ま

す
。公

開
・
非
公
開
（
開
示
・
非
開
示
）

の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
に

は
、
町
に
対
し
て
不
服
申
し
立
て

(
6
0

日
以
内
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
服
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
町
で
は

判
断
の
公
正
さ
や
客
観
性
を
確
保
す
る

た
め
に
「
明
和
町
情
報
公
開
等
審
査
会
」

に
諮
問
し
、
再
度
検
討
を
し
ま
す
。
こ

の
審
査
会
の
答
申
を
尊
重
し
て
不
服
申

し
立
て
に
対
す
る
決
定
を
行
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

◇
期
間

9

月
2
1日
⑧
ー
3
0日
⑤

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
だ
が
主
役
！
交
通
安
全

◇
運
動
の
重
点

1

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

今
年
上
半
期
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
亡
者
は

9
4人
。
そ
の
う

ち
の

4
3％
が
6
5歳
以
上
の
高
齢

者
で
し
た
。
中
で
も
、
歩
行
中

に
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
亡
く
な

る
人
が
多
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
に
は
、
よ
り
一
層
慎
重

な
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

2

チ
ャ
イ
ル
ド
ジ
ー
ト
と
ジ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

運
転
席
・
助
手
席
だ
け
で
な

く
、
後
部
座
席
に
座
る
人
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
子
ど
も
に
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し

ょ
ろ
つ
。

3

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
の

6
0％
が
、
交
差

点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

右
左
折
時
に
は
、
十
分
に
減
速

し
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
二
輪

車
な
ど
を
巻
き
込
ま
な
い
よ
う

周
囲
の
状
況
に
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

(3) 平成12年 9 月 10 日（日）
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和 ま っ 91 
子広場では、子どもたちがI ＼ンマーゴングにチャレンジ。
そして、大人みこしが繰り出すとムードは最高潮となり、

威勢のいい担ぎ手の掛け声が会場内に響き渡りましだ。

まつりの呼び物、打ち上げ花火では途中、夕立に見舞わ
れましたが、 2300発の花火が夜空を彩り、参加者は真夏
のまつりを思い出の 1 ページに加えていましだ。

◄

暑
い
中
、

-
/
 

一
ャ

—-

が
ん
ば
っ
た
ね

◄

毎
年
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す

9

,

1

1

 

▲鏡開き

り
に
欠
か
せ

ビと

II 

ここ： 、一
▲あいしいやきそばをありがとう（無料配布）

◄
 

T/ ＼ンマーゴングで賞品をゲット

平成12年 9 月 10 日（日） (4) 
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► 
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芸

゜
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緒
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品じ門覧讐疇 』遍鳥 [ i ｀，毘
う

▲最後に勝つのはどっちかな！？

ー
タ
イ
ム

▼姉妹都市「三重県明和町」でも披露されだ八木節

第
z
 

固 明
明和の夏の一大イベント「第 2 回8月和まつり」が 8 月 6
日、ふるさとの広場で盛大に開かれ、大勢の町民らでにぎ

わいましだ。

子どもみこしで幕を開け、民謡踊り、和太鼓、郷土芸能、

抽選会、ホリプロタレントの「江戸あらさき」のあ笑いラ
イブなど多彩な催しが次々に行われました。また、ちびっ

(5) 平成12年 9 月 10 日（日）



65 歳以上のお年寄り 2,116 人

®裁縫・編物

⑮好き嫌いな
く食べる

◎人との交流
身体を動か

すこと

⑩橋本つまさん（94)

みんなで支える明る＜豊かな長寿社会 平成12年 9 月 10 日（日） (6) 



一
町内最高齢者は小菅塩三郎さん (97)

長年にわだり社会に貢献してこら I 長B辱者＾こ‘スト 10
れだあ年寄りの皆さんに感謝し、心

から長寿のあ祝いを申し上げます。 I ⑤ 趣味
平成12年 8 月 31 日現在の本町の人

口は、 11,718人です。そのうち65

歳以上のあ年寄りは2,116人で全町

民の18.1 ％を占めています。これか

らもあ体を大切にして、いつまでも

あ元気にあ過ごしください。

| 1 

りロプ：：
------------- -------」
¥ I ⑥石崎榮太郎さん（95) I 

⑮①好きな食べ物
◎嫌いな食べ物

• 秘けつ・信条

町内長寿ベスト 1 00 (8 月 31 日現在・敬称略）

晴
を
一
治
吉
政
郎
男
兵
雄
司

孝
好
一
紘

和
な
直
長
定
義
徳
勝
精
貞
知

井
賀
黒
田
原
島
島
黒
島
賀
口
島
井
黒

津
江
合
大
大
江
大
津
江

千
須
下
斗
梅
南
南
上
田
須
江
南
千
上

1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
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9
9
9
9
9
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9
9
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男
女
女
女
男
男
女
女
男
男
男
男
男
女

孝
ん
を
さ
治
吉
か
や
作
重
兵
郎
司
と

三

も
な
ま
長
定
な
つ
慶
政
精
金
知
い

井
口
原
部
谷
川
見
田
井
成
澤
林
原
田

良

酒
田
栗
阿
神
石
蓮
多
新
今
奥
小
奈
和

3
7
3
8
3
9
4
0
4
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4
3
4
4
4
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4
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5
0
 

(7) 平成12年 9 月 10 日（日） 9 月 1 5 日（金）～ 21 日（木）は敬老の日・老人保健福祉週間



平成12年 4 月から介護保険制度が始まりましだ。第 1 号被

保険者(65歳以上のかだ）は 10月から保険料を納めていだだき

ます。平成12年度中に納めていただく保険料額は注 1) 国の特

別対策により次のとありです。（年度途中で第 1 号被保険者に

該当されだかだは、月割りで計算されます）

65歳以上のかたの保険料

区分 デ(24,300円）門6,0。0竺0円第 1 段階 者生活で世保帯護全受員給が者住、老民齢税福非祉課年税金の受

第 2 段階 世帯全員が住民税非課税のかたか
第 3 段階 本人が住民税非課税のかた — (32 ,400円） + 1 I 8,100円

第 4 段階 杏人が住民税課税のかたで、合計
所得金額が250万円未満のかた (40,500 円） I 10, 1 00円

第 5 段階 本人が住民税課税のかたで合計所 (48,600 円） I 12,100円得金額が250万円以上のかた

m山
閏
慄
唸
が
，
屈
生
臼
凸
孟

m
-

保
険
料
の
納
付
方
法

①
老
齢
・
退
職
年
金
が
平
成
1
2
年4

月
1

日
時
点
で
年
額
1
8
万
円
以
上

の
か
た
は
年
金
か
ら
天
引
き
（
こ

れ
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
）
さ

れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
遺
族
年
金
、

障
害
者
年
金
、
老
齢
福
祉
年
金
か

ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
）

②
特
別
徴
収
以
外
の
か
た
は
、
役
場

か
ら
送
付
さ
れ
る
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
に
よ
り
注

2
)
直
接

納
付
（
こ
れ
を
普
通
徴
収
と
い
い

ま
す
）
に
な
り
ま
す
。
（
平
成
1
2

年
4

月
1

日
以
降
、
6
5
歳
に
な
っ

た
か
た
、
転
入
さ
れ
た
か
た
は
特

別
徴
収
に
該
当
す
る
場
合
で
も
普

通
徴
収
に
な
り
ま
す
）

介
護
保
険
料
を

納
め
な
い
と

L
 

①
一
定
期
間
保
険
料
を
納
め
な
い
で

い
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

6
5歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

際
の
費
用
を
一
時
全
額
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
た
り
、
保
険
給
付
の

支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
た

り
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
第

2

号

被
保
険
者

(
4
0歳以
上

6
5歳
未
満
）
に
つ
い
て

①
第
2

号
被
保
険
者
の
か
た
に
つ
い

て
は
、
平
成
1
2
年4
月
か
ら
介
護

保
険
料
を
納
め
て
頂
い
て
い
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国
民
健

康
保
険
税
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
納
税
通
知
書
の
介
護
分
の

欄
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
広
報
6

月
号
、
町
税
の
し
お
り

(
8月
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
勤
務
先
の
医
療
保
険
加
入
者
は
こ

れ
ま
で
の
医
療
保
険
に
上
乗
せ
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
扶
養
者
の
か
た

の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
別

個
に
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

注
1

国
の
特
別
対
策
に
よ
り

①
平
成
1
2
年4
月
か
ら
9

月
ま
で
は

保
険
料
は
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

②
平
成
1
2
年
1
0
月
か
ら
平
成
1
3
年

9

月
ま
で
は
保
険
料
額
が
1
-
2に
減

額
さ
れ
ま
す
。

注
2

普
通
徴
収
に
該
当
す
る
か
た
で
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
改

め
て
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
帳

と
届
出
印
を
お
持
ち
の
上
、
金
融
機

関
ま
た
は
役
場
税
務
課
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先

介
護
保
険
の
認
定
・
サ
—
ビ
ス
に
つ
い
て

保
険
料
の
賦
課
・
徴
収
に
つ
い
て

税保i
務健
課福

員
名門

(84) (84) 
3 4 
1 9 
1 2 
1 6 

平成12年 9 月 10 日（日） (8) 



第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
八
月
十
一

日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

健
康
、
教
育
、
平
和
の
た
め
に
と
全

国
の
市
町
村
に
寄
附
し
て
い
る
沖
縄
市

の
上
原
清
善
さ
ん
が
8

月
1
0
日
、
本
町

を
訪
れ
2
0
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
原
さ
ん
は
す
で
に
砂
糖
キ

ビ
を
本
町
の
小
・
中
学
校
に
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
お
り
、
学
校
で
教
材
の
一
部

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

上
原
さ
ん
は
第
2

次
世
界
大
戦
で
出

兵
し
、
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
感
謝
の

沖
縄
の
上
原
清
善
さ
ん

気
持
ち
か
ら
平
和
を
願
い
寄
附
活
動
を

続
け
て
い
る
も
の
で
、
今
ま
で
に
全
国

の
約
8

割
の
市
町
村
を
表
敬
訪
問
し
て

い
ま
す
。

町
に

2
0万
円
寄
附

れ
た
結
果
、
次
の
三
人
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

•
岡
安
今
朝
雄

•
松
本
功

•
金
子
伽
五

農
業
委
員
会
委
員
に
三
人
推
栂

第

回
町
議
会
臨
時
会

明
和
町
農
業
委
員
改
選
後
の
初
会
議

が
8

月
1
7
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ

「
会
長
互
選
」
「
会
長
代
理
互
選
」
な
ど

が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
決

農
業
委
員
会

ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

会
長
（
群
馬
県
農
業
会
議

1

号
委
員

兼
務
）
田
口
幸
太
（
矢
島
）

会
長
代
理
薗
部
七
郎
（
千
津
井
）

委
員
藤
野
松
雄
（
川
俣
）

委
員
高
瀬
俊
雄
（
田
島
）

委
員
蓮
見
冨
治
（
南
大
島
）

委
員
岡
安
今
朝
雄
（
南
大
島
）

委
員
早
川
敏
夫
（
大
輪
）

委
員
．
森
尻
仁
一
（
中
谷
）

委
員
松
本
功
（
大
輪
）

委
員
栗
原
三
郎
（
下
江
黒
）

会
長
に
田
日
幸
太
さ
ん

委委委委委委委委委

員員員員員員員員員

平
井
勉

黒
澤
高

石
橋
幸
一
郎

鯉
沼
秀
夫

渡
邊
喜
一
郎

金
子
伺
五

柿
沼
昭
博

橋
本
武
雄

柴
崎
昭
夫

（
新
里
）

（
梅
原
）

（
上
江
黒
）

（
大
佐
貰
）

（
須
賀
）

（
入
ケ
谷
）

（
江
口
）

（
斗
合
田
）

（
梅
原
）

町の防災力を高めよう／

防災の基本は自分の身は自分

で守ること。しかし、災害から

守らなければならないものは、

自分の身だけではありません。

家族、家、親しい友人、そして

愛するまち…。それらを守るた

めには、個人の防災対策だけで

なく、地域の住民が共に協力し

合って取り組む自主防災の活動

が重要です。

ふだんの防災活動として家庭

の防災対策をチェックしましょ

ぅ

・家具の固定

・非常持出袋の準備

・家族で防災会議

・防災訓練に参加

第
4
2
回
群
馬
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
こ
の
ほ
ど
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
中
学
校
B

組
の
部

(
3
5
人
以
内

の
編
成
）
に
出
場
し
た
明
和
中
学
校
吹

奏
楽
部
が
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
よ
り

1

2
1

団
体
が
参
加
し
、
同
部
か
ら
は
、

指
揮
者
の
江
泉
奈
生
子
教
諭
と
3
0
人
の

生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。
演
奏
曲
は

「
四
つ
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
舞
曲
作
品

9
1
」
。
同
部
は
、
江
泉
教
諭
の
指
導
の

も
と
、
明
中
卒
業
生
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

等
で
熱
心
に
練
習
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
2

年
連
続
の
金
賞
受
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
江
泉
教
諭
は
「
―
つ
の
こ
と
を

や
り
遂
げ
た
溝
足
感
が
自
信
と
プ
ラ
イ

ド
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
か
の

明
中
吹
奏
楽
部
2

年
連
続
で
金
賞
受
賞

金賞を受賞した皆さん

生
活
面
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(9) 平成12年 9 月 10 日（日）



..,,,,,, 町
―
―

政
ユ

ホ

一

ツ ト
ス

浄
化
槽
は
、
正
し
く
施
工
さ
れ
適
正
に

維
持
管
理
さ
れ
な
い
と
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
浄
化
槽
法
で
浄
化
槽
を
設
置
し

使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
浄
化
槽
管
理
者

（
設
置
者
）
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義

務
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
―
つ
に
「
保
守
点
検
」
が
あ
り
ま

す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
知
事
（
保

健
福
祉
事
務
所
長
）
の
登
録
を
受
け
た

「
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
」
と
契
約
を
結
び

定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
し
ま
し
ょ

業
者
と
契
約
を
結
び
定
期
的
に
点
検
を

＿
っ

2
0
0
o
(ミ
レ
ニ
ア
ム
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
＆
国
学
院
大
学
管
弦
楽
団

西
暦
二
千
年
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
記

念
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

合
唱
は
地
元
合
唱
サ
ー
ク
ル
「
プ
リ
マ

ベ
ー
ラ
」
で
、
演
奏
は
主
に
渋
谷
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
国
学
院
大
学
管
弦
楽
団
」
。
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
が
開
館
し
て
以
来
初
め
て
の
試

み
と
な
る
音
楽
好
き
の
人
た
ち
に
よ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
1
2
月
3

日
⑪

◇
開
場
午
後

1

時
3
0
分

◇
開
演
午
後

2

時
0
0
分

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
閥
5
5
5
5

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」

「
も
の
の
け
姫
」
「
サ
ボ
テ
ン
の
花
」

ほ
か

◇
入
場
料
全
席
自
由

5
0
0

円

◇
前
売
り
開
始
日
9
月
1
7
日
⑪
午
前

8

時
3
0
分
か
ら
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

窓
口
に
て

◇
主
催
町
教
育
委
員
会
．

◇
問
い
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

守
点
検
を
行
う
と
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

か
ら
浄
化
槽
保
守
点
検
票
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
3

年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

[
浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
は
]

浄
化
槽
の
機
能
を
円
滑
に
し
、
適
正
な

放
流
水
を
確
保
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
り
、

清
掃
（
汚
泥
の
引
き
抜
き
）
と
は
別
の
も

の
で
す
。

盲
―
ハ
体
的
な
作
業
]

①
浄
化
槽
の
点
検
お
よ
び
機
能
検
査

②
バ
ク
テ
リ
ア
の
管
理
お
よ
び
水
質
検
査

③
モ
ー
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
と
消
毒
薬
の
補

充
④
清
掃
（
汚
泥
引
き
抜
き
）
時
期
の
判
定

[
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
照
会
]

眉
馬
県
浄
化
槽
協
会
館
林
支
部

C(

5500 

練習に励む合唱サークル「プリマベーラ」
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II 

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
麟
4
9
2
6

r
n
~
:
'
~
~
:

こ
,
.

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
封
筒
募
金

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
赤
十
字

事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
多
額
の
社
費
（
寄
附
金
）

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害
救
助
を
は
じ

め
と
し
て
国
際
救
助
活
動
や
各
種
の
社
会

福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
る
た
め
早
速
全

額
日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
へ
送
金
し

ま
し
た
。

●
社
費
2

、

4
5
1

、

5
0
0

円

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
明
和
町
実
施

委
員
会
と
保
護
司
会
が
中
心
と
な
り
、
町

民
の
皆
様
に
募
金
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
結
果
、
多
額
の
浄
財
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
浄
財
は
、
運
動
の
趣
旨
に
の
つ

と
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
募
金
3
9
2

、

3
7
9

円

日
本
赤
十
字
社
の

社
費
（
寄
附
金
）

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う

いまから始めよう。 ごみのダイエット！ 平成12年 9 月 10 日（日） (10) 
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児
童
手
当
は
、
平
成
1
2
年
6

月
1

日
か

ら
支
給
対
象
年
齢
が
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

9

月

3
0日
ま
で
に
申
請
さ
れ
ま
す
と

6

月
分
ま
で
を
上
限
と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
支
給
額

◇
第
1
子
・
第
2

子
は
月
額
5

、

0
0
0

円

◇
第
3

子
以
降
は
1
人
月
額
l
o

、

0
0
0

円支
給
月
は
、
2

月

•
6

月
・

9、1
0
月
で4

か
月
分
ま
と
め
て
支
給
さ
れ
ま
す

◎
申
請
方
法

児
童
手
当
等
認
定
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
保
健
福
祉
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
公
務
員
の
か

た
は
勤
務
先
へ
）

な
お
、
認
定
請
求
書
の
ほ
か
に
「
年

金
加
入
証
明
書
（
会
社
員
の
か
た
）
」

「
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
(
H
1
2
.

l
.
1

現
在
明
和
町
に
お
住
ま
い
で
な

国
民
年
金
保
険
料
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
確
認
を

国
民
年
金
保
険
料
の
集
合
徴
収
を
行
い

ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
に
は
時
効
が
あ
り
、

納
付
期
限
（
翌
月
末
日
）
か
ら
2

年
を
経

過
す
る
と
、
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
機
に
今
ま
で
に
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
、
納
付
し
ま
し
ょ

゜

ぷ
ノ◇

日
時

9

月

2
6日
因
受
付
は
午
前

9

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で

◇
会
場
役
場
第

2

庁
舎
1
階
第
4

会
議

室
※
当
日
、
太
田
社
会
保
険
事
務
所
の
担
当

職
員
が
午
後
4

時
ま
で
お
り
ま
す
の
で
、

平成12年度所得制限限度額表

扶養親族等の数 I 児童手当

人

（単位：万円）

。

特例給付

ヽ

5
 
5
 

208-246-284-322-360 

ロ
ロ

人

361 

399 

い
か
た
）
」
が
必
要
で
す
。

◎
所
得
制
限
限
度
額

所
得
に
は
一
定
の
控
除
（
医
療
費
控

除
等
十
8

万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

住
民
課

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す

支
給
対
象
年
齢
が
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
引
き
上
げ

児
童
手
当
の
欄
は
、
自
営
業
・
農
業
等

の
か
た
の
限
度
額
で
、
特
例
給
付
の
欄
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
被
用
者
年
金
（
厚
生

年
金
等
）
に
加
入
し
て
い
て
、
児
童
手
当

の
所
得
制
限
を
超
え
て
し
ま
う
か
た
の
限

度
額
で
す
。

年
金
相
談
と
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
納
付
書
が
な
い
場
合
、
役
場
で

発
行
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6 か

ヽ．公函ゞ吟玲文3唸ぐ：＇滋＜均'- •今Sぐ・しsへSジ・つ必：謬笞へ令•乞る公～心：・今•仝9v玲廷令•9滋令 9 ご・今●令，冷C>'.澪令姿· 9な令裟 ·9ン•O·,·◊や・・メ＾べ、ぺ哀＾r＞0ペ ・令釈‘← >ses、

未来の豊かな暮らしのために

国．．芸 平成 12年 10月 1 日（日）

10月 1 日、全国一斉に国勢調

査が行われます。

9 月 23 日仕）から調査員が皆様

のお宅に調査票の記入のお願い

に伺います。

ご記入いただいた調査票は、

調査員が集めに伺います。

皆様のご協力をお願いいたし

ます。

October 1st -National Census 
October 1st is National Census Day. The questionnaire is to be filled in, indicating 
everyone's circumstances as of October 1st. 
The questionnaire is selected upon the recommendation of each municipality and is 
distributed and collected by officials appointed by the Director General of the 
Management and Coordination Agency. Officials will visit homes to distribute and collect 
questionnaires at the end of September and the start of October. Officials observe strict 
confidentiality with respect to the contents of the completed questionnaire. 
Statistics Bureau, Management and Coordination Agencyｷ Gunma Prefectureｷ 
Municipalities 、 経済課—--—和 0 h内線352

(11) 平成12年 9 月 10 日（日） ごみ 分ければ資源 減量化・資源化にご協力を！



掲載写真を差し上げます。 役場企画課 8(84)3111 平成12年 9 月 10 日（日） (12) 



(13) 平成12年 9 月 10 日（日） 身近な情報をあ寄せください。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

ぁ
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
は
水
分
補
給
が
で
き
ず
体
力

Q
的
に
苦
し
い
た
め
、
胃
の
検
診

は
5

月
か
1
0
月
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
中
谷
女
性
）

時
期
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
と
り

な
が
ら
検
討
し
ま
す

A
 20
年
来
胃
が
ん
検
診
は8
月
に

実
施
し
て
お
り
、
住
民
の
か
た

に
も
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

6

時
3
0

分
か
ら
の
早
朝
検
診
で
す
の
で
、
暑
く

な
ら
な
い
う
ち
に
終
了
で
き
ま
す
の

で
、
今
ま
で
ほ
か
の
時
期
へ
と
い
う
要

望
は
特
に
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
勤
め
て
い
る
か
た
の
中
に
は
、
ち

胃
の
検
診
は
5

月
か

1
0月

に
し
て
く
だ
さ
い

町
指
定
以
外
の
ご
み
袋
で

ご
み
が
出
し
て
あ
り
ま
す

ょ
う
ど
夏
休
み
が
と
り
や
す
い
時
期
で

受
け
や
す
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
か
た

も
お
り
ま
し
た
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
と
り

な
が
ら
時
期
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
も
総
合
検
診
を
5

月

ご
ろ
実
施
予
定
で
す
の
で
、
総
合
検
診

（
す
べ
て
の
検
診
を
同
時
に
受
け
ら
れ

る
検
診
で
、
胃
が
ん
検
診
も
受
け
ら
れ

ま
す
）
の
受
診
等
も
ご
検
討
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

指
定
以
外
の
ご
み
袋
で
ご
み
を

Q
出
し
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
私
も
指
定
の

ご
み
袋
を
買
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
中
谷
・
女
性
）

町指定ごみ袋

ご
み
減
墨
化
を
図
る
た
め
指

定
袋
制
を
導
入
し
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い

指
定
袋
以
外
で
ご
み
が
出
さ
れ

A
た
場
合
は
「
指
定
袋
以
外
で
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
張
り
紙

を
し
て
放
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

生
ご
み
が
腐
敗
し
て
付
近
の
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
景
観
的
に
も
好

ま
し
く
な
い
た
め

1

週
間
く
ら
い
で
片

付
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
ご
み
減
鼠
化
を
図
る
と
と

も
に
ご
み
処
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
意
識

を
住
民
の
皆
さ
ん
に
持
っ
て
い
た
だ
＜

た
め
に
指
定
袋
制
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
環
境
課
）

内
"
5烹
繭
”
i

s`·◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◇♦w◇♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦w◇♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦◊♦ o. 。，，

：る
乏る
t エントリーNo.4 ~ご三て- ~:JI:: * 
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ス
、

町
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
総
合
的
に

捉
え
、
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
生
活
習
慣
病

予
防
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
話
や
調

理
実
習
、
運
動
の
実
技
指
導
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

12/8 （金） ヘルシー講座（すべて 13:30~15:30) 

12/25 （月） ①「薬を使わずに糖尿病を治す方法」

言： ] ］どt：の三口）な三円?i;::;:：おど］レ血フ管ア竺〖：を 1 」
i -

2/9 （金） 覚えているかな？クイズでおさらい

13:30~15:30 ハーブティを飲みながら「わたしの健康法」を語り合おう！

グループワーク「これからなすべきこと」

バイキング・個別相談

2/28 （水）

1 o:oo~14:00 

積
極
的
な
健
康
つ
く
り
を

I
.

る
か
た
は
、
9
月
2
9
日
⑥
ま
で
に
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
は
4
0
名
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

期
日
お
よ
び
内
容
…
左
記
の
と
お
り

場
所
…
保
健
セ
ン
タ
ー
・
社
会
体
育
館
等

費
用
…
無
料

あ
申
し
込
み
は... 

対
象
者
3
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
明
和

町
在
住
の
女
性

定
員
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
）

費
用
無
料

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
9

月
2
9

日
⑱
の
午
後
5

時
ま
で
に
保
健
福
祉
課

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
あ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

←\vスアッフ％

開 f崖

町
で
は
、
日
ご
ろ
運
動
す
る
機
会
の

少
な
い
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
次

の
と
お
り
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
中
心
に
「
ほ
っ
と
一
息
タ
イ

ム
」
と
し
て
ヘ
ル
シ
ー
な
お
や
つ
も
ご

用
意
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

(15) 平成12年 9 月 10 日（日）



◎
表
彰
基
準

◇
町
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
（
3

位
以
内
）
を
収

め
た
者
（
団
体
）

◎
対
象
期
間

◇
平
成
1
1
年1
0月
1

日
か
ら
平
成

1
2年

9

月

3
0日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0月
8

日
⑪
開
催
の
町
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9

月
2
4
日
⑪

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

ヽ
4
0L
 該

当
者
は
ご
連
絡
を

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す

幼
児
ア
ク
ア

短
期
水
泳
教
室

洲「S社会体育館

云 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

◇
期
日
1
1
月
5

日
⑪

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
◇
参
加
費
無
料

◇
募
集
期
間

9

月

1
9日
因
の
午
前
9

時
3
0
分
＼
1
0
月

1
5日
⑪

◇
申
し
込
み
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

9

月

3
0日
出
か
ら

1
1
月2
5日
田
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

午
後
2

時
ー
3

時

◇
対
象
者
町
内
在
住
の

5
\
6

歳
児

（
就
学
前
児
童
）

◇
募
集
人
数

2
0人

◇
参
加
費
入
会
金

5
0
0

円
会
費

4
、

0
0
0

円

(
8回
分
）

◇
募
集
期
間

9

月

1
0日
⑪
の
午
前
9

時
＼
2
4日
団

◇
申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
て
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
長
期
水
泳
教
室
（
幼
児
ア
ク

ア
）
に
在
籍
し
て
い
な
い
児
童
を
優

先
し
ま
す
。

会民

熱戦を繰り広げる参加者

町
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
8

月

2
0日
、
午
前
8

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
の

1
2時
間
、
中
学
校
校
庭
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
合
併
3
5
周
年
を
記
念

し
て
平
成
2

年
か
ら
開
か
れ
て
お
り
、

参
加
者
の
心
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り

を
つ
く
る
の
が
目
的
。
試
合
は
町
の
花

「
菊
」
組
と
町
の
木
「
つ
げ
」
組
の
対

抗
で
、
6
0分
か
ら
7
5分
の
リ
レ
ー
方
式

に
よ
り
、
斎
藤
町
長
の
始
球
式
で
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登

録
チ
ー
ム
、
小
・
中
学
校
P
T
A

、
企

業
な
ど
2
0チ
ー
ム
、
延
べ
約
3
8
0

人

T
 

3

年
連
続
つ
げ
組
が
優
勝

•J` 

第

3

回
町

水
泳
大

第
2

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

集

優勝した「新里A] チーム

が
参
加
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

勝
敗
は
、
5
5回
ま
で
進
み
8
1
対
7
8で

つ
げ
組
が
3

年
連
続
で
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
イ
賞
、
敢
闘
賞
の
表
彰
や
勝

敗
チ
ー
ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ

れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

3
2
0

人
が
熱
戦
を
展
開

町
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

8

月

2
0日
、
社
会
体
育
館
で
1
7
チ
ー
ム

約
3
2
0

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
と
規
律
の
重
要
性
を
育
み
、
地
区

子
ど
も
会
の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
。

子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

第
2

回
町
子
と
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

た
。
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
新
里

A

準
優
勝
大
佐
貫

3

位
入
ケ
谷
・
矢
島

位
中
谷

（
敬
称
略
）

4
0歳
代
・
富
塚
か
ず
子

2

位

1
0
0
m
1
4

秒
5
1

2

位

2
0
0
m
3
0

秒
7
6

5
0
歳
代
・
久
保
口
敏
夫

3

位

2
0
0
m
2
7
秒
3
6

1

位

4
0
0
m
6
1

秒
1
3

6
0歳
代
・
小
平
弘

1

位

1
0
0
m
1
3

秒
0
6

2

位
走
幅
跳

4
m
2
7

2

位
三
段
跳

8
m
9
8

6
5
歳
代
・
始
澤
重
信

1

位
円
盤
投
げ

3
4
m
2
0大
会
新

1

位
ハ
ン
マ
ー
投
げ

2
5
m
0
5

2

位
や
り
投
げ

2
7
m
6
0

第
1
8
回
群
馬
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

準
優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

争第

奪 12

野回

球会

大長

会杯

優
勝
梅
原

D

準
優
勝
新
里

A

3

位
田
島

C

第
1

回
老
人
ク
ラ
ブ

輪
投
げ
大
会

3
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世
は
明
治
時
代
に
入
っ
た
が
、
国
内

は
い
ま
だ
に
混
乱
状
態
に
あ
り
、
さ
ら

に
西
南
戦
争
で
多
大
の
戦
費
を
要
し
て

ひ
っ
ぱ
く

国
家
財
政
は
逼
迫
状
態
に
あ
っ
た
が
、

大
久
保
利
通
の
大
局
的
判
断
か
ら
明
治

政
府
初
め
て
の
国
家
計
画
と
し
て
工
事

の
発
足
を
み
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
空

の
び
る
野
蒜
の
運
命
と

ヵ
ヘ
し
嘉
平
の
そ
の
後

東名運河の現状

前
の
大
工
事
で
あ
っ
た
。

二
つ
の
運
河
の
計
一
六
％
の
開
削
に

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購
入
し
た
蒸
気
浚
渫
機

お
よ
び
手
動
浚
渫
機
を
使
用
し
た
と
あ

ぽ
う
だ
い
よ

り
、
厖
大
な
土
量
の
運
搬
は
人
力
に
依

っ
た
。
海
上
に
一
五
0
信
突
き
出
し
た

突
堤
は
粗
采
沈
床
法
が
取
ら
れ
た
。
こ

れ
は
平
面
的
に
編
ん
だ
粗
采
の
上
に
石

を
並
べ
、
こ
れ
を
海
中
に
沈
め
な
が
ら

何
層
か
に
積
み
重
ね
、
側
面
に
杭
を
打

っ
て
移
動
を
防
ぐ
も
の
だ
が
、
こ
れ
が

後
に
野
蒜
の
命
取
り
に

な
っ
た
。

工
事
期
間
中
は
常
時

二
千
人
の
労
働
者
が
働

い
て
こ
の
大
工
事
も
明

治
十
一
年
七
月
着
工
以

来
、
関
係
者
の
異
常
な

努
力
の
結
果
、
明
治
十

五
年
十
月
に
完
成
を

見
、
汽
船
の
入
港
も
あ

っ
て
港
と
し
て
の
活
動

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
る
に
明
治
十
七

年
秋
の
台
風
に
よ
り
突

堤
の
半
ば
が
一
瞬
に
し

て
根
こ
そ
ぎ
決
壊
し

た
。
大
久
保
は
す
で
に

暗
殺
さ
れ
、
松
方
緊
縮

財
政
の
時
代
に
入
っ
て

こ
れ
を
修
復
す
る
予
算

も
な
く
、
加
え
て
東
北

鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
開
港
二
年
後
、

政
府
は
哀
れ
に
も
野
蒜
を
永
久
放
棄
と

決
定
し
た
。

最
近
、
日
本
土
木
学
会
は
明
治
時
代

の
土
木
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
研
究

す
る
気
運
が
高
ま
り
、
野
蒜
も
そ
の
一

環
と
し
て
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
平
成

十
年
は
着
工
―
二
0
年
目
に
当
た
り
同

学
会
東
北
支
部
（
仙
台
）
は
「
野
蒜
築

港
―
二
0
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
結
成
し
、

東
北
大
学
工
学
部
土
木
学
科
が
実
務
に

当
た
り
、
こ
の
研
究
を
進
め
現
在
ま
で

に
四
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

私
は
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
存
在
を
知

り
、
前
記
嘉
平
の
手
紙
と
履
歴
書
（
い

づ
れ
も
コ
ピ
ー
）
を
事
務
局
に
提
出
し

た
と
こ
ろ
、
群
馬
県
よ
り
県
費
生
が
派

遣
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
学
会
は

こ
れ
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
高
く
評
価

し
た
。
平
成
十
一
年
十
一
月
第
三
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
の

で
私
が
出
席
し
た
と
こ
ろ
築
港
関
係
者

の
孫
と
い
う
こ
と
で
大
変
歓
迎
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
嘉
平
は
引
き
続
き
群
馬
県

庁
に
奉
職
し
、
明
治
二
十
四
年
に
内
務

省
に
転
勤
し
東
京
に
居
住
し
た
が
、
大

正
二
年
に
没
す
る
（
六
十
三
歳
）
ま
で

一
貫
し
て
利
根
川
の
治
水
事
業
に
専
念

し
た
。
嘉
平
が
野
蒜
に
行
っ
た
の
は
弱

冠
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
野
蒜
工
事

の
経
験
が
そ
の
人
生
と
仕
事
に
お
い
て

大
い
に
役
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

野
蒜
の
川
岸
に
立
つ
と
鳴
瀕
川
は

悠
々
と
流
れ
て
お
り
、
そ
の
昔
兵
ど
も

し
の

の
夢
の
あ
と
を
偲
ば
せ
る
が
、
若
き
嘉

平
が
こ
こ
に
立
っ
た
か
と
思
う
と
万
感

胸
に
迫
る
思
い
が
あ
る
。
（
お
わ
り
）

神
谷
憲
記

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院

[
6⑫
3
1
4
0
]
が
担
当
し
ま
す
。

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

／
図
す
丘
諏
一
紅
す

代
和
-
―
韮
げ
＿
ご
＿
雌
げ

1
3
-

―
館
同
竹
〖
―
｛
朗
同

千
月
―
|
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一
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日

当

医

＼＼：：区
休 1 月：＼別

館林邑楽全地区

9 月 23 日

9 月 24 日

10 月 1 日

番
I
 

10 月 8 日

10 月 9 日

10 月 15 日

川村医院
匹（72) 1337 

合村クリニッグ
匹 (70) 2221 

館

小倉医院
匹 (72)0606 

林 地 区

館林地区と

同じです

（
内
科
・
外
科
・
産
婦

(17) 平成12年 9 月 10 日（日）



速水けんだろう
ファミリーコンサート

ふるさと産業文化館
匹（ 84)5555

◇とき

10月 22 日（日） 2 回公演

①午後 1 時30分開演

②午後 4 時00分開演

◇ところ

ふるさと産業文化館

◇チケット 全席自由

おとな 2,000円

こども 1,000円

（当日券500円増）

◇前売り開始

9 月 10 日（日） 午前 8 時30分からふ
るさと産業文化館窓口で発売して

います。

◇主催町教育委員会

◇後援町文化協会

◇問い合わせ

ふるさと産業文化館

埼玉県熊谷盲学校
就学相談

埼玉県熊谷盲学校
匹048(521)0164

視力やその他の視機能の低下でお

悩みのかたで、盲学校での学習によ

り、将来、理療師（あん摩マッサー

ジ指圧師・はり師・きゅう師）とし

ての就労をお考えのかた、お気軽に

ご相談ください。

花こよみ

9月の見ごろ

アマリリス（秋咲き8月～ 10月）

草丈50cm

花径 10~15cm

秋咲きスノーフレーク (9月）

草丈 10cm 

花径 0.5~1cm 

児童巡回相談

太田児童相談所
匹（31)3721

◇日時 9 月 28 日（木） 午前10時～午

後 3 時

◇会場保健センター

◇内容 言葉・性格行動・心身的発

達の問題など

※相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。相談を希望されるかたは 9 月

21 日（木）までに役場保健福祉課8(84)

4926へお申し込みください。

自然の家ウォーキング
参加者募集

県立東毛少年自然の家
80277 (78) 5666 

◇日時 10 月 22 日（日） 午前 9時～

午後 1 時30分（雨天決行）

◇会場 県立東毛少年自然の家（藪

塚本町大字藪塚3657)

◇内容 秋の八王子丘陵山歩き・ゆ

うまちゃん人形が当たる抽選会等

◇参加対象 家族または友達同士の

グループ・個人

◇募集人数 300人（先着）

◇参加費一人500円（食事付）

◇募集期限 9 月 30 日(±)

◇申し込み 電話で氏名、住所、電

話番号、学年等をお知らせくださ

い。 (FAX· 郵便は不可）

第 4 回「群馬銀行i
環境財団賞」募集！

（財）群馬銀行環境財団事務局
8027 (255) 6160 

◇募集テーマ

1 身近な自然環境を守るための私

たちの実践活動

2 身近な自然環境を守るための調

査活動

◇応募資格 群馬県内の営利目的で

ない法人・団体（学校を除く）お

よび個人

◇財団賞総額50万円• 5 作品を表

彰 (1 作品 10万円）

◇応募万法 5 千字以内、用紙は自

由

◇応募締切 12月 20 日 0k)

◇問い合わせ・応募先 前橋市元総

社町171-1 〒 371-0846 （財）群馬銀

行環境財団事務局

自動車の日常点検、定期点検を実施しましょう 関東運輸局

緑 化

県緑化センター
a (88) 7188 

家庭緑化を進めるため、 9 月は

「春の花壇をいろどる」をテーマと

して緑化講座を開催します。

◇日時 9 月 20 日 0k) 午前10時～正

午（雨天決行）

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇講師樹木医熊倉弘先生

◇勢集人員 50名

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

◇参加費無料

館林簡易裁判所
匹（ 72)3011

館林調停協会では、調停相談会を

無料で開催します。秘密は固く守ら

れますので、交通事故、金銭貸借、

土地家屋、相続、夫婦や親子等のも

めごとでお困りのかたは、お気軽に

ご利用ください。

◇日時 9 月 20 日因午前10時～午

後 3 時

◇場所館林市六郷公民館

◇相談員弁護士、調停委員

新たに設けられた
特定調停手続

前橋地方裁判所事務局総務課
匹027(231)4275

新たに設けられた特定調停手続

は、債務者の経済的な立ち直りを図

るために、裁判所の調停手続によっ

て、債権者との間で返済方法の調整

を図ろうとするものです。

この特定調停手続は、基本的には

通常の民事調停手続の一類型といえ

ますが、債権者に資料の提出を促す

ための特例や執行停止要件の緩和な

どの規定が設けられています。その

ため、申し立ての際には、特定調停

手続を行うことを求める旨の申述を

する必要がありますし、また、特定

債務者であることを明らかにする資

料や関係権利者の一覧表を提出しな

ければなりません。さらに、申立人

が事業者であれば関係権利者との交

渉の経過や希望する調停条項の概要

を明らかにする必要があります。

平成12年 9 月 10 日（日） (18) 



＜弓し
の

懺

町の無料法律相談

日時＝10月 10 日因
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内 容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝丸山弁護士
受付＝ 10月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝10月 12 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター
対象者＝ 10年10月、 11年10月、 12

年 3 月、 6 月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝10月 3 日（必
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 10月 16 日旧）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 号火
ロ火

日時＝ 10月 19 日（木）
午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 10月 19 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>固定資産税[>国民健康保険税
納期限＝ 10月 2 日旧）
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 9 月 29 日僅）

町営住宅
入居者募集

役場都市建設課
8(84)3111 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 2 戸

須賀団地 1 戸

◇家賃収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは、役場都市建
設課へお問い合わせください。

東洋大学板倉キャンパス
市民大学講座

板倉町教育委員会
匹（82)1111

◇テーマ 「21世紀の地域を考える」

～環境と国際交流の視点から～

◇開講期間 10月 14 日田～ 11 月 18 日

田午前10時～正午（毎週土曜日

ただし、 11 月 4 日除く）

◇定員 200名（定員を超えた場合

は抽選）

◇受講料無料

◇申込期限 9 月 30 日国必着

◇申し込み往復はがきに「東洋大

学公開講座」と記入のうえ、住所、

氏名（フリガナ）、性別、年齢、

職業、電話番号、返信用にも宛先

を明記のうえ、〒374-0192 板倉

町板倉2067 板倉町教育委員会へ

郵送してください。

自衛隊の募集案内

自衛隊群馬地方連絡部太田出張
所匹（45)5563

防衛大学・防衛医科大学・看護学

生を受け付けします。

◇受付期間 9 月 14 日（木）～ 10月 13 日

命

◇試験日 »防衛大学 11 月 11 日

国・ 12 日（日） ► 防衛医科大学 11 

月 4 日仕） •5 日（日） ► 看護学生 10 

月 26 日（木）

◇試験会場 ► 防衛大学 太田市

民会館（太田市） ► 防衛医科

大学 東鉄会館（高崎市） ► 看

護学生 太田福祉会館（太田市）

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

介護保険出前講座
希望団体等は申込みを

役場保健福祉課
匹（ 84)4926

介護を社会全体で支え合う「介護

保険制度」が 4 月からスタート。 10

月からは65歳以上のかたの保険料納

付が始まります。

そこで町では、町民のかたに介護

保険制度を理解していただくため、

希望する行政区または団体ごとに出

前講座（個別住民説明会）を実施し

ます。

介護保険制度のしくみや町の介護

保険料などについて、パンフレット

やビデオテープを利用しながら説明

します。（約90分を予定）
希望する団体等は保健福祉課まで

お申し込みください。

危
取扱

物
験式

———
-0 

険
者

明和分署
匹（84)3131

平成12年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので、受験希望のかたはお申し込

みください。

◇準備講習会

・日時 11 月 6 日（月） 午前 9 時～

・会場 館林市郷谷公民館

・受講料 6,800円

◇試験

・日時 11 月 26 日（日） 午前 9 時～

・会場太田市 関東学園大学ほか

・受験料 甲種5,000円、乙種3,400円

丙種2,700円

．申し込み 10月 6 日⑤から 16 日旧）

までに明和分署へ

リウマチ講演会

館林保健福祉事務所
匹（72)3230

◇日時 9 月 29 日⑤午後 2 時～4時

◇場所館林保健福祉事務所

◇対象疾患 リウマチ患者・家族等

◇内容 講演会「リウマチの基礎知

識」 講演終了後懇談会（希望者）
◇担当医師 前橋赤十字病院整形外
科部長磯武信先生

◇申し込み電話予約制先着30人

程度館林保健福祉事務所保健係

(19) 平成12年 9 月 10 日（日） 自動車点検整備推進運動 9 月 1 日～ 1 0月 31 日
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橋
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文
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今
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賓
徳
江
口
只

こ
の
会
は
、
昭
和
5
4年
頃
農
家
の
主

婦
を
対
象
に
作
ら
れ
た
お
か
あ
さ
ん
の

会
で
す
。

発
足
当
初
か
ら
館
林
普
及
セ
ン
タ
ー

の
ご
指
導
も
い
た
だ
き
、
伝
統
料
理
や

ふ
る
さ
と
の
味
、
行
事
食
等
、
家
庭
で

い
ち
ば
ん
身
近
な
「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の

味
」
を
勉
強
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
と
、
味
噌
作
り
で
は
明
和
町
の

発
酵
機
を
利
用
し
て
、
会
員
だ
け
で
な

く
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
わ
る
よ
う
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
野
菜
の
直
売
に
も
力
を

入
れ
て
、
こ
こ
で
は
朝
取
り
新
鮮
野
菜

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
春
は
タ
ケ
ノ
コ
、

夏
は
梅
干
（
自
家
製
）
、
秋
に
は
採
れ

た
て
の
新
米
等
、
季
節
の
品
物
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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< 町の人口と世帯 [ 
男 5,895人・女 5,823 人 <

~ 9 月 1 日現在（対前月比） 〈 8 月中の動き〉 [ 
〖世帯数 3,408戸 (+4) 出生 6 人・死亡 10人 望
[ 人口総数 1 1,718 人（＋ 14) 転入 38人・転出 20人 <

I 8 月の救急車出動回委夕 [ 
[ 

羹急病 19件交通事故 5件その他 9件合計 33件 貸
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※褐載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 9 月 10 日（日） (20) 
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